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刊行のことば

　国立国語研究所で，　1953年4月から7か年の計画で「言語能

力の発達に関する調査研究」を実施し，これまでに中間報告とし

て，

　　入門期の書語能力（1954年3月刊）

　　低学年の読み書き能力（1956年3肩刊）

を発表した。これは，それにつぐ第三の中間報告である。

　この調査研究は，國語教育研究室が担当し，この報告書に関す

る部分は，輿水実，芦沢節，高橋太郎，村石昭三が仕事に当っ

た。この研究調査の目的・機構・経過については本書のはじめに

述べてある。

　研究所は，この調査研究を実施するため，実験学校と協力学校

を設け，学校と父兄との協力を得て来た。この報告書について，

そうした学校および父兄の御協力に対して心からの謝意を表す

る。

1958年3月

国立国灘究所長西尾 実
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’「言語能力の発達に関する調査研究」について

研究の目的・特色

　（1）同一児童について小学校入学の時から卒業までの書謡能力の発達を追跡

　　的に調べる。

　（2）聞く・話す・読む・書くの全体にわたって調べる。

　（3）環境・知能・身体・人格・学習など需語能力の発達の要因を調べる◎

　（4）発達のi要因との関係において事例的にとらえる。

研究の機構

　実験学校一所員がその学校の職員の協力を得て，所員の手でテストし観察

　　して資料を集める学校

　実験学校に準ずる学校一実験学校とほぼ同じことをその学校の職員の手で

　　おこなって資料を送ってくれる学校（実験学校が東京都の中央の学校であ

　　るから，それと比較するため純農村の学校を依頼する）

　協力学校一実験学校でおこなっているものの一部分あるいは大部分を，そ

　　の学校の職員の手でおこなって，資料を送ってくれる学校

研究の経過

　（i）昭和28年入学児について，各学校1学級分（約50名）を対象として開始

　　した。（昭和33年1月現在5年生1）

　②　この学級についておこなえなかったこと（主として聞く・話すの能力の

　　方颪）を補充するため，昭和29年入学児についても各学校1学級分ttt（約50

　　名）を対象として加えたQ〈昭和33年1月現在4年生）

　⑧　昭和29年3月　中心報告として「入門期の喬藷能力j　（国立国語研究所

　　報告7）を発行○

　（4）昭和3！年3月　岡じく「低学年の読み書き能力」　（国立国語研究所報告

　　　　　　　　　　　　　　　　！



　　10）を発行。

　（5）その他のこと，特に低学年の謡し聞く能力のことについては国立鼠語研

　　究〕所年報8に報告してある。

研究担当老（昭和33年1月現在）

　　第二研究部長　　　　　輿水　実

　　国語教育研究室（主任）芦沢　節

　　　　　　　　　（所員）高僑太郎，柑石昭三

実験学校・協力学校（昭和33年1月現在）

校
準
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学
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力
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実
ず
協

〃

四谷第六小学校

比々多小学校

方爾小学校

北小学校

松代小学校

豊野酉小学校

小山第二小学校

中央小学校

中田小学校

新井小学校

東京都新宿区四谷大京町

神奈川県中郡伊勢原町

東京都杉並区方南時

兵庫県氷上郡幸世村

長野県埴科郡松代町

長野県上水内郡豊野町

栃木県小由市

滋賀県大津市

静岡県静岡葡

東京都中野区新井町

　　　　　　（輿水　実）



1　読む能力の発達

A　黙読理解の発達

　1．申学年の読む能力の発達の問題点

　中学年の読む能力の発達についてこれまで注意されているのは次のようなこ

とである。

　　（1）読める漢心が増す

　　（2）読書語いがふえる

　　（3）　読書速度カミ速くなる

　　（4）　いろいろな本を読むようにな：る

　　㈲　要点を読みとるカができる

　　（6＞文の段落・組み立てがわかる

　　く7）問題を解決するために読むようになる

　　（8）前後の関係からわからない語の意味をとらえることができる

　このうち，（1）（2）（3×4）は本書の別の項で取り扱う。ここでは，（5）（6×7）⑧のいわ

ゆる読解技能の発達だけを問題とする◎

　読解技能としてここにあげた四つのものは，中学年だけのものである。低学

年ではこれよりもいっそう簡単で基礎的な技能，たとえば，書かれている事実

についてその大体がわかるという技能がある。また，たとえぽ物語について，

その登場人物がわかり，あらすじがわかるというようなことも，低学年（エ，2

年）でほぼ完成されるものと見られる。それから，一層高次な読解技能．たと

えば，文のかくれた主題とか意図を晃出すというようなことは，高学年（5．6

年）から中学校へ行ってのびることである。もちろんそれも，中学年からはじ

まっているというべきだろう。（注1）

　（注1）　長野県教育委最会で昭和26年度におこなった，文の霊題をとらえる能力の発

　　達を，われわれがそこに出ている日宇にもとづいて閣表にすると，次ページの表の

　　ようになる。（長野鍛突験学校報｛憂r学習能力の発達，濁譲編」昭和29年）
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主題をとらえる能力の発達（長野県教育委員会による）
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　　。（顧　　2　3　4　5　6（軌　 2　3
　そういう、ことを前提として，以下，われわれが3年4年の各学期末に鐡した

テストの問題とその結果とを述べるQ

　2．　3年第1学期のテストと結果解釈

　　　　検査の趣意

　第1学年，第2学年において，「文の中にだれとだれが出て来るか」「だれが

なにをしたか」というようなう文に明らかに提示されている事実は理解される

ということヵミオっカtsつた。

　第3学年以降は，さらに高次ないろいろの読書技徳がどうめばえ，どう伸び

て行くかをみようとする。

　　　　問題構成

　問題は全体で4題8項Bとし，うち2題は，第2学年の第1学期こ検査して

成績の悪かったものをそのまま採用する。この成績が悪かったのは，そこに．高

次の読書技能が要求されていたからで，その技能が1年間にどれだけ伸びたか

をためす。問題1，問題4が田問題Q

　　　　　　　　　　　　　　　　4



問題　　　　材料文

　1　おつかい（生活丈）

2　きんぎょ（　tt　）

3　ミズーり川（こども新聞）

4　三Eさまの馬車（三山）

検査の実施

　設問一一検査する能力

i1）細部の理解

②　大体の意味をとる

（1）　文脈による語や用法の理解

（2）主題や情緒にふれる

（1）文の種類に関する知識

（2）内容を吟味して読む

（1）話の筋をたどる

（2）書かれている特定の事実をつかむ

（1）問題用紙は全部一括してくばるQ

（2）児童はすでにこの種のテストになれているわけであるが，　「これから：文を

　読んでからお答えをするテストをします○答えかたは，たいていは，よいと

　思うものの上に○をつけるのですが，そのほかに，関係のあるのを線で結ん

　だり，上に順番をつけたりするのがあります。」といった説明をしておく。

（3）　問題用紙は児童に読ませる。教師が読まない。

㈲　やりかたがわからない者は途中で挙手させて，やりかたを説明してもよい。

（5）ほとんどの者がやり終ったところで集める。　（正味の所要時間は15分から

　長くても20分である。）

1　もんだい　1．　　　もんだいのあとの（　）の中は正答率

　つぎの　ぶんを　よんで，あとの　しつもんに　こたえなさい。

「まさおさん，おつかいに　いって　きて　ちxうだい。」と，おかあさんが　いいま

した。まさおさんは，「はい。」といって，すぐに　でかけました。

　とちゅうで，じろうさんに　あいました。

　いちばの　そばで　サーカスが　にぎやかな　おんがくを　やって　いました。

　まさおさんは，じろうさんと　いっしょに　サーカスの　かんばんに　みとれてい

る　うちに　おつかいを　わすれて　しまいました。

「まさおさん，どこへ　いくの。」みると，よしこさんが　にこにこしながら　たず

ねました。

　よしこさんは，おかあさんと　おつかいに　きたのでした。

「あっ，ぼく　おつかいに　きたんだっけ。」　まさおさんは，おつかいを　おもいだ

して，あわてて　かけだしました◎
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（1＞おかあさんは　だれの　おかあさんですか。

　1　まさおさんの　おかあさん（35．　4％）

　2　じろうさんの　おかあさん（0％）

　3　よしこさんの　おかあさん（64．6％）

　4　しらないうちの　おかあさん（0％）

（2）この　おはなしで，まさおさんの　したことを　4人の　ひとが　はなしまし

　た。だれのが　いちばん　いいですか。

　エ　まさおさんはおかあさんに　ようじをたのまれると　すぐ「はい。」という

　　かんしんな　子どもです。（29．2％）

　2　まさおさんは　じろうさんと　いっしょに　たのしく　あそびました。（2．1％）

　3　まさおさんは　サーカスがすきでサーカスを　みに　いきました。（0弩）

　4　まさおさんはおつかいの　とちゅうであそびましたがよしこさんにあ

　　って　おつかいを　おもいだしました。（5＆3％）

　　　　二つ以上に反応したもの　10．4％

もんだい引

　つぎは　よしこさんの　作文です。よんでから，あとの　しつもんに　こたえなさ

い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　わたしは，このあいだ，おかあさんと　おつかいに　行きました。きんぎょやの

まえを　とおりました。みせさきには，あかや　ぶちの　きんぎょ①が　たくさん

いました。あまり　かわいいので，おかあさんに　おねがいして　きんぎょを　3び

きと，ぎんぎょぼちを　かって　もらいました。

　きんぎょ②は，うれしそうに　はちのなかを　およいで　います。すこしも　やす

みなしに　ぱくぱくと　口を　あけて　およぎまわって　います。わたしは　きんぎ

ょも　ねるときが　あるかしら，どうやって　ねむるのかしらと　おもって，ねえさ

んに　きいて　みました。

　ねえさんは，　「さあ，わたしにも　よく　わからないけれど，やっぱり　鼠を　つ

ぶって　ねむるのでしょう。」と　いいました。

　そうしたら，おとうさんが，

「きんぎょ③だって　ねむる　ときが　ある。けれども，蟹を　つぶらない。それは

たいていの　さかなには，まぶたが　ないからで，目を　つぶることと　ねむること

とは　べつに　なって　いる。だから　さかなは，目を　つぶることが　できなくて

も，りっぱに　ねむれるのです。」と，おしえて　くださいました。

（1）きんぎょ①きんぎょ②きんぎょ③のいみを

　るのと　せんで　むすびなさい。（34．1％）
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かんがえて，（d）（ロ）㊨のあ。てい



　　きんぎょ①　　　④　どんな　きんぎょでも　いい，きんぎょという　さかな

　　　　　　　　　　　ぜんぶ

　　ぎんぎょ②　　　　（ロ）きんぎょやさんで　うっていた　きんぎょ

　　きんぎょ③　　　㊥　うちへかってかえったきんぎょ
　　ふん
（2）文の　いみを　よく　かんがえて　つぎの　どれが　いちばん　よく　よし子さ
　　　　きもち
　んの，気持に　あっているか，一つだけ　えらんで　○を　つけなさい。

　1　おかあさんと　おつかいに　いって　きんぎょを　3びきと　きんぎょばち

　　をかった。（50．0％）

　2　うちの　きんぎょは　すこしも　やすみなく，ばくばく　esを　あけて　およ

　　ぎまわっている。（15．9％e）

　3　このあいだ　きんぎょを　かってもらって，とても　うれしかった。（22．7％）

　4　わたしは　このあいだ　さかなが　爵を　つぶらないでねむるということを

　　しった◎（11．4％）

’　もんだい　3．

　よんでから　あとの　しつもんに　こたえなさい。

　　　　　　　　　　がわ　　　　　かわら　　　　　　　　の
　アメリカの　ミズーり用の　川原の　あれ野で　あるけなくなっていた　おじいさ
　　　　　げつ
んが，一か月ぶりにすくいだされました。このおじいさんは，ドレフスという
　　　　　　　　ねん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かわら
66になる人で，きょ年の　12月8日に　ミズーリの　川原に　ひとりで　えんそくに

いって，けいれんを　おこして，あるけなくなって　しまいました。

　　　　　　　　　　　　　　かん
　すくいだされるまでの一か月間，ドレフスおじいさんは，まい日，かみさまに
　　　　　　　　　　　　　　　　　みず
おいのりを　してから，ミズーり川の　水を　5リヅトルほどずつ　のんで，ちかく
　　　　　くき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ
の　木や　草を　ひろって　きては，火を　たやさず　もしつづけて　いましたσ
　　　　　　　　　　　　　　　　かわら　　　　じどうしゃ
　おじいさんを　たすけたのは，この規原に　自動車で　りょこうに　きた　人たち
　　　　　　　　　　　　かわら
で，だれも　いないはずの　川原に，けむりが　あがっているので，なんだろうと
オゆも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

思って　いってみたら　そこに，おじいさんが　死にそうに　なって　たおれて　い

たのだ　そうです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で　66にもなる　おじいさんが　ひとりで　そんな　とおいところに　えんそくに　禺
　　　　　　げつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とし

かけたり，一か月も　じウと　がまんして　いたりして，アメリカの　入は　年とっ

ても　げんきが　ありますね。

　　　　ぶん
（1）この文は　なにに　かいて　あったと　おもいますか。

　　　　　　　さくふん
　1　：子どもの　作文（29。2％）

　2　子どもの　しんぶん（22。9劣）
　　　し　　はん
　3　詩の本（6。3％）
　　　ものがたウ　ほん
　4　物語の本（41．6％）
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（2）おじいさんは　なぜ　たすかったのでしょうか。だいじだと　おもうもののkに

　一つだけ　○をつけなさい。

　1　まい日　かみさまに　おいのりを　していたから。（58．3％）

　2　まい日　水を　のんだり　火を　たやさず　もやしつづけて　いたから。（8．3

　　％）

　3　一か月も　じっと　おなじところで　がまん　していたから。（12．5％）

　4　アメリカ入は　年とっても　げんきが　あるから。（14．6％）

　　　　無答　　　　　　　　　　（2．1％）

　　　　一つ以上に反応したもの　（4．2％）

黒んだ・砿i

　よんでから　あとの　しつもんに　こたえなさい。

　　　　　　　くに
　むかし，ある国で　おうさまが，ばしゃを　うんてんする　ひとを　やとう　こと

に　なりました。

　うでじまんの　うんてんしゅばかり　あつまりました。おうさまの　けらいがみ

んなに　むかって　いいました。

「どうだ，みんな　5でじまんらしいが，いったい　どのくらい　うまいのかね。」

　すると，ひとりが　すすみでて　いいました。

「わたしは，がけの　みちでも，ばしゃより30センチも　ひろければ，へいきで　は

しれます。」

　そうすると，ほかの　うんてんしゅたちが，めいめい　はなを　ぴくぴくさせなが

ら　いいました。もうひとりの　うんてんしゅは，

「なあんだ，わたしなんぞは，10センチも　あれば　へいき　です。」

と，おおきな　こえで　いいました。

「おうさま，わたしは，5センチも　あれば　じゅうぶんで　ございます。」

と，もうひとりがてまねを　しながらいいました。

「わたしは，また　そんな　あぶない　みちを　はしるのが　だいすきです。」

　と，また　べつの　ひとりが　とくいそうに　いいました。

　すると，さいこのひとりが，

「おうさま，わたしは，みちが　ばUvより　5Gセンチ　ぐらい　ひろくなければ，

とおらないことに　しています。あんぜん　だい一　ですから。」

と，しずかに　いいました。

　みんなの　じまんぱなしを，だまって　さいていだ　おうさまは，

「えらい。おまえは　せかい一の　うんてんしゅだ。」

　そういって，そのひとを　やとう　ことに　しました。
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（1＞はなしを　した　じゅんに　ばんこうを　つけなさい。（50．　0％a）

　（）あぶない　みちを　はしるのが　だいすきだ。

　（）50センチ　ひろいと　いい。

　（）30センチ　ひろければ　へいきだe

　（）　10センチ　あれば　いい。

　（）　5センチで　いい。

（2）おうさまは，なぜ　さいこの　うんてんしゅを　やとう　ことに　したのでしi

　う。一つだけ　○を　つけなさい。無讐　　（4．2％）

　1　うんてんが　じょうずだから。（8．3％）

　2　はなしを　するのを　さいごまで　まっていた　ひと　だから。（6．3％）

　3　あんぜん　だい一と　いうことを　かんがえて　いたから。（70．　8％）

　4　うんてんが　じょうずだと　いって　じまんを　しなかったから。（10．4％）

　結果の概観

　4問題のうち，　「おつかい」と「3三様の馬車」は前にやった問題である。そ

の正答率の上昇を晃ると，　「おつかい」については，

　　　　　　　　　　2年第1学期　　　2年鎗3学期　　　3年第1学期

　（1）細郎の理解　　　　36．3％　　　　　　47．8％　　　　　　63．3％

　（2）大体の意味　　　　38．7％　　　　　　54．3％　　　　　　57．1％

であって，2問とものび方が順調である。設問の（1）と（2）をくらべると，（1）の方

がのびがいい。磯初は悪いがあとでよくなっている。（2）の方は最初がよく，あ

とでもそれほどよくなっていない。これは問題の性質上そうなったものと思わ

れるb（1）の方はそこに書いてあることで，きまっていることであり，注意して

読む態度ができればいいQそういう，書かれている事に注意する態度は，この

結果の限りでは，2年から3年にかけて，非常によくなるようである。これに

蝿して，大体の意味をつかむ方は，2年の第1学期と第3学期の間で非常に進

渉しているが，3年1学期にかけては，それほどでない。

「王様の馬車」に．ついては，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2年第1学期　　　3年第1学期

　（1）話の筋　　　　　　　　　　　　　　　29．5％　　　　　　44．9％

　（2）書かれている特定の事実をつかむ　　50．0劣　　　　　　69，4％　・

のように．なっている。　（ただし（i）の方は2年の時は話の筋が五つでていてそれ
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に順番をつけさせた。3年ではそれを四つにした。したがってむしろやさしく

なっているといえる。）どちらも1年聞にそれぞれ上昇している。

「きんぎょ」と「ミズーり川」はどちらも新醐題で，比較的むずかしい。これ

は，あとでもう一度テストするためにすこしむりかも知れないが提出したもの

である。結果について考察すると，

「きんぎょ」の設問の（1）のような，語の意味内容をくわしく分析して考える態

度は，まだできない。まk，こうしたテスト方法にもなれていない向きがあっ

たようである。　　　’

「きんぎょ」の設問の（2）は，4が正答であるのに，1の方をとった者が多かっ

た。1は大意的とらえ方であり，4は文意的なとらえ方である。主題や情緒に

ふれるということは，実際にはいくらかふれているわけであり，教室ではこう

した「主人公の気持」をたずねる学習活動が非常に多い。それにもかかわらず，

テスト結果：としてはそうよくないということがわかっ丸。

「ミズーーリ川」の1は，文章文体の見分けである。3年生になったばかりの段

階では，これが「子どもしんぶん」だということがわからない。r子どもしん

ぶん」というものになれていないのかも知れない。r物語の本」としたり，「子

どもの作文」としたりしたものの方が，むしろ多かった。

「ミズーNり川」の2については，設問に問題があることがわかった。こうした

お話の読解指頭でこの設問のように，「おじいさんはなぜたすかったのでしょ

うか」という「なぜ」という質問をすることは非常に多いので，それに．そって

出したものである。ところが，設問の（1）（2）（3）（4）ともに．「なぜ」という原因なり

理由なりに無関係ではない。それぞ躍駕が，みんな，その理由である。多くの子

洪が1の「まい鷺かみさまにおいのりしていたから」をとったのは，今までの

教育からいえば，むしろ当然であろう。これに対して2を正答とするのは，そ

ういう教訓的なものよりも科学的な見方を璽くみようとするものである。

　3．　3年第2学期のテストと結果解釈

　　　　検査の趣意

　いろいろな読解技能がこれからどうのびて行くかを調べる。そのために，こ

の学期としては困難度の高いものをも出す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　le



　文学作品の読みと問題解決の読みとをみる。

　　　　問題点成

　閥題は全体で5問題，設問は7，第1の閥題は選択法でなく，書き出させる

方法をとる。

　　　　問題　　　　材料文　　　　　　　　　設問一一…検養…する能力

　　　　　1　　さむいあさ（生濡文）　　（i）登場入物（書き出す）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）題をつける

　　　　　2　　やきρう（物謝）　　　　（1）文脈から語をとらえる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）岡上

　　　　　3　　やぎ（物語）　　　　　（1）主題をとらえる

　　　　　4　　雷がつもる（詩）　　　〈！＞主題や嫡緒にふれる

　　　　　5　　こうこく（広告交）　　〈！＞問題を解決するために読む

　　　　検査の実施

　実施および整理は毎学期と罰嫌。（正味の時聞は15分）

生んだい・］

　　　　　　　　　　　　　　じはん　「たけちゃん，たけちゃん，7時単ですよe」という，こえに，ぼくは　ゆめから　さ
　　　　　　　　　め
　め，まだねむい目を　すこし　ひらいた。ふとんの　すきから　ちらっと　みると

　おかあさんが　こたつのふとんを　どけて，あさの　そうじを　しておられた。よ

　しこねえさんが　きて，ぼくたちの　へやの　とを　あけたので，つめたい　かぜが

　へや　いっぱいに　はいって　きた。「おう　さむい。」ぼくは　くびを　ちぢめた。

　　　　　　　おお
　おかあさんが大きな　こえで　rたけちゃんも　かずちゃんも　おきなさい。」と
　　　　　　　　　　　　　　　め　いわれたついもうとも　やっと　蟹を　さました。

　　　　　ぶん　　　　　　　　　　　　ひと
　（1）　この文に　でている入は　だれと　だれですか。つぎに　かきなさい。（55。1％）

　　　　ぶん　（2）　この文の　だいは　なにが　いいですか。いいのに　○を　つけなさい。

　　1　たけちゃんの　ゆめ（32．7％）

　　2　ぼくの　おかあさん（8．2％）

　　3　あさのそうじ（16．3％）

　　4　さむい　あさ（40．8％）

　　　　二つ以上に反応したもの（2。0％）

巨融・碧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よそら　　カ…ソ　カーンと，せんしgの　うつ　ボールの　おとが　あきの　夜空に　きも
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ちよく　はずみます。こんやは　よるの　やきゅうの　しあいで，ひろい　やきゅう
　　　　　　まん　　　　　　　　ひと
じょうは，なん万という　人で　いっぱいです。みちおさんは，おとうさんに　つれ
　　　　　　　　　　にん　　　　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まん
られて，にいさんと　3人で　見に　きました。たかい　とうから，なん万しょくこ
　　　　　でん
うという　電とうの　ひかりが　ばっと　てらします。まるで　ひるまのような　あ

かるさです。

「ねえ，かわかみせんしゅ，きのうみたいに　ホームランを　うたないかな，すごい

やつ。」

　みちおさんは，にいさんに　はなしかげました。

　　　　ぶん
（1）この文で「はずみます」というのは　なにが　はずむのです跳

　1　ボール（40．　8％）

　2　ボールの　おと（34．7％）

　3　きもち（10．2％）
　　　　　　　よそら
　4　あきの　夜甕（14．　3％a）

（2）　「すごいやつ」というのは　なにを　さして　いるのでしょうか。，

　1　たかい　とうのこと（2，1％）

　2　ひるまのよう1・’CLあかるいこと（2．1％）

　3　かわかみせんしゅのこと（5Z　O％）

　4　ホームランのこと（38。8％）

認んだい司
　　　　　　　なか　やぎは　こやの中で　メーメー　ないていた。ほかに　なきようもないのだから．
にんげん

人間は，いつでも，やぎは　メーメー　なくものだと　おもっている。

　しかし，やぎだって　きげんの　いい　ときも　あるし，わるい　ときも　ある。

きげんの　いいときは　あごを　だして　あまえるような　なきかたを　する。そう．

いうときは，こやに　はいっていっても　けっして　むかって　こない。からだを

こすりつけるように　よって　きて，みじかい　しっぽを　び誕こびよこ　ふる。

　きげんの　わるいときは，そうは　いかない。こやの　すみっこに　ひっこんで，
　　　　　　め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　ずん

はいいろの　自で　じっと，はいってくる　人閥を　にらんで　いる。そばへ　よる

と，あたまを　さげて，つっかかってくる。

　きょうの　やぎは，どうみても，こぎげんが　わるそうだワた。

　　　　　なが　　ぶん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はなし

　これは　長い交の　いちばんはじめで，これから　いよいよ　お話が　はじまりま
　　さくしゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はなし

す。作者は　いったい　どういう　お話を　かこうと　して　いるのでしょう。

　1　やぎの　なきこえの　いろいろ（4．1％）

　2　やぎにも　きげんの　いい　ときと　わるい　ときと　ある。（6！．　2％）

　　　　　　　　　　　　　　ひ　3　やぎの　こぎげんのわるい日の　できごと。（14．3％）
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　4　やぎの　くらしかた。（2（）．　4％）

｝も積悪i
ゆざ　　　　　　　　　　　　やま　　うえ　　　　あい　　　　　　がっこう

蛍が　つもる。山の上の　小さな　学校で，　　　　　　　　　　　　　　　　曜

けさも　はじめの　かねが　なる。
　　　　　　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　ほん
オルガンが　ひびき，子どもたちの，本を　よむ　こえや
て

手を　あげる　こえが，かんだかく　きこえる。

そして，しばらく　しんとする。

ああ　ああ　しずかだ。まったく　しずかだ。
き　ぎ

木々は，だまって　それを　きいている。
　　　　　　　　　　　　　　ゆざ
どこか　とおい　たにぞいの，雲に　うずまった　ねかぶや
　　　　　　　やまやま
はの　かげで，出々の　りすや　うさぎたちが，

みみを　たてて　じっと　それを　きいている。

　　　　ぶん
　この　文の　二つの「それを」は　なにを　さしていますか。

　1　がっこうの　はじめの　かね。（12．2％）
　　　　　　　　　　　　ほん　　　　　　　　　　　　　　　　　て
　2　オルガンの　おと，本を　よむ　こえ，手を　あげる　こえ。（34．7％）

　3　「ああ　ああ　しずかだ，まったく　しずかだ。」といった　さけびこえ。（工8．

　　4％）

　4　かねが　なったり，こえが　きこえたり　してから，すっかり　しずかに　な

　　つたこと。（16．　3％）

　　　二つ以上に反応したもの（18．4％）

膿んだい墾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶん　これは　こどもしんぶんに　でていた　こうこくの　文です。（10．2％）
　　　　　　　とし
　ωだんだん　年のくれも　せまって　きました。

　とし
②年のくれから　おしょうがつは　やすみが　つづきます。

（3）この

に　だしましょう。

⑤こうさくの　べんきょ5ば

やすみのうちに，ωなにか　りっぱな　こうさくを　つくって，がっこう

はつめいの　もとで，これからの　にっぽんには

いちばん・だいじな　ことですe
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か96）いますぐ，t7）はがきに，｛8＞あなたの　がっこうの　名まえと　がくねんと　うけ

　　　　　　　　　　　な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
もちの　せんせいの　お名まえを　かいて，（9＞よこはま市　かながわきょく　くない

たかはししょうかい

　ae）くじびきで

さしあげます．

あてに　だして　ください。

えらんで，㈲りっぱな　はこに　はいった　こうさくの　どうぐを

1，3



⑫ただし　しょうがっこうの　3ねんから　6ねんまでに　かぎります。

　3ねんせいの　よしおさんは，この　こうこくを　よんで，はがきを　だそうと・

おもいました。よしおさんが　おぼえていなければならない　だいじなことは　以上

の（1）から⑫までのうち，どれと　どれですか。その　ばんこうを　4つだけ　かきな

さい。

　　　（　　）　（　　）　（　　）　（　　）

　結果の概観

「さむいあさ」の第1問は登場人物を拾う問題で，この種の能力は1．2年でか

なりまでついているものと見られる。ここでも50点以上であった。

「さむいあさ」の第2問のような，文の題を選ぶ問題は，　「文題」というもの

の本質上，どれがいいということをきめにくい。選択肢1，2，3，4のうち2の

「ぼくのおかあさん」はたしかにあたっていないもので，これは一番すくなか

ったが，優秀児が3の「あさのそうじ」につけていた。これは文題にならない

とはいえない。「さむいあさ」よりも，ある点では，あたっているかも知れな

いQただ，全体の意味からいうと，「そうじ」はきわだてる理由がないQ1の

「たけちゃんのゆめ」というのも，文題にならないことはない。2の方に反応

した者も比較的多かったが，これは，どちらかというと中以下の子供の反応で

ある。

「やきゅう」の第1問は，1の「ボール」と箸えた者の方が多かった。しかし

優秀児は2の「ボールの音」の方をえらんでいた。第2問の反応はほとんどが

3，4に集ったが，これはできがよかった。

「やぎ」の文は2に反溶した者が多い。主題なり情景をとらえるよりも，事実

なり，大意なりをとらえるもので，この段階の読む龍力の実態かも知れない。

「雪がつもる」の詩については，優等生がやはりできていた。2の「オルガン

のおと，本をよむこえ，手をあげるこえ」というのをとった者が多かったのは

三景をとらえるよりも，語にとらわれるからであろう。

　もんだい5は成績が非常に悪かったが（10．　2・〈　一セント），（6）（7＞のどちらかの

代りに．⑫をとって，あとはできた老が6盲あるので，それを加えると30．6パー

セントとなる。文章理解よりも生活的な判断力の問題で，こうした仕事は3年
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生ではまだむりのようである。

　4．　3年第3学期のテストと結果解釈

　　　　検査の趣意

　3年の学年末であるから，2年の学年末の時と共通の問題を出して，発達の

度合いを調べる。そしてそのほかに新しい問題を加え．る。この新しい問題の方

は，来学年もやれるような困難度の高いものにする。技能としては，主題把握

の能力がどのくらいあるかを一つの目標とする。

　　　　問題の構成

　金体で4問題設問は8で，書き出す設問が二つある。問ee　2と問題4は2

年生の第3学期にやって，その時の正答率がどちらもほぼ50％のもの。（問題

（2）は3年第1学期にも実施している。）

　　　　問題　　　　　　材料文　　　　　　　設問一検査をする能力

　　1　まくあけ　　児童文（事件の記録）（1）文脈から特定の語の意味や用法をとら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　える　（2）憲題の把握

　　2　おっかい　　（第1学期と同一）

　　3　ランドセル　児壷文（生活の感想）　（1＞主題の把握　（2）文の鑑賞（書く）

　　4　雪ぼうず　　作家の丈（物語）　　（1）細臼の理解（書き鐵す）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）大体の意味

　　　　検査の実施

　実施は4問を一括して，所要時間は正味15分。

　整i理は1の（1）（2），2の（1）（2），’3の（1），4の（2）は，とった選択駁をそのまま書

く。3の（2）は「いばっている，わるい子だ」は誤答，　「かわいがっている，お

もしろいと思っている」という方面が出ていれば正答とする。4の（1）は，三人

とも書き出したものだけ正答。

巨んだ・…、

　ジジーッ　ジジーツと　ベルが　なると，ぼくは「よいしょ　よいし禽」と　まく
　　　　　　　　　　　ねんせい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かい　　　　　　　　　　　　　　　　ねん

をあけます。きょうは　6年生をおくる　がくげい会で，ぼくと　5年の　ひろしく

んが　まくあけです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねん　まくを　あけると　すぐ，よこから　げきを　みます。ぶたいでは　いま，3年が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねん
「かぐやひめ」を　して　います。ぼくが　3年の　ときにも「かぐやひめ」を　し
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ました。そのとき　ぼくは　おじいさんでした。
　　ねん
　3年の　ときの　ことを　おもいだしながら　じっと　みて　いると，とつぜん，

ジジーヅ　ジジーッと，なんかいも　くりかえして，ベルが　なりだしました。ぼく

は　はっと　しました。まくを　しめるのを　わすれて　いたのです。まっかな　か
　　ちから
おで　力いっぱい　まくを　しめました。
　　　　　　　せんせい
　ぼくたちは，先生に　しかられないかと　しんぱいでした，

　　　　　ぶん　　　　　か　　　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　ねんせい

（1）この　交を　震いた　子は，いま　なん年生ですか。

　（一つだけ　○を　つける）

　1　3年生（29．2％）

　24年生⑳7％）
　35年生（43，8％）

　4　　　6平生　（le．3％）

　　　はなし
（2）この話の　まとめとしては　つぎの　どれが　いいか。

　（一つだけ　○を　つける）

　1　ベルが　ジジーッ　ジジーッと　なると　げきが　はじまる。（12．5％）

　2　げきの　まくを　あけるときは「よいしx　よいしょ」と　いって　あける。

　　（0％）

　　　　ねんせい
　3　3年生の　げきを　みて　いて，まくを　しめるのを　わすれた。（33．3％）

　4　ぼくが　3年の　とき「かぐやひめ」のげきで，おじいさんに　なった。（54・

　　2％）

巨んだい］

「まさおさん，おつかいに　いって　きて　ちょうだい。」と，おかあさんが　いいま

した。まさおさんは，「はい。」と　いって，すぐにでかけました。

　とちゅうで，じろうさんに　あいました。

　いちばの　そばで，サーカスが　にぎやかな　おんがくを　やって　いました◎

　まさおさんは，じろうさんと　いっしょに　サーカスの　かんばんに　みとれて

いる　うちに　おつかいを　わすれて　しまいました。

rまさおさん，どこへ　いくの。」　みると，よしこさんが　にこにこしながら　たず

ねました。よしこさんは，おかあさんと　おっかいに　ぎたのでした。

　「あっ，ぼく　おっかいに　きたんだっけ。」　まさおさんは，おつかいを　おもいだ

して，あわてて　かけだしました。

（1）おかあさんは　だれのおかあさんですか。

　1　まさおさんの　おかあさん（37．5％）

　2　よしこさんの　おかあさん（62．5％）
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　3　じろうさんの　おかあさん（0劣）

　4　しらないうちの　おかあさん（0％o）

（2）この　おはなしで，まさおさんの　したことを　4人のひとが　はなしました。

　だれのが　いちぼん　いいですか。

　1　まさおさんは　じろうさんと　いっしxに　たのしく　あそびました。（O％）

　2　まさおさんは　if・一カスが　すきで　サーーカスを　みに　いきました。（4．2％）

　3　まさおさんは　おつかいの　とちρうで　あそびましたが，よしこさんに　あ

　　って　おつかいを　おもい　だしました。（75．O％）

　4　まさおさんは　おかあさんに　ようじを　たのまれると　すぐ「はい。」という

　　かんしんな　ごです。（20．　S％．）

巨んだい引
　　　　　　　ねんせい
　おとうとは　1年生だ令ぼくの　せいより　5センチくらい　ひくい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねんせい
　おとうとは　かわの　ランドセルを　もっている。ぼくは　1年生の　ときからの

きれの　ランドセルだ。おとうとが　がっこうで　かいた　さくぶんに，こんなのが

ある。

　　「ぼくのほ　かわのランドセル，

　　おにいちゃんのは　きれですよ。

　　ぼくは　Xヘソと　いばワてる。」

　いぼることが　とても　すきで，みんなから　ほめられた　ときは，「エヘソ，ど

うだ。うでまえ，うでまえ。」と　いって，とても　とくいIC　なる。

　おとうとは　がっこうの　しゅくだいなんか　するのが　きらいの　ようだ。はじ
　　　ほんず
めは　本気でやって　いるが，すこし　たつと，じき　あきて　しまう。おかあさん
　　　ほんき
が，　「本気で　つづけて　やりなさいね。」と　いうと，rはい，かしこまりました。」

と　いって，ぺこんと　あたまを　さげるりその　かっこうが　おかしいので　みん

なで　わらって　しまう。

　　　　ふん
（1）　この文に　どの　だいを　つげたら　よいと　おもいますか。

　1　おとうとの　さくぶん（10。4％）

　2　おとうとの　ランドセル（45．8％）

　3　ぼくの　うち（O％）

　4　ぼくのおとうと（43．8％）
　　　　ぶん　　　　か
（2）　この文を　書いた人は，おとうとを　どう　おもって　いますか。どうだと　書

　いて　いますか。それを　つぎに　需きなさい。（39．6％）

巨んだい裂

　大きな　いろりに　赤い火が　あたたかそうに　もえて　います。ろばたに　こし
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆぎかけて，いちろうと，じろうと，ちよ子は1おかあさんから，雪ぼうずの　話を　き

いて　いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　ヒお　　　　　　　　　　　　　　　　　か
　「ある　おばあさんが，ゆうがた遠くへおとうふを買いに行って，とちゆ
　　　みち　うで　道が　わからなくなって　しまウたの。こまって　ぼんやりして　いると，
　む
　向こうに　まつ白い，目も　はなも　ない，のっぺらぼうのかおをしたぼうず

　が　立っている。はっ　としたとき，もう　それは　見えなくなったが，いつのま

　にか，手に　さげていたかごの中の　おとうふがすっかり　なくなって　いた

　んですって。」

「そんな　おばけなんか　うそだい。」

と，じろうが　言いました。

　　　　　　　　　　　　　てつ　ろの上に　かけて　あった　鉄のなべが，ぐつぐっと　音を　たてはじめました。

　（1）雪ぼうずの　話を　した人は　だれか，さいていだ　人は　だれか。　（）の中

　　に　書きこみなさい。（72．9％）

　　　話をした人　　（　　　　　　　　　　　　　）

　　　さいていだ人（　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　だい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おへ

　（2）これだけの　話に　題を　つけるとしたら，どれが　よいか。よいと思うものの

　　上に　○を　つけなさい。

　　1　ろばた（14．6％）

　　2　鉄のなべ（0％）

　　3　雪ぼうず（75．0％）

　　4　おかあさん（6．3％）

　　5　3人の子供（0％）

　　　　無答（4．1％）

　結果の概観

　まず2年第3学期との比較からいうと「おつかい」（1）の問題は，書かれてい

る特定の事実をつかむ，細罠，細部の理解に関する質問である。正答率は，

　　　　47．8％一→62．5％

と，かなり上昇している。しかしこの問題は3年第1学期にもやっており，そ

の時の正二三は63．3だから，その時より悪くなっている。実際の人数としてひ

とりだけ悪くなったのだが，とにかく1学期から3学期まで上昇していない。

ここに問題があるσ設問（2）は

　　　　54．3タ6→57．1％一＞75．0％

と，これは非常に．よくなっている。．この伸び方からすると，3年の2学期3学
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期にかけて，こうした能力が大いについているということになる。

　次に，雪ぼうず（1）（2）は，それぞれ75．0％と72．9％の正答率で，ほとんど完成

に近い。登場人物が明かに出ている場合，その名前を拾い出すことや，ここに

何が書いてあるかを漠然とつかむというようなことは，2年生まででかなりで

き，3年生の終りにはほとんど完成するといってよいようである。

　薪問題の方の「まくあけ」の（1）e／できが悪い。これは，書かれている事柄以

上1こ，推理をふくむ設問であって，こういう書かれてないことについて，しか

もかなりまで理論的に推理するということは，困難なことらしい。5年とか3

年とかいう語が出て来るので，表面的にとらえて，それに反応した者が多い。

テストには，そうしたいそがしいものが多いことも，一つの原因かも知れないQ

「まくあけ」（2）に，ついては，4の「ぼくが3年のとき『かぐやひめ』のげきで

おじいさん1こなった」というのをとった潜が多かった。これは謡の「まとめ」

でなくて，話の中の一事件である。しかし子供の問題意識的なとらえ方では大

事な点である。子供は文に対して冷静に，客観的にその意味をたずねるよりも，

物語的，事件的な態度で臨むわけである。提示された文の，ほんとうの趣意や

主題を求めるよりも，かってに咲分の体験に結びつけて見て行く段階にあるわ

けである。この設問は「主題」をたずねているのでもあり，また，「まとめ」

の：力を見ているものでもある。

　「ランドセル」の（1）はどの題をつけるかという設問で，1「おとうとのさくぶ

ん」，3「ぼくのうち1をとった者はほとんどいない。約半数が2の「おとうと

のランドセル」か4の「ぼくのおとうと」かどちらかをとっている。「文題」

というもののあいまいさからいうと，どちらも正答としなければならない。し

かし：文の趣意というかねらいというか，主題そのものは，やはり，「おとうと」

にあるわけで，そこのとらえ方が，まだ十分でない。

　「ランドセル」の（2）は主題なり情緒なりに．ふれているかどうかを書ぎ出させ

てみfeものである。感想は実に活発で，「弟をうらやましがっている」とか「弟

がいばっている」と書いた者がかなりあった。　「かわいいと思っているjとい

う趣意のものをすべて正讐と見て，その正答率が39．6％であった。設問（1）の方

で「ぼくのおとうと」という正しい選択肢：をとった者が43．7％であるから，こ

　　　　　　　　　　　　　　　　19



の二つのことから考えて，こうし．た文のほんとうの主題にふれている者は40～

50弩だということになる。

　5．　4年第1学期のテストと結果解釈

　　　　検査の趣意

　文脈・文段の把握力を主とした。また，読後感を書きなれているか，読んだ

ことをまとめる力がついているかを見ようとした。　（読んだことをまとめるの

は，この高階ではまだむりだと考えられるが，あとへの発展として実施する。）

問題2，4は前学年の第1学期末にやった問題文で，設問を変えたっ

　　　　問題の構成

　もんだい交　　文の種類

1　インクと油　説明文

2　おつかい

3　とのさまの
茶わん

4　きんぎょ

物語文

読後感

生活文

　　　　設問
（1）文脈から適当な接続詞を
　選ぶ

②　文脈からむずかしい籟匹詞
　の解釈をする

（1）登場入物をさがす

（2）　題をつける

（1）（2）文段（本文と感想との

　みわけ）

〈1）読んだことを短くまとめ
　る

（2）　感想を書く

　　　正答
ところが，つまり

すぐに，すこしも

よし子さんのおかあさ
んもいれて5入裾～・た
ものを正箸。4入は準
正答。

おつかい（おつかいの
とちゅう等）

（1）一（5）まで

②一（7）窪で

1・2どちらも上中下の
3段階に判定する

　　　　検査の実施

　実施は一括して，所要時間は正味30分。（「インクをそそぐ」という語につい

て説明しない。「油」とか「山国」が読めなかったら読み：方を教えてもよい。）

匹んだい・・i

　　つぎの　文を　読んで　あとの　しつもんに　こたえなさい。

　　インクを　水の上に　そそいでみたら，どうなるでしょう。インクは　みるみる水

　ぜんたいの中に　ひろがってしまい，インクと　水は，すっかり，まざり禽って　し

　まいます，それは，インクが　ひじょうに，水に　とけやすいからです。
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（1蘇il／筋蹴…　麟一・一い
ています。油と　水はいっこ5　まざり金いません。これは，油が　水に　すこしも

とけないからです。

　けれども，水に　とけない　だけでは，油は水の上に　うくわけにはいきませ

ん。油が　水の上に　うくのは，水よりも　かるいからです。

麟鞍錘…く一盛・も一一
にすこしも　とけないからです。

（1）　この　文の　二つの　（）は，どれが　いちばん　いいか。上に　○を　つけ

　なさい。

〈2＞　「みるみる　水ぜんたいの　中に　ひろがってしまう。」　の「みるみる」のいみ

　は　 どれが　いいか。Oを　つけなさい。

③　「いっこう　まざり合いません。」の「いっこう」のいみは　どれがいいか。○を

　つけなさい。

■li賠｝認1：◎1縫羅lll

巨んだい焉

　つぎの　文を　よんで，あとの　しつもんに　こたえなさい。

Fまさおさん，おつかいに　いワて　きて　ちょうだい。」と，おかあさんが　いいま

した。まさおさんは，rはい。」と　いって，すぐに　でかけました。

　とちゅうで，じろうさんに　あいました。

　いちぱの　そばで　サーカスが　にぎやかな　おんがくを　やって　いました。

　まさおさんは，じろうさんと　いっしょに　サーカスの　かんばんに　みとれて

いる　うちに，おつかいを　わすれて　しまいました。

「まさおさん，どこへ　いくの。」みると，よしこさんが　にこにこしながら　たず

ねました。よしこさんは，おかあさんと　おつかいに　きたのでした。
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「あっ，ぼく　おつかいに　きたんだっけ。」　まさおさんは，おつかいを　おもいだ

して，あわてて　かけだしました。

（1）この　交には　だれと　だれが　出て　きますか。出て　くる　人を　ぜんぶ

　書きだしなさい。（53．1％）

（2）　この　文は　どんな　話か　よく　かんがえ．て　「だい」を　つけなさいe（93．

　9％）

凋んだい釦

　つぎの　文を　読んで　あとの　しつもんに　こたえなさい。

　　　　　　　　　　　　　ちや（1）きょうは，　「とのさまの　茶わん」を　読んだう
　　　　　　　　　　　　ゆうめい　　　　しょくにん
（2）　とのさまの　茶わんは，有名な　職人の　作った　りっぱな　茶わんだった。
　　　　　じょうとう　　　しな　　　 あっ　 もの

③　うすい，上等な　品で，熱い物を　たべる　時は，いつも　ゆびが　あつくて，

　こまって　いた。
　　　　　　　　　りょこう　　　　　　　　　　　　　　　　　や
（4）ある時，LLI　waを旅行して，ひゃくしょう象に　とまった。
　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じょうとう
〈5）ひゃくしょう寡で　出した茶わんは，そんなに　上等な　うすい　茶わんではな

　　　　　　あっ
　かったから，熱いしるをのんでもへいき’だった。
　　　　　　　　　　じょうとり　　　　　　　　　　　　　あんしん
㈲　わたしは，いくら　上等の　茶わんでも，安心して　使えなければ　なんにも

　ならないと　思った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうふく（7）　とのさまは，いろいろな　物が　あることを　知らないから，ほんとうに　幸福

　か　どうか　わからない。

（8）　この前に　読んだのも，とのさまの　語だった。

（9）　このごろ，とのさまの　話を　読むことが　多い。

ユ　「とのさまの　茶わん」の話は，どこまでか。正しいのに　○を　つけなさい。

　②まで（6．1％）

　（3）まで（26．5％）

　（4）まで（8．2％）

　（5）まで（59．2％）

2　わたしが　思ったこと（かんそう）は，どこまでか。正しいのに○を　つけな

　さい。

　（6）まで（16．3％）

　（？）まで（44．9％）

　（8）まで（8．2％e）

　（9＞まで（30．　6％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　22



巨んだいコ

　つぎは　よしこさんの　作文です。よんでから，あとの　しつもんに　こたえなさ

いe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　わたしは，このあいだ，おかあさんと　おつかいに　行きました。きんぎょやの

まえを　とおりましたづみせさきには，あかや　ぶちの　きんぎょが　たくさん　い

ました。あまり　かわいいので，おかあさんに　おねがいして，きんぎょを　3びき

と　ぎんぎょばちを　かって　もらいましたっ

　きんぎょは，うれしそうにはちの　なかをおよいでいます。すこしも　やす

みなしに　ばくばくと　口を　あけて　およぎまわって　います。

　わたしは　きんぎょも　ねるときが　あるかしら，どうやって　ねむるのかしらと

おもって　ねえさんに　きいてみました。ねえさんは，「さあ，わたしにも　よく　わ

からないけれど　やっぱり　目を　つぶって　ねむるのでしょう◎」と　いいました。

そうしたら，おとうさんが「きんぎょだって　ねむる　ときが　ある。けれども　擦

を　つぶらない。それは，たいていの　さかなには，まぶたが　ないからで，目を

つぶることと　ねむることとは　べつになっている。だから，さかなは　碧を　つぶ

ることが　できなくても，りっぱに　ねむれるのです。」

と，おしえて　くださいました。

　　　　　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か

　（i）　ここに　書いて　あることを　みじかく　まとめて　書きなさい。（26．0％）
　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か
　（2）　この文を　読んだ　かんそうを　書きなさい。（56。0％）

　結果の概観

　共通問題のうち，「おつかい」の設問（4）は，「書かれている特定の事実をつか

む（登場人物をさがす帽という仕事としては，前と同じである。前にはおかあ

さんが二人出ている，その事実に気がついているかどうかを選択法できいた。

3年第1学期1こ63。3％の正箸率であった。こんどは登場人物を：金部書き出させ

た。選択法になっていないから，おかあさんがふたり出ていることに気がつか

ない。正答は53ユ％であった。すなわち：文広をそれだけ正確に，分析的に読ん

でいないようである。

「おつかい」の設問（2）も大体の意味をとらえるという仕事としては同じで，こ

んどは題をつけさせた。ところが，趣意が非常に明瞭な，自分たちの生活に近

い：文であったから非常によくできて93．　9％という好成績であった。

　この成績から見て，もしこの「おつかい」の：文に前と金く同じ設問をつけて
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いたとしたら，設問（1）は恐らく70％ぐらい，設問（2）は80％あるいはそれ以上で

きたであろうと思われる。

　問題4の「きんぎょ」も，材料文は同じであるが，これは設問が技能的に，

すっかり変っているから，比較するべきではないであろう。

　設問（1）は「みじかくまとめて書く」という作業で，選択記法でなく論文体の

テストである◎この成績は（人数）

要点を書ぎ抜いたもの

題目酌なもの

自分でまとめているが，要領を
得ないものf最初だけ書いたも
の，何も書いてないもの

みじかくないもの（100掌以上）

大体みじかくまとめているもの

　　　　　計

男
6
24

　6

　4

（22）

女
6
15

　7

　9

（28）

十
2
3

雪
ロ
正

9

13

13

（50）

であって，優等生がむしろ本文と岡じことをくりかえして，みじかくまとめ得

ない方であった。

　設問（2）はrかんそうを書きなさい」である。

要点（おもしろいところ）を書
きぬいたもの

要点を書きそれに「おもしろか
った」ど加えただけのもの

「おもしろかった」「ためになっ
た」「いい」とし・うような抽象i約

な評語だけのもの

要籏を得ないもの，書いてない
もの

感想らしいもの（具体約な書き
方）

　　　　　　計

男
5
1

r
j

1

10

（22）

女
2
1

5

2

18

（28）

十
7

藍
目

2

10

3

28

（50）

　正答率とすると，56．0％となり，割合にいい。なお，優等生はすべて感想ら

しいもの，の部にはいっている。また，女子の方がいい。設問（1）に。ついても女

子の方がややよかったが，この時期においてみじかくまとめたり，感想を書い

たりするのは女子がすぐれているといっていいかどうか，この文だけ，またこ

の場合だけのことか，そこに問題がある。
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　問題1の「インクと濡」については，数学型の子がよくできて，文学士の子

はまちがえるというような傾向が見られた。優等生でも，：文学型の子には「み

るみる」をrだんだん」と解釈する者が多かった。

　問題3の「とのさまの茶わん」も文脈・文段の問題であるが，これも男女別

に分けてみると次の通りである。

　　　「とのさまの茶わんの話はどこまでか」（人数）

②まで

（3）まで

（4）まで

⑤まで

（；il）

男

　1

　8

2

11

（22）

女

　4

　3

2

19

（28）

計

　5

H
4

30　（60．0％）

（50）

「わたしが思ったこと（かんそう）はどこまでか」（入数）

⑥まで

（7）まで

（8）まで

（9）まで

（計）

男

　2

13

　3

　4

（22）

女

　6

10

　2

10

（28）

計

　8

23　（46．0％）

　5

14

（50）

　これも女子の方がすこしいい。それに，女子の誤りは設問（2）の「（9）まで」と

いう反応が多いことによる。そこまで感想だといえばいえないことはない。こ

れに対して，男子の誤りは設問（1）のF③まで」という反応に多い。これはそそ

っかしい読みである。この時期において女子の方が読みが慎重だということは

いえるのではあるまいか。

　男女を通じて，「⑥まで」という反応がすくない。ここ亭こは「……と思った」

とあるので3年生ぐらいまでであるとこれに引っかかるところである。そうい

うところに上達が見られる。

　6．　4年第2挙期のテストと結果解釈

　　　　検査の趣意

　基本的読解技能が中学年でどの程度完成されているかを調べる。あわせて，

文段に区切る能力があるかどうかを見る。3年2学期の問題をもう一度取りあ
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げて，発達の度合いを調べる。4問題，8設問で，第3問題と第4問題は3年

2学期にやったζとのあるものQ

　　　　問題の構成

　　　もんだい文　文の種類　　設問　　　　　　　　正答

　　1　蛍国　　　　童話　　（1）（1，2，3）　（1）（1左，2右，3左）

　　　　　　　　　　　　　（2）　（2）　3

　　　　　　　　　　　　　〈3）　〈3）　2
　　2　えいが　　　感想文　（1）　　　　　（1）北きょくものがたり

　　　　　　　　　　　　　（2）　（2）　3
　　3　さむいあさ　生活文　（1）　　　　　　（1）わたし（よっちゃん），おかあさん，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にいさん，いもうと（みよちゃん）

　　　　　　　　　　　　　（2）　（2）　4

　　4　やぎ　　　　物語　　　　　　　　　3

　　　　検査の実施

　実施は一壷して，所要時闘は　正味25分。

巨んだい・・

　あさ　　め　　　　　　　　　　　　　しろ　　　ゆき

　朝，昌を　さますと，白い　雪が　つもって　いるのは　うれしい　ものですが，
みなみ　 くトこ　　　　　　　　　　　　　 ままつこく

南の国と　ちがって，北国では　すこしも　めずらしくは　ありませんでした。ちら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てんちらちらと，きのうも　きょうも，そして　おそらく　あしたも，よくも　天に　ご
　　　　ゆき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まいにち　　まいにち

れだけの　　　　ためてあると　かんしんするほど，毎臼　毎目　ふりつづけるから

です。

　ゆざ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め

　雪をこは　うれしく　ありませんでしたが，わたしが　掻を　さますと，そうだゆ
　　　　　　　　　　　ゆす　　　　なか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おも
うべは　じろうが　あの　雪の　中を　かけて　きたんだっけと　思いました。

「おかあさん，じろうは。」

と，わたしはねどこの　中から　おかあさんに　ききました。

「ちゃんと　ねて　いますよ。」

と　おかあさんは　こたえました。
　　　　　　　　　　　　　　さこも
　まあ，よかったと，わたしは　思いました。

　すると，また，おとうさんの　ことが　しんぱいに　なりました。

1　｛の　つぎは　どっちが　あって　いますか。（○　×を　つけなさい。）

ω・…酷し・繕を｛騰と綴1撫、、。。％、

（・〉・く・・（わたし）はじろうがきた・・を｛1就綴1審．

　　（91，3％）
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（・）お・うさんはい・ここのうちに｛ll叙、、9．、、％，

　　　　　　　　　　　　　　　　ぶも2　じろうと　いうのは　なんだと　思いますか。（一つだげ　○を

　（1）おとうとの　なまえ（3e．4％）

　（2）　しんるいの　こどものなまえ（37．0％）

　（3）犬の　なまえ（28，2％）

　（4）ねこの　なまえ。（4．　4％）

　　よぶも
3　「恩いました」は　だれが　思ったのですか。（一つだけ　○を

　（89．1％）

④　じろう

　（2）わたし

　（3）おかあさん

　（4）おとうさん

もんだい烈

つけなさい）

つけなさい）

　　　　　　　　　　　　　　み　　　　　　　　　　　　　ほっ　　　　　　　　　　いちねんじゆう
（1）わたしは　この　えいがを　見るまえには　北きょくは　1年中　とても　さむ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どうふつ
　いところで，人は　もちろん　すんでいないし，動物なども　あまり　いない　と
　　　　　おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いろ　　　　ぎ

　ころだと思って　いました。きっと　みどり色の　木なども　なくて，いちめん
　ひょうざん

　戸出が　ういている　けしぎだと　そうぞうして　いました。

（2）わたしのそうそうは　だいたいあたって　いました。
　　　　　　おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どうぶつ
（3）　けれども　思ったより　いろいろの　動物が　いるのに　おどろきました。
　　　　　　　　　　　　　　み　　　　　　　　　　　　　み　　　　　　　　　　　　　　　い
（4）わたしは，この　えいがを　見て，まえに　見たrさばくは　生きている」とい
　　　　　　　オこも
　う　えいがを　恵いだしました。

　　　　　　　　い（5）　「さばくは　生きている」のほうは，この　えいがとは　はんたいで，あつい
　くに　　　　　　　　　　　　　　　し　よくぶつ　　　　どうぶつ　　　　　で　　　　　　　　　　　　いろ

　園の　いろいろな　植物や　動物が　出てきました。色は　とても　あかるく　に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほっ　ぎやかでした。それに　くらべると，「北きょく　ものがたり」の　ほうは，くら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほっ
　くて　さびしいかんじでした。けれども　北きょくにも　きぜつが　あるのです。
　　　　　なつ　　　　ふゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どうぶつ

　とくに　夏と　冬が　はっきり　して　いて，さむいなかでも　動物たちが　げん

　きに　せいかつ　して　いるのだ　という　ことを　しりました。

　　　　ぶくド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か

1　この文は　なんの　えいがを　晃た　ことを　かいて　いますか。　（磐きこみな

　さい）（69。6％）

　　　　（　　　　　　　　　）
　　ぶん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ

2　文が　（1）（2）（3×4）㈲　と　五つに　分けて　あります。ぜんたいを　二つに　分け
　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ

　て読む　としたら，どの　読みかたが，つづきぐあいが　いいですか。

　（1，2，3，4）の　よいのに　一つだけ　○を　つけなさい。
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1
2
3
・
4

　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと　　　　　よ
（1）だけ　ひとりで読み，（2）（3）（4）（5）は　ほかの　人が　読む（10．9％）

　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと　　　　　よ
（1×2）を　ひとbで　読み，（3）から　あとは　ほかの　入が　読む（19。6％）

　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと　　　　　よ
（1）（2）（3）を　ひとりで　読み，（4）から　あとは　ほかの　人が　読む（34．8％）

　　　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと　　　　よ
（1）（2）（3）（4）まで　ひとりで　読み，（5）から　ほかの　人が　読む（28．3％）

無答（6．4％）

巨んだい3・

　　　　　　　　　　　　　　はちじ
　よっちゃん，よっちゃん，もう8時よ。という　こえに，わたしは　ゆめから　さ
　　　　　　　　　め
めて，まだ　ねむい呂をすこし　ひらきました。ふとんの　すきから　ちらっと　み

ると，おかあさんが　こたつのふとんを　どけて，あさの　そうじを　して　おら

れます。たけしにいさんが　きて　わたしたちの　へやの　とを　あけたゐで，つめ

たいかぜがすうとへやにはいって　きました。おう　さむい。わたしは　く
　　　　　　　　　　　　　　　　おお
びを　ちぢめました。おかあさんが大きな　こえで　よっちゃんも　みよちゃんも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めおきなさい。と　いわれたので，いもうとも　やっと　臼を　さましました。

　　　　ぶん　　　　　　　　　　　ひと

（1）この文に　でている人は　だれとだれですか。つぎに　かきなさい。（78．3％〉

　　　　（　　　　　　　　　　）
　　　　ぶん
（2）この文の　だいは　なにが　いいですか。いいのに　○を　つけなさい。

　（67．4％）

　1　よっちゃんの　ゆめ

　2　わたしの　おかあさん

　3　あさの　そうじ

　4　さむい　あさ

も川口1
　　　　　　　　なか　やぎは　こやの　中で　メーメー　ないていた。ほかに　なきようも　ないのだか
　　にんげん
ら，人間は，いつでも，やぎは　メーメー　なくものだと　おもっている。

　しかし，やぎだって　きげんの　いい　ときも　あるし，わるい　ときも　ある。

きげんの　いい　ときは　あごを　だして　あまえるような　なきかたを　する。そ

ういう　ときは，こやに　はいって　いても　けっして　むかって　こない。からだ

を，こすりつけるように　よってきて，みじかい　しっぽを　ぴょこぴょこ　ふる。

　きげんの　わるいときは，そうは　いかない。こやの　すみっこに　ひっこんで，
　　　　　　め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にんげん
はいいろの　目でじっと　はいって　くる　人間を　にらんで　いる。そばへ　よる

と，あたまを　さげて，つっかかって　くる。きょうの　やぎは，どう　みても　こ

ぎげんが　わるそうだった。
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　　　　　なが　　　　　ぶん
　　これは　長い　：文の　いちぼんはじめで，これから
　　　さくしゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はたし

　ます。作者は　いったい　どういう　お話を　かこうと　して

　（26．　1％）

　1　やぎの　なきこえの　いろいろ

　2　やぎにも　きげんの　いいときと　わるといきと　ある。

　3　やぎの　こぎげんの　わるい日の　できごと

　4　やぎの　くらしかた

　結果の概観

　まず，共通問題の「やぎ」についてみると，

ものが，26ほ％と，ずっとよくなっている。しかし，

慣れてはいないのである。「さむいあさ」の方は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　3年の時

　　　　　大体の意味をとる　　　　　40．8

　　　　　登場人物を数える　　　　　63。3

　　　　　はなし
いよいよ　お話が　はじまり

　　　いるのでしょう。

3年第2学期1こ14．3％であった

　　　この種の：文章にまだ十分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4年の時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　67．　4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　78．　3

であって，大体の意味をとる：方が上昇率がいい。登場入物を数える方は78．3％

といえばもうほとんど完成に近いわけで，この辺までくると上昇率が低くなる

ものである。

　いずれにしても，共通問題に関して，すべての点で，1年聞の上昇が見られ

る。

　問題1の「霊国」は設問の（2）「じろうというのはなんだと思いますか」が悪

い。これは，情景をよほど深く，また物語的に考えてみないと，犬の名前という

ことが出て来ない。選択鍍に「犬の名前」というのがあるのだから，それにつ

いても考えてみたらぽよさそうなものであるが，そこまで頭が働かないのであ

ろう。物語などを読みなれていれば，そうした情景も思いうかべられるだろう

と思ったが意外であった。しかし正答者にはやはり成績のよい考が多かった。

　問題2の「えいが」は回読の形で：文段の分け方をたずねた。「二つに．分けて

読む」という場合には，分量｝撤こ分けることもある。選択腰4の「〈5）からほか

の人が読む」というのも，文段のことを別とすれば，誤りとはいえない。そう

いう設問の趣意がわからないで，これに反応した考があるかも知れない。

　7．　4年第3学期のテストと結果解釈
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検査の趣意

4年終了時の検査として，3年終了瞳よりもどれくらい力がついたかを共通

問題で調べる。中学年の読解技能をできるだけ多くふくむようにする。（ただ

し，交段の分け方については1学期2学期に割含にやっているので，この度は

やらない。）

問題の構成

3問題に9設問で，問題1「まくあけ」問題2「おつかい」は共通問題。

　問題文　　　文の種類　　　　設問

1　まくあけ　　生活文　　（1），（1，2）

2　おつかい　　生活文

3　二＝一トソ　物語

）
、
・
）
、
ノ
）

に
O
笛
α
偉

（3）

（4）

（5）　（1，　2，　3，

　4，　5）

30

　　　　　　正嘉

（1）4年

（2）わけ

　（a）　6年生を送る会

　（b）　「5年のひろしくんと」とことわっ
　　てあるので5年ではない

　（c）　3年のときやったと書いてあるので
　　3年ではない

1と2のbが書けた者だけ正答

）
、
’
）
）

2
1
2
1

（
（
（
（

3

2

3

3（でんき）

「はじめ……であったが……のことがあっ
て……になった」とまとめてあるものだけ
正答とする。

感じたことが一つでも二二いてあれば琵答，
ただし，「たいへん心のよい人だと思った」
「ためになる話だ」というような余りはっ
きりしないものは誤答。

（a）　「二＝一5ソはそのあとを見送って，
　しぼらくぼんやりしていたが…一’」以’下
　文末のところ全都あるいは一部。

（b）　「ひきxうもの」と叫んで……のとこ
　ろ。

（c）　「おばあさん，見てごらん，水車がで
　きたよ」「水車だって一一」のところ。

以上，（a）（bXe）のどれ一つでも正箸，他は誤
答とする。

）
）
、
r
）
）

1
2
3
4
「
り

（
（
（
（
（

2
1
1
4
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　問題3の設問（2）（3）（4）は正誤という立場からだけでなく，くおしく読んで類型

を分けるといい。読書ノートを書かせているかどうかとも関係がある。

　　　　検査の実施

　実施は一括して所要時間は正味30分。

iもんだい・コ

　　ジジーッ　ジジーヅと　ベルが　なると，ぼくは「よいしょ　よいしょ」と　まく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かい　を　あけます。きょうは　6年生を　おくる　がくげい会で，ぼくと　5年の　ひろ

　しくんが　まくあけです。

　　まくをあけると　すぐ，よこから　げきをみます。ぶたいではいま，3年生

　が「はごろも」を　して　います。嫁くたちが　3年の　ときにも「はごろも」を

　しました。その　とき　ぼくは　りょうしに，なりました。

　　3年の　ときの　ことを　おもいだしながら　じっと　みて　いると，とつぜん，

　ジジーッ　ジジーッと，なんかいも　くりかえして，ベルが　なりだしました。ぼく

　は　はっと　しました。まくを　しめるのを　わすれて　いたのです。まっかな　か

　おで　力いっぱい　まくを　しめました。
　　　　　　　せんせい
　　ぼくたちは　先坐に　しかられないかと　しんぱいでした。

　　　　　　ふる　　　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おも

　（1＞この　文を　書いた　子は，なん年生だと　思いますか，それは　なぜですか。
　　　　　　　　　　なか　　　　　か
　　1　欝年生（自の　中に　書きこみなさい。）（29．7％）

　　2　そのわけ

　　　　はなし
②　この　話の　まとめとしては　つぎの　どれが　いいか。

　（一つだけ　○を　つける）（6L7％）

　1　ベルが　ジジーヅ　ジジーッと　なると　げきが　はじまる。

　2　げきの　まくを　あける　ときは「よいしx　よいしょ」といって　衷）げる。

　3　3年生の　げきを　みて　いて，まくを　しめるのを　わすれた。

　4　ぼくが　3年の　とき「はごろも」の　げきで　りょうしに　なワた。

巨んだい忍

rまさおさん．おつかいに　いってきて　ちょうだい。」と，おかあさんが　いいまし

た〔

　まさおさんは，「はい。」と　いって，すぐに　でかけました。

　とちゅうで，じろ5さんに　あいました，じろうさんも　いvしょに　いってくれ

ることセこ　なりました。
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　いちばの　そばまで　くると，ちんどんやさんが　さむらいの　かっこうを　して

おんがくを　やって　います。とても　おもしろいので，まさおさんは，じろうさん

と　いっしょに　ちんどんやさんにみとれて　いました。そして　おつかいの　こ

とを　わすれて　いました。

「まさおさん　どこへいったの。」みると，よしこさんがにこにこ　しながら

たって　います。よしこさんは，おかあさんと　おつかいに　きたのでした。

「あっ，ぼく　おつかいに　きたんだっけ。」　まさおさんは，おつかいを　おもいだ

して，あわてて　かけだしました。

（1）おかあさんは　だれの　おかあさんですか。（63．　8％）

　1　まさおさんの　おかあさん

　2　よしこさんの　おかあさん

　3　じろうさんの　おかあさん

　4　しらないうちの　おかあさん

（2）　この　おはなしで，まさおさんの　した　ことを　4入の　ひとが　はなしまし

　た。だれのが　いちばん　いいですか。（80。4％）

　1　まさおさんは　ちんどんやさんが　おもしろいので　ちんどんやさんを　みて

　　いました。

　2　まさおさんが　じろうさんと　いっしょに　おつかいに　いって，よしこさん

　　に　あいました。

　3　まさおさんは　ちんどんやさんを　みていて　おつかいを　わすれそうに　な

　　つたが，よしこさんに　fO　oて　おつかいを　おもいだしました。

　4　まさおさんはおかあ’さんに　ようじをたのまれると　すぐ「はい。」と　い

　　うかんしんな　ごです。

障んだい璽
　　　　ふん　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こた

つぎの　文を　読んで，あとの　しつもんに　答えなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　さんびやくねん　　　　　まえ
　アイザヅクe二＝一トソは，いまから　3百年ほど　前に　イギリスの　ウールス
　　　　　　　　　　　むら　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むかし

魍ソープという　小さい　村で　生まれました。おうちは，昔からの　かなり　ゆた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じだいかな　おひやくしょうでした。だから　ニュートンは，こうふくな　こども時代を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はや
すごすごとが　できた　はずでした。ところが，かわいそうに，おとうさんが早く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むら
なくなって　おかあさんは　ニュートンを　おいて　となり村へ　かえってしまいま

した。ニュートンは　ひとりぼっちに　なって，おばあさんに　そだてられる　こと

に　なりました。

　おばあさんは　とても　やさしい　人で　ニェートソを　かわいがワて　くれまし

た。しかし，おとうさん　おかあさんが　いないで　さびしいし，からだも　じょう
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざ　　　　　よわ
ぶで　なかったので，ニュートンは　だんだん　α〉ひっこみじあんの，気の　弱い
せいかく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モと　　　　　　で　　　　　　　　　　　　　　だいく　　　　　　　　しごと

性格に　なりました。めったに　外へも　出ないのでした。大工さんの　仕事がすき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　いた　　　　ぼう
で，3つ4つの　ころから　どこからか　板や　趣きれを　見つけて　きて，ひとり

で，ごしごし　のこぎりで　ひいたり，くぎを　うったり　して　あそびました。
　　　　　　　　　　　　　　　むら
　二＝一トソは　6つに　なって　村の　学絞へ　かよう　ように　なりましたが，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんせい　　　　なに　　　　　ぎ
ωひっこみじあんは，すこしも　なおりません，それどころか，先生に何か　闘か
　　　　　　　　　　　　　　　へんじ
れると　まっかに　なって　よく　返事が　できません。そんな　ふうでしたから，
せいせ津　　　　　　　　　　　　　　　　　どうきゆ）せい

成績は　いつも　びりで，同級生から，ばかに　されどおしでした。

　ところが，3年生に　なって　まもなく　その　＝ユートソを　いっぺんに　（2）ふ

るいたたぜる　ような　ことが　おこりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まいにち　　　　　　　　　だいく　しごと
　ニュートンは　学校から　かえってから，あいかわらず，毎田のように　大工仕事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すいしゃ　　　　つく
を　やって　いましたが，ある日，くしんして　水車を　作りあげました。

　　　　　　　　　　　　すいしゃ
「おばあさん，見てごらん，水車が　できたよ。」

　すいしゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すいしギ　　　　　　　　　　　　　うご

「水車だって，一おやまあ，かわいい　水車だね，それで　動くのかえ。」
　うこ　　　　　　　　　　　　こな

「動くさ。これで粉も　ひけるよ。おばあさん，いま，むこうの　捌でためして
　　　　　こむぎ
くるから，小麦を　すこし　ちょうだい。」

　　　　　　こな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こな
「はいはい，粉やさん。それでは，これだけ　粉に　してきて　もらいましょう。」

　　　　　　　　　　　　　　こむぎ　　　ちい
　ニュートンは　一にぎりの　小麦を　小さな　ふくろに．入れてもらうと，うれし
　　　おもて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おがわ

そうに　表へ　とびだしました。そして，家から　少し　はなれた　小規の　ちょう
　　　　ところ　　　　み　　　　　　　　 すいし．や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 すし、しゃ

どよい　所を　見つけて　水車を　しかけました。すると　水簗が　くるくると　ま
　　　　むぎ
わって　麦を　ひきはじめました。

「あ，まわる。まわる。うまく　いったぞ。」
　　　　　　　　おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わら
　ニュートンが　思わず　手を　たたいて　にっこり　笑って　いた　ときの　こと

です。

「ほう，よくまわるんだな，アイザック。それ　だれに　こしらえ．て　もらったんだ

い。」

　　　　　　　　　　こえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かえ
とつぜん，うしろから，声を　かけた　ものが　ありました。ふり返って　みると，
どうきゅうせい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た

嗣級生の　なかでも　らんぽうものの　トムが，ふたりの　なかまと　ならんで立

って　いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つく「だれにも　つくって　もらわないよ。ぼく，ひとりで　作ったんだ。」

　　　　　　　　　　　　　　こた　ニュートンが　とくいそうに　箸え．ると，

　　　　　　　　　　　　　　　つく「うそを　つけ，おまえ．なんかに　作れるものか。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すいしゃ
といって　トムは，ぐるぐる　まわって　いる　水車を　もちあげました。ニェート

ンは，

「あ，だめだよ。そんなに　らんぼうしちゃ。」と　あわてて　とめました。

「へん，けちんぼ，いらないよ　こんなもの。」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じめん　　　　な
　トムは　そういって，いきなり，その　水車を　地面へ　投げつけました。
　　　　　　　　　　　かおいう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み
　ニュートンが，はっと　顔色を　かえて　トムを　見あげると，

　　　　　　かお「なんだ　その顔は。一くやしいか。くやしかったら　かかってこい。」

　トムは　そういって　ニュートンをけとばしました。やせっぼっちの　ニュート

ンは，2，3メートル　うしろに　しりもちを　ついて　しまいました。しかし，つぎ

のしゅんかん

rひきょうもの」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　つよ　　　　いぬ
とさけんで，立ち上った　ニェートソは，強い　犬のように　トムに　とびついて

③ひっしになって　ぶったり，ひっかいたり　しました。

「あ，いたい，いたい。アイザヅク，はなせ，ゆるしてくれ，ぼくがわるかったQ」
　　　　　　　こえ　トムは　さけび声を　あげて　にげて　行きました。
　　　　　　　　　　　　　みおく　ニュートンは　そのあとを　見送って，しぼらく　ぼんやり　して　いましたが，
　　　　　なか　　　　　　　　　　　　　　　じしん
やがて　心の中に　ふしぎな　（4癌信が　でて　きました。

「ぼくは，いままで，人から　よわむしと　いわれて　いたし，じぶんでも　そ5だ
　　　　　　　　　　　　　　おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か
と　思っていた。しかし，いま　思いつきり　かかって　いったら　トムに　勝つ

ことが　できた。そうすると　べんきょうの　ほうでも　いっしょうけんめい　やれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おもば，もっとできるように　なるかもしれないそ。」　そう思って　それから，いっしょ
　　　　　　　　　　　　　　　　がっこう　　　　せい　き
うけんめい　べんぎょう　しました。学校の　成績は　どんどん　あがって　きまし
　　　　　　　　　　　　　じしんた。それから，いっそう　（4）自信が　ついて　べんきょうに　⑤うちこんだので，つ

ぎの年には　組の　なかで　できる入の方に　なりました。

　　　　　　　ぶん
1　こういう　文を　なんと　いいますか。（あワているのに　○をつける）（17．0％〉

　　　し
　（1）詩

　（2）げき

　㈲　でんき

　（4）どうわ

2　どんな　お話でしたか。なるべく　みじかく　まとめて　つぎの　あいている
　　　　　　か　ところに　書き　こみなさい。（63．8％）
　　　　　になし　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か

3　この　お話を　読んで　どんな　ことを　感じたか。かんそうを　書きなさい。

　（82．　9％e）

　　　　　　　　　　　　いちばん　　だいじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さくしゃ　　　　　　　　　　ちから
4　この　お話で　どこが　一番　大事な　ところでしょうか。作者は　どこに　カ

　　　　　　　　　　　　まえ　　　　ぶん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だいじ
　を　いれて　いますか。前の　文に　ついて　ここが　大事だと　愚つたところに

　一を　ひきなさい。（5L　1％）

5　つぎの　（1）②（3）（4＞（5）の　ことばの　いみは　どれが　あって　いますか。この
　　　　　　で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ

　ことばの　出て　いる　ところを　よく　読んで　かんがえなさい。　（あっている

　のに　○を　つける）

　（1）ひっこみ　じあん（38．3％）
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　　　1　ひっこんで　ばかり　いる人

　　　2　ひっこんで　ばかり　いること

　　　3　ひっこんでいじわるを　すること
　　　　　かっこう　　　　せいせぎ

　　　4　学校の　成績が　わるいこと
　　（2＞　ふるい　たっ（57．4％）

　　　1　ゆうきを　だす

　　　2　おこり　出す
　　　　　せしせき
　　　3　成績が　よくなる

　　　4　ふるえて　立っている

　　（3）ひっしになる（87。2％）

　　　1　いっしょうけんめい　に．なる

　　　2　大さわぎをする

　　　3　げんこつを　かためる
　　　　　あいて
　　　4　　相薯秘こ　　カ、じりつく

　　　　じしん　　（4）　　窟f書カミつく　（7＆7％）

　　　1　じまんする
　　　　　じぶん
　　　2　自分の　ために　なることが　わかる

　　　3　自分の　ことは　自分で　するようになる。

　　　4　自分に　力のあることが　わかる。

　　（5）　うちこむ（19ユ％）

　　　1　なぐり　かかる。

　　　2　うって　いれる。

　　　3　いっしょうけんめい　になる。
　　　　　　てん
　　　4　よい点を　とる

　結果の概観

　問題1「まくあけ」は，二つの設問がある◎

　　　　　　　　　　　　　　　　3年　　　　　　4年

　　　　　　　　　（1）　　　　　　　　　16．7　　　　　　　　　　　　29．7

　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　33．3　　　　　　　　　　　61。7

　（1）の方の理由を書かせたところが新しいわけだが，どちらもそれぞれ上昇し

ている○（2）の方についてみると非常に．上昇している。

　問題2「おつかい」に．，二つの設問がある。

　　　　　　　　　　　　　　　3年　　　　　　4年
　　　　　　　　　（1）　　　　　　　　　62．5　　　　　　　　　　　　63．8

　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　75．0　　　　　　　　　　　　　80．4

　これは，どちらも余り上昇していない。正答率もこの辺までくると上昇が悪
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くなる。（1）の方は3年第1学期にすでに63．3で，3年第3学期では，むしろ悪

くなり，4年第3学期でこの程度であるから，こういう能力は，3年4年で余

りのびないというべきであろう。つまり書かれている事実ではあるがそこに一

つのおとし穴があって，よほどくわしく，正確に考えなければならないもので

あると，余りのびない。2年第3学期は47．8で，それから3年第1学期にかけ

てはかなり上昇したalこ，60点以上になるとあまりふえないということには，

深い根がありそうである。

　問題3の「ニュートン」は長文である。しつもん（1）としつもん（5）の中の二つ

の語を除き，他の六つの質問は，すべてよい成績である。この成績から次のこ

とがいえそうである。

　　（1）文学形態（文章形態）に対する知識や自覚は，まだ十分でない。

　　②　単語を文脈に即して正確に理解し解釈する力は十分でない。それより

　　　も，語の形式からかってな意味を想像してすませている。

　　㈲　大体の意味をとる力はできている。しかし，「まとめ」としては不十分。

　　（4）要点（大事なところ）を見出す力はできている。

　　（5）感想は持つ。それはかなり活発である。

　8．　中学年における読解技能の発達

　3年第1学期から4年第3学期まで画学期末におこなった読解力テストを，

その設問のふくむ技能的性格によって区別してみると，次の（37ページ）設問

種類別正答率一覧表ができる。この表から次のことがわかる。

　　（1）共通問題は，一つ例外があるが，すべて，それぞれ点数がよくなって行く。発

　　　達が見られる。

（2）　「大体の意味をとる」「書かれている特定の事実をつかむ」というような読解

技能は大体完成しているs

　　「交段に分ける」ことも，わかりやすい：文では大体できる。（3）

（4）

　　「主題や情緒にふれる」能力は，かなり進歩しているがまだ十分でない。

　　「文脈から特定の語の用法や意味をとらえる」ことは，その文脈の性質や語の（5）

　性質によってちがう。正確なものを要求する時には，まだ困難がある。

　　「感想を書く」ことはできる。（6）

　その他の技能・能力については，検査圓数がすくないので，一般的なことは

いえない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　36



設問種類別正答率一覧表

＼　 学年・学期

設問分：＼
1．　大体の意味

　をとる

2。　話の筋をつ

　かむ

3．　書かれてい
　る特定の審訊
　をつかむ（登
　場入物を数え
　る）

4．　文脈から騎
　定の語の薦法
　や意味をとら
　える

5．　文段に分け
　る

6，　文と文との
　続きぐあいが
　わかる（接続
　詞の用法）

7曾　　主題や’轟奪茅醤

　にふれる

8．感想を書く

9．　短くまとめ
　る

10．内容を吟廉
　して読む

11．　目酌にした

　がって要件を
　とらえる

12．文学形態の
　知識

設問数

3－1

おつかい2
57．1

王様の馬車

1　44．9
おつかい　1

　　　63．3

王様の馬車

2　69．4

きんぎょ　1
30．　6

ぎんぎょ2
　　　10．　2

ミズーリjl1

2　8．2

ミズーリ川

1　22．6

8

3－2

さむいあさ

2　40．8

さむいあさ

1　55．1

やきゅう1
　　　34．　7

やきゅう2
　　　65．3

ぎや

314

る
β

も
1
6

つが雪

　
　
6

く
0

　
　
1

こうこ

7

3－3 4－1

象δつカ》㌧、　2

　　　75．0

雪ぼうず2
　　　75．　0

おつかい　1
　　　62．5

雪ぼうず1
72．　9

まくあけ1
16．　7

ランドセル

1　43．7
ランドセル

2　39．6
まくあけ2

33．3

8

（おつかい

2）　93．9

（おつかい

1）　53．1

インクと油

2　26．6
インクと油

3　65．5
とのさまの
茶わん1
　　　60．　0

．とのさまの

茶わん2
　　　46．　0

インクと油

1　50．0

よ
0
　
よ
0

ぎ
5
6
ぎ
2
6

ん
　
　
ん

き
　
　
き

（
）
　
（
）

　
2
　
　
　
1

4－2い一3
雪国　　1
・　89．1

さむいあさ

2　6Z4

おつかい2

さむいあさ

80．　4

重　　78。3

（えいが1）

　　69．　6

雪國2
28．3

雪国3
　　　89。玉

えいが2
　　　34．　8

豊 26．　1

g
1

8

おつかい1
63．　8

まくあけ1
　　　29．　7

二a一トソ
5　　　56．　1

ニユーートン

4　51．1
まくあけ2

6L7

（二x一ト
ソ3）82，9

（二＝　・一ト

ソ2）63。8

二a一一トソ

1　17．0

9

　　一のついているのは岡一問題が二回以上繊ている場合。注｛

　　（）は選択法でなく，谷を書き出させた場合。
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　なお，読解力の伸びる時期を知るために共通問題について，設闘のふくむ技

能は無視して，その正答率だけを調べてみた。

　共逓問題は

　　2年第1学期と3年第1学期　　　おつかい

　　2年第3学期ど3年第3学期　　　おつかい　雪ぼうず

　　3年第2学期と4年第2学期　　　さむいあさ　やぎ

　　3年第3学期と4年第3学期　　　おつかい　まくあけ

である。これをグラフ化すると次のようになる。

loo　elo

80　v／，

60”fe

40　e／e

20efo

　　　　　　　　　／e
　　　　　　　一／・

　　　　　　　　　ノ”　　　i
　　　　　　　　”一
　　　　　　　〇r一　1／

幡
エ
モ
学
期

0

2
年
2
学
期

2
簿
3
学
期

3
憲
一
学
期

3
無
2
学
期

3
毎
3
学
期

4
簿
－
学
期

4
銀
2
学
期

4
笠
、
3
学
期
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　　　　　　　　　　　B　読書速度の発達

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
1．　一般的傾向

読書速度（音読。黙読）については，次のような結果：を得た0

　　　　　　　　　　1分間読字数の発達

嘩
7eo

6eo

500

400

3eo

200

IOO

of’“’

g’

．p：

　（黙読）

カ

／倍読）

　　0
　　　　1－2　　　1一一3　　2－1　　2－2　　　2－3　　　3一・1　　3－2　　3－3　　4一・1　　4－2　　4－3　　（学奪学期）

　1年から3年までは音読・黙読を分けなかった。自由にやらせた。大部分は

音読あるいは微音読であった。またこれは，すべて同一の文で，同一の条件の

下に実施した。この点で4年2学期の黙読が悪いことには，何か偶然的な要因

があるようにも思われる。　（たとえば，単に速く読むことな強調する場合と，

誤りなく速く読むことを強調する場合ではちがう。また，テストの際の条件特

に隣室の騒々しさの問題もある。わずか3分間のテスFであるために，十分落

ちつかないうちにすぐ1こ開始すると結果が悪くなる，3分問の計り方，ス5ッ

プ・ウォッチの使い方の問題もある。一しかし，この揚合には何であるか思

いあたるものがない。＞

　2、　検査の手引きと問題

　　　検査の手引（4年第1学期の場合）

　1．　これまでの腿題文を少し雷き敢め，頴序を変えた。

　2．　実施は銅の通り正味3分闘（厳密に）とする。終った時しじるしをつけさせる。
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　今隈は練習問題がないので爾紙を配ったら，すぐに名前だけ書かせ，合図のあるま

　で机上に伏せておかせる。

3．　黙読テスト指示　問題交（1）～㈱

　「声を出さないででぎるだげ速く読みます。そして質問にまるをつけて行きます。

　どんどんやります。答をまちがえないで，なるべくたくさん，さきの方まで読んだ

　のがいいのです。3分で　やめ　といいます。それまでどんどんやりなさい。はじ

　め　といッてからはじめます。では，表を出してください」「では，はじめ」（みん

　なが下を向いた時から秒数をかぞえる。……3分で「やめ，しるしをつけて，正門

　を向きなさい。」……集める。）

4．　音読テスト指示　　問題文は⑳～鶴，㈲～鋤，㈱～⑯，（9＞～（動，（5）～（8），（1）～（4）

　の順にとじておく。

　「声を出して　できるだけ速く読みます。ふだん声を出さないで読んでいる人も，

　きょうは小さな声を出してできるだけ速く読んでみてください。質問にはまるをつ

　けます。そしてどんどんやります。だまって読んだ時とどっちが允くさん読める

　か，feくさん読めるだけではいけない。答をまちがえ．ないでください。どっちがま

　ちがいが少ないか。どんどん読んでみましxう。はじめといってからはじめます。

　……（以下黙読の指示と岡じ）」

　　　　　　　　　　　　　読書速度検査問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）

　せんせいが，「これから，みんなが　いつも　いきたいなあと　おもって　いる

ところへ，つれて　いって　あげるよ。」と　おっしゃいました。みんなが「わあ，う

れしい。」「せんぜい　どこですか。」と　いいました。わたしはすぐに　としょしつ

だろうと　おもって　いました。やっぱり　としょしつ　でしたσ

みんなで…い・一 o1慰
　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

　まつむらさんが　ずっと　やすんで　いるので　おみまいに　いきました。まつむ

らさんの　うちは，おとうさんも　おかあさんも　おっとめなので　だれも　いませ

ん。まつむらさん　ひとりで　ねて　いました。わたしは　まつむらさんが　はやく

よくなって，がワこうへこられるようになるといいと　おもいます。

だれを一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

　おもてに　でて　みたら，みんなが　ふうせんを　ついて　いました。かぜに　ゆ

られて　ふわふわ　おりてきます。みんな　おもしろそうに　あそんで　います。ぽ
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くも　ほしくなって，おかねを　もらって，いそいで　かいに　いきました。けれど

も　ふうせんは　もう　うりきれて　ひとつも　ありませんでした。

…一噛一
@勧

　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

　きょうは　せんせいに　さんすうの　テストを　かえして　いただきました。みる

と　ひゃくてん　でした。ぼくは　うれしく　なりました。となりの　のぶこさんは

一つ　まちがえて　90てん　でした。みつちゃんは　80てん　でした。ほくは　はや

く　おうちに　かえ．って　おかあさんに　みせたく　なりました。

ぽ・は一で一
o1ゴノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）

　けさは　はやく　おきて　おつかいに　いきました。やおやさんも　さかなやさん

も　まだ　みんな　ねむって　いましたが，おとうふやさんの　みせさきには，もう

まっしろな　四かくの　おとうふが　たくさん　でて　いました。わたしは　おとう

ふを　1つと，あぶらげを　2まい　かウて　かえりました。

o欝
　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）

　ひるごはんを　たべてから，おともだちと　あそびました。それから　べんきょう

しようと　おもって，えんぴつを　けずりました。よく　けずれたので　ためしに

まどガラスに　かいて　みました。そのとき　ちょうど　おかあさんが　きて，rい

つも　ガラスに　らくがきをするのは　よし子ちゃんね。」と　いって　おこりまし

た。

お・一一か
　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）

　きょうは　日ようびで，がっこうは　やすみです。うちで　おとうさんと　くつみ

がきを　しました。いちばんさきに　わたしの　くつを　みがきました。シ＝ッ　シ

ュッと　おとを　たてながら　みがきました。つぎに　ぼうやの　くつと，おかあさ

んのくつを　みがきました。それから　おとうさんのを　みがきました。

一・で一一一・一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あめ
　うちのおとうさんは，まえにはおかしのこうばにっとめていました。雨

がふって　かさを　もって　いかなかったとき，ぼくは　こうばまでかさを　も

って　いきました。こうばの　もんの　ところで　まって　いると，あとから　あと
　　　　ひと　　　　　で
からと　人が　出てきて　なかなか　みつかりませんでした。

沸…さ一…こにつ…い・叫ξ1二う

　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）

　ぎのう　どうぶつえんへ　いきました。くじゃくが　おりの　中ですこし　はね

を　ひろげて　いました。くじゃくの　えさを　もって　きた　おじさんが，　「てを

た1たくと，はねを　たくさん　ひろげますよ。」と　いったので，おとうさんと　まさ

こと　わ驚くしと，3入で　いっしょうけんめい　てを　たたきました。^
験

　　　　　　　　　　　　　　　　　⑬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　みいこが　にゃんにゃん　なきながら　おしいれの　戸を　あけようと　していま

した。わたしが　あけて　やると，ふとんの　上に　のりました。わたしは，ふと

ぎが　ついて，ごかいへ　つれて　いきました。みいこは　あかちゃんが　うまれる

のです。わたしは　いそいで　おかあさんの　ところへ　いきました。

一…一い一
ﾗ・ん

　　　　　　　　　　　　　　　　　GD

　ぼくの　うちは　ようふくやです。おみせには　ぬいかけの　ようふくや　でぎあ

がった　ようふくを　きた　おにんぎょう　みたいな　ものが　いくつも　ならんで

います。おみせで　はたらいて　いる　人は，8人です。みんなで　てわけをして，

ミシンを　うごかしたり，ちょっきん　ちょっきんと　きれを　きったりして　いま

す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　＠

　この　あいだの　りかの　じかんの　おわりに，せんせいが，　「この　つぎには

でんぶんつくりを　しましよう。」と　おっしゃいました。わたしは　でんぷんって

なんだか　しりま量ん。なにをするのだろうと　おもっていると，しん一くんが，
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てを　あげて「せんせい，でんぷんって　なんですか。」と　ききました．

　　　　　　　　　　　　　　　　臼つたし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんせいに　しつもん　したのは1しん一さん

　　　　　　　　　　　　　　　　tはるおさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲

　ぎょうは　さむいので，おともだちも　あそびに　きません。わたしは　一難じゅ
　　　　　　なか
う　うちの　中で，べんきょうを　して　いました．おかあさんが「きょうは　よく

べんきkうが　できましkね。」と　いって，おしるこを　つくって　くださいまし

た。おいしくて　3ばいも

おかあさんが　なに．を

　ばんごはんを　たべたあとで，おとうさんと

ぼくが　まけると，おとうとが

たすけに　いきます。ふたりで

ないません。でも　おとうとが

一…か・一icci）e：　ki2t’（i’？一か

　　　　　　おル
　ぎょうは　大そうじなので，すみから

いが　ほうきの　ながいので，てんじ歳うの

ぎれいに　おそうじした　あとは

こしかけて，きょうしつの

せんせいは　なにを

　ゆうべはすこし　くもって，おつぎさまが

したは．あめかな。はれると

げさ　おきて　みると，やっぱり

に　なって，とうとう　わたしたちの

柳一｛ll。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ao

　きのう　がっこうから　かえって　みると，かなあみの．なかに

　たべました。しゅくだいも　すっかり　すみました．

・一ｫ．
　　　　　ad．）

　　　　　　　　　すもうを　とって　あそびました　，：

　　たすげに　きます。おとうとが　まけると，ぼくが

　　いくら　ちからを　だしても　おとうさんには　か

　　　1かいだげ　おとうさん｝こ　かちました。

　　　　　　　　おとうと

　　　　　　　　ぼく

　　　　　　　　にいさん

　　　　　es）

　　　　　　すみまで　きれいに　ふきました。せんせ

　　　　　　　　すすを　はらって　くださいました、

　　　　とても　よい　きもちです，．みんなで　いすに

　あちら　こちらを　ながめましk，

し一
o三鷹ll誓一

　　　　　“6）

　　　　　　　　　かさを　かぶって　いたので，「あ

　いいが，ざんねんだなあ。」と　おもって　ねました。

　　　あめが　ふって　いましたっだんだん　ほんぶり

　　　　　けんがくは　えんきに　なりました。

かわいい　うぐ

43



いすが　はいって　いました。そこへ　にいさんが　かえって　きたので，ぼくは

にいさんに，rこの　うぐいす　だれに　もらったの。」と　ききました。そうしたら

にいさんは，　「となりの　おじさんが　とって　くれたんだよ。」と　いいました。

・一・・て・一一
o1臨じさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　㈹

　わたしが　おつかいから　かえると　おばあちゃんが，「すず子，いい子だね。か

たを　たたいて　おくれ。」と　いいました。わたしはrはい。」と　いって　たたい

て　あげました。おとうとが　よこで　みていて，「おねえちゃん　うまいなあ。あ

んまさんみたい。」と　いいました。わたしは　とくいになって　どんどん　たたきま

した。

一…し一
o1欝

　　　　　　　　　　　　　　　　。偲

　きのうは　うんどうかいでした。1年生の　つなひきの　つぎが　わたしたちの

かけっこです。わたしたちは　6人で　かけました。ドソと　ピストルが　なった

ときおもわず　どきっと　しました。だれかが　わたしの　まえを　はしって　いた

が，だれだか　わかりません。1とうは　はるえさんで　わたしは　2とうでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲

　まいあさ，うちの　もんの　まえを　そうじを　するのは，ぼくの　やくめです。

きのうは　かぜが　ふいて　きのはが　ちったので，　けさは　とても　たいへんで

した。おかあさんも　いっしょに　やって　くださいました。とおりかかった人が，

「ごくろうさま。ぎれいに　なりますね。」と　いったので　ぼくは　うれしく　なり

ました。

に・・一・い・一

　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫1＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した　5ちの　ますよは　きょうだいの　なかで　いちばん　下なので，とても　あまえ

ます。きのう，おとなりから　えいがの　けんを　2まい　もらったので，おとうさ

んと　わたしとで，えいがに　いくことに　なりました。そうしたら　ますよが，

「ますよも　つれていって。」と　いって　わあわあ　なきました。
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一一一・一一
　いもうとは　よし子と　いう　なまえで，4つです。いつも　おもしろい　ことを

いいます。よその　人が，わたしに　とても　よく　にて　いると　いいます。まい

あさ　おとうさんが　かいしゃに　いくとき，大きな　こえで「いっていらっしゃ

い。はやく　かえって　きFてね。おみやげ　かって　きて　ちょうだい。」と　いい

ます。

ﾔ；

　わたしの　うちにずっと　まえにねこがいました。けれども，どくねずみを

たべて　しんで　しまいました。このごろ　また　ねずみが　あばれるので，おばあ

さんは，よその　人が，くると　すぐ，「どこかに　かわいい　ねこの　子は　いな

いかしら。ねずみが　あばれて　こまるんだが。」と　いいます。

一一…一・て一
驕Aり

　ずっと　まえの　ことです。ぼくは　ともだちの　しんちゃんと　としおちゃんと
　　　やま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ

3人で　山へ　いきました。山は　あおばが　日に　かがやいて　いました。山の

なかへ　はいると　木のはが　りょうがわから　いっぱい　しげって　いるので，み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いし
ちが　うすぐらいほどでした。しんちゃんが，石につまずいて「いたい。」と　い

って　ころんで　しまいました。

・一一か
oll瓢

3．結果の考察

読書速度に．は4段階あるQ

（1）急いで目を通す……ひろい読み，とばし読み，走り読みなどといわれる。

　新聞の二三こHを通す場合，本のページを繰って内容を概観する場合。

②　大急ぎで読んで行く……できるだけ速く読むのだが，読み落しをしない

　ように，全文に霞を通す。
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　（3）ふつうの速さで読む……小説などを読む場合。

　（4）気をつけて読む……むずかしいものを読む場合，味わいながら読む場合

　　意味を考え考え，問題を持ちながら読む場合。

　われわれがここで測定しているのは（2）の能力である。㈲の揚合の音読につい

ては国立国語研究所報告9（「読みの実験的研究」）に，

　　　　1年　　　　 2年　　　　 3年　　　　 4年　　　　 5年　　　　 6年

　　　　70字　　　　　！82字　　　　　197字　　　　　167字　　　　　194字　　　　　219　？：

という結果が出ている。（ただし，この場合2年3年4年の数字は正常ではな

いと思われる。）

　こうした（2）の読みが3年生までは音読・黙読未分化で，大部分は自然の音読

であった。

　4年第1学期から厳重に音読。黙読を区回して実施した。4年第1学期では

読んだ分量にはわずかの差しか見られなかったが（音読36．8行，黙読36．5行㌧，

読み誤り（誤讐）の数には翼立った差があって，音読の方がずっと誤答がすく

なかった。しかもこの傾向は4年第3学期においても同様であった。　（かっこ

内は第3学期）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　黙読　　　　　音読

　　　　　男子　21名（20名）　　　　15（10）　　　　　5（！）、．

　　　　　女子　27名（27名）　　　　21（！！）　　　　1Q（5）

　　　　　　　　　　詫野　　　　　　　　　　　　　39　（2！）　　　　　　　　　15　（6）

　これでみると，4年第1学期では読みの速さにおいても読み取りの正確さに

おいてもまだ音読の方がまさり，4年第3学期では読みの速さでは黙読の方が

まさっているが，正確さではまだ音読の方がまさっているという段階であるQ

　　　　　　　　　　　　C　音読技能の発達

　工．　申学年の音読技能の問題点

　音読技能については，2年第3学期末において「文として読む者」6g．6％，

「語として読む者」13．O％，　「一字ずつ読む者」1．◎％であった。中学年にな

れば普通はもっとずっと流暢になるが，読み誤りはかえってふえるということ
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が報告されている。（注2ノ

　（注2）　闘立圏語研究所報告9「読みの実験的研究一背読にあらわれた読みあやまり

　　の分新」参照。

　この問題について，われわれは4年の第1学期と第2学期に．，実験学校で，

次のような問題と方法で，音読技能テストを試みた。

　2．　4年第1単期の音読テスト

　　　　検査の手引

　　山人検査でまず「子ねこ」の文，1年の終りと2年生の終り・にやったものを，前と

　同じ方法で読ませる。

　○指示「：先生にぎこえるようIC，小さな声を出して，ふつうの速さで，　どんなことが

　　需いてあるか考えながら読みなさいOj

　評緬観点

　　　1．　すらすらと読めるか。

　　　2．　わかって読んでいるか（読後にきく）。

　　　3．　読みあやまりが多いかどうか（用紙に記入する）。

　　　4。　会話のところと地の文と多少調子を変えて読むようになっているかどうか。

　　この罎つの観点について，全体酌に上，中，下の三段階に分げ，また假人鯛人にっ

　いて重立った将徴を記入しておく。

匿・せた郵

　（これを読まぜながら，もう一一枚の同じプリントに読み誤りを書き込み，流嚇さの度

　舎いや，質問による理解度もそのプリントに書き込んでいく。）

　いけの　まわりに，子どもが　おおぜい　あつまって　いました。

「なんだろう。あんなに。」

　たろうさんは，いそいで　かけて　いぎました。

　いけの　中には，なわで　しばられた　子ねこが，いまにも　しずみそうに，木の

きれはしに　つかまって　いました。

rどうしたの，この　ねこ。」

　たろうさんは，そぼの　子に　きいてみました。

「としちゃんの　うちの　おぜんの　上から　さかなを　とって　いったんだって。

わるい　のらねこなんだよQ」

　そうか，と，たろうさんは　おもいました。でも　かわいそうで　しかたが　あり

ませんでした。

　ちょうど　そこへ　こうちょうせんせいが　とおりかかりました。
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　結果の概観

　すらすら読めない者が男子に4名，女子に3名，計7名いた。それに，読み

ちがい，内容理解，それから会話の読みを加えて音読点数をとったところ，

　　　　　　　　　　　男21名　女28名　　計

　　　　　　優　　　　　10名　　　　　10名　　　　　20名

　　　　　　劣　　　　　　5名　　　　　　6名　　　　　11名

で，女子も劣ってはいないという結果が出た。　（この学級は女子に優秀児がす

ぐなく，一般成績をはじめ理解その他の点で男子の方が常に優位に．ある。）特に

会話のところを会話らしく読むという表現的な読みというか朗読調というか，

そういう点では，女子の：方がずっとすぐれていfe。ただ女子には声の非常に小

さくてよく聞きとれないような読み方をする者が2名あった。

　3。　4年第3学期の膏読テスト

　　　　検査の手引

　1．　読みぶりの検査（玄人検査）

　　　もんだい文『さんたろうと　おじぞうさん」

　2．　指示　　先生に聞こえるように，小さな声を出して，ふつうの速さで，どんなこ

　　とが書いてあるカ㍉考え．ながら読みなさい。

　3．　評価観点

　　1）　すらすらと読めるか一ひろい読みではなくなったか，会話のところを，地の

　　　文と多少調子を変えて読むようになっているか。

　　2）　わかって読んでいるか（読後にきく）。

　　3）　読みあやまりが多いかどうか（用紙に，ぬかしたところ，つけ加え，読みあや

　　　まり，教師が手伝ったところなどを記入しておく）。

　　この三つの観点について，全体的に上，中，下の三段階に分け，また個人飼人につ

　いて目立った特徴を記入しておく。

匪せた郵
　　　ふゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　はなし

　ある　冬の　それは　さむい　さむい　日でした。これから　お話しようとする
　　しょうねん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まち

その　少年　さんたろうは，はなみずを　たらしながら　町からの　もどりを，いつ
　　　　　　あし
になく　いそぎ足で　すたこら　すたこらと　あるいて　いきました。
　　　むら　　ちか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　ぎ

　もう　村近く，とうげを　くだって，ひるでも　うすぐらい松なみ木にかか
　　　　　　　　　　　　　　みち　　　　　　　　いし
ると，そこに　つじが　あって，道ばたに　石の　おじぞうさんが　しょんぼりと
　　　　　　た　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み
さびしそうに　立って　いました。いつも　見なれて　いる　ことでは　あるが，そ
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　　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み

　の　臼は　なぜか　とくべつ　さびしそうに見えたので，

　　一一いくら　おじぞうさんだウて　さむいだろうなあ　こんな　田に一一
　　　　　　　　　おも　と　かわいそうに　思って，ふりかえり　ふりかえり　その　まえを　とおりすぎま

　した。
　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もの

　　すごし行くと　うしろから　こえを　かけた考があります。

　「おい　さんちゃん。」

　　　　　　　　　　　　　　　み　　さんたろうは　ふみとどまって　見まわしました。けれど　だれも　どこにも　お

　りません。

　結果の概観

　流暢さは3段階に分けたが，非常に悪い者は男子18名中1名，女子28直中1

名であっte。すこし流暢でない者は，男子7名，女子4名であった。また男女

ともに非常に速く読み得る者があり，女子では読みぐせの目立つものがあった。

読み終ってから理解のテストをしたが，この場合，流暢に読むことと内容の理

解とはほとんど関係がなかった。

　流暢さ，理解，読みなおし，読み誤り，とばし読み，つけ加え，区切り方の

適・不適，会話への特別の意識の八つの観点から3段階に判定してみた。

　　　　　　　　　　　　男18名　　　　女28名　　　　　計

　　　　　　　優　　　　　7　　　　　9　　　　　エ6

　　　　　　　中　　　　　4　　　　　12　　　　　16

　　　　　　　劣　　　　　7　　　　　7　　　　　14

　すなわち，男子には音読の非常によい者と非常に悪い者とがいる。

　なお，この音読技能テストのうち，理解を除いた他の観点に．ついて，2回の

結果を合計して，各児童の音読技能点数とし，別の黙読理解テストの結果とく

らべたところ，相関係数は0．69であり，読速テストの相関は0．60であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（輿水）

　　　　　　　　　D　読みにおける眼球運動

ここで報告する内容は，オフサルモグラフ（注1）という，Hの動きを撮影する

（注1）　オフサルモグラフ（Ophthalmograph）の性喬旨t構造，使用法などについては，属語研究所年報5およ

び8に，詳しくふれておいた。
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機械を使って，中学年の子どもが文章を読むときの酉の動きを調べた，実験的

研究の報告である。

　別掲のA文章，B文章を実験学級の子どもが3年のときに，　C交章は4年の

ときに読ませて，鼠の動きの各技能の特徴と，それを規定する要困はなにか，

をみた，その部分の報告をここでは扱う。

　被験者になった子どもは実験学級の子どもである。この人数は実験のときの

欠席や、撮影の失敗などのために，多少の変動があるが、約50名の子どもに．つ

いて，3年の2学期（昭和30年秋）と4年の2学期（石和31年秋）に，実験を

したQ

　児童に読ませた文章

A交章（3年生廟

e　　たろうさんの　うちの　きんじょに　いげか　あります。いけには　さかな

　が　たくさん　います。たろうさんは　よく　つりに　いきます。まさるさん

　を　さそって　いきます。よしこさんを　さそうことも　あります．

　理解度テスト

　（1）だれが，な1こをしたお話ですか。

　②　どこに行ったのですか。

　（3＞だれと行ったのですか。

B文章（3年生用）

（以＿ヒ5煮ミ満，点）

　きのう　みさ子さんは　おかあさんの　ご用で　かいものに　融かけまし

た。大きなかいものかごを持って行きました。たまごを　6こ，Fマト

を　3こ，それからにくを少しかいました。家にかえる　とちゅうで
学校の　先生に　会いました。

理解度テスト

①　だれが，なにをしたお語ですか。

（2）なにを買いましたかQ

（3｝途中でだれに会いましたか。

（4＞みさ子さんはだれの用事で行ったのですか。

　　　　　　　　　　　　　　　se

Qり、上　 7，点満点）



C：文章（4年生用）

　鳥の中には，きせつによって，臨む場所を変えるものがあります。このよう

な鳥をわたり鳥というのです。これは，その鳥にあったきこうの所やたべもの

をもとめて鞍るのです。がんは秋になると，北の方から浸本に来て，春になる

と，また北の方へかえります。それと反対に，つばめは春に矯本に来て．秋に

南の繭へとんで行きます。

　理解度テスト

　（1）　このお話1こは，どんな題がよいか。

　②　わたり鳥は，どうして柱む場所を変えるのか。

　（3）がんは春になると，どこ今行くか。

　④　つばめが南の国へ行くのは，いっか。，

　子どもに読ませた，A，　B，　Cの各文章は．よこ組み，8ポ大，タイプ印糊，

黒である。理解度テストは，撮影がすんでから，子どもに口頭で質問をする。

　文章の読みかた

　文章を読ませるときの教示は，つぎのよう1こきめておく。

「ふつうの速さで，黙読をして（声をださないで）ください。読んだあとで，

どんなことが書いてあったか，聞きます。」

　本爽験にはいる前に，練習交を使ってやらせ，その読みかたをよくのみこま

せておく。

　王．　羅球運動の発達

1．　眼球運動の五つの技能（注勿

　オフサルモグラフで撮影したフflルムには，召の動き’は踏段状の線襖棚こな

ってあらわれる。それで，その露の動きを，五つの技能に分析して，中学年の

子どもの特．微をつかむのである。

　1）　読字数（1秒間に，平均して二字読んだか。）→ふつうにいう読書四魔

（注2）技能というとき，続字数，縛留数……という項擾の寝荊にかならずしも趨切なことばでIMない。正しく紘

誤下のようによぷのが適切であるがtここでは分概顎哲として，より呉錐的なよびかたをそのままっかうことに

　した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w

　1’）　読寧数吋読潜速変彪力　　　　　　　　4）　逆行数一・議継1運勤髭力

　　　　　　　　　　　　　　　5）　不適嘔疑視数叶魯問運動能力　2、　二尊数目凝視域
　　　　　　　　　〉知覚能力
　3｝　傷ζ留時lllト凝幌速穫1
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　　　　と考えてよい。

　2）　停留数（1GO字の文章を読む問に，平均して，何回，醤がとまったか。）

　3）　停留時間（1回，目がとまっている間に，平均して，どれだけの時間を

　　　　・蝋婦・→・の胸部の靴はシグマ（痴秒）であら脇

　4）逆行数（100字の文章を読む問に，平均して，何園，目が後もどりをし

　　　　たか。）

　5）不適応凝視数（ある行から，つぎの行に読み移るとき，平均して，何回，

　　　　鼠がまちがった箇所におちたか♂

　このほかに，読みの理解度を考える。

　この報告では，各技能についての，図表にでている結果の数字は，上掲の

（　）内を統計の単位にして，あらわしてある。

2．　中学年の眼球運動の発達段階

　限球運動の技能が発達する，ということは，一般的にはつぎのようにいうこ

とができる。

　1）　目がユ礪の凝視で，知覚する文字群がたくさんになる0

　2）　その凝視し，知覚する時間が短かくなる。

　3）　目の後もどりが少なくなる。

　4）　次行の最初の文字を誤りなく知覚できるようになる。

　5）そうして，文章全体が速く読めてくる。

　したがって，その意味では，1）停留数がへる。2）停留時間がへる。3）

逆行数がへる。4）不適応凝視数がへる。5）読字数がふえる。こういう傾向

がでていれば，その子どもの眼球運動の技能は発達しているということであ

る。つまり，すぐれた読み手とは，それぞれの技能欄で，ほかの子どもより，

すぐれた結果をだしている子どもをさす。

　A文章による実験，B：文章：による実験，　C：文章による実験の結果を，表にま

とめると，第1表のようになる。

1）　まず，目の動きの特徴を，中学年ということではどうか，という点につ
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第1表　中学年の子どもの限球運動

獣竃鼓能

3
年

弱；計数

4年

A　1　61．　g（lz　3）

　　ミ
B　　｝　72．0（28．3）

　｝
c　1　6s．　4（i2．　7）

逆行数
不適応
凝視数

停留時間 読宇数

8．4（6．　1）i　O．　79　（O．　38）i　259　（z13．　Dl　6．2（2．　Os）

11．o〈8．　s）i　e．8s（O．　x14）1　267（x17．　5）i　s．5（2．ll）

7．　s　（4．　2）1　e．　7g　（o．　3　i）　1／　270　（36．　o）1　s．　i（i．　3s）

理解

3。9（正．3）

4．　9（2．　2）

iiSre（e．　gs

（　）内は標準偏差値である。

いて考えてみよう。

　第1表によれば，中学年の子どもは，

62回～72回，臼の逆

行は7圓～11園であ

るQ不適応凝視は1

行について，O．　7　wa

～O，　8ma，そうして，

1回の蟹の停留にか

ける時間は，260シ

グマ～270シグマ，

1秒間の読字数は，

5．1等二～6．2字：とし・う

ことになるQ

「眼球運動（1年生

～9年生）の発達」

は前に寅験をして，

その結果も公にして

ある。（注3）参考まで

に，それを図1にあ

げておいた。これと

140

130

120

110

100

90

0
0

0
0
7

図1

．

　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　つ

30＼．　　　　　＼．

l　2　甚　拳　　5　6

　100字の文章を読む闘の，翼の停留は

A：文章による眼球運動の発達

　　　　　　　　一横断面的調査一

　　　各技能を同じグラフにのせるために，

　　　測定の単位：をつぎのようにぎめた。

　　　（1＞　停留数　100字の交章について

　　　（2）知覚時問　20G字の交章について

　　　　　　　　知覚時間は読字数と裏返
停留数G3　しの関係1・なる。

　／　　　　　　（3）　　｛亭｛認「1寺【昔1　　1｛歯磨1こつL・

　　　　　　　・（1秒100）

　　　　　　（4）　逆行数　100字の二二に

　　　　　　　ついて
　　　　　　　（5）不適臨凝視数　100行
　　●　　　　　　　について

（注3）　これは，横断鋤的に，各学年10名ずつ，読盤能力が学級で中位のものを選んで，調べたものである。魍立

田語研究所年報7に報告してある。
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第1衰とを比較してみよう。

　図1の3年生の結果と，それと岡じA文章を読んで調べた第1表のA文童に

よる実験の結果とは，だいたい間じ結果がでている。したがって，Aのような

文章なら，3年生という学年発達の段踏では，いつも，その程慶の結果がでる

ものだ，ということがわかる。

　しかし，B文章による実験と、C文章による実験の結果は，図1の結果より，

だいぶ悪い結果が出ているが，これは読む文章の難易度がでたものである。つ

まり，A文章よりB文章，　B文章よりC文章の方がむずかしいためである。

　発達段階ということでみると，4年の終りと，6年の終りとでは，低学年に

でているような，はっきりした，発達の差がみえない。中学年の終りともなれ

ぽ一応，小学校の卒業までに達せられるはずの諸技能は，ほぼ完成しつつあ

る。そういう二階にあるのが中学年だ，ということがわかる。しかし，そうは

いっても，羅の動きが小学校で完成してしまって，中学。高校生ではもう発達

しないということではない。

　2）　つぎに，3年と4年では，冒の動きの上で，どんな差があるか，を考え

てみよう。それは，

　第1表の平均値では，3年と4年の間では，Hの動きに発達の差が見えない。

しかし，同じ文章を読ませて，1年生～9年生の発達をみた実験では，3年と

4年との間に，はっきりした有意差がでているから，この点を考えあわせると

差が見えないというのは，先にのべたように，読む文章の難易度という別の条

件がより強く結果にきいているためであろう。ただし，結果の平均値に差がな

くとも，標準偏差に注意すれぽ，3年と4年の間に差がなくはない。3年より

も4年の方に，標準偏差の開きが小さい。これは，劣った子どもでも，だんだ

んとBの動きの技態を身につけはじめてきて，児童間の差がなくなりつつある

ことを添している。

　3）　男女による繊球運動の差

　第1表にあげた目の動きの結果を．男女，ニグループにわけ，平均をとって，

男女のちがいをみた。それが第2表の結果である。男女のいずれかが，どの技

能で優劣の差があるか，をみよう。
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第2表　男女による眼球運動の差

A：文章（3年）

逆行数
不適応
　　　　停留時間凝視数

読字数 ｢解
刺・．　7・ 244　1　6．7

7．7　1　o．　s2 27i 5．　8

i“3・　2

3．9

B文章（3年）

臣ミ蓋讐
停留数

｝　男　　　！7　｝　　75．歪

　　　　　’

逆行数
不適応
　　　　惇留時間凝視数

読字数

｝3．　1 o．s6　1　26i

　　’

5．　7

｝女1　・，｝・…
9．　7

o．　s4　1　272　1　r」．4

理解

5．4

4．5

C文章（4年）

1＼　　技能

盤＼姦 停留数 逆行数 不適応
　　　　停鷲時間凝視数

読字数

男い5｝…｝8・・ 0．7ア 264　1　5．　02

女1　・・巨・・｝7…1　・… 274　1　5．IO

理解

3．　9

，．i　1

　3種の文章による実験で，男子がどの実験でも，女子よりすぐれている技能

がある。それは，

　　停留時間が少ない。

　（理解度が高い。）

　逆に，女子がどの実験でも，翼下よりすぐれている技饒は，＜逆行数が少な

い〉ことである。逆行数が少ないというのは，文章を正確に，：文字をおって知

覚していっている嘉島である。女子の高島兵馬がいつも男子より長いというの

は，このことをさらに裏書きしている。つまり，女子は文章を読むとき，正確

に，ゆっくりと交二二を知覚する傾向がある。これは，女子のパーソナリティ

からおこるのであろうと，大ttかに断定しておく。

　もう少し，綿密に，昏技能の差をみるために，有意差検定をしてみた。

　それによると，男女に有意差ありとでた技能は，

　　　1）　停留時間（3年A文章の実験）
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　　　2）　理解点（3年B三章の実験）

　　　3）　　〃　　（4年C：文章の実験）

である。他の技能については，有意な差はなかった。

　ふつう，ペーパーテストの形式で読む速さを調べると男子の方が速く読め

る。この実験でも，A文章，‘B三章のときはそういう結果が出ている。しか

し，4年生のC文章による実験では女子の

ほうが速い。平均読字数が女子の方が多い

という結果が出ているが，しかし；有意な差

ではない。

　この実験ででた1秒間の読字数は，ペー

パーテストででてきた読字数より，少ない

ものである。たとえば，3年2学期末に，

この子どもたちがやった読速ペーパーテス

第3表　読速度（注4）のペーパー

　　　テストと実験との比較

へ　ノへ　
テスト

実験（B文
章による）

男1　・・　77字【 5．6字

女巨25引 5．4字

　
準
差

十蓼口　
標
偏

7．46字
（2．　70）

5．5字
（2．　10）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注4）　この田荘の読速度は平均1秒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間の読字数を示す。

トと実験の結果とをくらべてみよう。第3蓑にあげたとおりである。

　ペーパーテストのほうが，速く読める理由は，「できるだけ速く読みなさ

い。」という速読みをさせているためである。実験のほうは，ふつう読みであ

る。また，実験場面では，子どもの頭を動かないように固定させてあるし，精

神的な緊張があることも忘れてはならない。

　2．　眼球運動の各技能の相関

　臼の動きの五つの技能は，中学年の子どもでは，どのような丁丁関係にある

か，をみるために，各技能間の絹関係数をだしてみた。C文章による実験結果

から各技能の相関をだしたものが第4表である。

　1）読字数（読書速度）と他の技能との関係をみよう。第4表によると，読

字数は停留数との相関は十〇．83で，ひじょうに高い。逆行数停留時閣がこれ

につづいている。したがって，読書速度といちばん関係の深い技能は停留数で

ある。子どもが文章を速く読めるということは，文字群をすばやく知覚するよ

りも，ゆっくりでもいいから，たくさんの文字群を知覚すること，また，後も

どり読みをしないこと，その方が効果的であることを示している。

　この関係は，A文章による実験結果から，各技能の相関をみた揚合でも，そ
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第4表　眼球運動の各技能の相関（C文章による実験）

糎徽睡磁陵魏劉膿魚油乞轍睡記
数留r

’垂 一1　o．　70　1　o．　26　i　o．　26　1　o．　s3

逆行数
。．　7e　1

刊・・i日・・33い・68

講　・・26；…一
閲停留劇…261

一　i　一〇．　lo　1　o．　22

・・33 g・・1・1 一1　O．63

読字数 ・…1・・68い・22い…i

理解点
6．　i3　1　一〇．　is　1　o．　i3　i　一〇．　io　i　o．　io

O．　13

一〇．　15

Q．　t3

一〇．　10’

O．　IO

ういうことがでてきた。第5表のとおりである。

第5表　眼球運動の各技能の相関
　（A：交：章による実験）

読寧数と停留数

読時数と停留時聞

読字魏不鵬凝視数r・O・　SO　1

議三字蒲倉と三早行数：

r．0．6ア

r．　O．46

　　　　1

r．　O．48　］

　一般に，読字数にたいする停留時下のか

かりあいに．ついて，「読書速度は停留数と

停留時闘とによって規定される」といわれ

ているが，ここでは，それでは，どちらが

より中学年では読書速度にきいているかと

逆微と不適糠撒r．・．38iいうことをもうひとつつ。こんで問題を

鋳留数と停留時薫

育字数と理解点

r．　o．04

　　　　　考えたのである。
r．　e．2D

　　　　　　不適応凝視数は，読字数とは，第4衷で

はあまり関係がなかったが，第5表では十〇．50という糊関係数がでている。

　2）　〈不適応凝視〉と逆行とは，もともと文字や単語の不正確な知覚からお

こるものであり，そのかぎりでは禰閣はありそうであるが，ここに出た係数は

あまり高くない。むしろ，われわれは，」の意味で，類似したものとみるよ

りも，両方は巾学年の子どもには，ちがった技能である点に注意したいQつま

り，逆行のほうは，語間運動，不適応凝視のほうは行闘運動のまずさからおこ

るという要因のちがいである。

　3）　〈停留数〉は逆行数と枳関が高いけれども，停留時闘とは，ほとんど相

関がない。Hの停治する園田が少なくなることと，停留する時間が短くなるこ

ととは，併行しないわけである◎事例竹群の上では，むしろ，知覚の型とし

て，素質的に，子どもはそのどちらかの型をもっているようである。これは次
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節で問題にする。

　4）　〈理解点〉と目の動きの技能とは，第4表では，相関がどれも，◎．13～

一〇．15で，非常に低い。第5表でも，理解点と読字数との相関係数は0．20であ

る。もともと，ここで調べた文章理解は，深い読みを要求したものでなく，と

ばし読みをしたり，ずる読みをさせないようにするためのものであるが，読み

における眼球運動の技能と，理解力とは別の能力である，ことをあげておく。

　5）　つぎに，眼球運動の各技能の稲関が，実験のたびごとに変わるものか，

あるいはそうでなく，一定の特等性をもつものか，3種の実験結果の相関を調

べてみた。第6表がその結果である。

　　　ag　6表　同一被験者の異なる実験による眼球運動の各技能の相関

癖諜 淳口数　　逆行数
不適応
凝視数

停留時間 読字数

AxB　・
P　o．　s2　i　o．　6g　1　o．　36 o．　72　1　D．　g“

1－IV．6c o．　ss　1　o．　20　1　o．　47　i　o．　20　i　o．　6s

理解点

O．　20

O．　04

　第6表をみると，停留数と読字数は，三つの実験でも，変化がない。つまり

学級で，停留数が少ない子は，どの実験でもそうであることを示している。

　理解点は実験のたびに，大幅に変化していることがわかる。これはつまり，

オフサルモグラフの実験に，つけて行われる理解テストの結果は，ほとんど信

頼がおけない，と考えてよい。この，本質的な子どもの読解力がつかめないわ

けは，1）読む実験条件の綱約，2）文章の知覚に重点カミおいてある，3）読

む文章が短すぎる，などのためである。

　参考まで1こいうと，3年2学期末の読解力テストの結果と，A文章による実

験の理解点との相関は，÷0．31であった。やばり相即は低い。

　3．　眼球運動の各技能と鯖江能力との相関

　まず，C交章による実験と，4年2学期に行ったテストの結果との網関を主

なものだけについてみた。それが第7表である。

　これをみると，習の動きの技能である停留数，停留時間，読字数というもの

と言語能力とは，ほとんど：蠣関がない。わずかにあるとすれば，停留数と黙読

速度，停留数と語藁，停留時間と漢字書字との関係ぐらいである。
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纂7蓑　眼球運動技能と震語能力との絹関

霧論璽｛亭釧亜論L壷車駈
轍繊1・・29　…2　・・16

理解点

O．　45

漢掌濡宇力
il・IIEIi　s　 l：．1．Ti－5io：1’

一　O．　Ol　1　O．　08

IIII．’rmltL・．opll，IIIgiii＝g・g，

　0．　02　II　O．　16

ニ　ザロ　んノセ

駕．maJ葦F黎｝

11臨”‘

6r．’511un24’ uM’M．1・3
O．　16 O．　42

文法 O．　10　1　一CLOI　1　一〇．05 O．　53

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　むしろ。ここでは．理解点と読速，語彙，文法との絹関の方が高くでている、、

皮肉なことに，理解点と読解との編関は低い。

　［k験の結果でた読字数とテストの読書速度との：相醐がないというのは納得が

いかないが，あるいは，ここで調べた露の動きの技能と，雷語能力との測定そ

のものに不薦があっての結果かもしれない。というの1ま，別の実験ではちがつ

た結果もでているからである。

　たとえば，A文章による実験の読字数と，欝語能力との絹閥をみると，かな

りに高い絹閣がでた。

　　読字数（突験）と読速能力（テスト）　r＝0．68

　　読字数（実験）と読字力（テスト）　　r＝0．49

　以上のような問題については，まだ愚痴がだせない。もっと調べてみる必要

がある。

　4．　眼球運動の各技能と言語能力を規定する要因’との網関

　C文章による実験の結果から，聞の技能と知能・身体・環境・祉会性・家庭

読書との相関をみた。それが第8表である。

　第8表1こよると，

　相関の高いものは，

　　環境と鱒；留時聞

　読薦：と不適！芯凝視数

逆編閥の高いものは
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第8表　眼球運動の各技能と知能・身体。環境・祉会性・読書との相関

停留数 逆行数 麟翻停鶴間 読字数

知能卜・・28｛・」一　・・18 o．　2s　1　o．　lg

身体
一〇．　04　1　o．　03　1　一〇．　02　1　o．　02

一〇．　03

環境 O．　20
o．　os　1　一〇．　i2

O．57 O．25

社鍛　一・2引 。．　36　1　一〇．　02　i

　　　　　　　　　O．　22
　　i　V”　i

一〇．　34

O．　46 O．　06 O．　46
o．　17　1　o．　26

理解点

O．53

　一〇．　16

三・9「i

O．　12

O．28

　　知能と停留数

　　社会性と停留数

　　社会性と読字数

　ところで，こういう関係がいつの実験でもでるものか，中学年の子どもの場

合だけにでるのか，あるいは，環境。読書という，間接酌な要因が冒の技能の

発達にどんな素地をつくっているか，逆絹闘がどうしてでてきたかは，今のとこ

ろわからない。それにはもっと，この種の継続的研究をつみあげていくことと．

要因を解語能力と閣連づけながら事例研究をしていくこととが必要である。

　5．　中学年の子どものもつ“知覚の類型”

　停留数と陣留時聞とは，逆の関係にある。停留時聞が長くても，惇留数が非

當に少なければ，速く読める。また停留数が多くても鯵留時聞が非常に．短1・づ齢れ

ば速く読める。そういう二つの型を考えることができるQ

　　（・で）停留数が多く，停留出汐が短い。

　　（ロ）停留数が少なく，停留時闘が長い。

　　（以下，前者の知覚型をイの型，後者の知覚型をPの型と呼ぶことにする。）

1．　そこでA文章，B文章による実験の結果，イの型，　Ptの型の子どもが全体

の何パー七ソトをしめているかをみた。

　実験の結果でた，それぞれの子どもの停留数と停留下聞を．上，中，下の3

評価段階にわけ，両暗にちがいのあるものを，イの型，ロの型とする．。たとえ

ば，ある子どもの結果が停留数（下），停留時閥（上）であれば，これをイの型と

し，停留数（中），停留時聞（下）であれば，これをロの型とする。結果はつぎの
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とおり。

縦甥A嫡・よ族劇・文潔よる難
・の到 35905e 33％

・の
33fO60 35努

・の型・・の凱それぞ縫体の子・もの結ずつをしめてい・射りの

春の子蹴イ・の中罹嘱す・・

2．　つぎに，これらの知覚の型が，A文章による実験と，　B文章による実験で，

児童によって変化があるか，どうかをみた。これを人数で添したのが第9表で

あるQ

　　　　　　　　　第9表　実験による知覚の型の恒常性

蚊章B凵Eの到欄の到 ロの型

・の酬1・人 3人 ！上

欄の到　・人 5入 5人

・の到　・人 6人 ll人

　つぎに，この定性相関係数をだしてみると，C＝O．57でかなり高い。

　このかぎりでは，A文章による実験ででたそれぞれの子どもの知覚の型は，

B文章による実験でもあまり変っていない。

3．　性別による知覚の型を考えてみる。A，　Bの爾実験で，イの型，ロの型に

属するものが，男女のグループの中で，僧パーセントになるか，をみたものが

第10表である。これによると，男子はイの型，女子はロの型に属するものが多

い。この理由は，先にふれておいたように，男子と女子のパーーソナリティのち

　　　　　　　　　　　　第10表　知覚の型と性

A文章による実験

イの型　　Pの型

B文章による実験

イの型　　ロの型

男 42AO 26906 3e％ i8％

t女 29％ 38％ 35％ 46％
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がい1こよるのであろう。

4．　さらに，知能と知覚の型について考える。A，　Bの両実験で，イの型，ロ

の型に．は，知能が上グループのもの，下グループのものが何パ漏セントずつ含

まれているか，をみたものが第11表である。

　　　　　　　　　　　　第11表　知覚の型と知能

轡！
　　知3こ

性

A：文章による実験　　　B文章による瑛験

イの郵。の型　イ哩　・畷
　　　1

上 27fO6 29％
t4％　1’　：orao

｝下 40％ 29％ soAo　1　26％

　これをみると，知能の低いものに，イの型が多い。μの型では知能の上下の

ものが相半ばしている。

E　読む能力の発達の要因

　ここで報告する内容は，中学年の子どもの読む力と言語発達の諸要因とは，

どんな関係をもつか，という閥題である。

　読む力のテストは，中学年のそれぞれの学期末に実施し，子どもの黙読理解

力，読書速度，音読技能，読書興味を調べた。また，言語発達の諸要因の調査

は，中学年で知能の要因，身体の要開，環境の亭亭，社会性の要i、家庭での

読書の要因，家庭での言語生活（聞く・謡す）の要因について調べた。

　われわれは，上にあげた二三能力と各要因との額関係数をだして，それぞれ

の関係をみようとした。そのなかで要因としてだした知能，身体，環境、性絡

家庭読書という項慕は，そのままでは具体性がとぼしいから，必要にお5じて

さらに小分けして，亭亭能力との関係をみることにした。

　　　　要園の調査

　中学年の時期におこなった言語発達の諸要因の調査はつぎのようなものであ

る。

　1。　知能の要阪
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　京大NX知能検査　大威開版社牧野書房

　昭和31年2月13巳（4年3学期）に実施した。この検査は下位能力を12の項

恩に．わけている。

　　1．折紙パンチ　（空間関係の視覚酌掘握力）

　　2．交章完成　　　（文章の構成力）

　　3，麟形分割　　　（図形の空闘関係の理解力）

　　4．乱文構成　　　（交宜の編成力および常識）

　　5．凶姻計算　　　（生活に必要な計算力）

　　6一ヨ常記癒　　　（H常盆活に必要な有意昧日月力）

　　7・重合板　　　（空華衰象の操作力）

　　8．数字三角　　（数学の系列関係の理解能力）

　　9．符丹交換　　　（法鯛の杷持とその遼胴の柔軟牲）

　　10．マトリヅクス（概念の関係把握）

　　11．反対語　　　　（語彙理解力）

　　12．単語完成　　　（語の流暢・監）

　この中の，2．文章完成，6．Ei常記憶う1！．反対語，ユ2．単語完成は雷i訥1く∫

（あるいは文科酌）な知能甲子である。

　2．　身体の要閃

　低学年で実施ずみの生活歴の調査に，中学年でぱ子どもの出欠状況，疾病，

身体発達の結果をつけくわえた。

　3．環境の要因

　欝研式・家庭環境診断テスト　厩茶交化科学社

　昭和32年2月12　fli（4年3学期）に実施した。このテストは，さらに．つぎの

5項獲に小分けして評緬できるようになっている。

　　　　〈1）　家庭の一一般的状態

　　　　（2）子どものための施設

　　　　（3！家庭の文化的状態

　　　　（4）家庭の一般的ふんいき「

　　　　（5＞両親の教育的関心

　4．　社会性の要附（付録参照）

　社会性のテストは衛販している標準テストではなく，われわれがこの研究の
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ためにとくにつくったものである。昭和3G年10月目3年2学期）に実施した。

このテストは，さらに。つぎの項目に小分けして評億できるようになっている。

　　　　（1）家庭における子どもの生活習慣

　　　　（2）道徳性判断

　　　　（3）社会的常識

　　　　（4）パーソナリティ，交友関係

　5．　家庭での読書の要因

　付録：1を参照のこと。

　6．　家庭での言語生活（聞く，話す）の要囲。

　この報告では，家庭での言語生活（聞く，話す）の要閃と読む力との梱関をみていな

い。もともと，これに子どもの聞く，話すカの発達を規定する要困を調べるために，わ

れわれがとくに作ったものだからである。

　1．黙読理解力を規定する要因

　3年1学期末テストから，4年3学期末テストまで，各テストの黙読理解能

：力と，各要因との相関係数をだした。その結果は第1表のとおりである。

　　　　　　　　第1表　黙読理解力と各要因との相関

｝凝 3－1

1知能　。．．11

　身　体　　　0．16

　環　境　　0．20
　枇会・性　　　　0．三6

　読　書　　O．4ア

3－2 3－3 4－1

　O．　23　］　O．　30　1　O．　19

e．　17　1　一〇．　05　i　O．　11

－o．　06　1　e．　os　1　o．　e2

　0．　19　1　O．　05　1　一〇．　09

0．　25　1　O．　33　1　O．　37

4－2

O．　43

0．　07

0．　08

0．　39

0．　30

4－3

O．　40

－O．　05

0．　20

0．16

e．　32

　第1表によれば，

　黙読理解力と梱関の高い要薦は，読書とか，知能とかいう要因が，ほかの要

因よりも高い。黙読理解力といちばん相関の低いものは身体の要因であり，と

くに3年3学期と4年2学鯨こは負の相関がでている。

　学期を順におって黙読理解力と絹関の高い知能と家庭読書の要因について，

相関のうつりゆきをみると，3年では家庭読書のほうが知能より黙読理解力と

桐関がより嘉いのに，4年の2学期と3学期では逆に知能の要因のほうが高く
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なっているQ

　　　　知能と黙読理解力

　知能の要閣と黙読理解力の相関は3年ではO．　11～0．30であるのに，，4年で

は0．19～0．43である。傾向的には4年のほうが；榿関が高くなっていることが

わかる。アメリカの研究では，文章を理解する力と知能の要因との根関は，4

学年まではすすむという。

　黙読理解力と知能の要町との相関をみる場合，非喬語的知能の馬子より．言語

酌知能の因子との相関が高くなる，といわれている。ストラングの報告では，

非単語的知能とは0．36～0．56，言外的知能とは0．80の係数がでている。われ

われの場合，単語的知能の閃子だけについて，黙読理解力との紹関をみると，

やはり，非開手的知能の閃子よりも高いものがでたQ第2表のとおりである。

　　　　　　　　第2表　黙読理解力と言語的知能との相関

雷語的知能 絹関係数

丈章の構成力　　　　　　　　　（文章完成）

日常生活に必要な有意味記憶力　　（日常記憶）

語彙理解力

語の流暢姓

（反対語）

（単語完成）

O．　42

0．　52

0．68

0．　36

　これは，中学年の時期に，知能の要因がいちばん黙読理解力と高い根関がで

た4年2学期末の結果からだしたものである。

　　　　家庭無筆と黙読理解力

　家庭読書の要因は知能の要因とおなじように黙読理解力と絹関が高い。中学

年では，相関は0．25～0．47である。具体的に，読書調査の質問項臼の六経を

あげて，反応の型と黙読理解力との関係をみると，つぎのようになる。この表

は黙読理解力の上グループ，下グループには，各質問項目に答えたものの何パ

ーセントが含まれているか，というように読めばよい。

1．　あなたは：本を読むことがすきですか。

　　　読解力秘す・鍬●

　　　　　上　｝　35％　　22％
　　　　　下　｝　13％　　　44％
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2．　学校の勉強のほかに，毎日なに．かほかの本を読みますかQ

　　　　　　反応　　　　　　　　　　まいにち　　　ときどき。

　　　　謡曲，読む　あまり謙ない

　　　　　判　｝；髪に1髪

3．　うちで本を読む時間は，平均山陵どのくらいですか。（記入された時間を，

　長い’ふつう。みじかいの3段階に分けた）

　　　　　　反応　　　　　　i
　　　　読角勧　長い段じかい

　　　　　素自1髪1　：g；．

4．　ざっしと，いっさつのまとまった本とどちらがすきですか。

　　　　　　反応｛
　　　　　　　　i　　本　　　　　ざっし
　　　　読解力　　1

　　　　　上1　　　　　　　　　　　32AO　1　24raO．
　　　　　下　　！　　　　　　　　　　　20％　1　35％

5．本で読んだことをうちの人や友だちに話しますか。

　　　　翻、麟雌剥響

　　　　　上　　　　　26％　　　　　30％

　　　　　下　　　　　U％　　　　　39％

6．本で読んだことをノートなどに書いておくことがありますか。

　　　読物三冠到一・

　　　　　上　　　　　28傷　　　　　29％

　　　　　下　　　　　33％　　　　　21％

　新聞の接近の度合いも黙読理解力と相関がある。3年1学期末テス5の結果

と新聞の接近度との漁関係数は，0．34であった。

　2．読書速度を規窟する要固

　中学年の学期ごとにおこなった読書速度テストと条要因との根関係数をだし

たのが第3表である。

　中学年で，読書速度と纈関の高いのは，知能の要隔と読書の要困である。そ
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第3表　読書速度と各要因との相関

＼　　学期1

鋪＼3一至
知能1
身　体

環境
桂会性

読　護
　　　1

O．　45

0．23

0．　IO

O．　02

0．　51

3－2

O．　7i

O．　08

e．　is

－O．　03

0．　73

3－3

O．　52

0．　08

0．　26

0．27

0．52

4－1 4－2

O．　61

0．　！1

0．　13

0．　18

e．　61

O．　48

0．　08

0．　13

0．27

0．　45

4－3

O．　65

0．　19

C．　22

0．05

0．　39

れも学期ごとに．いくぶんのユレがあるが，知能と読書速度力との相関は，e．　45

～0．71，象庭読書と読書速度との隔子は，0．39～0．73　である。

　3年では，家庭読書の要閃がいちばん梢関が高いが，4年1こなると，家庭読

書にかわって，知能の要因がだんだんときいてくる．L．

　読書速度といちばん根関の低いものは身体の三三である。その横関は0．10～

0．26であるe

　　　　読書速度と鷺語的知能

　読需速度といちばん相関の高かった3年2学期末の知能テストから，需階下

知能囚子だけをとりあげて，その相騨をみる。

　　　　　第4表　読書速度と言語酌知能との柑関

　　　　　　　　轡語的知能　　　1　欄係数

　　　　文章の驚威力　　（文章完成）　　　　0．80

　　　　日常細筆に．必要な

　　　　　有意昧訓意：力　（罰常住1意）　　　　0．64

　　　　語彙理解力　　　　　　　　　　　　（反対語）　　　　　　0．70

　　　　語嚇雛　 （単語完成）i　・，7・

　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　読書三寸と社会性

　三会性や環境の要因は知能や家庭の読書ほど読書速度にきいてはいないが，

学期によって三関が比較的高くでることもあ観、たとえば，4年2学期末のテ

ストと社会性との絹関は，0．　27であった。

　社会性をさらに．小分けして根関をみると，つぎのようになる。

　　　　1。　家庭における習慣　　　　　　　　 r＝　O．　48

　　　　2．　道徳性判断　　　　　　　　　　　r＝0．14
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　　　　3．　　社会白四二轟哉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r＝O．50

　　　　4．　パーソナリテ4，交友関係　　　　r淵O．56

　これによると，よいパーソナリテEとか，祇会的常識に豊かな子どもは読書

速度が速いことがわかる。これにひきかえ，道徳性判断力の有無は読難速度に

は，さいていない。

　3。　音読技能を規定する要圏

　音読技能テストは4年の1学部と2学期におこなっただけである。この2國

のテストの結果と各要因との柑関をみたものが第5表である。

　　　　第5蓑　音読技能と各要困との相関

＼＼／／s期1、＿圭

要閃　x＼i

能
体
重
性
書

　
　
　
会

知
苧
環
祉
読

O．　70

0．　il

O．　18

0．　16

0．　35

4－2

O．　36

0．　06

0．　24

0．　21

0．　21

　第5表セこよオ／し1，X，

　いちばん，音読技能と相関の高い要困は知能の要因である。その相関は第1

学期では0．70，第2学期では0．36である。

　知能についで高いのは1学期では家庭読諜の要因，2学期では環境の要因で

ある。

　知能と読書の要因とは、1学期にくらべて2学期になると絹関係数がさがっ

ている。これとは逆に、環境や社会性の要因は高くなっている。このかぎりで

は，音読技能はだんだんと知能や読書の要因からはなれていくことを示してい

る。

　　　　知能と音読技能

　知能の各因子のなかで，とくに言語的知能因子をとりあげて，音読技能との

胡関をみると，つぎのようになる。4年1学期末におこなった音読技能テスト

と言語的知能因子との相関をみた。

　これによると，言語的知能因子のなかで音読技能といちばん相関の高いもの

　　　　　　　　　　　　　　　　68



第6蓑　音読技能と欝語的知能との相関

文章構成力　　　　（交章完成）

H常生活に必要な

　有意昧記憶力　　（目常記憶）

語彙理解力　　　　（反対語）

語の流暢性　　　　（単語完成）

「＝＝o・75i

　　　I
　　　くr＝＝O．3：5｝

r＝o．7，　1

　　　｝r　＝o．6（’　1

は，反対語による語彙理解力であるQ

　4．　読書興味を規定する要閣

　子どもの家庭における読書興味とほかの要因との網閣をみた。どういうすぐ

れた要心をもつ子が家庭でよく読書興味がのびているか，をみたものである。

その結果は第7表のとおりである。

　　　　　第7蓑　読書興味と各要照との栢関

門　麟 駄！関係数

知　浮

身　体

環　境

社会性

r＝O．　23

r＝一〇．07

r＝O．　22

r＝：O．　03

　第7表によれば，金体的にみて，このかぎりでは読書興味と相関が高い要因

というものはみあたらない。ただ，わずかではあるが，知能と環境の要因が読

書興味にきいていることがわかる。

　身体の熱冷と読書興味とは，負の藤波がでている。つまり，，身体の面でハソ

デキャヅプをもつ子に，読書興味がひじxうにのびているためである。

　環境の要因を，さらに小分けして。読書興味との稠関をみると，つぎのよう

に．なる。

－
山
2
3
4
5

家庭の一般的状態

子どものための施設

家庭の文化的状態

家庭iの一般的ふんいき

両親の教育的関心

r＝e．　13

r月一〇。05

i・＝O．　14

i・　＝Q　45

r＝e．　2z

塚庭のふんいきがよい（近所づきあいがよい，家族仲がよい，子どもが幸福
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である）とか，教育酌関心の高い家庭iの子に，よく読書興味がのびていること

を示している。これにひきかえ，外形的な施設，経済状態というものは，読書

興味の発達にはあまりさいていない。

　　要約

1．一般的に，読む力と関係の深い要因は，知能と家庭読書の要因である。と

くに，知能の中では，言語的知能が非言語的知能よりも読む力と関係が深い。

　読む力と闘係がいちばんないのは身体の要因である。

2．　知能や家庭i読書の要鶴といちばん関係の深い読む力は読書速度である。つ

まり，知能の高い子や家庭でよく読憲をする子は速く読むことができる。

3．知能と家庭読書の要因は，一般的な読む力全体にたいして，3年では読書

の要因のほうがきいているが，4年では知能のほうがきいている。

4．　身体の山山は読む力とはあまり関係がない。これは，ふつうの学級にある

子どものもつ身体の多少の障害は，読む力の発達に影響をあたえていないこと

を示している。ある学期末テスFのある読む力と身体の要因とのあいだに逆相

閣がでるのは，身体に障害のある子どもに，読書興味がとくに発達し，読む力

がのびているためである。

5．環境や社会性の要困は，知能や家庭読書にくらべて読む力とあまり関係が

深くない。しかし，ある学期の，ある読む力にたいしては，かなり醐係が深い

ということもある。また，環境の要函のなかでも，家庭のふんいきや，教育的

関心，あるいは子どもの祉会的常識の鷹富さは，読む力と関係が深い。

F　読む能力の発達の事例的研究

〔事例1〕　西田幸治（仮名）　昭和22年3月19融三

　1．　この事例的研究のねらい

　酋田幸治という子どもについて，とくに問題になるのは黙読理解力，読趨：速

度力は学級でふつうであるのにくらべて，音読技能と文字力がひどく劣ってい

るという言語能力の特徴をもつことである。

　瀕韻幸治の，こういう特徴はどういうわけででてきたのかを調べてみよう。
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　2．西田章治の言語能力

　まず，門田幸治が中学年の間にうけた，いろいろな書語能力テス5の結果な

みよう。それを一覧表にすると，第1表のようになる。ここにあげた数宰は西

損幸治のいる学級の子どもの戒績を，5段階の誹点でわけたときの，酉田幸治

についた各能力の評点である。

　　5一非常によい

　　4一ややよい

　　3一ふつう

　　2一やや悪h

　　1一一非常に悪い

　5段階の各評点は，全体が正常曲線になるように，人数をわりあてた。また

A，B，　Cは5段階にわけられないためにとった3段階の評点である。

　　　　　　　　　第1蓑　西田幸治・中学年の欝語能力

／ぱ㌧ 3－2 3－3 4－1 4－2 4－3

1
　
　
1
　
　
つ
2

…

｛
3
1
1
3
3

－
　
一
3

C
3
1
1
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3

－
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3

威
一
辱
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3
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】
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．
i
…
ー
ー
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’
p
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遣
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こ
、
一
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一
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1
　
　
1
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－
　
　
　
圭
　
　
　
玉

宇
字
解
得
読
読

速
　
　
読
難
法
文
す
く
読
　
　
音
語
文
作
話
聞

　第1表をみると，西照幸治の需語能力には，ある能力は学級柑轟の成績であ

るのに，ある能力はひどく劣っていることがわかる。

　学級の平均1こ韻肥する能力

　　　黙読理解力，黙読速度，語彙力

　学級の平均よりひどく劣る能力
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音読速度，音読技能，交字力，交法力

読むカ

それで，西田幸治の能力のヒズミは同じ読む力というわくの中でもでている

ことに，とくに注意をしておきたいQつまり，西田幸治の中学年の言語能力は，

文章を読んで内容を理解するとか，文章をだまって読む速さはふつうだが，文

字力が劣っている。また，声をだして読む技能とか，同じ読む速さでも，声を

だして読む時はひどくおそい，ということである。

これらについて，西照幸治の，なまのテス5結果をあげて，その実態をしっ

ていただこう。

　　　　　漢字力テスト・3年3学期
（）のなかによみかたをかなでかV・てください．（翻聡綜弊は〉
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。ls蓬む

1．　1“g．1”

X
　
×
　
×

×
○
○
×
○
○
○
○
○
×
×
O
O
O

　ぐ　ラぎ

18病気
　ぐ　うき

19平気
　くとぎ

2G運ぶ
　ぐ　う

21苦しい
　くおとうとラ

22第
　くひろユ

23広い
　く　うく　エ

24野球
　くたのう

25楽しい
　ボにわセ

26薩
　にち　 くようにび

27目皿矯
　りたユ
28歌
　くおううくさまき

29王様
　ぐあおいユ

30晴
　ぐせかき　ごいチ

31世界
32蟹う
　くはしラ

33橋
　　　ラ

34流れる
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×
○
○
×
x
O
×
O
x
O
O
O
O
×
×
×
○

　ご　コ

35売る
36羅
37憲’い

38波
　く　タ
39開く
　につ　てきラ

40日記
　ド　ナ

41急ぐ
　かい　 くがんラ

42海岸
　ざん　ほっ

43金魚
　しかむ

44帰る
　こう　こばエ

45工場
　くい
46死ぬ
　ぐしぼう

47島
　くの
48勝つ
　さん　ご　ラ

49三度1
　く　ン

50駅
　こく　くごラ

51国語



×52　通　る

　　　ト　　ナ

×53答
　　　嫁も｝
×54着　る
　　　ζうこか）（ない，

×55　動物
　　　¢））

056乗　る
　　　じ　　　こめ柔，｝

057地面
　　　1　）
×58追　う
　　　‘おわ）

059終　る
　　　疋　｝
×60葉
　　　｛つか）

061使　う
　　　ヒあ叙》

×62妹
　　　1　）
×63落　ち　る
　　　竜　＞
x64歩　く
　　　〔窪｝
×65受　け　る

　　　音読技能

　　ふゆ
　　　冬の　それは

　　はなし　　　こ≧＿．〈1）

　　　〈4）

　　　まん　　　　　　　ス

　　罷（7＞ちか

　　村近く，
　　　勲（9）　　L？

　　松になみ木に
　　　　いし⑩
　　　　石の

　　　た

　　　あるが，その

　　　罪㈱
　　　児えたので，
　　　　　　　窪φ

　こんな　聞に

　　　　　　　おも

×
○
　
×
　
×
　
×
　
×
　
◎
　
×
　
×
　
x
O
O
　
×
　
×

　　｛　）
66　詞　じ
　　（もの）

67者
　　〔み）

68販　る
　　（　）

69緻
　　‘　　♪

70霧…む
　　f　）

71店
　　‘へん）　〔じ｝

72返事
　　し　　き

73金　う
　　（とう）

74台
　　‘　）

75賭い
　　Glし｝

76走　る
　　〔おや｝

77親
　　　　　く

78考　え　る
　　（　》
79　深　い

×
　
X
　
X
　
×
○
×
○
○
O
X
　
×
　
×
　
×
○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　ある　　　　　　　さむい　さむい　臼でした。これ
　　　　　　　　　　　　　　シコウ　　　　　　　　　　　　　　薦ねん（2）　　　ニー（3）
から　お話しようとする　その　少年　さんたろうは，は
　　　　　　　　　　　diち　　　（5＞
なみずを　たらしながら　町から（の）もどりを，いつにな

　　　　　　　　　羅L⑥
く　いそぎ足で　すたこら　すたこらと　あるいて　いま

した。

　　　　　　　　　　∠＿（81
　もう　　　　とおげを　くだって，ひるでも　うす

ぐらい　　　　　　　かかると，そこに　つじがあって，
みち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ＿㈲
道（ばた）に　　　　おじぞ5さんが　しょんぼりと　さび

　　　　　　　　　　　　　　　　みしそうに　立っていました。いつも　見なれて　いる　こ

　　　　　　　　　　ひ㈱
とでは　　　　　　　　日には　なぜか　とくべつ　さび

しそうに

一いくら　おじ（ぞう）さんだつて　さむいだろうなあ

　　　　　　　　　　　　　　　　批㈲
と　かわいそうに　思って，ふりかえり　ふりかえり　そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　73

　　（も｝

80待つ
　　（　）

81肉
　　｛　｝
82助　け　る
　　（な）

83　向　く

　　（濁
84切　る
　　ご　　エ

85負ける
　　（さむ，

86寒い
　　匙な｝

87投げ　る
　　（しゅ〉じん　　、

88主人
　　〔　）

89形
　　（　，

90近　い
　　（おしえ｝

91知　る
　　（そと｝

92旅
　　ところ

93所

（1）袋膏の読みができない。

②拗音の読みができt，tい。

③長音の読みができない。

（4）悶をおいて読んだ。

（5）とばし読みfdした、

（6｝ことばのおきかえ霰iみをした。

〈7）くりかえし読みをした。

（8＞鼻膏イヒカミでぎなし、o

（9際かのことばをつけくわ丸た。

⑩とばし読みをした。

㈱拗膏の読みができない。

㈱ほかのことばをつけくわえたtS

⑬くりかえし読みをした。

⑯とばし読みをした♪

鱒ことばのおぎかえ談みをした。



の　まえを　とおりすぎました。

　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もの

　すごし　行くと　うしろから　こえを　かけた者が

あります。

　「おい　さんちゃんej
　　　　　　　　フ　ツ　ト　ミテ　　　（16）み
　さんたろうは　ふみとどまって　見まわしました。けれ　　㈹ことばのおきかえ読みをした・

ど　だれも　どこにも　おりません。　　　　　　　　　　（読みぶりは拾い読みの醸）

　　　　読解力検査

　　　　　　　　　　　　　（1）
　　あさ　　め　　　　　　　　　　　　しろ　　　ゆざ

　　朝，昌を　さますと，白い雪がつもって　いるのは　うれしい　ものですが，
　オなみ　 くに　　　　　　　　　　　　　　 ホまつこく

　南の圏と　ちがって，北国ではすこしも　めずらしくは　ありませんでした。ちら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てん　ちらちらと，きのうも　ぎょうも，そして　おそらく　あたしも，よくも　天に　ご
　　　　　　ゆざ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まいにち　　　いにち

　れだけの　雪が　ためてあると　かんしんするほど，毎日　毎日　ふりつづけるから

　です。
　　ゆき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め

　　雪には　うれしく　ありまぜんでしたが，わたしが　目を　さますと，そうだ　ゆ
　　　　　　　　　　　　ゆな　　　なか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おも
　うべは　じろうが　あの　雪の　中を　かけて　きたんだワけと　思いました。

　rおかあさん，じろうは。」

　と，わたしは　ねどこの　中から，おかあさんに　ききました。

　「ちゃんと　ねて　い霞すよ。」

　と　おかあさんは　こたえ．ました。

　　　　　　　　　　　　　　　おも　　まあ，　よカtSつたと，　わたし々ま　　思し・ました。

　　すると，また，おとうさんの　ことが　しんぽいに　なりました。

　1．｛の　つぎは　どっちが　あって　いますか。（○×を　つけなさい）催毒霧蝶i勤

　　・さく・・（わたし）・選を｛罐誘1；獄激、．○

・・さく・・（わたし）はじろうがきたことをB指疑1激、．。

　　・お・う・んはいまここのうちに｛ll叙○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　おも　2．　じろう　と　いうのは　なんだと　思いますか。（一一つだけ　○を　つけなさい）

　　1　おとうとの．なまえ

　02　しんるいの　こどもの　なまえ

　　3　犬の　なまえ

　　4　ねこの　なまえ
　　　　おも
　3．　「思いました」は　だれが　思ったのですか。（一つだけ　○を　つけなさい）

　01　じろう
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　2　わたし

　3　おかあさん

　4　おとうさん

　　　読解力検査

　　　　　　　　　　　（2）
　　　　　　　　　　　　　　み　　　　　　　　　　　　　　けつ　　　　　　　　　いもロねんしゅう
（1）わたしは　この　えいがを　見る　まえには　北きょくは　1年中　とても　さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どうぶつ
　むい　ところで，人は　もちろん　すんでいないし，動物なども　あまり　いない
　　　　　　おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いろ　　　　ざ
　ところだと　思って　いました。きっと　みどり色の　木なども　なくて，いち呂
　ひょうざん
　ん氷山が　ういている　けしきだと　そうぞうして　いました。

（2）わたしの　そうそうは　だいだい　あたって　いました。
　　　　　　ぶも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポづふつ
（3）けれども　思ったより　いろいろの　動物が　いるのに　おどろきました。
　　　　　　　　　　　　　　ンへ　　　　　　　　　　　　　　ぐへ　　　　　　　　　　　　　　　　い

く4）わたしは，この　えいがを　見て，まえに　見た「さばくは　生きている」とい

　　　　　　　おも　うえし、カミを，思し、だしま1Lノた。

　　　　　　　いく5）　「さばくは　生ぎている」の　ほうは，この　えいがとは　はんたいで，あつい
　くに　　　　　　　　　　　　　　 しょくぶつ　　　　どうぶつ　　　　 で　　　　　　　　　　　　いろ

　濁の　いろいろな　植物や　動物が　鼠てきました。色は　とても　あかるく　に
　　　　　　　　　　　　　　　　　ほっ　ぎやかでした。それに　くらべると，　「悲きょくものがたり」の　ほうは，くらく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　につ　て　さびしい　かんじでした。けれども　北きょくにも　きせつが　あるのですっ
　　　　なつ　　　　ふゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どうぶつ

　とくに　夏と　冬が　はっきり　して　いて，さむい　なかでも　動物たちが　げ

　んきに　せいかつ　して　いるのだ　という　ことを　しりました。

　　　　ぶん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か

1　この　文は　なんの　え．いがを　冤た　ことを　かいて　いますか。　（書きこみ

　なさい。）

　　　（盤ヒき・くものがたり　　　　　）
　　ぶん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ
2　文が　（1）（2）（3）（4）（5＞と　五つi’こ　分けて　あります。ぜんたいを　二つに　分けて

　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ

　読むと　したら，どの　読みかたが　つづきぐあいが　いいですか。

　　（L2．3．4．）の　よいのに一つだけ○をつけなさい。
　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと　　　　　よ
　1　（1）だけひとりで読み，（2）（3）（4×5）は　濠かの　ノkが　読む

　　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと　　　　よ
　②　（1）（2）を　ひとりで　読み，（3）から　あとは　ほかの　人が　読む
　　　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと　　　　よ
　3　①（2×3）を　ひとりで　読み，（4）から　あとは　ほかの　人が　読む
　　　　　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと　　　　よ
　4　（1×2）（3）（4）まで　ひとりで読み，（5）から　ほかの　人が読む

　　　読解力検査

　　　　　　　　　　　（3）

　　　　　　　　　　　　　　はちじ
　よっちゃん，よっちゃん，もう　8時よ。という　こえに，わたしは　ゆめから
　　　　　　　　　めさめて，まだねむい爵をすこし　ひらきました。ふとんの　すぎから　ちらっと

　　　　　　　　　　　　　　　　75



みると，おかあさんが　こたつの　ふとんを　どけて，あさの　そうじを　して　お

られます。たけしにいさんが　きて，わたしたちの　へやの　とを　あけたので，つ

めたい　かぜが　すうと　へやに　はいって　きました。おう　さむい。わたしは
　　　　　　　　　　　　　　　　　おしヨ
くびをちぢめました。おかあさんが大きな　こえで　よっちゃんも　みよちゃん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めも　おぎなさい。と　いわれたので，いもうとも　やっと　鷹を　さましました。

　　　　ふん　　　　　　　　　　　　ひと

（1）この文に　でている入は　だれとだれですか。つぎに　かきなさい。

　　　（おかあさん，・・ち・ん，たけ・に・・さん，み・・ち・ん）

　　　　ぶん
（2）　この：文の　だいは　なにが　いいですか。いいのに　○を　つけなさい。

　1　よっちゃんの　ゆめ

　2　わたしの　おかあさん

　3　あさの　そうじ

　④　さむい　あさ

　　　読解力検査

　　　　　　　　　　　　（4）

　　　　　　　　なか
　やぎは　こやの　中で　メーメー　ないていた。ほかに　なき’ようも　ないのだか

ら，入間は，いつでも，やぎは　メーメー　なくものだと　おもっている。

　しかし．，やぎだって　きげんの　いい　ときも　あるし，わるい　ときも　ある。

きげんの　いい　とぎは　あごを　だして　あまえるような　なきかたを　する。そ

ういう　ときは，こやに　はいって　いても　けっして　むかって　こない。からだ

を　こすりつけるように　よって　きて，みじかい　しっぽを　ぴょこぴょこふる。

　きげんの　わるい　ときは，そうは　いかない。こやの　すみっこに　ひっこんで
　　　　　　め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にんげん

はいいろの　琶で　じっと，はいって　くる　人間を　にらんでいる。そばへ　よる

と，あたまを　さげて，つっかかって　くる。き説うのやぎは，どう　みても　ご

きげんが　わるそうだった。

　　　　　たが　　　　ロヨニん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はなし

　これは　長い　文の　いちばんはじめで，これから　いよいよ　お話が　はじまり

ます。

　さくしゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はたし

　作者は　いったい　どういう　お話を　かこうと．して　いるのでしょう。

　1　やぎの　なきこえの　いろいろ

　2　やぎにも　きげんの　いい　ときと　わるい　ときと　ある。

　③やぎのごきげんのわるい目のできごと
　4　やぎの　くらしかk
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読書速度（3分闇に読めた交字数）

瀦学期 戟[・ 3－2 3－3 4－1 4－2 4－3

黙読
　　1875th－jZ　I　1050

　　F
700　1　gio 　　　

1225｝1610

音　読 ヨ ww@1　s40 sos　1　122s

　ここで，西田幸治の低学年のころは，読む力や，文字力がどんなだったか，

参考までにみてみよう。第2衰が評点で示した結果である。

　　　　　　　第2蓑　西田幸治，低学年の読む力・文字力

勧学期 P同 1一・レー・ 2－1 2－2 2－3

書字
読字
読　解

∩
）
つ
宙
2

－
（
∠
酉
）

n
∠
藍
つ
2

2
2
【
）

2
－
Q
ノ

　これによると，やはり，文字力は劣っているが，読解力は学級相当の成績で

あったことがわかる。2年のときに，西田幸治は，阪本・基礎読書能力テスト

をうけたが，偏差値は53という，ふつうの成績をとっている。

　また，低学年では発音能力テストをしたことがあるが，これはあまりょくな

かった。1年の終り1こなっても，まだ幼児音がぬけなかった。

　　　　眼球運動

　西田幸治が文章を読むときのBの動きを調べてみよう。3年の時，西田幸治

にA，Bの二種類の三章を読ませた。月の動きをオフサルモグラフで記録して

分析してみると，第3蓑のようになる。この結果は，西田幸治の臼の動きの各

技能は学級でふつうであるとでている。

　　　　　　　　　　第3表　西賑幸治の眼球運動

　
＼

旨
＼

撫
＼＼

蔚
＼
文

、

停留数

　　　　100字につき
A文章　59鰍（中）

B三章
100宗につき

ア4「司（中）

逆行数

100字iこっき

　6雛（中）

工00字につき

　15細（中）

不適応
凝視数

1行につき
0●5！繭（rilコ）

停黎時間

1淳留につき

262シグcr（中）

読字数

1秒につき

65字（中）

　　　　
誘導・1驚㌔離競串）i

理解

下

中

　表中，（）内は学級の中での西田幸治の評点である。B文章による実際結果

の方がA文章のより悪いのは，読ませた文章の内容がむずかしいためである。
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　以上が西田幸治の言語能力として，うかびでたおもなことがらであるQこの

ような特徴は，どういう要因が働いているためか，それがつぎの問題であるρ

　3．言語能力を規定するもの

　知能の状態

　知能指数102（京大式9NX知能検査による）

　西田幸治の，この知能指数は学級のほかの子どものものとくらべてふつうで

ある。ただ，われわれがつくった記憶力，推理力テストの結果では，西田幸治

は記億力，推理力が少し劣るという結果がでている。

　身体の状態

　学期ごとに，学校でしている：身体検査の結果をみると，西照幸治の身体の発

達はつぎのようである。

　　　　　　　　　　第4表　西田幸治，身体の発達

翰＼筆！鍼 体璽 胸麗 座高 その他

3－i

4－1

5－1

117．3cm

123．　2cm

1　28，　6cm

20．　Okg

22．　Okg

24．　61｛g

58．　5cm

63．　9cm

6Z　3cm

66．　5cm

69．　2cm

7i．　4cm

　視力
　右0。8
　左0．7

左利き手

　西田幸治は背がひくい。男の子のなかでは，低いほうから2番翻である。し

かし，ひくいわり1こ胸漂のほうは平均以上に広いようである。気になることは

騒が近視であることと，左利き手であることだが，ともかく，西田幸治は小さ

いながら，色浅黒く，元気な少年である。学校の欠席は，3年のときに3M，

4年のときは2爲である。

　学校にはいるまでの西田幸治の生育歴をみると，誕生後，歩行ができるよう

になったのは18か月目からで，おそい感じがするが，これまでとくに，からだ

が虚弱だということはみあたらない。ただ，運動能力がすこし劣るようである。

本人は体育の時間がいちばん好きなようだが。

　社会性の状態

　社会性テス5の結果をみると，西田幸治にはつぎの評点がでている。

　　　　家庭での生活習慣　　3
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　　　　通徳性判断　　　　　3

　　　社会的常識　　　　4

　　　　パーソナリティ　　　3

　社会的常識はかなりある。家庭での生活習慣や道徳性判断，また．パーソナ

リティも一応，中学年なみの望ましいものをもっている♂

　自立性

　しかし，西田幸治の実際の行動を観察したり，母親からの報告をまとめてみ

ると，自立性の面がどうも欠けているようである。

　たとえば，家の近くの友だちと遊ぶときは，グループのり一ダーにならず，

いつも後からついていくほうになっている。家のなかでは，だらしがなく，兄

弟仲はあまりよくないようである。

　学習態度

　藤田幸治の学習態度はあまり積極酌でない。よくいたずらをして，すぐお調

子にのるといったタイプの子どもである。つぎのような観察記録があがってい

る。少し低学年にもどって，その当時の記録もひろってみる。

　02年の5月24日（月）

　第3校門，野州の時聞。西田は左手に（左利きだから）短かい棒きれをもっ

ていて，「班長だから，悪いことをしたらぶつのだ。」といって薯んでいた。

　02年の5月27日（木）

　体育祭の日。酋田はi年生のダンスをみていて，「うまいそ！」とさけんだ。

　02年の7月5臼（月）

　第1二時．社会の三三，時間中，はさみでいたずらをする。本を見ていなか

ったので注意され，そのあとではさみをとりあげられた。

　02年の7月16日（金）

　学校の帰りみち。溜池におちてずぶぬれになったQ先生に自転車で，家まで

送りとどけてもらった。「ふざけていた罰だ。」とそばにいた子どもたちはいっ

ていた。

　Oi5年の5月10　H（火）

　聖蹟桜ケ丘に遠足にいく。数人の女生徒が足にマメができて，先生の介抱を
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うけた。島西は少し離れたところで，これをみていて，　「ザマー見pa！　マメ

マメ　モットデキロ」といった。

　西田幸治の，このような学校生活態度は，能力の劣った子どもが集団の協調

がえられない、とき，よく集団のなかで添す不適応行為で，代行的攻撃態度のあ

らわれと考えたい。

　交友関係

　3年のとき，西田幸治の学級の子どもたちについて，友人関係の調べをした。

子どもたちに，ひとりで5人まで友だちの名を書かせたが，西田幸治は7人の

子から友だちとしてえらばれた。西猫幸治には仲のよいお友だちがたくさんい

るQ

　ただし，この友だちは，どっちかというと，学力がふるわない子どもたちで，

またそろっていたずらっ子だということは興味深い。函田はよく女の子にいた

ずらをする，いわゆる「おチョビさん」であることも，ここにあげておく。

　教師関係

　西田幸治が「先生」という課題で，担任の先生のことを書いた作言をみてみ

ようQ（下線の説明は村石がつけた）

　03年3学期

　川日先生は。ときどきじかんわりおまもらいからきらい。　（中略）川口先生
　　　　　　　　　　　　　　　を守らない
は女んなのことあそんでいて男の子にはあまりあそんでくれない。川口先生は
　　女
べんじようでておあらってからきゅうしょくのパソおたべるのできたない。規
　便所　　　　　を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を
口先生おこるときはおこるがふざけるのがおもしろい。　（中略）川口先生はさ

んすうのべんきよのときはっきり教えてくれる。

　　　　　勉強

04年3学；期

　川口先生はじかんわりおまもってくれないのできらい。たいくのじかんわり
　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　体育
のときやってくれないのできらい。川口先生はがっきゅうでまりおかってくれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠　　　　　　を
ない。捕p先生はこごとおいワてばかりいるのできらい。川口先生はせんそう
　　　　　　　　　　7
にいったのでおっかない。墨口先生なぐるといっておどかすのできらい。
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　爾田幸治はこのように先生をみている。先生は嫌いだという感情が心のそこ

にある。西田は低学年のころは先生がただむやみとこわかったが，中学年では

嫌いという抵抗感にかわってきた。教師との人間関係はこのかぎりではまだ望

ましいというところまでになっていない。

　家庭環境の状態

　このあたりで，家庭環境に，遇をむけてみなければなるまい。家庭環境調査

（日本文化科学社発行）では，それぞれの項闘につぎの評点がでている。

家庭の一般的状態

子どものための施設

文化的状態

弓庭の～般的ふんいき

両親の教育的関心

ら
◎
2
2
2
1
↓

　これによると，家庭の一般的状態がふつうのほかは，どれも平均より悪い。

とくに，両親の教育的関心がないことを示している。

　ところで，この調査は西田幸治が4年の終りちかくに調べたものである。実

は，この前に，幸治の家庭環境に大きな変動があったことを書かねばならない。

　西田幸治は福島で生まれたが，3歳から，2年の9月までは，都内の某母子

寮に住み，それから，4年の9月までは学校近くのアパートに，そして現在は

学校からだいぶ離れた中野に住んでいる。住居をこれまでに4度も変わったが．

なぜ両親の揃った西沼の家庭が母子寮などに身を寄せていたかが問題になるQ

　それは幸治の父親がほかに女をつくって，姿を消し，行方がしれなくなった

ために，父に逃げられた幸治の母子は母子寮に入ったのである。もともと，幸

治の父は時計修理工であるが，道楽ぐせがあり，夜はキャバレー一のバンド演奏

に．であるいていたようである。

　しかし，幸治が学校に通うようになって，父親は同棲していた女とうまくい

かず，幸治の母親とヨリをもどし，いっしょに住むようになった。それが轡子

寮からアパートに転罵するようになった理由である。

　幸治の母親は父親より年が多い。学校は女学校をでており，夫が行方をくら

ませてからは，タイピストとなって生計をささえてきた。しかし，女手ひとつ
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で，育ちざかりの3人の男の子をかかえて，経済状態はかなり苦しかった。（い

ちばん末子は母子寮に．いた間に，赤痢で死なせてしまった。）子どもに．たいする

教育指導がいきとどかなかったのはいうまでもないことである。だから，母親

は，幸治に．は，入学までお話をしてやったり，旅行につれだしたりすることも

できず，絵本も満足に読んでやれな：かった，と，こう当時のことを報告してい

る。

　現在，幸治の父母は共かせぎをつづけているQ

　上にあげた家庭環境の調査は，父が帰ってきてからの状態である。幸治が低

学年のころは，これとは及びもっかないほど悪い環境にあったことは想像にか

たくない。

　環境調査で，西田幸治が現在の状態を答えているなかで，問題になりそうな

のを拾ってみよう。家庭生活はかならずしもうまくいっていないようである。

1
2
3
4
5
6
7
8

うちには字引がぜんぜんない。

き’まって毎月とっている雑誌がない。

幸治の家は近所とあまりしたしくつきあっていない。

兄弟げんかはよくする。

「ぼくは家でじゃまもの扱いにされている。」と，ときどき思う。

幸治はときどき，両親に叱られてたたかれる。

再話は幸治の話し単手にあまりなってくれない。

父は夜おそく，幸治が眠ってからでないと家に帰ってこない。

　家庭での読書の状態

　幸治はあまり本が好きでない。学校以外の本をみるのは，ときどきという程

度で，4年置なっても新聞をみることがほとんどない。字がむずかしくて読め

ないと幸治は鷺っている。うちで本を読む時間は平均して1時間半ぐらいとい

う，時闘こそ長いが，その大部分は漫画本である。2Hから3印こ一度は貸本

屋から本をかりてくるG

　このようにみてくると，町田幸治をとりまく，いろいろな原騒の中で，問題

としてでてくるものは，家庭環境，とくに：父の素行，夫婦関係，家庭の貧困や

母子寮に住むという，生活の不安定にある。幸治が家庭で教育指導がうけられ

なかったのは，そのような家庭生活からの影響である。たまたま，父親が幸治
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たちの家庭に帰ることによって，経済状態はよくなったにしても，本当に幸治

が幸稲に感じるフソイキなり，学習環境なりができているか，疑われるフシが

あるし，それまでの生活が幸治のパーソナリティに与えた影響はまだ消えてい

ない。三三態度の悪さは，そういうパーソナリテgのあらわれである。今後，

どれだけ，このパーソナリティが親子水いらずの家庭であらたまっていくかに

ついては，今のかぎり，かなり不安がある。

　4．診断

　豫田幸治の読む力の特徴一文字力，音読技能がわるぐ読解力はふつう一

は，つぎのような背景があってでてきた。図で回すとつぎのようになる。

　　　　環境　　　　　パーソナリティ　　　　学習能力　　　　　読む力

家庭の貧困

生活の不安定

教育酌関心なし

愛情にかける

一

自立性に欠ける

お調子にのる。

集団生活への不

適応

左利き，やや近

視

　s

学蕾態度

一確灘訓轍難

（東京の生活）

募騨嚇P i裟謙鯨i

　文字力が劣るのは，就学前の教育指導や，低学年の時期に基礎能力が十分に

身についていないためである。

　交字力がなくとも，読解力がふつうなのは，読解力を調べる文章は，むずか

しい漢字をあまり使わないために，幸治にはさほど読むことに抵抗とはならな

い。内容の解釈力と語彙力が幸治の読解力をのばすことに役だっている。

　音読技能と音読速度が劣るのは，その原因には共通したものがあると考えて

よい。それは，ひとつには文字力のないこと，もうひとつは，幸治のパーソナ

リティに原因がある。幸治は人前で，おちついて学習を成就する態度ができて

いないという情緒性の欠陥と身体の未成熟であるe

　幸治の学覆能力の発達をさまたげる，この子の未成熟なパーソナリティの背
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後には，複雑な家庭環境がある。

　知能糧当の読解力も，いまの読書習慣をつづけていくかぎり，学級相当の力

をずっとのばしていけることには，不安がある。

〔事例2〕　畑　友子（仮名）　昭和21年11月10日生

　1．　この箏例的研究のねらい

　畑友子の読む力のなかで，いちぼんめだつ特徴は，中学年のどの学期でテス

トをした結果でも，読解力より読醤速度のほうが，学級のなかで成績がよいと

いうことである。この能力のふつりあいの原因をとくにかんがえてみる。

　2．畑友子の読む力

　畑友子が中学年のあいだにり読解力，読書速度力のテストをうけたッそれら

の結果の評点をみようQ第5表がその表である。

　　　　　　　　　第5表　畑友子・中学年の読む雨

脚寒蘭1・一1 3－2
3－3　i　‘1－1

4－2 A－3

読解．1 3 3 i1 31 1 3

読速 4 4

　　剰・｛
5

　　音　　3

5 4

4 5

　　｛濁　5一一一非常によい　　　　3一ふつう　　　　　　1一非常にわるい

　　　　4一一ややよい　　　　 2一ややわるい

　第5表をみると，畑友子の読む力の特徴がはっきりとでている。つまり，畑

友子は文章を速く読む力は非常についている（女の子の中でいちばん速い）の

に，文章を深く読んで解釈する力となると，学級平均またはそれ以下である。

　読書速度テストは3分間にできるだけ速く読ませたものである。畑友子が3

分間に何字読めていったか，第6表をみるとわかる。

　　　　　　　　　第6表　畑友子，3分闘の読書速度

点く糊・一1 3－2 3－3 Fi 一2　1　4－3

饗翻 1400宰 重750宰 2三〇〇牢 2065字

！365字

2ioO字

2100字

3150字

3000字

つぎに，畑友子の読解力検査の結果を，4年2学期にしたものについてみよ
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り。（以下選択肢の○印は畑の答を示す）

　　　　読解力検査

　　　　　　（1）
　　ごも　コ　　ら　　　　　　　　　　　　　　しろ　　　　ゆき

　　朝，鼠を　さますと，白い　雪が　つもって　いるのは　うれしい　ものですが，
　みなみ　くに　　　　　　　　　　　　　　ほっこく

　南の醐と　ちがって，北賑ではすこしも　めずらしくは　ありませんでした。ちら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てん　ちらちらと，きのうも　きょうも，そして　おそらく　あしたも，よくも　天に　ご
　　　　ゆぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まいにち　　まいにち

　れだけの雪が　ためてあると　かんしんするほど，毎日　毎日　ふりつづけるからで

　す。

　　ゆぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め

　　　　　　うれしく　ありまぜんでしたが，わたしが　羅をさますと，そうだゆう
　　　　　　　　　　　ゆき　　　　なか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おも

　べ怯　じろうが　あの　雪の　中を　かけて　きたんだっけと　思いました。

　「おかあさん，じろうは。」

　と，わたし，は　ねどこの　中から　おかあさんに　きぎました。

　「ちゃんと　ねて　いますよ。」

　と　おかあさんは　こたえました。

　　　　　　　　　　　　　　　おも　　まあ，よかったと，わたしは　愚いました。

　　すると，また，おとうさんの　ことが　しんぱいに　なりました。

（1）　｛の　つぎは　どっちが　あって　いますか。（○×を　つけなさい）

　　・さく・・（わた・・は螢を｛欝既馨疑1臨P

　　・さくし・（わたし）は・ろうがきた・・を｛徽勇疑1畜9

　　・お・うさんはい…　のうちに｛1こ飢。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　おも
　（1）じろう　と　いうのは　なんだと　思いますか。（一つだけ　0を　つけなさい）

　　01　おとうとの　なまえ

　　　2　し，んるいの　こどもの　なまえ

　　　3　犬の　なまえ

　　　4　ねこの　なまえ
　　　おも（3）　「思いました」は　だれが　思ったのですか。（一つだけ　○を　つげなさい）

　　　1　じろう

　　02　わたし

　　　3　おかあさん

　　　4　おとうさん

　　　　読解力検査

　　　　　　（2）
　　　　　　　　　　　　　　　み　　　　　　　　　　　　　ほっ　　　　　　　　いちねんじゆう
　（1）わたしは　この　えいがを　見る　まえには　北きょくは　一年中　とても　さ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どうぶつ　むい　ところで，人は　もちろん　すんでいないし，動物なども　あまり　いない
　　　　　　おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いろ　　　　ぎ
　ところだと　思って　いました。きっと　みどり色の　木なども　なくて，いちめ
　　ひょうざん
　ん氷山が　ういている　けしぎだと　そうぞうして　いました。

（2）わたしのそうそうはだいたいあたっていました。
　　　　　　おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どうぶつ
〈3）けれども　思ったより　いろいろの　動物が　いるのに　おどろきました。
　　　　　　　　　　　　　　み　　　　　　　　　　　　　　み　　　　　　　　　　　　　　　　い
（4＞わたしは，この　えいがを　見て，まえに　見た「さばくは　生きている」と
　　　　　　　　あも
　いう　えいがを　思いだしました。

　　　　　　　　い㈲　　「さばくは　生きている」の　ほうは，この　えいがとは　はんたいで，あつい
　くに　　　　　　　　　　　　　　　　しよくふつ　　　　どうぶつ　　　　　で　　　　　　　　　　　　しろ

　撰の　いろいろな　植物や　動物が　出てきました。魯は　とても　あかるく　に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほっ　ぎやかでした。それに　くらべると，　「北きょくものがたり」の　ほうは，くらく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほっ　て　さびしい　かんじでした。けれども　北き禽くにも　ぎせつが　あるのです。
　　　　　なつ　　　　ふゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どらぶつ

　とくに　夏と　冬が　はっきり　して　いて，さむい　なかでも　動物たちが　げ

　んきに　せいかつ　して　いるのだ　という　ことを　しりました。

　　　　ぶん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み
1．　この　文は　なんの　えいがを　見た　ことを　かいて　いますか。　（書ぎこみ

　なさい）

　　　（・ばくは生き・…）

　　ふん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ

2・文が　（1）（2×3）（4）（5＞と　五つ壱こ　分けて　あります。ぜんたいを　二つに　分けて
　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ

　読むと　したら，どの　読みかたが　つづきぐあいが　いいですか。

　（1．2．3．4。）の　よいのに　一つだけ　○を　つけなさい。
　　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと　　　　　ま
　1　（1）だけ　ひとりで　読み，（2×3）（4）（5）は　ほかの　人が　読む

　　　　　　　　　　　圭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと　　　よ
　2　（1）②を　ひとりで　読み，（3）から　あとは　ほかの　入が　読む
　　　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと　　　　よ
　3　（1×2×3）を　ひとりで　読み，（4）から　あとは　ほかの　人が　読む
　　　　　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと　　　　　よ
　④（1×2×3）（4）までひとりで読み，㈲から　ほかの　人が読む

　　　読解力検査

　　　　　（3）

　　　　　　　　　　　　　　　はちじ
　よっちゃん，よっちゃん，もう　8時よ。という　こえ，に，わたしは　ゆめから

　　　　　　　　　　めさめて，まだねむい　琵をすこし　ひらきました。ふとんのすきから　ちらっ

と　みると，おかあさんが　こたつの　ふとんを　どけて，あさの　そうじを　して

おられます。たけしにいさんが　きて，わたしたちの　へやの　とを　あけたので，

つめたいかぜがすうとへやにはいって　きました。おう　さむい。わたしは
　　　　　　　　　　　　　　　　　れおくびを　ちぢめました。おかあさんが大きな　こえで　よっちゃんも　みよちゃん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めも　おきなさい。と　いわれたので，いもうとも　やっと　羅を　さましましたり

　　　　ぶん　　　　　　　　　　　ひと

（1）この文に　でている入は　だれと　だれですか。つぎに　かきなきい。
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　　　廠鋤　おかあさん　たけUこいさん）

　　　　ふん
く2）この文の　だいは　なにが　いいですか。いいの1・C　Oを　つけなさい。

　1　よワちゃんの　ゆめ

　②　わたしの　おかあさん

　3　あさの　そうじ

　4　さむい　あさ

　　　読解力検査

　　　　　（4）

　　　　　　　　なか　やぎは　こやの　中で　メーメー　ないていた。ほかに　なきようも　ないのだか
　　にんげん
ら，人間は，いつでも，やぎは　メーメー　なくものだと　おもっている。

　しかし，やぎだって　きげんの　いい　ときも　あるし，わるい　ときも　ある。

きげんのいいときはあごをだしてあまえるようななきかたをする。そ
ういう　ときは，こやに　はいって　いても　けっして　むかって　こない。からだ

を　こすりつけるように　よって　きて，みじかい　しっぽを　ぴょこぴょこふる。

　きげんの　わるい　ときは，そうは　いかない。こやの　すみっこに　ひっこんで
　　　　　　め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にんげん
はいいろの　旨で　じっと，はいって　くる　人間を　にらんでいる。そばへ　よる

と，あたまを　さげて，つっかかって　くる。

　きょうの　やぎは，どう　みても　ごきげんが　わるそうだった。

　　　　　　なが　　　ぶん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はなし
　　これは　長い　文の　炉ちばん　はじめで，これから　いよいよ　お話が　はじま

　ります。
　　さくしゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はなし

　　作者は　いったい　どういう　お話を　かこうと　して　いるのでしょう。

　　1　やぎの　なきこえの　いろいろ

　　②　やぎにも　きげんの　いい　ときと　わるい　ときと　ある。

　　3　やぎの　ごきげんの　わるい戴の　できごと。

　　4　やぎの　くらしかた。

　畑友子が速く読めても，理解がそれ1こともなわない，という読む力のヒズミ

はすで1こ低学年のころからでてきている。

　畑友子は2年目ときに．，阪本・基礎読書力テストをうけたが，偏差値63で，

たいへんよい成績をとっている。しかし，このテストは，時閥制限法でするか

ら，速く読める友子などには有利になる傾向がある。畑友子はこのテストで，

読みの正確度は，やはり劣っていた。
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　眼球運動

　畑友子の読みかたの特徴が，文章を読むときの穏の動き1’こはどうあらわれる

か。この実験は畑：友子が3年の2学期に．，オフサルモグラフで調べた⊂、

　　　　　　　　　　　第7表　畑友子の眼球運動

　　停徽　逆微i講隔購間「読物瞬
1・幽・つき1・幽・つき｝職・つきy［？」S，．，ll，・つ・・て1裸つき下

　　6玉回（中）　　　！G回く中）｝　G．7騒（中）　230シグマ（上）　6．23”ff”一一（上）

　第7表をみると，停留時賜がひじょうにみじかいという特徴がでているQつ

まり，畑友子は文字群を知覚する時闘をなるべくみじかくして，　（そのために．

一度にたくさんの文字が読めないから）冒を何回もきぜわしげにとめて読んで

いく。いわゆる神経質な読みかたをしているσ

　言語能力

　畑友子の言語能力はどんなていどにのびているか，をかんがえてみる。第8

表がその結果である。表中の数字は学級のなかでの5段階評点であり，A，B，

Cは3段階の評点である。

　　　　　　　　　第8褒　畑友子，中学年の言語能力

｝
3遡ヒ

ヒ
・

ム
日
四

3－2　1　3－3 4－1　i　4－2　i　4－3

　　字

読　字

読　解
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［
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読　速

読
彙
法
交
す
く

出
日
証
馴
交
作
話
聞

4

4
」
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）

4
4
．
3

4
4
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i

4

3
3
3
B
B

5

4
一
3
B
B

つ
ノ
Ω
ノ
つ
ノ

3
一
正

貸
ノ
つ
2
3

黙1・1 5 4

3音 4 5

〔
フ
3
3
q
）
6
）
4
．

A
4
3
4
B
3

4
．
3
2
3
り
）第8表をみると，畑友子の言語能力の中で，

　　　すぐれている能力　　読速・音読技能
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　　　　劣っている能力　　　　読解

黒字力は3年までは，ややよかったが，4年になってから，ふつうの能力にと

まっている。語彙，文法，話す，聞く，作文は学級枳当の力をもっている。作

文，話す力などは，ことがらの表面的な記述，表現にとどまって，深い解釈が

欠けている。このことは読解の特徴と相通ずるものがある。

　このことから，畑友子の書語能力の特微は，

　　1．いちばんすぐれた能力は読速，音読技能である。

　　2．　いちぼん劣っている能力は読解力である。

　　3．：文字力は3年より4年の方がわるいQ

　　4．　一般に，ことがらを深く考えるという能力，態度がかけている。．，

　3．細友子の書置能力を規定するもの

r畑友子」という子はどんな子か，とかんがえたとき，すぐでてくることは学

習態度の特徴であるQ

　挙習態度

　畑友子はよく本を忘れてくる。授業中にいたずらをしている。国語の一斉読

みの時には，机の下に漫画本をかくして盗みみている。テストのときには，カ

ンニングをする。欠席はあまりしないが，遅刻は学級の中でいちばん多い。こ

ういう事例ばかりが観察記録からでてくる。

　交友関係

　畑友子の交友関係はふつうである。ゲス・フー・テストの形式で，お：友だち

の名前を書かせたものによると，4人の子どもが畑をお友だちとしているQふ

だんの観察記録からも，とくぐこほかの子どもから嫌われているという傾向もな

いようである。

　教師関係

　しかし畑友子は，うけもちの先生にたいしては抑圧感情をいだいている。2

年のとき，畑友子の学級の子ども全体に面接をして，うけもちの先生にたいす

る好ききらいを闘いたことがある。そのとき，畑：友子は「きらい」と購えた。

「きらい」と答えたのは，この畑だけであり，こわいからという理由である。

その際学校のお勉強はおもしろくないとも答えている。
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　畑友子は3年3学期と4年3学期の課題「先生」という作：文1’こ，うけもちの

：先生に．ついて，こう書いている。

　3年3学期の作文

　野口先生は　とても　おこりんぽで南さんと社さんばかり　かわいがってい

るのでにくらしいだけど先生は勉強をわかりやすくおしえてくれるのです

きです　このあいだも算数の時間……おしえてくれました。杉山先生と野口先
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女の先生　　　男の先生
生がとてもなかよしなのです。

4年3学期の作交

　野口先生はやさしい先生ですが，おこるとものすごくこわいのよ。でもいま

のせんせいはあんまりよい先生だとおもいません。それにくらべると一年生の

時の石井先生はよい先生だと思いました。（中略）

　社会性

　畑友子の作文を読むと，ここで問題に．したい畑友子の■〈　一一ソナリティがよく

わかる。畑友子は，性質がひねくれている。先生に愛されないことをうらんで

いる。　（これは畑友子が父親の愛情にあまりひたれない，コンプレックスと関

係がある。）こういう畑：友子のパーソナリティは家庭の生活でもあらわれている

ようで，母親の報告によると，性質がひねくれていて，ときどきうそをつく。

自我がつよく，感情のはげしい子どものようである。

　すこし古い観察記録になるが，こんな例がある，

02年の5月2鋼（金）

　聴力テストをした。畑：友子は順番をまつあいだ廊下で本を読んでいた。山田

さんの番がきkので，畑に．どいてくれるようにたのんだ。しかし，畑は返事を

せず，本を読みつづけていた。ほかの子どもに「畑さん，どいてあげなさい」

と言われると，「ほかのとこを通っていけばいいじゃないの」と怒った。山田

さんがそれでもむりに通ろうとして，畑の肩にふれると「うるさいわね」とい

って，あくまで画してやらなかった。

　穀：会的常識・道徳性判断
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　言霊性テストをして，社会的常識を調べたものでは，畑友子はふつうより劣

るようである。テストの反応をみると，たとえば，青物指場には，野菜や果物

だけでなく，お米も写場にでるっ木は洪水を高し・だり，木炭をつくるのでなく，

煉炭をつくる。新らしい道をつくるには，まっすぐで幅が広いことより，けし

きがよいことが必要であ．る，など。

　道徳性判断力テストでは，一応中学年なりの考えかたをしているDたとえば

作文にこう講：いている。1年の時を購想している。

　わたしは，みずのさんとさわいで木本先生にたたされた。たたされたひとが

ひとりでもいると，そのとなりの人もいっしょに立たされるので，いまわたし

はさわいだときの人にわるいなあ，と思いました。

　こうみてくると，畑友子の学習態度の悪さは，性格帥なひねくれ，わがまま，

いじわるに病因があり，それに教師へのねたみということがからんでいる，と

恩われる。

　家庭環境の状態

　畑友子は爽京で生まれた。いまふたり兄妹の白血である。尚親は健在。父は

麟1臓商をでて，いまは北海道で硫黄の製錬をしている。一年の大半は北海道

にtいる。母は閣高女卒，臨分で店をかまえて洋裁店を開いている。

甲4年2学期の作言で，家庭の内情と生活を，畑友子はこう書いているQ

　泓の家は，4入かぞくです。泓とお兄ちゃんと，お舞さんとお父さんです。

お父さんは能海道の，さっぽろにいます。お父さんがたまに帰ってきても私は

ちっともうれしくありません。　（中略）ことしの9月からバイオリンをならい

ました。バイオTjソの先生はとてもやさしい先生なのですきです。わたしはい

つもおけいこをしています。

畑友子が4年忌のときに調べた家庭環境調査（鴇本感化科学社発行）では，

つぎの結果がでている。

　　家庭の一般li勺状態　　　　　3

　　家腱の文化約状態　　　　　3
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　　家庭の一般酌ふんいき　　　3

　　両親の教育的関心　　　　　3

　　子どものための施設　　　　2

　子どものための施設が少し劣るようであるが，とくに．問題に．なるところはな

い。

　畑友子の家庭環境で問題になることは，作文に書いていたように，畑友子の

家庭には父がいなくともよい，母親と結びついた生活である。母親の養育態度

は溺愛の傾向がある。卑近な例になるが，お風呂ではいつも友子のからだを洗

ってやったり，鉛筆をけずってやったり，ちょっとした傷でもすぐ手当をして

やるという，友子が自分ですべきことをも母親がしてやっている。友子はこれ

に．甘えてわがままに育っているQ

　知能の状態

　知能検査の結果では，知能指数は葺5で，学級でも高い方である。とくに言

語的知能，推理力がすぐれている。

　身体の状態

　畑友子はあまり学校は休まない。3年では1旨，4年でCX　5日の欠席である。

身体：検査の結果から身体発達の傾向をみてみよう。

学期劉娠 体重 胸囲 座海 その他

一
一
一

Q
／
4
ム
ζ
ノ

1i9．　7cm

125．　4cm

129．　7cm

21．Okg

23．　lkg

25．6kg

57．　Ocm

61．　5cm

64．　ecm

66．　9cm

67．　9cm

70．　3cm

視力

右0．圭

左0．7

　3年のころは，とくに問題はないが，4年：こなってからは，女の子としては

少し発達がおくれぎみである。近視であることが気になるQ

　4年になって，からだがあまりのびないのは，畑友子が虚弱体質だからであ

る。顔色もすぐれない。これは母親の影響をうけているもようで，母親は過去

に．肋膜炎をわずらい，現在，貧血に悩んでいる。友子は早産をした。離乳は1

年6か月，幼児期には，肺炎や気管支炎をおこして病弱であったという。

　畑友子が神経質なのも，この身体の腺病質と関係があるように思われている。

　家庭読書の状態
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　畑友子は読書好きである。三親の報省によると，毎回，2時間ぐらい家で本

を読んでいるそうである。目ぼしいものとして最近ではメーテルリンクの「青

い鳥」，宇治拾遺集，三二納需などポプラ社の世界名作物語などを読んでいる。

ただ，悪い点は，多読，濫読の傾向が強いことであり，このことは，とくに注

意しておかねばならない。

　このようにみてくると，畑友子の学習態度の特徴は，えこじでずるい性格に

あり，それは，父の愛を知らない母中心の甘やかされた生活と腺病質体質とい

うことに原因があるQ

　4．診　断

　畑友子の文章を読む速さがひじょうに速くて，読んで理解する力がない，と

いう読む力の特徴には，つぎのような背景がある。

　これを図に示すと，つぎのようになる。

　　　環境　　　　　パーソナリティ　　　　　読書　　　　　　 読む力

騰難一1灘1撫窯義あ応急灘

　　　　　　　　　　i鞭霧蹴i　　　i鍛顯蜘覚のi

　畑友子の父は友子とは別居していて，1年のうち，たまにしか家に帰ってこ

ない。母はからだが弱い。父のいない生活と，母親は自分のからだの弱さから

：友子にたいする養育態度は溺愛の傾向をおびていった。、友子はこの母と，東京

のまんなかで，戦後の社会状勢の中でそだってきた。

　このような環境のなかで，友子のパーソナリテKは身体虚弱，神経質，わが

まま，深く物を考えぬ思考の三山ができてきた。学校では，教師への反抗，い

たずら，ひねくれた子どもという態度ができあがっていった。友子の読：醤生活

は，そうした環境と■q　一一ソナリティから，読書への興味をたかめ，内容は程度

の低いものを多読，濫読する読書の習性がでてきた。それが，友子の速く読め

ても，深い読みができない，という読む力の特徴となってでてきた。
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il　作文能力の発達

A　課題作文からみた能力の発達

　1．　申平年の作文の能力の一般的特徴

　小学校3年4年の段階における作文能力の特徴として．これまで指摘されて

いたことを捨ってみる。

　（1）　文が：畏くなり，　くわしくなる。

　　特に3年生で長い女が書けるよ5になる。しかし4年後期あたりで識出力の停滞

　　がおこる．

　（2）女法上の誤りがすくなくなる。

　（3）幻読点の使い方，会話のかぎの使い方などができてくる。

　（4）文の組み立てを考え，段落のはっきりした文を書くようになる。

　（5＞1，2年では羅列酌。行動鵠・事件ピ1勺に書いているが，だんだんと観察的。思惟朗

　　な要素が見えてくる。

　（6）推考するようになる。

　（7）いろいろの交を書くようになる。

　これ等のことを前鍵として，われわれが試みkこと，その結果，およびその

結果の解釈について述べてみよう。

　2．考察の資料

　われわれは作文能力の発達を稔るための資料として，1年生の時から，ずっ

と続けて，

　　　　第1学期末　　　　「ともだち」

　　　　第2学期末　　　　「わたくしのうち」

　　　　第3学期末　　　　「せんせい」

という題で：文を書かせている。

　はじめにこの資料の性質をいわなければならない。実験学校では作文に．つい

て特別な学習指導が行われていない。また毎学期の作文の時の条件は，ほとん

ど同じである。1年から3年まではほとんど全員が30分聞で書きあげていたの

で，いつも30分間であった。4年の第1学期から45分とした。45分かけないと

　　　　　　　　　　　　　　　　　94



できない者が出て来たというところに，発達のしるしというか，一つの変化が

見られたわけである。：文を書いた個入個人の身体的。清緒的状況は，もちろん

いつも同一ではない。これについては教室の観察記録もある。また，われわれ

はすでにその，子供のパーソナリティをいくらか知っているので，作晶そのも

のから，本人のその時のコンディションを想像することができる。

　三つの文は，交題がちがうから，すべて同一には論じられない。その交題に

ついて書くことがあれば，長く，また，生き生きとも書ける。それでなければ

たとえ能力があっても，それほどに書けな：い。岡じ「ともだち」に．しても，書

きたい友達，それも掃か蒋徴を持つk友達があれば，それに．ついて書けるか

ら，書きすやい。

「せんせい」という題は，学年末であるし，感情・感概がはいりやすいので，

これをドともだち」とか「わたくしのうち」と岡じ性質の資料と見ることはで

きない。しかし，「せんせい」の作文は「せんせい」の作文で，ずっと続けて見

て行けばよいわけであり，三つの異った題のものをくらべる場合は，そうした

書き手と題目との関係を考慮に入れておいて，その範顧内で，くらべればよい

わけである。

　3．　文字や文法上の誤りはどのくらい減るか

　文字や：文法上の誤りの減少について1，2年の時に10項｝葺の検査項i§｛を牽メ縛，

そうした誤りの屡立ウている者の素数を調べたσ「廻立っている」というのは，

項Elによっては全部をあげているのではないからで，主観納であるが，覇定は

すべて岡一検査者によった。

　この表の数字を見る上に．注意しなければならないことは，判定が睡立ってい

る者の入数という，かなり主観酌なものであること，検査人員が1年ではもっ

とも少なく，2年ですこしふえて，3年からずっとふえていること，分量がち

がっていること，1年の第1学期のドともだち」という作文はほとんど：文章に

なっていないこと，また，前述の通り，1，2，3学期で文題がちがい，したがっ

て文章・：父体にしも多少のちがいがあることなどである。

　そうした限界内でいえることは，

　　（／）楽聖・促音・長音の表詑をふくめ，一般に，語の表記はだんだんと完
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作文にあらわれた文字や交法上の誤り

検　　査　　項　　屋

（1）　かなに判読癒難なものがある。誤
　　字がある

（2）　拗帝e促音・長音の表i記の不完全

　　なのが目立つ

（3）　一般に語の表記の不完全。脱字，

　　増字，誤詑など

（4）　文法上の活罵などの誤り

（5）主述の不分明

（6＞助詞「は」を「わ」と書く

隻年

1　2　3

7　5　5

2年

1　2　3

2　5　2

7　12　12　1　16　6　tt

6　8　IGI　9　12　17

35　31　662
　　　　
・2η564

3年

重　2　3

5　1　1

4　3　2

11　iO　8

2　2　1

2　1　3

ss　61　sg　sl　lo　s7

（7）　ドへ」を「え」と書く …　｝534い18・
（8）　「を」を「お誘と書く 12136い2・2g卜266
（・＞r・・て・r・れか・」・多・文．1・9・｝4221…

⑩　 「……たら……たら」　「……ので

　　……ので」の非常に続いた文

検　査　入　員

0　3　0 2　1　2 1　1　3

1　34　36　37　i　‘｝2　44　43　1　47　47　47

4年

1　2　3

1　o　e

3　2　1

9　5　2

1　2　2

O　1　2

5　4　7

4　4　2

6　8　5

3　0　0

1　E　O

4746些5

　　　全になって行っているQ

　　（2）助詞の発音式の幾き方はあまり減らない。

　　（3）　「それから……それから」の：文や「……たら・・…・たら」の：文はだんだ

　　　ん減っている。

である。そして4年第2学期では，：文字や文法の誤りが臼立つという旛は，ほ

とんどなくなる。（4年生になっても2年生ぐらいの学力の考も幾人かいるわけ

であるが，それは特Bl］　kして考えなけれぽならない。）

　なお，この数袈から見ると，そのような上達の線が引けるのは，4年の第1

学期と第2学期との聞で，結局，4年後期からよくなるわけである。

　4．長さ・くわしさの問題

　作文の憎憎（平均文字数）の変化をグラフにすると，甥表のようにどの文題

についても4年までずっと量がふえている。
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　よく見ると，「ともだち」と「わたくしのうち1とは大体同じ形で，　3年4

年の間で増加がやや：おとろえて来ている。ところが「せんせい」の方は，2年

3年の間で上昇しないかわりに，3年4年で非常に上昇している。これについ

ては，3年の393字というのが何か特殊事情で低かったものと考えることもで

きる。

　これを男女劉にしてみると，一般に，女子の方が分量が多い。ところが3年

の第3学期はその女子の分量がぐっと減っている。この「せんせい」の文の全

体の平均文字数が3年の時に低かった特殊事情は，この辺1，cあるわけである。

　なお，3年4年の6購のうち4園以上も600字以上の交を書き，時によって

は1，0GO字以上の交を書いている者を長文型の者とすれば，実験学校では

　　　男子　2名　　　　女子　5名

で，女子に多い。そうして，3年3学期の女子の文字：量がすくないのは，こう

いう長：文i型の児童が，この時1こは，229字：とか283字，398字というように短

い：文であることが原悶である。

　　　　　　　　　　　　作：文の文字量の変化
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元来，長文を書く子供は必ずしもいわゆる優秀児ではない。優秀児の中に長

　　　　　　　　　　　　　　　97



：文を書く者があることはあるが，だいたいは，むしろその反対である。ところ

がこの「せんせい」という交は、「ともだち」やザわたくしのうち」にくらべて

事件的，叙述酌に

扱いに．くいもの，

観察的なものであ

るeまた強い感情

もあらわれるもの

である。それが特

に，女子の，いわ

ゆる叙述型の者に

おいて分量の減る

一一一一ﾂの原因で，女

子の4年3学期の

づぐ≒若量カミ4年2学

期よlj）も減ってい

るのも，同様の理

由であると考えら

れるQすなわち，

「せんせい」の：文
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回とも分量がすく
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男女別作：文：文字量の変化
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　　　　　　　　　　300宇
　　　　　　　　　　　　　　3－1　3－2　3－3　4－1　a－2　4－3

なく，ことに3年生の場会に非常にすくないことには，それだけの理由がある

と考え，られる。

　なお，この男女の分量の比較から兇ると，女の子に．は「わたくしのうち」が

書きやすく，男の子には「ともだち」の方が書きやすいということがいえそう

である。ただしここに分蚤の多い少ないで，書きやすい書きにくいの判定を1ノ

ていいかどうかという問題はある。

　なお，最初に．，中学年の作文能力について一般的に。いわれていることとして

あげた，4年後期に叙述力の停滞があるかどうかという問題であるが，前表の
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実験学校児童作交交丁数一覧表（男子）
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実験学校児童作文文字数一覧表（女子）
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三つの作文の文字量の変化からいえば，どれもふえているわけであり，特に

「せんせい」の文は，いちじるしくふえ．ているQこういう文には停滞はなく，

むしろ飛躍さえある。「ともだち」「わたくしのうち」もふえているが，これは

それほどでもない。これについては5年6年まで兇ないとはっきりしたことは

いえないが，事件や行動の羅列約・叙述直な文については4年でそれほど伸び

なくなり．またそうした文を書かなくなるから，停滞が起ると見られるのであ

ろ5と思う：t

　なお分黛の変化を個人偲人について見ると，

　　（1）ずっと長文の者（女子28番）

　　（2）ずっと短い：文ばかりの者（男子9番，女子エ2番）

　　（3）4年になって長文を書くように．なった者（男子4番，女子20番）

　　（4＞　4年になって文が短くなって来た者（男子1番，女子25番）

　　㈲　交題によって一つの傾向のある者（男子5番，女子5番）

　　（6＞いつでも，ふつうの長さの渚（男子6番，10番，14番，18番，女子n

　　　番，18番，24番）

　　（？）その時その時で全くいろいろである藩（女子26番）

　などの区：別が見出される。

　5．　句読点の使いカの発達

　1年から4年までの各学年で平均して叙述量の多い第2学期の「わたくしの

うち」について，句読点の使い方という観点から分祈すると，102ページのよ

うになる。　（数字は人数で，計は下の欄にある）

　マルを使っている春の比率

　　　　1年　　　　2年　　　　3塗髪三　　　 4年

　　　94．　4％　93．　0％　87．　2％o　95．　7％o

　マルを使うということは，1年生ですでにその意識が生じている。2年3年

では書く事柄の方が主になるからか，かえ．ってその意識が低くなっている。

　テンを使っている者の比率

　　　　1年　　 2年　　 3年　　 4年

　　　Z2．2％　34．9rdO　48．9906　57．4thO．
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1年一4年　旬読点の発達

年

テソ・マル大｛本適当
　　　　　（分ち轡きせず）

　η　　　（分ち書きの上）

ワ
’
0

　〃　　　（テソがやや多い）

vルだけ（分ち書き）

　lt　　（分ち書きせず）

0

1

19

テソ・マルごく僅か六法（分ち書き）
　　　　　　　　　（八丁が多い）

　tt　　　（分ち憲：きせず）
　　　　　（欠漁が多い） i

O

2年 3年

6
0

11

2
・

4年

2！

亙

つ
】 6 （

∪

7
β
フ

マルだけ。欠陥が多い

　tl　・テソのところもマル

　tt　　e最後だけ

テソだけ

テソ。々ルなし（分ち書き）

　tt　　　　（分ち書きせず）

（
）
F
）

1
2
つ
ノ
0
0
つ
臼

2
1
1
2
n
∠
∩
V

8
Q
！

3
0

0
1
り
）
1
0
3
1
2

計 36 43 47

1

つ
一

〆
Q
1
0
ウ
θ
∩
V
O

ttf　7

　テンを使うことは，学年を追って，平均して，多くなっている。

　分ち書きをしている者の比率

　　　　1年　　　　2年　　　　3年　　　　4年

　　　　5．　660　20．　9．e．／　23．　4％　10．　6％

　分ち書きは，2年3年にいくらかあって，4年ではむしろ減っている。これ

は，教科書の分ち書きから来ているものと恩われる。分ち書きをしていればテ

ソがなくてもすむ場合もある。また，テソの打ち過ぎと見られる考が，2年で

2名，3年で6名あるところがらすれば，テンの意識はその辺から強くなり，

技能的には，4年になればかなり完成されるといえるのではないか。

　！年～4年の発達を，上の表の，一番下のマルだけで欠陥が多い者，テンだ

けの者，テソ・マルなしの者など，欠点の含計の比率で見ると
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　　　　1年　　　　2年　　　　3年　　　　4年

　　　22．　2％　18．　6％　21．　3％　19．　1％

ということになって，欠陥が学年酌にあまりへらない。2年から3年になる場

合にむしろふえているQこれは，この時期の作女が内容的に複雑なものにな

り，児薫が内容を書くことに．いっしょうけんめいになることによるものと思わ

れる。

　句読点を正しく使っている者の比率は3年4年とずっとよくなっているの

に，欠陥の多い者の比率は減らないという現象は，学習指導上の問題をもふく

んでいると思われる。

　6．　文段を分けている者の数（構想力の発達）

　400字なり50G字なりの女を段落に切って書いている者（途中で文段を変え

て書いている者）の人数を調べると，3年4年の各学期で，次のようになる。

　　　　3－！　3－2　3－3　4－1　4－2　4－3

　　　　　0　　　　2　　　　3　　　　2　　　　4　10

はじめひとりもいなかったのが，だんだんと増している。その文段の分け方に

事件的な切り方と思想的な切り方とあるわけであるが，ここではそれを区胴し

ていない。

　なお，このことに関しては，各学期が詞一文題でなく，ヂともだち」ドわたく

しのうち」は事件酌・羅列白勺に取扱われやすく，ドせんせい」は，これに対して．

説明的・観察的に取扱われやすい画があることにも注意しなければならない。

　7．　霧き出しのことばの変化

　書き出しが「きのう……」「きょう……」であれば事件的な書き方であるし．

「わたくしのうちは……」「わたくしのうちには……」であれば説明的な文ミこ

なる。

　そういうことを考えて，書き出しを分類してみると，「わたくしのうち」の文

では104ぺ・・一ジの表のように．なる。

「わたくしのうち」という主題に雨冠から取りくんだ，大体において説明的な

：文が学：年を追ってふえている。そのふえ：方は，1年から2年になる時がいちじ

るしい。「きのう……」「きょう……」Rまく……」という書き出しは1年の時
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に非常に多く，2年からずっとへっている。

書き出しのことば 1年 2年 3年 4年

きょう

きのう

このまえ，あさおきてみると　等

学校からかえって

壱まくをよ（4まくカミ，1まくと）

わたしのうちは……です。（きのう）ぼくが

わたしのうちのねこは，（にんぎょうは）

うちのおねえさんは（いもうと，おばあさ

ん，おかあさん，おとうさんは）

わたしのうちでは，（うちをこは，うちは）

i
／
．
3
3

l｝2

1

21　5h　2
21　31　3
11　51　1　22　　　　　20　　　　　正7

4t　1　t　1
51　6　1　4
8］　OJ　6
Z｝6　g｝9　：｝6

15 18 24

計 （36） （43） （47） （47）

　3年生でいちじるしいことは，「わたしのうちは……です。（きのう）ぼくが…

…」という書き出しが2年と4年とにありながら，3年ではなくなっているこ

とである。そして，もしこれを，「わたしのうちは……」という類に数えると，

　　　　1年　　　　　　 2年　　　　　　　3年　　　　　　 4年

　　　　1　23　18　30
ということになり，これを比率にすると，3年はもっと悪くなる。これは，2

年の方が，陳述の形式，形態に対する意識が強く，3年の方ではそうした形式

にこだわらないものがうまれているのかも知れない。

　しかし，3年生しこはそうでない面もある。たとえ．ばドうちのねこは……」と

いう文で，

　2年生の場含　わたくしのうちのねこは，もうおかあさんです。

　　　　　　　　いつもわたくしが学校からかえると……

　3年生の場合　わたくしの家はどうぶつがすきです。……それにうちではま

　　　　　　　　たねこがいますQ……

というように，最初に．主題に．会わせた説明文が出て来ているQ隅じものでもそ

れに対する態度に余裕が出て来ている。

　8．　題霞への集中の度含い（主題意識の発達）
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「ともだちjという題に対して，自分のことを書いたり，「わたくしのうち」に

対して，うちで友だちと遊んだことを書いて，わたくしのうちを書くという意

識が全然見られなかったりする者がある。また，はじめは「ともだち」のこと

を書いているが，だんだんと自分のことになり，ついにそれで終ってしまって

いる春がある。そうした，最初，あるいは中途から文題とそれて行った者の人

数を比率で添すと，3年4年の問で次のようになる。

　　3－1　3－2　3－3　4－1　4－2　4－3
　　12．　8％　25．　5％　Z3．　4％．　8．　5％　10．　9％　4．　4％

　これを見ると，学年を追ってだんだんとそうした考がなくなる。集中度が高

くなるわけであろう。しかし学期によってちがう。3年の1学期が特によく，

4年の三学期がまたその次によい。すなわち文題の性質によるところもあると

思われる。

　各学年末の「せんせい」の文に．ついて1年～4年を調べると，

　　　　1年　　　　2年　　　　3年　　　 4年
　　　56．　8％．　Z9．　5％　23．　4％　4．　4％

　この数字だけでいうと，学年的にだんだんよくなり，3年から4年になって

急によくなるようである。

　　　　　B．同一の経験を書かせた作文にみられる発達

　4年になってから，従来の課題作文のほかIC，種々のiヨ的のもとに，文を書

く能力はどのように発達しているかも，あわせ冤るようにした。その一つとし

て春秋2期に行われる遠足を利用して，作文を書かせることを，実験学校に試

みてみた。

　　遠足文

　遠足：文は，多くの児童が，一様に．同一の経験をしたことを書くわけだから，

経験の相違からくる表現の差ではなくて，各人の真の表現能力が箆られるはず

であるし，また，ようやく個人差が大きくなってきたこの期の児童の表現能力

の実態が，具体：的にとらえられるはずである。

　1．　文字墨と発達
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文字量の発達は，課題作文にも，著しく現われ，発達の一一・つの現象として取

りあげられたが，遠足の臨交では，この女森森が，いっそう上昇している。

　　　　　　　課題作文学年別平均文字数：と遠足文の文字数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験学校

課題　1 ともだち わたくしのうち せんせい 春の遠足

三山期末 2学期末 3学期末 1学期

睡の齪一1・学期

三年

Q年

R年

S年

T年　　　　

66字

R75

S95

T66（383）

V01（468）

198字

R46

T00

T70（385）

244字

R45

R93

T06（34ま） 859（596）

W16（544）

　　　　｝
@　　　i

V36（490）

@　　　｝

　　作文飯要時聞　　　1年～3年　　　30分聞

　　　　　　　　　　4年以後　　　　45分間

　　　　　　（）内の数字は，30分間に換算した交字数

　これは，遠足作文が，経験したことを時間的経過に従って，叙述していけぼひ

ととおり書くことができるという比較的叙述しやすい性質によると思われる。

　そのためか，朝早く起きて遠足の仕度をして登校したことから始まって，§

的地につき，遊んだり，たべたりしてやがて帰途につき，解散，帰宅，就寝と

いう一日の様子が平板に書き流されているものも数多くある。

　課題作文で，文字量が学年的発達につれて増加しながらも，時に中だるみが

見られたのは，総体的に書く意欲・書く能力がついてきての自然増量という結

果になつkこと，中学年にもなると，題目によって，書く意欲や分量が左右さ

れること，上位者になると，：主題に．即して叙述を展開させようとして，：文がま

とめられる結果，量的にはむしろひきしめられてくるなどの諸現象があること

が見出されたが，遠足の作交にも，同様の現象がみられた。

　同一の経験が，4年1学期の春の遠足では，最多2，　224字（女児）最少376字

（男児），4年2学期の秋の遠足では最多2，　646字（女児）最少352字（男児）と

いうような開きを見せて表現されている。分量の多いのでは，遠足の具体的描

写や新しい経験の印象を詳細に表現した結果という，分量と内容の一致した，
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第子 遠足の作文
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すぐれたものもあるが，一一一一Hの経験を細大となく書きつづる平板羅列型に終る

ものが多く，分量の多いもの，必ずしも，内容がすぐれているとは限らない。

この傾向は，女児の方に多く見られる。また，逮足という新しい経験を，何の

感動も，印象も添さず，極めて，無感覚に400字たらずであっさりと書きあげ

てしまう型もあって，作文があまり好きでない男児に，比較釣多く見られた。

　　　　交字量から見た作文能力の型

　遠足俘：文の方が，課題作文に比べると総体的に分量が多くなっているが，な

お，簡人別に：文字量という点から見ると，次のような現象があることがわかる。

　（1）文字量：が，多少いずれかの独こ大体きまっているもの。

　3嗣の遠足作文の個人鋼文字量を見ると，時期によって，分量にかなり繊入

があるごとがわかる。しかし，そういう中でも，　どの場舎でも多くかく方と

か，その反対に，いつでもこの程度の二二であるといった，比較的，二字量が

ぎまっているものがある。こうした型に属するものは，内容評価の方でも，常

に4か5とか，あるいは，1，2といったように，作文旧記がほぼ定まってい

る。これらは，自分の経験なり，感想を表現するに際して，多少の出入はあっ

てもすでに，きまった叙述態度，叙述量ともいうべきものをもっているとみら

れる。もちろん，あとで見るように，作文を書く場合の，蓑現対象への興味や

関心の度合によって，叙述に伸縮があり，その結果分星1こ増減があることは，

いうまでもないが，そのような考慮をはらいながら見ると，そうした傾向が認

められるのである。

．／2）文字量に増減のゆれのあるもの

　（1）のような傾向に対して，書くたびに分量の増減の差がはなはだしいものが

ある。これらは，特甥の例を除いては，中・下位クラJik　1”多く，作交を書く時

の閣心の度合，気分によって非常に左右されるようである。

　これら（1）と（2）の型を通して，さらに次のようなことがいえる。

　経験なり感想なりを表現する場・含に，どの場合でも，呉体的描写や説明を多

く使って，表現しようとすることを全藏的に精細に叙述しようとし，従って常

に相当の分量を必要とするものと，表現しようとする対象に焦点をあてて，簡

潔にまとめて書くものとがある。これらは，今までに，文章表現における叙述
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型と構想型という二つの型，特徴として，とりあげられたものであるが，中学

年の段階で，すでに，そうした型の発生，あるいは，傾向が存することが認め

られる。なお，この現象は，傾向的にではあるが，男児に後者のタイプが多く，

女児に前者のタイプが多い，また，男児でも，理数科系統の学科がすぐれてい

るものに，後考のタイプが多く，他教科に比べて騨語科がずぬけてすぐれてい

るものに，前者のタイプで特に優秀な者が見受けられた。

　2．　主題意識の発達

　作文を書くという言語活動の中で，最も中心的な力である主題意識が，中学

年になっていちじるしくついてきたことは，課題作文の中で，認められたこと

であるが，遠足の作文を書かせた場舎，次のように，興味ある結果が現われた。

「○日に行った遠足のことを作文にかいてもらう」という条件のもとに書いた

遠足作文の題が年次を追うごとに分化し，その種類も増加していったことであ

る。（比較のために，高学年（5年）の分もあげておく。）

　4年1学期（春の遠足）

題（7種）

　遠足

　春の遠足

　遠足のH

　雨でのびた遠足

　のびた遠足

　村山貯水池

　ユネスコ村

男20入　　女24人

（男16人　　女正8人

（　1　　　　0

（　0　　　　2

（　1　　　　1

（　0　　　　2

（　1　　　　0

（　1　　　　1

計44人

計34人）

　1）
　2　）

　2　）

　2　）

　1　）

　2　）

iO／e

77．　4

2．3

4．5

4．5

4．5

2．3

4．5

　80％近くの者は，ただ遠足の題で書いている。ごく数人の子が遠足の中から

何かもう少ししぼって書きたいという意欲が出て，こうした題名をつけたと思

われる。事実，「村山貯水池」と題して書いた子は，清景が躍如として，よく書

けていた。

4年2学期（秋の遠足）

題G5種）

　遠足

　たのしい遠足

　たのしい秋の遠足

　秋の遠足

男17人中　女25人中　計42人

（　4　5　9　）
（　韮　　　　1　　　　2　）

（　4　7　11）
（　O　5　5　）
　　110

％

21．3

4．8

26．2

1L8



　待ちに待った遠足

　ぼくらの遠足

　みんなの遠足

　遠足の日

　爾の遠足

　雨の中の遠足

　遠足の日の朝

　　10月18日

　高麗神祉

　高麗村

　無題
　　（遠足不参加煮）

5年1学期（春の遠足）

題（17種）

　遠足

　春の遠足

　楽しい春の遠：足

　楽しい遠足

　楽しい遠足縮模湖

　楽しかった遠足

　　ぼくらの遠足

　待ちに待った遠足

　楽しかった郊外教援

　春の郊外教授「相模湖」

　つかれた遠足

　相模湖

　　弁天島

　弁天島でのひととき

　学校から弁天島まで

　電車の中

　遠足のN
　　（遠足不参加者）

5年2学期｝毫ニセよ，

題

　遠足（えんそく）

　秋の遠足

0
玉
0
0
0
1
1
一
2
1
玉
1

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

2
0
五
1
1
0
G
O
2
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0
3

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

2
1
1
重
！
1
1
！
4
正
玉
4

男20人中　女24人中　計44人

3
2
藍
3
0
G
1
2
1
三
！
2
正
正
1
0
0
2

2
0
－
3
1
2
0
2
0
0
0
1
0
0
0
1
1
2

さらに．これが，27種に．なっている。

男17人中　女27人中

（　3　　　　2
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111

）
）
）
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）
）
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）
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5
2
2
6
正
2
1
4
五
1
1
3
1
1
玉
王
1
4

計44人

　5　）

　7　）

8
4
4
4
4
4
4
4
5
4
4

4
2
2
2
2
2
2
2
9
2
2

　
4
5
5
3
3
5
3
0
3
3
3
8
3
3
3
3
3

％
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2
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3

％
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秋の遠足醤油髭学

楽い・遠足

たのしかった遠足

たのしかった秋の遠足

たのしい秋の遠足

たのしい野田の遠驚

遠足の一潟

つまらない遠足

秋の校外教擾

野田市へ校外教授

清水公園

溝水公園の下

戸醤油工場見学

キッP　一一マソ醤油見学

野田醤油作見学

野田醤抽見学

醤油工場見学

野蹴蓄抽工場見学

しよゆ（しょうゆ）見学

第七工場見学

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

しょうゆのできるまでの見学（

野田帝見学　　　　　　　　（

醤播の知識　　　　　　　　（

～会（園）で行った遠足　　．〈

こまっていた先生　　　　　（

（遠足不参加者）　　　　　　（

0
0
0
0
0
0
0
0
1
！
1
1
1
1
1
1
1
0
1
0
0
1
1
0
1
2

1
3
2
2
1
！
－
王
0
0
1
0
0
1
（
）
0
0
1
0
1
1
i
O
1
0
2

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

玉
3
2
2
1
1
1
1
1
圭
2
1
三
2
1
王
1
1
董
1
1
2
1
1
重
4

3
7
5
5
3
3
3
3
3
3
5
3
3
5
3
3
3
3
3
3
3
5
3
3
3

2
6
4
4
2
2
2
2
2
2
4
2
2
4
2
2
2
2
2
2
2
4
2
2
2

　このように，同じ，遠足の文を書くにあたって，はじめは，大ざっぱな題

「遠足」で書いていたものが，だんだん，圃有な題を欲するようになるという

ことは，主題意識が培われてきた一つの証明ではなかろうか。朝起きて顔を洗

ってごはんを食べてからに始まる，遠足の経験を，時閥を追って，ただ平板に

羅列L，ていく，低い段階では，題はなんでもよかったのであるが，そうした平

板な叙述にあき，何か，まとめて書こうとする気持が，この遠足交を書かせた

際の題のつけ方に現われていると思われるのである。これらの題では，六体に

おいて，はっきりした題名をつけたものが，叙述もたしかであった0
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　ただ，せっかく，新しく題を選んでおきながら，その主題をもりあがらせる

ような構想や叙述の力が伴なわないものもあり，「たのしい遠足」がたのしそう

に書かれていないという，1主題の展開力の貧しさ，叙述力の不足をあらわして

いるものがあって，課題作文にみられた主題を展開する力の足りなさが，遠足

文め中にも具体的に添されている。（書くに．あたって，教師は，特別，催々に

題をつけるようにとは，指示していない。）このことの裏づけとなると思われる

ものに，夏休みが終った2年の2学期初め，自由作：文を書かせたところ，題を

つけて書いたもの25人（男子17中30入，女子29人中ユ5人）で，他の2！人

の者は，題なしの作文を書いたことである。

　そういう無題の作文はただ，なんとなく遊んだことや，したことが書き流さ

れていて，主題意識はきわめて低く，叙述に．もまとまりがないものであった。

なお，題をつけたもので，「あそんだこと」「おまつりのこと」「うみへいったこ

と」ヂいなか1’こいつたこと」など「……すること」という形式の題が半分ほどあ

ったが，「おまつi）」「ぷうる」「さつえい」という題陰形式で書いた作文内容と

比べた場合，やや劣り，主題意識のつく過程を表わしているように思われた。

　これら，主題意識による題屋と叙述展開との関係をみると次のようになる。

　4年1学期　題目7種

　このうち，「村山貯水池」（G．A．）は，主題に即してみごとに展開されてお

り，「のびた遠足」（S、K．）「ユネスコ村！（N．　H：．，　H：．　C．）の作は，一応主

題にふれているが，ただ叙述力がそれに伴なわない。「雨でのびた遠足」（N．

K．）は，主題にややふれている。

　4年2学期

　「遠足のβの朝」（O．S．），「高麗神社」（H．　K．）は主題に即してよく書け

ている。

　しかし，「雨の遠足」（K．E。）「雨の中の遠足」（T．1．）では，文中に，爾

の降ったことなど…言もふれていないというものもある。最初，主題をきめて

霧こうとしながら，叙述を重ねるうちに，題を書いた時の意識がうすれ，文中

に，展隔されずに二三ってしまうのである。このことは，課題作文の中で，たと

えば，「わたくしの家」などで，最初に家族の紹介を始め，「うちのおねえさんは
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デパートに．つとめています。」と書いて，次には，デパーFの方に意識が流れて

しまい，あとはデパ・一一トに遊びに行った叙述で終ってしまって，結局，主題外

れの文となってしまう過程と同じ現象であろう。

　比較のために，5年1学期の遠足文を見ると，「弁天島でのひととき」（0．

S．）「学校から弁天島まで」（H．A．）「つかれた遠足」などをはじめとして，

題目に即してよくまとめて書かれているものが冒立って多くなっているQまだ

中には，題9に即して書かれてはいるが，叙述性に乏しいうらみのあるもの，

主題とははなれている，または，主題の気分が表現されていないものなどが，

数人あったが，しかし，全体としては，題目の数が示すように，意識としては，

山立ってついてきていることがわかる。なお，概して，「たのしい遠足」とか

「待ちに．まった遠足」とかいうような概念的なきまりきった題を選ぶ者の方が

いきいきした主題の展開がみられないという現象があった。

　中学年にみられた主題意識の発達に関連して，この期になると，主題に即し

て，重点的に表現をあんばいする能力も，上位の子にはついてくる。たとえば，

4年の2学期（31．10．）秋の遠足では，せっかくの昼休みのころから雨が降っ

てきて，その前後はただ歩いただけ。見たものは，朝鮮の若回目の墓とか，天

下大将軍，地下女将軍の将軍標とか，二学年前のつりがねとかで，遊びたいさ

かりの男児たちに．はおもしろくない遠足であったらしい。「遠足の作文を書いて

もらいます。」といった時に，（31．10．　23．火）「つまらない遠足」という声もか

かったくらいである。

　言語能力が上位で，作文もいつも5の評価をとる男児Oは，書くことに気

のりがしないで，最初の15分ぐらいは，鉛筆をけずったり，周囲をながめたり

いたずらをしていて書かない。そのうち，rうん，たくさん書かなくてもよい事

Fを思いついたぞ。」と泓回して，書きだした。題は「遠足の朝」。そして，15分

もかからないうちにまとめてしまった。400字たらずの短い文であったが内容

は，前の晩から，弟と早起きの競争をしょうと約束し，うまく，弟にだしぬか

れ，あわてて，遠足に行くために，学校へ出かけて行くという，遠足の朝のは

ずんだ気持と二二がいきいきと書かれてあった。

　　　　　　　　　遠足の日の朝　　　　　　　　　　（4年2学期）0男
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　ぼくは，遠足の前のばん一’一4fSの弟に「明日どっちが早く起ぎるか競争しようよQjと

いうと，『よしきた』といっていせいよく引き受け』た。

　いよいよ朝になった。飛び起ぎて見ると，弟のふとんは，ふくれあがっていた。（し

めた）と思ってよく見ると頭が出ていない。もぐっているのだろうと思ってのぞいて

みると，中は，もぬけのからだ。（しまった）と思った時に，だれかがぼくの頭を塑

かがふいにポカリと，なぐった。

　「いてっ。」といって，げんこつの飛んできた方を見ると，弟が，『えへっ。』とわら

って立っている。

　にくらしくなってなぐり返そうとしたが，自分が，きめたことなので，しかたがな

い。ぼくは，（あんなやくそくするんじゃなかった）と愚つた。

　そして，いそいでき返（着か）えて，顔をあらった。そして，ごはんを食べて家を，

飛び糾したe

　0児は，どちらかというと構想型に属するタイプで，いつも，比較酌簡潔に

きびきびとまとめているが，この時は，とりわけ短く，まとめあげてしまって

いる。このことは．作文能力の発達を，最的に見た場合，従来，3・4年で，

すでに中だるみあるいは，頭うちが晃られるというような説が行われていたこ

とと関連して，おもしろい現象であると思われる。作文能力がかなりついてぎ

ている児童では，与えられた主題・題康に対して，このような反応を鋭緻に自

在に示すことができるからであって，そう見てくると秋の遠足文は，4年1学

期と5年1学期の前後の遠足文に比べて総体的に文字数が減少しているのも，

共通の理由からであろうと思われる。

　3．　叙述面に見られる発達

　叙述面における発達は，変化の多い課題作文においてよく見られたが，同一

経験の表現である遠足交からも，いくつかの発達の二二が認められた。

　（1）羅列酌表現から包括的表現へ

　児童は，自分の経験したことを叙述する場合，それを整理して，大事なこと

と，そうでないこととをえりわけて表現することがなかなかできない。そこで

細大となく羅列してかいてしまうという段階が低学年のころに，は見られたttそ

れが，中学年では，だんだん重点的に表現できるようになってきている。

　遠足に行くと，蟹酌地に着いて，そこで記念写真をとるのが，この学校の習

慣であるが，この場合の叙述を逓して，それを見ることができる。
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　4年の1学期では，比較的下位のものに，まだこの傾向が残っている。（以下

いずれも実験学校）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M女

　　貯水池のところでしゃしんを一組からし一？しんをとりました。こんどは二組になり

　ました。そのつぎが三組になりました。やっと四組になりました。四組がすんだら下

　のほうにいっておべんとうをたべますから，かくはんをつくりました◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T女

　　えきにつくとこんどは村肉貯水池まであるきました。そこで三奪生がしゃしんをと

　ってから四年盆の一組，つぎが二組，そのつぎが三紹，いよいよ四組がしreしんをと

　ってからしたにおりておべんとうにしました。

　なお，4年の2学期の秋の遠足でも，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u女

　　そして一組からしゃしんをとりました　つぎは二組です　こ二縄が終ってこんどは三

　組です。三組がすんでこんどは四組です　みんな写真をとってからじゃっこうのはか

　にきました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S女

　　写しんを写す時一二翼四組やっと私たちのばんがきました。うつすのがやがて終っ
tt ﾄみんなで，じゃこう（若光）のはかお見ました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T女

　　お寺にきてから一縄，二組，i三組，四組としゃしんを取ってからじゃっこう王のお

　はかを見てからかいだんをのぼってからつウがねをみてからおりてきてこんどは神徴

　にいきました。

　（この丁女は，春の遠足の時よりやや進歩したが，相かわらずである。）

というふうにまだ痕跡をとどめているが，大部分は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A女

　　こまの駅から「一時間」ほど歩いた所に「聖天院」というお寺がありました。そこ

　で一一一“組から順々に写真をとりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M女

　　神社の前で写真を一組から順々に写しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　W女

　　一一組二組の績に，しょうてんいんの前で写しんをうつした。

というふうに整理した表現がとれるようになっている。1学期にだらだらと羅
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列したM女（前掲）も，

　　一組から写莫をとりました。やっと四組のばんになし㈲ました。

というようになっている。

　これは，下位考の開にみられる叙述上の一つの発達の型であって，上位渚で

ぱ，早くから，

　（4年！学期）　　　　　　　　　　　　　　0男

　　ちょすいちのていぼうをわたって，そばの平やの所でしvしんを綴べつにとりまし

　たっ

　（4年ユ学期）　　　　　　　　　　　　　　M女

　　泓たちは湖の近くでしゃしんを坂りましたeこの時先生が「みんなわらって」とV．S

　oたので私たちは思わずわらってしまいました。

　（4年1学期）　　　　　　　　　　　　艦　　　H女

　　やっと村山ちょすいちのていぼうが，おわったのでおべんとうだと恩っていると，

　先生が「しゃしんをとります。」というのでがっかりしてしまいました。

　　～組工組三縄が終るまでちょすいちを見ていると白いさかながいましたので，びづ

　くりしてしまいました．ちkすいちにもさかながいるなんてふしぎでたまりません。：

　肉こうで男の子たちがちょすいちの中に足をいれたのでびっくりしてしまいました。

　私たちがのむ水はだいなしになってしまうと思いました。「四組」と先生がいったので

　しs・しんをとりました。

というように，上位春では同じ事がらや場薦を，このように，簡潔に書いたり

具体自勺描写を加えて，いきいきと情景を描き添えたりして，叙述上の個人差の

大きさを現わしている。　　　　・

　この叙述の羅列は，この段階では次のような形でも多く現われる。

　（4年1学期）　　　　　　　　　　　　　　　　　　S勇

　　そしてみを賜わったら先生のところへいってみたらまだじかんがあるからじんぼう

　くんたちと木をさがしていたらみんながやまのした（に）いっているからぼくもしたえ8

　いってじんぼうくんとくしはしくんとはせがわくんとさとうくんとすずきくんとたか

　はしくんとにしのくんとみやのくんとならとくんだけでたんけんたいをしてあそんで

　いたらまたふえがなったのであつまってでんしゃにのってかえりました。

　これも下位者に多く見られる傾向であるが，1警分と遊んだり，行動を共にし

たりする：友入の名の列挙羅列である。これは，課題作文において，低学年の段

階では，中位クラスにはもちろん，上位クラスにも特に冤られる現象であった
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が，中学年になっても下位クラスには，これがまだ残存しているのである。

　つぎのは，同じく春の遠足（1学期）でみられた，中位クラスの作文の一部

である。

　　　雨でのびた遠足　　　　　　　　　　4年1学期　　A女

　　だんだん27臼，28臼，29臼，30臼，四月も終りました。1臼，2H，3H，4H，

　5日，66，7H，8日とだんだん日がたちました。いよいよあしたは遠足です。

　叙述の上で，どこに重点を置いて，他は省略するか，というような選択と省

筆とがまだ十分できない段階であることがわかる。

　この選択と雀略する能力が，成人の場合では，もっと作声全体の構成や大き

な叙述薗に多く表われるのであるが，児童のこの段階では，それらはもちろん

のこと，細部の叙述のこうした面にまでも現われているのである。

　必要なことと，不必要なこととを選択して，書きわけるということは，さら

に，会話をうつす場合に．も現われている◎会話を叙述の地の交に挿入して，文

に具体性をもたせるということは，書く能力の発達の上では，ただの叙述文よ

りも，一段と高い段階であり，低学年の後期あたりから徐々に．使用され始めて

きた。

　しかし，その会話も，その叙述に具体性を与え，精細な描写とするためには，

やりとりされた会話のうち，最も叙述に効果のある部分だけを選び出して加え

ることであるが，低い段階では，それができない。そこでとりかわされk会話

が細大となく書き出されてしまうのである。これは，前のいくつかの例1こみら

れた羅列型と共通する，中学年に残っている，叙述力の不足の現われであると

思われる。

　　　楽しい秋の遠足　　　　　　　　　　　4年2学期　　S女

　　きょうはたのしいえんそくですあさはやくおきておべ㈹とうお㈲つくってそのつぎ

　〈ぎ〉はりく（リュック）のなかえ（A）L・れましたそれからおかしやくだものをいれました。

　ちょうどそのときていちゃんがむかえにきましたあたしいまかおお㈲あらうからま⑤

　ててねといいましたていちゃんがいまとけいお（勧みてはやか（O）たらま←D）ててあげるお

　そかったらまてないといいましたわたしわ㈱いまとけいお㈲みてくるから：T（D）ててね

　わたしはとけいお㈲みにいきましたいまちょうど6時でした

　　わたしはていちゃんにいまちょうど6時よあと一時間あるわよといったらうんま（D）

　・ててあげるといいましたわたしわ㈱よかったとおもいました
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　　かおお（を）あらってからあたまお（を）とかしながらいいましたいまいくからま（O）ていて

　ねといいましたていちゃんがいいわといいました。（以下省略）

　以下，こうした会話が538字（／7字詰32行ほど）も書かれている。出発まで

50行，最後の1枚（17×25）に，穏的地についたことと，かえりまでのことが

書いてあるのである。こうした叙述上の省筆ができないことは，文の構想とも

密接な関係があることは，いうまでもない。

　　　「そして」の多用

　このほか、「そして」の多用，とFから」「ので」の多用とが，低い段階で盈

につく。

　「そして」の多用とは，簡単な単：文形式の文を「そして」をつけていくつも

重ねて行く叙法であるQこの場合の「そして」は接続詞としての用法・役慰と

いうよりむしろ話しことばにおける，「ええ」といったはさみことばのように，

文表現（書く表現）を続けていく間に出てくる，間投詞的な性質をおびて使わ

れていると思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4年1学期　　N女

　　そしていろいろのいえをみました。

　　そしてどのくらにできたか，かんじょうしたら同じρうなんことありました。（略）

　　そしてピリピリとふえがなりました。

　　そしていそいでかけてきました。

　　そしてならんであるきました。

　　　「ので」「から」の多用

　これと対照的なのが，「ので」「から」を伴うながながと続く複文形式で，文

にきれめがなく，墨画の関係，照応も乱れて，何をのべようとしているかわか

らないものがある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4年1二巴｝l　　S男

　う㈱らやまちょすいちについてがけにのりました。そしてがけのとこと（で）しゃし

んをうつしてがけのしたて（A）いっておべんとうをたべてみんなとあそんでいたらさと

うくんがおたまじゃくしをとってきたのでどこでとってきたのときいたらいけでとっ

てきたんだよっといったからぼくもいけへいっておたまじゃくしをとっていたらいけ

のうしろでみんながなんかをやっているからぼくもいってみたらみんながみつをのん
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　でいたのでぼくもみ（ず）をのんでみん㈲がいるところえ（へい〉ってあそんでいたらふ

　えをならしたのでまたならんでおとぎでんしゃのりばえいってみたらすいどうがあっ

　たからまほうびんにみつをいれておとぎでんしゃにのりました。

　これらは，とも1こ，低い段階の者にみられる二つの大きな対照的な型である。

　4．・語いのひろがり

　課題作文で，学年ごとに語いのひろがりが見られたが，遠足の作文でも，児

童が，だんだん，読みもの等からの影響を受けて，語彙が拡充して行く状況が

みられた。

　空は逼本詣れです。（4の1。O男　上位者）

　「朝」お爲さまにごに．こ臼本ば才しだった。（4の1。S女　下位者）

　というふうに，上位旛でも，下位者でも，既成の語を利飛している。S女は

特殊の障審から言語能力は低い方であるが，非常な読書好きで，ひまさえあれ

ば，本ばかり読んでおり，この時の作文「遠足」は総体的には，低かったが部

分蜘こはすぐれた所もあった。「お日さまにこにこ日本ばれです」など，児童

らしい自然のことばと既成の概念語とをうまく組みあわせて用いているといえ

る。このほか，「からりとはれたいいお天気になった。」（W女，上位者）とい

うような，修飾語も使うなど，語いのひろがりが目につく。

　4年1学期の遠足の文から，従来作文能力が上位ではなかった児董の使用し

☆：語いを拾ってみても

　　しょんぼり学校へ行きました。

　　ずいぶんだかい所ですから，下に歩いている人がありのように見えます。

ですからもうおおさわぎ，おまつりのようでした。

爾がふってとりやめでしたが

やがておべんとうができました。

心ぼそく思いました。

黙々の家を見ているうちに

まもなく西武囲のえきにつきました。

かえりの電工i叢はきゅうくつで，もうつぶされてしまいそうです。

（S女）

（M女）

　　電車の中で，ぼくがしんぼうになりました。みんなぼくにっかまっていました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（S男）

というように，中学年になって作交能力の発達に伴ない，新しい語いのじょう

ずな使用が目につくのであるQ
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　これが上位者になると，おとなのように欝由に使用している。

　　戸があいたらみんなおし合いで「わあ」と雷って入って行った。私はその中に毒、寳

　れていっしょに入った．　　　　　　　　　　　　　　　　　（4の1W女）

　　私たちがのむ水はだいなしになってしまうと思いました。　　（4のIH女）

　　と中のふうけいはすばらしいながめだ。

　　麦畑がありそのそばに小規がある。ぼく1まいつもそのような暫に佐みたいと思って

　いた。

　　十五分ぐらいあるくとついに　もくてき地多摩湖（村1烹【貯水池）についた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4の1　0男）

　　まどから見ていると，ゆきの時とはんたいにいなかから康寒のけしきになりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4の10男）

　語い拡充ということは，中学年での一つの発達を示す特徴であるが，しかし

他面次のような現象もあるQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4年2学期　K女

　　そうしたら，四年生の人がいっぱいきてうんどうばであそんでいました。そうした

　ら先生たちが，いっぱい，ちょうれいだいのまえに．きて，掛上先生が，ふえをピリピ

　リーとふいたら四年生が，いっぱいあつまってきました。

　「いっぱい」という語は，この場合，この子1”とって実感なのではあろうが

同じ語をくり返している語いの乏しさが，この文を低いものにしているQこの

子は，作文の時は，いつも非常に早く，そして，大量に書くが，内容が伴なわ

なくて，よい作文にならないのは，一つに，この語いの乏しさがあるからであ

ろう。その情祭や自分の気持に適した語いを考えたり，選んだりして使うとい

うことなしに，思いつくまま，筆の走るままにどんどん書き流していくせいか，

書くわりに進歩のあとが見られないのである。

　5。文法・句読点・表記などにみられる傾向

　作文能力の基礎な要素の一つである，文法，句読点，表記などの申学年にみ

られる発達は，課題馬鐸の方で，くわしくのべられるはずであるから，ここで

は省略する。

　ただ，文法上では，

　（1）助詞の誤凧　とりわけ，「を」と「に」の使いわけ

　　（例　電車をのりました。）
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　（2）主語・述語・修飾語の重複

　　私が趨きたのは五時半に起きました。　　　　　　　　　　（4の2　U女）

　　KさんとSさんとNさんと私とおべんとうおたべましたが，爾がぽとりぽとりと雨

　がふってきました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4の2　U女）

　　わたくしは，K子ちゃんとWさんと，　Hさんと，わたくしと，四人でごはんをたべ

　豪した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4の2　M女）

　　私しははじめて見．たひこうじょうなのでひこうじょうってこういうところかなとは

　じめてわかりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4の2　H女）

　㈲　主述の脱落や混乱

　　それから三十分ぐらい歩いていると，轟麗の駅まできてから，電車に乗って単のう

　（飯能）の駅でのりかえて駈沢のえきまできてのりかえてしんじゅ（ゆ）くの駅では（わ）

　かれた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4の2　N男）

　　こまの駅からあるくのであるいていきました。そのとち疹）うはし（橋）のところで

　話しました。（先生が川について話したことが，弛の作交からわかる。）こわれてるは

　しもとをりましたっ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4の2　N女）

などの誤りが掻立ち，これらは，すでに一般に指摘されているところであるQ

　句読点が正しく使襯できないものも，案外にまだ多く，誤字や説字もまだ多

い。かたかな袈記も徹底して行われていない，かなづかいの誤りが匿につくな

ど，中学年の毅階では，まだいろいろの問題があるが，しかし，低学年のころ

に比べると，表現内容の発達とともに，総体的に，しっかりと読みやすく書け

るよう1こなってきているQ

C　いろいろな霞的に応じて文を書く能力の発達

　作文教育の目標は，手紙，記録，報告，溝記など，いろいろの顕的に慈じて

適当な彫式や内容の文が自慮に書けることであり，コミュ＝・ケーーションのため

の書くカが重くみられている濁在，課題の生漉作文ドともだち」「泓のうち」

「先生」の締果だけから，児童の文を書く能ヵのすべては把握しにくいし，また．

4年ごろになるとう現実の書く活動や．作業も，もっと多岐にわたってくる。

　従来の課題作文での臨己中心の経験や行動の記述のほかに，冨的をもった作

文，たとえば逓儒文や記録文を書く力はどの程度ついているかということをみ

るため1こ，4年の2学期末；こは手紙文を，3学期末には記録文を書かせてみた。
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（！笠文Bテス’t　’）

　乱　手紙文を書く雛力

　賜題の：構成

　（1＞　一二に応じて文を無く能力をみる。

　　　一定の条件を与えて，手紙交を得かせ，内容．形式両翻か・う評価する。

　（幻　手紙皮の良：香の覇断力テスト

　　　ニつの手紙文を読んで，どちらが，手紙文としてよいかを弁鋼させるテ

　　スト。

　すなわち，（1＞誕生隙こ友だちを招く手紙文を一定の条件を与えて霧かせ，㈲

招かれた友だちに，断りの手紙を書いた二つの手紙文を読み比べさせて言どち

らがよいかを聞い，さらにその理由をたずねるという，手紙文を書く力と，そ

の良否を判嘱する力との二つがみられるように問題を作成した。

　　　　　　俘文　Bテスト　　　　　もんだい　（i）

　　　たろうさんの　たんじょう羅は，12甥9i13ですeその黙は，ちょうどiLl　Mう日な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　いハ　　　　かい
　　ので，おとうさんや　おかあさんが，お祝いの会をしてくださることになりました。
　　　　　　　　　　　　　t’・”〉こ5　　　　　　　　　　　耗も
　　たろうさんは，その賦こ，学校のなかよしのお友だちにきてもらって，みんなでご
　　　　　　　　　　　　　　　　りゲこ　　ちそうをたべたり，そのあとで　歌をうたったり，かみしばいをしたりして，たの

　　しくあそぶつもりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とも　　　　　　　　　　　　　すこ　　　　　　　　　　　まち
　　　まさおさんは，たろうさんのいちばんなかよしの友だちですが，少しはなれた町
　　　　　　　　　　　　　いま　　　　　　　　　うりラニう
　　におひっこしをしたので，今はちがう学校にいます。

　　　たろうさんは，まさおさんにも，おたんじょう職こきてもらいたいので，さそい

　　のてがみを書こうとおもっています，

　　それから，てがみの中には，つぎのことも，わすれないで，雷かなくてはいけな
　　　おも　　いと思いました。

　　○ごちそうのしたくのために，12鍔6鷺までに，こられるかどうかのへんじをも

　　　　らうこと。

　　○計時までに，みんなにあつまってもらうようにすること。

　　○たろうさんはこのあいだ，まさおさんから「おもしろい　かみしばいをつくっ

　　　た」というてがみをもらいました。それで，たんじょう球こは，ぜひ，そのか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ　　　みしばいをもってきて，かみしばいのじ訟うずな　まさおさんにやってもらい

　　　1「tいということe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　か
　　たろうさんにかわって，あなたが，まさおさんにてがみを書くとしたら，どう書

　いたら，いいでし潔うか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　1．23



　　　　　　　　　　　　　か　　つぎのかみに，てがみを　書いてください。（手紙文を書く用紙は，男llに配布．する。）

　　　てがみを　嵩ず日は，1！月30Nです。

　　鰯　女児の場倉は，たか子さん，まさ子さんにした。

　　　　　作文　Bテスト　　　　　もんだい　（2）

　　まさおさんは，たろうさんから，たんじ舌う巳にあそびにくるように之いう，さ

　そいのてがみをもらいました。

　　まさおさんは，なかよしのたろうさんのうちですから，ぜひ行きたいのですが，

　こまったことに，ちょ5ど，12月9観は，いなかのおばあさんが，じkうぶでなが
　　　　　　　　　　　いわ
　いきしているのを，お祝いする臼になっています。

　　まさおさんは，8巳から，とまりがげで，おとうさんと，いなかに行かなくては

　なりません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いわ　　それで，せっかくの　たろうさんのたんじょう祝いには，行けなくなってしまい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　ましたので，そのおことわりのてがみを，書くことにしました。

　　しかし，せっかくたのしみにしているかみしばいをしないと，みんなもつまらな
　　　　　　むも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おも
　いだろうと思って，かみしばいをとどけてあげようと思いました。

、　つぎに，まさおさんのへんじのてがみが二つあります。どちらのてがみが，よい
　　おも　　　　　　　　　　　　　　　　おも

　と思いますか。よいと1悪、うのに，○をつけなさい。そして，どうしてよいのか，そ

　　　　　か
　のわけを書いてください。

Cll）

たろうさん，おたんじょういわいに，さそってくれて　ありがとう。

みんなが，せっかくまっているのに，ぼくがかみしばいをしないと　つまらな

いでしょうから，かみしばいを　とどけます。

おいしいごちそうが　たべられるし，うたをうたったり，かみしばいをしてあ

そべるから，行きたいけれど，その巳は　おとうさんと　いなかへ行かなけれ

ばならないので，行かれなくなりました。
　　　　　　　　　　　　いわいなかでも，おばあさんのお祝いなので，ごちそうがあったり，にぎやかだと

いうことです。
ぎ　しや　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　

汽車にのって，とまりがけなので，今からたのしみにしています。
　　　　　　　　　　　　はなし
かえってきたら，いなかのお話をしましよう。

　　　　　　　　　　　いでは，みなさんによろしぐ言ってください。　　　　さようなら

　　12月4日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まさお

　たろうさんへ
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たろうさん，おたんじ論ういわいに，さそってくれて　あウがとう。

きみや，みんなにあえるので，とても行きたいのだけれど，行かれなくなりま

した。

　　　　　　　　　　　　　　　いわ
それは，いなかのおばあさんの　お祝いが，ちょうど12月9職こあるので，ぼ

くは　衝の獄から，とまりがけで，おとうさんといなかへ行かなけれ1まならな

いからです。

せっかくのたのしみがだめになって，ほんとうにざんねんです。

それで，行けないかわりに，かみしばいを，9昇iにま1こあうようにとどけます

から，みてください。きみは，おはなしがうまいから，きっとみんなよろこび

ますよ。

では，おじ．さんやおばさんによろしく。みんなにもよろしく雷ってください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さようなら

　　12月4田　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まさお

　たろうさんへ

どうしてよいかのわけ　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

9　所要時間　ω　説明の1｝寺間を除き　30分

　　　it　　（2）　　　　ft　　　　　15分

・　実施の手続

　1）　（1）をやってテスト灘紙を閥収したら，つづいて（2＞をやる。一連のテストとして

　　扱う。

2）　もんだい（1＞では，なまえがたろう，まさおで，勇児に需きやすいと思われるか

　　ら，女児ζこは，たかこ，まさこというように適愚に名前をかえて，書きやすい条

　　件にしてもよいっ

　　（実験学校では，板早して，女児には，女の名まえにして扱った）

　なお，このテストは，手紙を需くことな学習L．　kかどうかによって結果がちがうの

　で，学習経験の有無を記入層層に，先生に記入してもらった．（協力学校）

　　　　　　　　　　　手紙文の学習経験の調査

（ ）学校（　　）学年 記 入 」ξξ二二

今までに手紙交を書くことを学

習した：ことがあるかどうか。あ

るとすればいつごろか。（舟年の

何学期とか，現蕉やっていると1
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隠慧讐霧副
iつ・・⑫燃融輔をして来i

lkかどうか・　　　　｝

か，なるべくくわしく。）学習し1

　　　　　　　　　　　　　ミない場合はしないことを明記しi
　　　　　　　　　　　　　｝
ておいて下さいe　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　L

i教室では手紙文を書かないが，

手紙を嶺いた経験があるかどう

刀㍉

あるとすれば

　　　妻入で弼％ぐらいか

　（　　）人　（　　）％

（1）の手紙文を，次の，五つの観点

　1．相手の立場を考えて書いているか

　2．　用件をもれなく伝えているか

　3．　順序よく書：けているか

　4．手紙文としての形式ができているか

　5．　かなづかい，文法，句読点，文字などの基礎編な面が，正しく書けているか

からみると次の表のような結果が示される。，

　　　　　　　　　実験学校　4年生　　　　　　　　　　　自分勝手な立場で

絹手の立笏を考えてかく

％
　
　

計
玖

…
函
≡

齢　
灘

男
駄

　
G

ls　i　22　i　37　17s．71

イ

騰を伝える1＝

　　　　　　2

誕生欝

時間

紙芝罵

1　18

3
8
Q
ノ

24　1　t12　1／　sg．4

17　1　3e　163．s

2i　1　39　i　83．　O

io　1　！g　140．4

　　　　　正

順序よくかく い・12221…8
形式をふまえてかく

1　11　i　ls　11　26　l　ss．3

基礎酌な力

i堤講雛li8
く

i　ロ　文法酌に
　　　　　　　　13　正い・

ハし慧解・7

〆
Q
7
（
U

重
1
2

4
．
0
7

り
）
3
3

72．　3

63．　8

78．　7

相手に．用件を押しつ

けようとしないで，

相手の安否をたずね

たり，誕生爲の説明

をして来てください

と願ったり，通信交

という性質の琶的を

考えて，絹手の立場

に立ってものを書く

態度は，4年生にな・

ると80％近くできて

いることがわかる。
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　1こ．なる

。発信人の名がない

。葭付がない

。覇付の位置が一番

　最後にくる

というように，案外

身に．ついていないと

し、うことも浄）f」　・・っ敦二。

これを同隠に実施し

た3年生と比べてみ

ると”次のようであ

る。

また，網件を伝えることも大体できるようになっている。ただこの晶晶，用件

がいくつかあって，やや複雑なためか，絹件を金般にわたって伝ええたものの

数は，案外少なく，男8人女9人置計17入（36．2％）であっft。

　誕生HのNや説明，紙芝居をもってくるようにという大きな用件は大体忘れ

ずに驚えられるようであるが，詣巳集る時間については伝え落した老が多く，

ことに，あらかじめ返事をもらうということを忘れないで，加えて書けたもの

は，40％という数に，減じている。中には，「6臼にちょっと来てください」とい

ったような問題文の読解が不十分と思われるものもかなりあった。このことは

児産が実際生活の中で，用件を伝える手紙文を書く機会が案外少ないという現

実に即した結果とも思われる。

　しかしうとにかく，手手の立場を考えながら一応用件を伝えるという通信文

を書く力は，中学年になるとかなりついていることがわかった。それが，栢手

にわかりやすいように，順序よく書くということになると，案外できなく，さ’

らに，年月臼や発信者，受儒者の名をかくといった書式上の知識は，たとえば

形式上のまちがいで，

・あてながない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　実印灸学校　 3年f／：”

Qあてなの位羅が逆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男　女　計l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ge60　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（29人）（21人）（50入）l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

陵の端鰍・か・ 1　2i　1　m　i　33　i66．o

用件を伝える

イ　誕生霞

P　時間

ハ　紙芝屡

・ユ　返察

3
呈
ノ
ー
鑑
ノ

2
つ
応
2
1

つ
魯
一
4
7

「
）
4
．
5
2

り
）
3
3
つ
凹

70．　0

68．e

70．0

44．　0

i順序よくかく い5レ2i271・4・・

開式をふ戴てかく ・レレ6i32・・

t

基礎酌な力

　　　　　　
冠購酬・・
・詫轡網・・

一認証｝
　　　　　　25しくかく｝

m

8

15

36

2・7

4e

72．　O

i
54：0

80．0
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　用件を伝えること顯序よく書くことでは，学年酌な差は認められないが，羽

車嘩場を考え磯くというよう樋三文撮1の購こ添・嬬く態度・）上で

は学年差があるし，手紙：文の形式には，いっそうそれが現われている。この媚

手の立場にたって書くことと，手紙の書式をふまえてかくということにみられ

る学年差は，協力学校も大体同じように現われている。判定を統一するために

集計整理はすべて研究所が行った。ただ、実験学校と協力学校との1樹には，枳

当学校差が見られる。

絹
手
の
立
場

用 件

誕生揖

　i実験学校

劉47入
歯i協力学校

i、辮

藁
実1験学校

　50入

　／aO　I

78．　7　［　89．　4・

77．　3

66．　0

黎劉…

93．　3

70．　0

58．　7

時間

63．　8

68．6

68．　0

61．8

紙芝履

順
序

83．0　1　40．　tl　1　46．8

髪　鶉
A　　点

55．3 72．　3

峯
汰

74．　6　1　66．　2

　　1

70．　0 44．　0

63．9　1　xll．8

73．　6　i　62．　5

54．　0　1　32．0

63．　8

1・繭・

72．　0

s3．s132．2　II　71．4

　　i　l1

54．0

65．5

誤
字

78．　7

86．　0

80．　0

84．　4

　しかし，これは，手紙文の学習経験，手紙文を書いた経験の有無によるもの

ではなかろうか。次は，学校別の手紙交の整理結果とその評価表である。

手紙文の結果 4年生

トぞ容
i学校＼＼
1．実験学校
1　（47人）

iN（30人）

iC　（47人）

iO　（引入）

樟（32人）
鼠（42人）
｝G（・6入）

ミ

lA　（6i人）
…

　　　　　　　駕件
棚手の

気持障日時聞廠編3厘喜
　Ae

78．ア

60．　0

95．　7

82．　9

75．　0

7L4
65．　2

82．0

89．　4

73．　3

63．　8

90．2

8三．2

92．9

56．　5

93．　4

63．8

40．　0

5Le
65．　9

53．　1

85．7

73．　9

90．　2

83．G　 40．4

∠｝6。7　20。0

　　ミ
44．7i　80．9
78。0旨8．0

　　ち
75．0　 2L9
81．0　　64．3

78．3　　73．9

9三．8　88。5

ブ
γ

甘
猟 形式

46．　8

66．　7

93．　6

70．　7

65．6

66．　7

ro　s．　2

78．　7

手紙文の評傾

・4・回
55．3

36．　7

95．　71

65．　9

87．5

38．　1

10．　9

90コ2

21．3

3．3

2．2

Z4
3．　1

7．　1

2．　2

1L5

ig．王

23．3

三4。9

29．　3

25．0

38．三

13．　0

29．　5

3L9
16．　7

40．　4

36．　5

25．0

28．　6

47．8

44．3

t2．　8

36．　7

34．　0

22．0

25．0

2L4
26．至

9．8

14．9

20．　0

8．　5

9．8

2L9
4．　8

iO．9

4．　9
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手紙文の結果 3年生

実験学校
（50人）

N
C
O
H
K
G
A

（60入）

（49人）

（56人）

（52人）

（52人）

（36人）

（55人）

　　　　　　粥　　件
凶手の

蜴誕州醐緯躯事
　霧
66．　0

48．　3

59．　2

69．　6

51．9

65．4

66．　7

76．　4

70．　0

58．　3

40．　8

66．1

50．　0

53．　8

55．6

74．　5

68．　0

4i．7

69．　4

58．　9

50．　0

75．　e

72．　2

69．　1

70．　0

5L7
65．　3

60．　7

57．7

69．　2

66．ア

76．　4

44．　0

6．7

38．　8

53．6

15．4

71．2

55．6

58．　2

形式

54．　0

40．　0

65．　3

57．　1

25．0

57．　7

66．　7

67．　3

32．　0

3玉．7

　0
5．4

55．　8

51．9

25．　0

29．　1

手紙文の評憾

7　1　．i－L，　Lelllli

14．o

i
．
gI
I
Z

R・？

li　2．　s

い・・

24．　oi2e．　0

11．　7i30．　e

2．　4

7．　1

7．　7

正5．4

i9．　x1

14．　5

44．　8

42．　8

15．4

36．5

19．4

手0．0

26．　oli6．　o

　　｛
26．　6130．　0

26．　426．　4

　　1

1罪1：1

25．0121．2

33．　3125．　1

38．21　5．5

　　1

興蚕表，手紙文の評｛1賑は，手紙文を五つの観点から評簡して5毅階に評点化したもの。

ただしこの場奇の5段階熟緬は，禧対酌のものでなく，絶対酌評価である。

　大きく分けると学年差が見られるが，この表でもわかるように，地域差，学

校差，（そして学年差よりも，）むしろ学級差が大きく出ているようであって，こ

のことは，手紙文の学習や経験の有無が作用している結果であると考えられる。

このテストを実施した時，二三を配布して先生には学習経験の有無等を寵入し

てもらったが，結果としては，寵入校（N．C．　H．　K．　G校）と不配入校（0．

A校など）とがあって，厳密にその差がわからなかった。ただ，飼も記入して

もらえなかった学校より，記入してもらえた学校の方が，それだけ，積極的に

学習したのではないかと患われるふしがないでもなく事実，寵入校の方が，な

らして成績がよいようである。ただ，おもしろいことは，学習したためか，非

常に金体的によい手紙文が書け丸学校と，学習したわりには，それほど効果の

晃られない学校とがある（，教科書で，手紙文が嵐ていて，それを読んだ場合な

ど，手紙文の読解として終ってしまって，児童の力には，手紙交を書くカとし

ては，身につかないということと，中学年の段階では，まだ実際生海上，今團

の手紙文のような，かなり複雑なものは，書く必要もないし，実際書いてもい

ないということもあろう。

　手紙：文に見られ、る具体例

　轡かせた手紙文に．は，完全にこの場含の通信文として書けているものと，い
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ろいうな不備なものと，かなりの棚入差が見られた。（以下，実験学校児童）

こ上位のもの〕 4年　　H女

　　　だんだん寒くなりました。

　　　まさ子さんお元気ですか。

　　‘わたしも元気です。

　　　12月9買はわたしのおたんじょ（う）田です。

　　　日曜なので，お概さんや，お父さんがお祝いの会をしてくださることになりま

　　した。ごようがなければ，来てください。ごちそうのしたくのために12月6臼ま

　　でに，こられるか，どうか返事をしてください。
1

｝　　あつまる時間は11時までです。

1まさ子さ遮（から）・のあいだ「おもしろいかみ麟酢・た」・いう轍

　　をもらいましたね。ほかのお：友だちもよぶのでまさ子さんが俘つたかみしばいを1
，

1　ぜひ見たいと思いますから，かみしばいをもってきてまさ子さんのじょうずな所

　　をやってください。

　　　おたんじょう臼にはぜひ来てくださいねe

i　　返事をまっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さようなら

i　　　　　　　　　　　　　　たか子より
1　まさ子さんへ

4年　　0男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
まさおくん・瑚9臼はぼくのた罵・う師す・そ・でまさおくん・鰍・i

もぜひ来てもらいたいものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

す。しとおいかもしれませんが，つ訪力・よければ来てください。　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　ほかにもぼくのなかよしの，友だちを，よびます。そしてみんなでたのしくあ1

そびまし、う設れからもレつ繍がい・・籾類きみは証しばいがじ項

うずなので，きみがこのあいだつく。巌しばいを持。て来て，みんなの前で，1

してください。

　それから11時までにかならず来てください。それに12月6Hまでにこられるかi

・うかの・おへんじをください・　　　　　　　　1
　では，おまちしておりますe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さようなら　　　　　　1

　　　31年朋・e・　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たろうより　　1
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　上位者になると，この程度に，実罵と社交性とをこめた手紙文がかけるので

あるが，岡じ条件でかいた手紙文も実1こ震ちまちで，中1こはひどいのもある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4年　　S女

　まさおくん，おてがみありがとう。12月9日は，ぼくのおたんじょうびです

　どうかおいでTさい。時間は，11時までにきて下さい，それから，12月6臼

までにこられるかこられないかのおへんじを下さい　そうだ，まさおくん，お

もしろいかみしばいとゆうのをもってきて下さい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さようなら

　　　11月3Gfヨ　（金）　　（1・klv）

　　　まさおくんへ

　これなどは簡潔によくまとめられているが，発信人の名まえが欠けている。

igZ’・’・紙の金文はよく書けているが，つぎのK男のように

（前略）こられるんだったら12月9田の11時まで量こ醸くの家にあつまってくだ

さい。まっています。

　　　11月30難

　　たろうより

さようなら

　　　まさおさんへ

と，書式が遡こなっているのもある。

　次の2例は最下位のものであるが，こ5なると，嗣件を島島に正しく，気持

よく伝える通信文の闘勺から，全く逸脱してしまっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4年　　H女

　きょうわたか子さんの，たんじxうびのHです。そのひを（はち）ようど羅よ

うびだったので，おとうさんおかあさんがおいわいの会お（を）してくださるよ

うになりましたその臼がこう（がっこう）のおともだち（に）きてもらあ（っ）てこ

ちそ（う〉お（を）たべたりしてたのしくあそぶつもりです　だか（ら）かみしばいの

じょ（う）ずなまさ子さんにや（っ）てもらいたいのです

　ごちそうわ（は）12（月）6日しますからぜひきてください

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さようなら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た：か子さんより
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4年　　N男

　まさおくん　いよいよぼくのたんじxうびです。まさおくんのつくったかに

（み）しばいもってきてかにしばいしてください。そのi　C’“e’・うんとごちそうしま

すからきてください。きっとわすれないでください。

　2．　記録文を書く能力

　生活作文，手紙文を書くこととともに，中学年の段階では，記録交を書く力

もある程度要請されている。そこで，記録文を書く能力は，どの程度にあるの

かを見るためにラ4年の3学期に，寵録文を書くテストを行った。

　寵録文にも，実験俘業記録，観察記録，読書記録などいろいろあるが，集団

テスi・で．いっせいに行うという場含での鐵難性を除くために，前の礒に学習

したことがらを翌匠｝書かせるという形で試みてみた。

　　　　　　　　　　　　　作文　　Bテスト

　　きのうは　学校で，どんな　ことを　べんきょう　しましたか。
　　　　　　　　　マす　　　　　　　　とも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たしド

　　きのう　かぜで　休んだ　お友だちが　あったとして，その　お友だちに　教えて
　　　　　　おも　爵）げたいと　思います◎

　　それで　きのうは，
　　　　し　かん　　　　なに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か

　　どの　時間に　何を，どんな　ふうに　べんきょヲ　したか　という　ことを　欄

　いてください。
　　　　とさ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かん

　　その　時に，あなたは　どんなふうに　感じたか，あなたの　かんそう（感じたこ

　と）も　警いてあげると，お友だちに　きのう　べんき禽う　した　ことが　いっそ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　う　よく　わかります。つぎの　ところに　書いて　ください。　　　　　　、

　　国議の際の参考にするために，教師にも，（1）前口に学習したことを詑録しておいて

　もらい，あわせて，（2）記録文の学習経験の調査もしてもらう。

〈o

先生の学習事項のメモ（ 小学校）（ 学年）

年 月 日（　　曜臼）

認
り疑 劇 掌習事項
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寵録：交の学凋経験の調査

〈2）

　今までに記録交（または記録

ふうの文）を叢：くことを学摺し

たことがあ、るかどうか。あると

すれば　いつごろか。（何年　何

掌鱗とか，現崔やっているとか

なるべくくわしく。）学習しない

場台ぽ　しないことを明記して

おいてくださいr

　記録文を嘗かせたことはない

が，配直証を読んで，その際，

記録のしかたiこついての知識酌

な学習をして来た：かどうかe

継で凝撤撚繍いがi（ある・す撚賜ぐらい）
二輪を書いた経験があるかど1

狐　　　　　　1
　実施上の注意としては，教師にも，前日に学習したことの記録と記録文の学

習経験の調沓をしてもらうこと。

　評価の観点

　1．学習したおもなことが正確にとりあげられているか。　（細部はかまわな

　　い）

　2．　どの時聞に粥をしたか，時下に即して，学習事項がまちがいなく伝えら

　　れているか0

　3。記録文であるという意識で相手にわかるように，要領よくわかりやすく

　　まとめられているか。

　4。句読点，：文法的な問題，文字，かなづかいなどの形式酒ができているか

　　をもあわせてみる。

　5．感想が加えられているか。（これは，傾向的に調べたものであるから，必

　　ず，なくてはいけないというものではない。）

　テストの実施状況

　前日に学習したことを諜かせようとすると，児童は，意外に抵抗を訴えた。（実験学

校4年）
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それは，一つは，前羅の学習事項が，

1時闘め　自響（職黄就貌の打倉せで，欄蓋達れて教室に来る）

2時閥め　凹凹から生徒に注意事項を歎える。

　（1）本罠の予定を議す。擾業は午前中だけ（活躍研究のため1こ）

　（2）明Et，新1年生に身館検査実施う従って，擾業は午前中であるtと。

　　近所の鷲王年生1こ身体検査のあることな俵える。

　（3）　P。T。Aの会費集金の臓，27　Nのこと。

　　　このあと，r天下一の馬」（T㌧書本）を読んで，あらすじをノートに書かせるっ

　　途中，国語研究所のテスト実施。

　　　（読書速度，語いテスト，文法テスト）

3時問め　算数の練習問題しらべ。

　　教縣，新連年の教科需を買いに行き，そのるす中，O轡がかわってしらべる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上，教師の記録による）

といった，比較醜まとめにくい学習内容であったためにもよろう。何をしたか

忘れたという声が多い。

　遠足の作文など，巳をおいても稽当鮮明に書けるのに，学習したことに対し

て，興味がないのか，あるいは一つの連続した経験でなく，断続平な経験のた

めに，寵濾や印象が稀薄になるためなのであろう。

（なお，実験学校では，4年の1学期に学習属荒をつけさせたが，以後はなに

も書かせてない。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験学校　　4年
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　その結果は，実験学校で，傭を学習したかという学習事項を，もれなく正し

く書くことは，70％近くはできる。しかし，旧習事項は一庵：正しく書けても，

どの時間に何をしたかということを，時閥の観念をもって書くことは案外でき

ない。ことに，女児に，あいまい，でたらめに書くのがあった。

　また，記録する場合，｛i∬はとりあげて，何は捨てるという取捨選択のカがな

い。不必要な学習以外のことを書いて，肝心のことが抜けるといった，寵録文

を書くという立場で，要領よくまとめるカが足りない。これは，記述態度がで

きていない証拠で，いつもの生活作文にみられるだらだらと書く調子が，ここ

にも見出される。これも；女児の方に多い。もっとも，中には，表でまとめて

いるものも，8人（男・女4人）いて，寵録文として，効果白勺にまとめて書こ

うとし・う態度もみら2隔る。

　これを，3年生（実験学校）と比べてみると，手紙文においてみられた，学

年差以上に差が認められる。
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　総体的に，実験学校よりは，よくなっている。なお，実験学校と協力学校を

比べた場合，実験学校では評点5にあたるもの（絶対門門で）の数と2以下の

数が多い型であるのに対し，協力学校では，山を中心にして上位に傾きが多い

型であることである。これは，学校における学習経験との関係の現われであろ

う。学習経験の有無に関らず，読書や環境などの影響から，常に上位を占める

数入がいる実験学校では，それらの数人を除くと，学習経験の消極さを如実に

表した低い結果を示しており，学留経験が積綴的だった協力学校，とくに，教

科書で記録文の知識について学習し，さらに，学級β記や理科の継続観察をし

て，まとめ，任意に記録文をかいた経験者80％ぐらいがいるという協力校0校

では，：全：体の水準が高くなっていることに．気づくであろう。
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　なお，上の表によって，次のようなことが考えられるQ

手紙：文のように生活経験が主になるものでは，都会的な地域性が多く作照す

るが，記録交のように，学習の経験の有無が作用するものでは，地域性はあま

り関係しない。
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4年

5
4
・
3
2
1

ともだち

　入　％
1　2．1

11　23．4

23　48．9

10　2互。3

2　4．3

私のうち 先生

入　％　人　％
5　！O．91　2　4．4

10　2L71　11　24．4

19　tll．3　120　4‘｝．4

8　17．4　1　8　17．8

4　8．7i　4　8．9

43人中
遠足（春）

　入　％
9　20．9

2　4．7

16　37．2

7　！6．3

9　20．9

　45人
遠足（秋）

　人　％
6　i3．3

8　17．8

i6　35．6

9　20．0

6　13．3

47人
手紙文

　人　％．
正0　21．3

9　19．1

15　3L9
6　12．8

7　14．9

44人
記録文

　入　％
7　15．2

6　13．0

正5　32．6

13　28．3

5　10．9

　なお，実験学校の場合，4年に書かせた作交のすべてを，5段階に品等評価

（絶対的）して整理してみると，’前表のように．なったQ

　以上，課題作文以外の作文を書く力をみてきたが，最後に，それぞれの作文

能力と他の齋語能力との相関を，参考までにあげておく。

　　　　　　　　種類別作文能力と他の言語諸能力との網関

漢字力（読字数・書字数）と

語い力と

読解力と

読速（黙読行数3分聞）と

文法能力と

引く力と

話す力と

課題作文
＊（4の3）

手紙皮
（4の2）

門
フ
3
2
4
1
7
6

O．　49

0．57

0．　60

0．　55

0．　62

0．18

0．21

4
3
2
5
正
6
7

O．55

0．59

0．62

0．　32

0．　69

0．26

0．　25

遠足の作文
　（4の2）

一
・
4
尾
門
）
3
2
6
7

O．　77

0．　59

0．　51

0．　60

0．　62

0．45

0．35

　　　曇課題作文は4年2学期のをとるべきだが検査の結果大差ないので，4年3学i

　　　　期を使回した。

　　　　絹関係数の葡の数宇は絹関の順位を示す。

2．　記録文に見られる具体例

具体例を示すと，次のようであるQ

（1）学習したことが，正しくとりあげられていない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4年　　H女

　算数（算数）の時（時）間には百（酉）四ページのところの練習3お（を）しらべて

まとめお（を）やって練習4お（を）しらべておわりにしました。
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　薗語はHさんと私しところころ地蔵のところのかんじのべんきょ（うを）して，

と中からけんきゆ（う）じょのしけんで2時間めでおわった

　社会いもたいく（体育）もやらなくってけんきゆ（う）じょのしけんでした

次のは，前のよりは内容，二二ともに整理されてはいるが，まだ，はっきり

していないところがある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4年　　N女

1時間

2時間

めにわ（は）じしゅうをやりました，すこしやったら研究所の人がきたので

2時間めのおわりまでやりました。研究所のときはとてもやさしか（っ）た

とおもいます。

めには算数をやりました先生がなにかよ（う）があったのでいきました0さ

んがしらべました。算数のときは先生がおこったようでした。

（2）　時間に即して書かれていない。

4年 S女

　きのうは1時間目わ（は）こくごではじめのほ（う）はおかねやPTAをあつめ

てはんぶんごろからけんきゅうじょう（じょ）のテストおやつてそれがおは（わ）

ったらさんすうお（を）すこしやってきゅうしょくお（を）たべてかえりました

きのうのテストはおもしろかった。そいできのうのきゅうしょくのまえに5年

の教科書お（を）かいにいきましたさんすうはまとめとれんしゅう4とれんしゅ

う3お（を）しました。さんすうのじかんせんせいがちょっとしたえ（へ）いワて

くるといっていったそのあいだOさんがれんしゅう4お（を）しらべたれんしゅ

う4がおわったときせんせいがきましたせんせいがまちがったし（ひ）とちょっ

とたってごらんなさいといってまちがったしとはたちましたせんせいがと（ど）

こがちがっていたかわかりますかとききました。まちがっているひとわ（は）せ

んせいにきかれました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お終り

　旬読点が，満足にうってないこの文は，時聞が，あいまいなばかりでなく、

どこに叙述の焦点があるか，ぼやけている。（この児童の作：文は，課題作文でも

遠足：文でも，概してこうしfc傾向のものが多い。）これがもっとすぎると，次の

ようになるQ

　（3）必要でないことが書かれていて，記録文としてのまとめができない。
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4年　　丁女

　1時聞めは国語です算数や濁語のじしゅうをしました。とちゅうで，けんき

ゅうじょ（う）をやりました。2時間めのとちゅうまでしました。けんきゅうじ

ょうは声をださないでよむのです。

わたしは9ぼんまでやりました。3回やりました。

けんきゅうじょ（う）がおわるとヲソーリソと，べるがなりました。耕上先生

がでてよろしいといったのででました。わたしは，おてだまをしました。すこ

しすると，またリソーリソとべるがなりました。先生がせきについて（と）いい

ましたe2時間めは函語か算数をしました。

　記録交を書くkめに．必要な記述が乏しくて，不必要な叙述がながながと，全

交をしめているといった傾向は、課題作文や遠足文に．もよく見られたが，学習

したことを記録する場合にも，いぜんとして現われている。この傾向は下位の

女児に多いが，男児にも見かけられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4年　　M男

　1時間めをこは先生がくるあいだ国語のじ習で天下一の馬のところをよんでい

ると研究所の先生がきてテストをして1時間めのなかほどからはじまって2時

間めのおわりまでテストをして1ばんはじめのは［コ（く）の中に字をいれてぼく

は2っだけかけませんでしたe

　2かいめのは声をださないでよんて（で）きのうよりどのくらい多くよめたか

と先生がいったので，ぼくは2まい半までかいたときやめといったときぼくは

びっくりしました。

　あつめる人は丁丁さんでした　3かいめは小さいのが1まい大きいのb9　1ま

いでぼくはやはり声をださないで，よむのだとおもいました研究所のテストが

おわると算数をしました。

（4）叙述力にはやや欠けるが，記録文を書こうとする態度はついている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4年　　賎男

1時間濁

2時閥獄

算　　数

の駈
ト

究
ス

研
テ

　ぼくは算数の本の125Pをやりました弓大槻君が蕪6　P

をしらべました。

　2時間目は研究所のテストをやりました。3つやワてい

っとうさいこのは慧のなかにことばをいれなさいというも
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3時関目

‘

渾
然
葬
禦

究
ス
ん
に
か

研
テ
ど
う
た

　
　
の

の
く
た

生
書
し

んだいでした。ぼくは5つできませんでした。

　研究所のテストのわかんないことをおしえてくれました。

それから5年生の教科書をくれました。

4年　　S男

1時間　　とちゅうまでじしゅう　じし・のはこくこのまとめ

慕馴それから磯・・（う）のテ・1・を・まいや胤・oo

・時剛箕・算灘・くんが網・をや・・鵬

給刺あ・月食・・ソパターカ・一Vる・

あそびi丁場で中ぶつけ机就た・・

かんそう擁・・の…はとてもおも・うか・・ko

　学習したことを簡潔にまとめようとして，表の形にしたものに，このタイプ

が多く，男児に多く見られた。ただ，学習事項に正確さが欠けていたり，だれ

が何をしたということが，はっきりしない，文法的に欠点のある：文が案外ある

ことカミわかった。

　㈲　上位者では，この程度にまとめられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4年　　O男

　ぼくたちは，1時間め，先生がいらっしゃらないので，自習をしました。ぼ

くは，国語の宿題の，字のまちがいがないかさがしました。そしたら，5ぐら

いまちがった字を見つけました。2時間めは，国語研究所のテストをしました。

1ばんはじめのはようい，どんではじめて，みじかい文を，読んでといに答え

ます。そして，時聞がくると，先生がやめ，と言います。そしたら読んでいた

所に，かぎをつけます。それをするまえに先生は，やめっといったらかならず

やめることとおっしゃいました。先生が2ぼんめのは，時聞があるからおちつ

いて，ゆっくりやりなさいと，おっしゃいました。それは，みじかい交になっ

ていて，と中がぬけています。その中にことばを入れて，ちょうどいい文にし

ます。そのつぎのは，やはり岡じようで，と申がぬけていますが，字を1つL
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か入れてはいけまぜん。それが終ると，今罠のテストは終りです。3晦間めは，

算数です，練習3は，先生がしらべましたが，練習4は大つき露が，しらべま

した。しらべ終ったら，ちょうどベルがなりました。今回は，3時間なので，

きeう食を食べて，コーラスの練琶をして帰りました。

　　　　　　　　D　作：文を書く能力と鑑賞する能力

　書く意欲が，主題を展開させる力や，叙述力と一致しないこの段階の児童の

できあがった作文を鑑賞する潮力はどうか，その関係を兇るために，作：文鑑賞

テストを行ってみた。

　1．遠足文について

　遠足参加児童が同じように経験した遠足について書いた作文2例を，

　A文すじが通り，遠足を喜ぶ気持や惰景が具体的に書けている。

　B文　言出的な朝の行動などの瀧述に重点があって，主題にはずれ，「そし

て」を多く使ってある。

　この2文を与えて，どちらが遠足の作文としてよいか，またその理由はなぜ

かを書かせた。

　　　　　　　　　　　　　　　作：文テスト

　ここに　えんそく　の　ことを　かいた　ふたつの　さくぶんが　あります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でんしゃ　たのしい　えんそくの　Bの　あさ，おきた　ところがら，とちゅうの　電車に

のったところ　までです。

　あなたはこの（1），（2）の　ふたつの　さくぶんのうち　どちらが　よいと思いますか。

どちらがわるいと　患いますか。よいと　思うものの　ばんこうと　そのわけ，わる

いと　思うものの　ばんこうと　その　わけを　かいて　ください。

　よいと　思うものの　ばんこう〔＝コ

　よいと　1猷つた　わけ

わるいと　思うものの　ばんこう［＝＝＝⊃

わるいと　思った　わけ
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　　　　　　　　（1）

　ぎょうはえんそくです。うれしくて5

時に臼がさめました。

た轡さ蹴れをつくっていまし

　　　　　　　　　　　　お　「ねえ，おかあさん，もう起きてもい

し・o」と㌧・うと，　「まだ辱…・L・毒つよoj　とV・っ

　　　　　　　　　　　　　お

てたまりません，リェックをおろして，

たのでとこにもぐりましたが・起きたくi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
おかしをだしたり，いれたりしていまし

たう

　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　時間より角く家を出ました。学校へ導

くとまだ30入ぐらいしか来ていませんで

した。こない人を門までむかえに行った

りしているあいだに，だんだん大ぜい集

まって来ました。
　うんどうじょう

　運動場にならんで，先生のお話をきき

’　　　　　　　　（2）

　　きょうはえゑそくです。

，　朝，6時に起きて，はをみがいてかお

、を ﾖ：竃膓。や，だ、のを，。．

…

　クiこいれました。

　　そして6時30分にごはんをたべました，

　　そのよこでおかあさんが，おすしをこ

、しらえています。おいしそうなおすしで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

ました。それから人ずうをしらべていよ　iにあつまりました。あつまれといって，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　陰いよ繊発です。学校の門の前にバスが3
だい

台来ていました。私たちはヱぼんはじめ
　　　　の
のバスに乗りました，少し話をしている
　　　ぜいぶしんじゅく

まに，西武新宿につきました。4年生は

もう先に行っていて，私たちをまってい

てくれました。

　たくさんまたせたので，なんだかわる　1

いような気がしました。みんなそろいま
　　　　　　　せいぶでんしゃ
した。それから西武電車に乗りました。

す。わたくしは，おすしが大すきです。

　まほうびんに水をいれました。そして

学校へ行きました。学校にくるとち⑫う

で，先生にあいました。そして先生とい

っしょに学校に来ました。学校へ行った

らもうみんな来て，あそんでいたので，

私もあそびました。そして少したってか
　　　　　　　　　　　　　　うんどらじよう
ら，ふえがなりました。それで，運動場

外観ている、，けしきがだんだん、｝ま。ていまLkoかしきり騨蘇まし

畑が多く．いなからしくなってぎました。
　　　むぎばたけ
　青い麦畑があり，そのそばには小用が
なが

流れていました，ふじ山もときどき見え

ました。

　私は，いつもこんなところにすんでい

先生ヵミ1，　2，　3，　4，　5，　6，　7，　8

とにんずうをかぞえました。そして，学
　　　　　　　の　　　　　せいぶしんじゅく
校から，バスに乗って西武新宿まで行き

ました。

　4年生が，西武薪宿のえぎで私たちの

くるのをまっていました。

　3年生がだんだんとあつまってぎまし
た。

　そして，西武新宿のえきの所で電車を

た。その電車にのって行きました。

　そして，電車の中ではみんなと話した

りあそんだりしました，あたりのけしき

はとてもきれいでした。
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1たいと思い9Lfo・ t

囲　作文の分量は，比較の際の，量的な差をなくすため，なるべく，（1）・（2）同量に

　なるように，つとめた。

　　作贔は実際の児壷の作品に多少手を無えたもの，筆看にすぐ，自分の書いたも

　のだと気づかせないようにした。

　その結果は，

　　　　　　　　　　　　男（21人中）　女（28人中）　計（49人中）　％

　（1）をよしとしたもの　　　　　11　　　　　20　　　　　　31　　　63．7

　（2）をよしとしたもの　　　　　10　　　　　8　　　　　　18　　　36．3

　31人（63．7％）のものが，（1）の遠足らしい作文の方をよいと鑑賞することが

できた。そして，（1）を支持する者のうち，「けしきがよくかけている。気持もよ

くかけている。」「ことばの使い方がうまい」「あたりまえのことは書かないで，

いかにも遠足に行ったという気持がかけているのがいい。」（2）に対しては「はや

かおの所はいらないラ当りまえのことが書いてあって，遠足の気持が鵡ていな

い。」「そしてが多すぎる」といった，作文評価の観点から正しい理由づけので

きたものは，男9人，女12人計21人（43．7％），「そして」の多いのに気づい

たものは，男1人，女2人計3人6．1％という数字であった。（2）をよしとした

36．3％の者の理由の中には，「朝起きて，顔を洗って歯をみがいている。（2）はし

たことが詳しくかいてある」という理由が圧倒的に多く，（1）を退けた理由とし

ては，「喜んで気早く起きすぎるとあとで疲れるからいけない。」「先生といっ

しょに行けば学校におくれない」といったような，作文鑑賞以前の欝常生活の

常識で，作文の姫値判断をしているものが，大半であった。（1）をよしとしなが

ら，その理由の方で，「3年生の来るのをまっていたからよい。」「車内で遊ばな

いからよい」というような，資常生活の道徳的な価値づけからしかとりあげら

れないものがあったQ

　これが，旧時に行った3年生の実験学校では，

　（1＞をよしとしたもの　勇良計
　　　　　　　　　　　　　　　（25人）　　（23人）　　（48人）　　　％

　　　　　　　　　　　　　　　12　14　26　52．3
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　正しい理由で，（1）をよしとするもの男女計％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　6人　5人前11人2Z．8

　と減少し，「そして」の多いのに気づいたもの0というような減少ぶりに．なっ

ている◎

　これらの結果から，4年の1学期では，まだ，作文の鑑賞力は十分ついてい

ないということがわかった。したがって，②のような作文を書く児童がいるの

は当然といえる。

　それでは，この鑑賞と，具体的な作品春の遠足の作文との闘にはどのような

関係がみられたかというと，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4年　　（実験学校）

（1）をよしとしたもの

諜納一女旨■％
5の段階

4　　tt

3　u
2　tt

1　ss

員
ノ
ー
－
α
ノ
ー

入

3
0
茎
0
4
．

入

8
1
2
n
）
ど
フ

人
三7．8

2．2

26．　7

6．7

1宝．玉

（2）をよしとしたもの

男1女1訓％
－
玉
へ
）
2
2

－
Q
∩
∠
2
2

（
∠
－
「
フ
4
4
4
．

4
．
2
豆
9
9

4
．
2
1
8
8

　作文能力の方で評価3以上のもの21人が（1）をよしとしているのに対し，（2）を

推したものは8入であり，2以下の16人のものは，それぞれ半数ずつ，（1）と②

とを推している。したがって，作文を鑑賞する力と，作文を書く力との関係は

よく鑑賞できるものが，すべてすぐれた作文をかけるとは限らないという，成

人の場合の鑑賞と綱作との関係が，現われているわけであるが，成人の場合よ

りも，鑑賞力と書く力との間により高い関係のあること，中学年の初めより，

後期になってからの方が一段と鑑賞力，よい作：文を見分ける力がついてきたこ

とがわかる。

　2．手紙文の良否の判別

　与えられた条件で，膨的に応じた手紙文を霧く能力は，前にみたようである

が，それでは，実際に書かれている手紙文の良否を判別する力はどうかを見る

と，実験学校では，相手の立場を考え，絹件ももれなく伝えている手紙（2）の方
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をよしとするもの，男子16人（88．9％）女子27人（96．4％）計46人（93．3％）

という数であり，網手の立場を無視して自分勝手1”書かれている手紙（1）の方に

は，ごくわずかしか，反応が示されていない。手紙文を書く方で，かなり書け

たが良：否の判別力はいっそう，ついていることがわかる。そしてこれは，実験

学校だけでなく，協力学校にも，共通してみられた。ただ，協力学校の方では，

実験学校より，やや劣っている。

4年生

1 （2）をよしと

ｷるもの
（1）をよしと

ｷるもの

実験学校（46人）

93．5％ 6．5％

協力学校
i168人）

77．4％ 22．6％

の方が，ややよい結果をみせているが，

に4年と比べると，やはり，大きな学年差がみられる。（1），②二つの手紙文の

良否はこのように判別できるようになっているが，その判別の理由をどこにお

いているかを見ると，実験学校4年では，

　（1）をとりあげなかった理由では，

　　いなかに行くことをたのしんでいるようで失礼である。ごちそうのことは

　あまり書かない方がよい。誕生Nに行きたくなさそ5だなどがあり，

　（2）をとりあげた理由では，

　　ともだちに．あいたい気持がよくでている。’誕生日に行けないのをほんとう

　に残念に思う気持がよく出ている。

　　たべもののことなど書いてないからよい。はっきり通じることばで書いて

　あって大事なこともぬけていない。詳しく書いてある。文もしっかりしてい

　る。ことばづかいがきちんとしているなどである。

　（1）の文をよいとした3名（eq　2，女1）は，順序よくきちんと書いてある。帰

ったらみんなにお話するというのがよい。というのであって，一部の潜を除い

ては，評価観点と作交との照応がみられた。

　これが，3年になると，
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　この判溺能力を，3年生と比べた場合

には：，書く時1こ見られ，たと同様，かなり

の学年差が認められた。実験学校3年生

では，（2）をよしとするもの30人，60％（男

子18人62．1％，女子12人57．1％）という

ふうに減少している。3年では協力学校

　しかし，実験学校・協力学校いっしょ



3卑

実験学校
　56人

協力学校
213入

（2）をよしと

するもの

　　905
6e．o

64．　3

（1）をよしと

するもの

　　％
4e．o

33．　8

実験学校・協力学校

　4年
（214人）

　　3年1
（263人）

（2）をよしと

するもの
（1）をよしと

するもの

　　％
80．　8

　the
19．　2

63．　5 35．　2

　　（1）をよしとするもの20人（ee　11人，

女9入）

　　（2）をよしとするもの29人（男17人，

　女12人）

という数で，（1）（2）の開きが少ないが，理

由の方でも，

　（1）を取り上げた理由

　　文章が長くていなかへ行くことが詳

　しく書いてある（6人）。帰ってきてい

　なかの話をしてくれるからよい（3人）

　紙芝居を届けてあげる心づかいがよい

　（3入）。太郎さんが紙芝居がじょうず

　とは書いてない（テストBiのもんだい：文をさす）から（1）の方が正しい（3

　人）。　その他，おばあさんの家に行くから（1人）。おばあさんの長生きの様

　子が詳しく書いてある（1人）。などがおもなものであった。

　（2）を取りあげた理由では，

　　誕生会に行きたい気持がうまくかけている。太郎さんががっかりしないよ

　うにかけている。話がていねいだし行かれない事情が詳しく書けている。余

　分のことがなく短いがまとまってよく書いてある。9日に．間｝ピあうように紙

　芝居を届けるのがよいなどをあげている。

　（2）を支持しえたものは，4年生と同様の理由づけができているが，（1）を支持

しえた者は，理由が非常に分散しており，また，「いなかのたのしい話がしても

らえるから」など，手紙文の評緬と現実の場面想像が混乱しているという点も

見られるのであって，実際に手紙交を書く能力の上で現われたと同様に，手紙

：文評価の上でも，かなりの学年差があることがわかる。したがって中学年のう

ちでも，かなりの発達段購のあることが認められたのであるQ

　実験学校・協力学校，3・4年生の手紙文の判別力と実際の手紙文との関係

をみるために．，次のような表に整理してみた。判別の理由は，気持，用件，そ

の他の三つに分けた。気持とは，相手の立場を思いやる態度，気持の上に着眼
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したもの，用件は，必要な用件がとりあげられていることに着限したもの，そ

の他は，用件，気持以外の理由，たとえば，いなかの話がきかれる，おばあさんに

あえる，いなかに行くのはたのしい，などといったことである。（次の表参照）

　これによって，次のようなことが，考察される○

　①実験学校の4年生を除いて，総体的に，相季の立場でものを書こうとす

　　る態度よりは，用件の方に着眼されていること。

　　　　　　手紙交の判別力と実際の手紙文との関係　　　　　荏年

＼　評
　＼　　｛薩

A．ifopL Hk　’~
難
N
・
・
H
G
A

判別

正讐率

　％

判別の理由

93．5

89．正

78．　7

62．　8

81．3

73．3

100

　　　く
麟気持~讐
34．　7156．　5

60静8正3．0

二：：器1：：

40．　6143．　8

42雷242。2

85．　2111．　5

8．8

24．　0

17．0

30．3

t5．6

聖3．3

3．　3

　0
2．　2

4．2

4．6

　0

2．3

　0

作贔（手紙文の評傭i） 学習経験

5

21．3

3．　3

2．2

2．4

3．　！

2．2

11．5

4

19．　1

23．　3

14．9

29．3

25．O

i3．0

29．　5

3　12

31．9B2．8

ま6．736．7

40．　4134．　0

36．　5122．0

25．　Oi25．　0

27，iii2gig

　手紙文序紙夕：
　をかくの知識i

　学習　の指導

14．9

20．　0

8．　5

9．8

2L9
10．　9

4．　9

○
○

o

○
○

o

手紙文
をかい
た経験

。

　0
44．　0％

　0
38．OAO

一は学習経験のないことを示す。

無警は窒蜘σ

3年
×　x，Y：｛itfi

＼校
学

な

熟
N
c
o
H
K
G
A

判別

正讐率

判別の理由

％

60．　0

76．　3

76．6

54．　5

50．　0

75．0

77．　8

87．　3

腓編癌の鰹
　’
36．0122．0142．01　e

44．　ll　8．5140．71　6．7

3tl．　1125．　6136．　il　4．2

36．　3125．　4127．　21i！．　1

34．　7138．　5126．　8」　0

30．7i42．4123．　ll　3．8

44．413e．6119．41　5．6

43．7132．7123．61　O

作晶（手紙文）の評緬

，kl，1，1，

14．　Oi24．　0120．　OI26．　OI16．　e

1．　7111．　7BO．　OI26．　6i30．　O

　o
li8，FilFiiZli3i2

玉．9正5．436．525．0

2．　8119．　4119．　4133．　4

t．　8114．　5i40．　Oi38．　2

学習経験

手紙文手紙：文　手紙文
をかくの知識　をかい
学豫　　の指導　た経験

；：：翻一

○

○

26，526．5 『 ○ ○

25，023．2
87．5％

32．6 38．5　一 一
18．0％

25．0 21．2

33．4 25．0　0 ○ 80．0％

38．2 5．5

　これは，実際に手紙文を書いた場合には，かなり相手の立場でかけたのとは

対照的であった。児童には友人同志の手紙文として，それほど社交性といった
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ものには，気がつかずにいるのであろう。都会での実験学校に，比較的，気持

の方の着眼が多かったのは，都会性を表わしているものといえよう。

　②その他の低い理由に，学年差が現われて発達を示している。

　③判別の正答率と，児童が書いた実際の作文の成績との関係は，遠足の文

　　の鑑賞と実際作品の間よりも接近がみられる。

　④学習経験の有無は，各学校からの記入がそろわなかったので，いちがい

　　に．いえないが知識的な学習をしたと言己害した所の方が，判別力はがいして

　　高い。しかし，具体的な作品となると，むしろ，経験の方がきいているよ

　　うである。　（芦　沢）

E　作文能力の発達の要因

　作文能力は，これをさらに小分けにして，題材のとらえかた．文のまとまり、

品品上の誤り，書かれた分量，よい作文の見わけかた，について，それぞれの

観点から，作文能力の発達をみている。

　また，書語発達を規定する諸要因として，われわれが考え，調べたものは，

知能の状態，身体の状態，家庭環境の状態，社会性の状態，家庭での読書の状

態である。どういう調査をして，それを調べたかは，1のEでふれておいた。

　われわれが，この報告でとくに相関をみるためにとりあつかった作文能力は

つぎのものである。

　1．　一般的な作交能力（題材のとらえかた，文のまとまり，記述上の誤り，

　　を総合した能力。）

　この能力をさらに小分けにして，題材のとらえかた，丈のまとまり，言己述上

の誤り，のそれぞれと各要因との湖心をみることはしなかった。

　2．　作文の分量

　3．　よい作文の見わけかた

　1．　一般的な作文能力を規定する要購

　これは，作文の種類を，生活：文，記録文，手紙文と分けて考えてみる。

　　生活文

　生濡文の作文能力を，題材のとらえかた，文のまとまり，記述上の誤り，の
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それぞれの観点から総合して評価した。そうして，作交能力と諸要因との相関

をみた。

　生活文は低学年から継続して，学期ごとにつぎの課題で書かせてきた。

　　1学：期　ともだち

　　2学期わたくしのうち

　　3学期　せんせい

　中学年の各学期でみた作文能力と各能力との相関係数をだしてみると，第工

蓑のとおりになるG

　　　　　　　第1表　生活交の作文能力と諸要因との桐関

藁謹」・一■・一・i・一一・

知能

身体

環境

社会性

O．55

0．22

0．21

0．24

0．　48

O．　62

－o．　e3

0．　18

0．21

0．　4i

O．　73

0．　12

0．　17

0．25

0．46

4－1

O．　36

0．　09

0．22

0．　15

0．　42

4－2

　O．　39

0．　oo

O．　29

－O．　02

0．　54

4一一3

O．　26

0．13

0．　27

0．　e7

0．　50

　第1表によれば，

　生活文の作文能力と関係の深い要因は，

　　知能の要因

　　読書の要因

である。いちばん関係のない要因は，

　　身体の要因

である。

　3年のときと4年のときとで，棺関のしかたに変化があらわれている。知能

や読書は作文能力と相関が深いけれども，3年のときは知能の要因のほうが読、

書の要因よりもきいている。逆に，4年になると，読書の要困のほうがきいて

いる。知能の要因は4年になると，作文能力と少ししか相関がない，とでてい

る。4年3学期では，0．26という係数である。

　環境と，社会性の要因は，中学年を通じて，作文能力との相関はあまり高く

ない。しかし，3年よりも4年になると，環境の要因はだんだんと相関が高ま
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る傾向にあり，社会性の要礪は，だんだんと下がりつつある傾向がみえる。

　同じ生活文でも，課題は学期によって，それぞれちがうけれども，課題によ

って，とくに，要因のかかりあいがちがってくる，ということは，この表にか

んするかぎり出ていない。

　「ともだち」という課題で書いた3年1学期の作文能力と交友関係との相関

係数をみたところ，r　＝＝　O．　27という係数がでた。

　　記録文

　4年3学期に書いた記録簿は「きのうのおべんきkう」という課題作文であ

る。各要困と寵録文の作文能力との栢関係数をだしてみると，

　第2表のようになる。

　　　　　　　第2i表　記録：文の作文能力と諸要因との相関

・要麟 相関係数

　　　　　　　　　　知肯艶　　　　　　　　　　　　　　　　r＝＝0．46

　　　　　　　　　　身｛本　　　　　　　　　　　　　　　　1・鼠0．05

　　　　　　　　　　環境　　　　　　　　　　　　　　　 r＝　O・24

　　　　　　　　　　祉会性　　　　　　　　　τ鵠0．玉6

　　　　　　　　　　読書・　　　　　　　　　　　　　r＝＝O．39

’ここでも。知能と読書の要因は記録文の作文能力と相関が高いというように．

でているQ知能の要因との桐関は，0．46，家庭読書の要因との掘関は0．39であ

るQ

　いちばん絹関の低いものは身体の要因である。

　環境と作文能力との相関はO．　24である。係数としてはあまり高いものではな

いが，環境の要因をさらに小分けしてみると，つぎのようになる。

要鎧 1機鱗
家庭の一般酌状態

子どものための施設

家庭の：文化酌状態

家庭の一般的ふんいき

講親の教育的関心

　
　
　
　
6

3
（
）
『
フ
0
　
。

1
4
．
2
正
0

軌
q
早
鮨
「

瓢
霞
聯
鷲
篇

～
r
～
r
rこれによれば，こういう詑録文の作文能力は子どものための施設とか，家庭
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の文化的状態とかいう，いわゆる家庭の経済的・文化的状態のよしあしと関係

が深い。両親の教育的関心と記録：文の作交能力とは逆相関がでている。

　家庭の読書の要因と記録文の作文能力とは相関が第2表のように比較的高い

が，家庭の読書の中から，とくに新聞の接近の度含いをみると，

　　　　　　r　＝O．　36

になった。

　　手紙文

　4年2学期末の作：文は手紙文を書かせた作交である。手紙文を書く能力と各

要因との下関をみたものが第3表である。

　　　　　　　第3表　手紙文を書く能力と各要因との相関

　　　　　　　　　　要因　　　　　　　縮関係数

　　　　　　　　　　知育塗　　　　　　　　　　　　　r＝　O．47

　　　　　　　　　　身体　　　　　　　　　r＝　O．10

　　　　　　　　　　環境　　　　　　　　　r＝＝O．6玉

　　　　　　　　　社会性・　　　　　　　　　　　　　r＝二〇．29

　　　　　　　　　　言売i書　　　　　　　　　　　　　　　　　r＝O．54

　第3表セこよ才しをま

「手紙文」を書く能力と相関のいちばん高い要因は環境の要因である。係数と

しては，かなり高いものである。そのつぎに高い相関のでている要因は読書，

知能の順になっている。

「手紙文」を書くという能力は読書や知能の関係よりも，環境の関係の方が大

きいことを示している。

　そこで，手紙文を書く能力といちばん根関の高かった環境の要因をさらに小

分けしてみると，つぎのようになる。

要函 相関係数

家庭の一般酌状態

子どものための施設

西門約状態

家庭の一一般的ふんいき

両親の教育酌関心
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r＝＝O．　68

r＝：O．　66

r＝　O．　38

r＝：O．　34



　これによると，環境の要因の中でも，子どものための施設，文化的状態がと

くに，手紙を書く能力と関係が深いことがわかる。

　読書の要因の中で，新聞への接近の度合いと，手紙文を書く能力との相関は

　　　　　　r＝　O．　42

であった。

　2．　作文の分量を規定する要因

　子どもがある課題について書く作：文の分量は，学年が進むにつれてふえてい

く。もちろん，ある時期までくると，たくさん書くよりも，もっと内藤的な記

述に移比するけれども，一般的には，ともかく作文の分量はふえていく。これ

は作文の分量と生活年齢との相関があることを示している。

　　　　　　　　　第4表　作文の分量と諸要因との相関

知能

身体

環境

祉会性

3－1　1　3－2　1　3um3

一〇．　21

　0．　19

－O．正O

　O．　12

－O．　26

O．　10

0．　io

O．02

－O．　05

－O．　02

O．　2i

O．　20

0．　05

0．　26

0．　18

4－1

　e．　ol

　O．20

　0．17

－O．　09

　0．　29

4－2　1　4－3

　0．重2

－O．　14

0．正6

0．　06

　0．　！9

O．　06

0．　18

0．28

0．09

0．　04

　われわれは中学年の時期に，子どもが書いた生活文の作文の分量と知能，身

体，環境，祉会性，家庭読書との相関をみた。それが第4蓑である。

　第4表によれば，

　中学年の時期に書いた生活文の分量にたいして，恒常的に相関の高いと認め

られる要因はない。また，そうした中でも，比較的，生活文を書く分量と相関

の高い要因から順位をつけようとしても，各期に変動があって，いちがいには

きめられない。

　したがって，中学年の子どもの書く生活文の分量は知能，身体，環境，社会

性の要因とはほとんど関係のないことがわかる。

　知能や読書の要因は読む力，あるいは一般的な作文能力と相関が高かったが

この作文の分量にかんするかぎり，さいていない。

　しかし，第4表で，3年と4年の相関の変化をみると，環境の要因はわずか
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ながら規則酌に学期をおうにしたがって，作文の分量との相関が高くなってい

る。つまり，一〇．10から0．28にと高くなっているQ

　家庭の読書の要闘は4年1学期までは三関が高くなっているが，4年の後期

は作：文の分燈との根関は低くなってきている。

　3．　よい作文の見分けかたを規定する要霞

　4年の1学期には，よい作文を見わける力をテストした。これは「えんそく」

という課題で書いた，内容は同じであるが表現に巧拙のあるふたつの生活文を

子どもに与え，どちらがうまいかを調べたものである。結果は正筈か，誤答か

という反応になってでてくる。

　そこで，その結果と各要因との定性相関係数をだしてみたのが、第5表である。

　　　　　　第5表　よい作文を見わける力と各要因との聯関

　　　　　　　　　　要図　　　　　　　相関係数

　　　　　　　　　　知死語　　　　　　　　　　　　　　　r＝0．38

　　　　　　　　　　身体　　　　　　　　　r＝O．18

　　　　　　　　　　環境　　　　　　　　　　　　　　　　r＝＝0．35

　　　　　　　　　　社会iセlil　　　　　　　　　　　　　r＝＝O●31

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r＝O．　43

　第5表によれぽ，

　よい作文を見わける力は家庭での読書の要因といちばん相関が高い。とくに

家庭読書の中の，新聞への接近の度合いは，よい作文を見わける力と相関が高

かった。

　　　　　　rTO．　46

　読書の要困につづいて，相関が高いものは知能，環境，社会性の順であるQ

こういう相関のかかりあいは，黙読理解力と各要因との相関と似ている。

　ここで，社会性の要因をさらに小分けしてみると，つぎの結果がでた。

　　　　　　　　　　　　　要霞　　　　　　　　桐関係数

家庭における子どもの習慣

道徳性判断

祉会的常識

パーソナリティ，交友関係
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　これによると，社会性の中でも，道徳性判断，社会的常識というものが，習

慣やパーソナリティよりも，よい作文を見わける力にきいている。道徳性判断

の発達はある面では子どもの情操の発達とも関連がある。そこのところが文章

表現の＝ユアソスなり，美的鑑賞能力に働いているように思われる。　　　・

　　要約

1．　作文飽力と関係の深い要因は知能と家庭読書の要因である。もっとも，そ

れは読む力にたいする知能，読書との関係で考えられるほど一般性はない。知

能の要因は題材のとらえかた，文のまとまり，記述上の誤りなどからみた生活

文の作文能力との相関はだんだんとうすくなっていく。

2．作文の分量の発達には，中学年では，知龍や家庭での読書の要因もとくべ

つきいていない。どの要因が作文の分量にきいているかは，きめかねるという

のが中学年の，作文の分量というものが示す特徴である。

3。　比較的，作文のどの能力にも，安定した姿で相関をもつ要因は環境の要因

である。中学年では学期が進むにつれて，環境の要因がだんだんときいていく

傾向がみえる。

　環境の要因の中でも，とくに家庭の経済的，文化的状態が子どもの作文能力

と相関が高い。家庭の教育的関心はあまり相関がない。

4．　どういう種類の作文を書かせるかによって，要因の働きかたがちがってく

る。つまり，生活文や記録文は知能や家庭での読書の要困が強く働くが，手紙

文では環境の要因が強く働く。　　　　　　　　　　　　　　（村石）

：F　作文能力の発達の事：例的研究

〔事例〕　木村　勇二　　（仮名）昭和21年8月22日生まれ

　1．　この棄例研究をとりあげた理由

　木村勇二の言語能力は，1年の時から学級の中で，総体的に劣っていた。最

下位に近いところがら出発して，中学年では，読解力・読書速度（音読・黙読）・

文法力・話す力は，時によっては，学級平均のできを示すこともあるようにな

った。しかし作文能力・交字力がいつも劣っている。ことに作文能力では，低
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中学年の雷門能力

韓
＼
鞠

＼
㍉

3年

1
つ
艀 3

4年

1

欝屑欠li 2 2

2 3

2 2

読宇力b

文法力 3

2 2 　　　　コ

1／i・
・1欠レ 3 2

語い刺欠i・ 3 2 2 2

読解力　　3 3 2 3 ！ 3

雲速13 2 音
3

黙
3

音
3

黙
3

音
3

閲
黙
3

3

聞く刺欠i・｝別・ 3 3

話勃1屑BB 31BI4
音読技能／1／｝／

作文・・「222

2 冒／
つ
暫 2 1

itTsc（B）　1／1／i／1／1　2 2

倣（齪）i／／i／い i　1／

　A，B，　Cは3段階評甑

りながら，時によって上下の差があることがわかる。

　学級の平均に相当する能カー一文法力，読解力，読速，話す力

　学級の平均より劣る能カー作交能力，文字力，語い力である。

　話す力，読解力が学級相応にある場含もあるのに，作文能力が，それに伴な

わない原因は，どこにあるか。まず，かれの実際の作品によって，作文能力の

実態を見ることに．しよう。

　（3年1学期）　　　ともだち

　　きのうのよるぽくがうちであそんでいたらまこちゃんがしらたくんちのおじさんが

　てれびいみしてやるよトいってしらたくんがまええいけ’よといったのでぼくわまええ

　いきましたそうしてぼくわなんのてれびいやるんだろうとおもつ手たらプP〈スリソ

　ぐのてれびいがはじまりましたそいてぼくわすはってみていましたそいしたらリング

　の上にでてきたのはなまえがわすれていましたそいでみていたら臼本入のしとがまけ

　ましたこんどは，えんどうとあづまふじがでてきましたそれも日本んのしどがやられ
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学年のころは最下位であ

り，中学年でも，あまり進

歩が示されない。こうし，た

木村勇＝この言語能力の特徴

の原因はどこにあるかを，

調べてみたいからである。

　2．　木村勇二の言語能力

　木村勇二が中学年にうけ

た，いろいろの言語能力テ

ストの結果を，学級内の5

段階の評点で分けて表にす

ると，次のように．なる。

　この表をみると，かれの

雷干能力は，学級根当の成

績を得ることもあるのに，

ある能力は劣っているこ

と，また，相当の能力があ



ましたこんどはリキF’うざんとかるめらがでてきましたそうしたらやられそうになり

ましたそうしたら二かいトともりきどうざんがかちました。そうしたら　かるめらわ

おっこってきりとうざんおなぐりました　そうしたらりさどうさんわかえっていきま

した。ぞうしたらしらたくんがもうおわセだよといいましたそいでさようならっとい

ってかえりました。」　　　　　　　　　　　　　（傍線は，芦沢がつけた。）

（4年1学期）　　　ともだち

　きょうの朝学校にいく配すご（し）時かんがあったのであそんでいきました。そいで

え子ちゃんにまりをかしてもらってなげっこうやってあそんでいました。そうしたら

ぼうやかきていれてっていったのでいれてやりました。そうしてしばらくするとぼう

やがこんななげっこんなんかおもしろくないやっていってまりおもっていってはんだ

んつうだんおやろうといったのてぼくはやろうといいました。そうしたらおれとつ

んちゃんとゆぎちゃんとしげるちゃんとぼうやがいいました。そうし，ておれたちがい

ちばんでいいだろうとぼうやがいいましk。そうしてぼうやがまし（り）を石のへいえ

なげたらあんましたかくなげたのであめりかじんの　おくじxうみたいのところにま

し（り）があが（っ）ちゃったからそのましをとろうとしてかいだんに，あかりかかったと

きたワちゃんちのくにちゃんがだめだそんなところにの（っ）ちゃウておワこち（ち）や

ったらどうするんだといいました。そうしたらえこちゃんがまりがあがっちゃったの

そうしたらいいからっといいましたそうしたらえこちゃんがやだといいましたそうし

たらぼうやが学校からかえってきたらとってやるからいいだろうといいました。そう

して学校にいくとちゅうに学校がおくれたってぼうやの悪ぐちをゆきちゃんといいま

したそいで学校についたってまだ悪口をいっていました。

（4年3学期）　　先生

　K先生は23鶏まではやさしかったんだけど23日の4時間めにきゅう1・aこわくなりま

した．そいからは，ぼくはべんぎょうをしたくなくなりました。それからはみんなは

べんきょうのじかんはみんなしいんとしてだれもしゃべりませんでした。そいだL先

生は本を読（む）ときは小さなこえでよむようになし（り）ました。だからぼくらは少し

寳（も）きこえませんでした。

　それからそのことが27旨ごろまでつずぎました。それから27Hの1時間めにすこし

こえが大きくなりました。それがきょうまでつづきました。それからは，声がきこえ

るようになりました。

　S先生は冬にそりいをつくってくれました。S先生はK：先生よりS先生の方うがお

っかないがしんせつでした。そのすぎいであそんでいました。そいで1年1組にそり

いをとられたのでぼくらは，とりかえそうとしたゆきをなげて　1組のがらすを　わ

ってしまいました。そいで先生し（1・1）しかられました。　　　　終り

これらの課題作文をみると，まず主題に．即して交章を総成する能力がないこ
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と，叙述の能力がぎわめて低いこと，語いが乏しいこと，文法i掬に正しい文が

轡けないこと，単純な文を，接続詞をいくつも使絹して平板につみ璽ねている

こと，句読法が不完全なこと，使用文字に誤字が多いこと等が融こっく。

　3年！学期め「ともだち」と4年1学期の「ともだち」の闇には，：文宇最の

増加と，句読点がうてるようになったこと以外には，本質酌な進歩があまり見

られないほどである。4年3学期の「せん憂い」｛こなると，ある時期の受持の

先生の様子について書こうという主題意識と，それを展開させる叙述能力がや

やつきはじめ，文法的な誤りも少なくなり，誤字の使用もへって，やや読みよ

い文章になってきたが，まだ，一つのまとまった作文にはなっていない。

　この傾向は，他の作文の場合にもみられる。次の作文は，4年1学期の遠足

の作文であるが，課題作文でみられた，短い単文を接続詞でいくつもつみ重ね

る形が，くどいほど繰り返されていることに気づくであろう。

　（4年1学期）　　遠足

　　5月9属はたのしいえんそくなのではやくに（ね）ました。

　　そいであさはやくおきました。そいでしたくをして学校えいきました。そいでりん

　がなって4年だけあつまりました。

　　そいからバスにのっていきました。そいでせいぶしんじゅくで電車にのっていきま

　した。そいでしゅうてんまでぎておりました。そいでむらやまし（ち）よすいちにいっ

　ておたまじゃくしとかえびがにお（を）とってあそびました。

　　そいでしばらくしてピリピリつと先生がふえをふきました。そいでならんでま（お）

　とぎでんしゃにのってゆねすご村にいきました。おとぎでんしゃのとうったところで

　いちばんおっかなかったのはてっぎkうみたいのところがおっかなかった……（略）

　　そいであつまれといいました。そいでえきへいったら電：勅ミすごくこんでいました。

　　そいで電車にのっていきました。

　　そいでこのつき（ぎ）のえぎでおりましたっ

　　そいでそのでんしゃはこんでいなかったt

　　そいでいすにすは（わ）れました。その電車はいけぶくろまでです。いけぶくろから

　しょうせんにのし（り）ました。

　遠足の作文を旧いた4年1学期末の作文Bテストでは，このような平板な遠

足文と，遠足文にふさわしい作文の2側を出して，どちらがよいかをたずねた

のであるが，かれはその時「『おかあさんもう起きてもいい』と，『旧い麦畑』の

ところがよい（遠足の感じが出ているから）」とし℃よい方の作文をとり，悪い
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方は，「すこし細かすぎる」としりぞけて，鑑賞力は，十分あることを示した。

ただし，「そして」の多用に．は気づかなかったQ　（遠足文の鑑賞力の問題！41ペ

ージ参照。）

　4年2学期の手紙文では，友人を誕生祝いに招くという，一定の条件のもと

に手紙交を書くカを障るものであったが，

　　まさおさん12月9fiの11回目でにきてくださいぼくのを（お）たんじょう日だからぜ

　ひきてください。

　　くるときに，まさをさんが，この前，つくったかみしばいを物（持）ってぎて，かみ

　しばいを，やってくた（だ）さい，ぼくもいっぱ（ぽ）いごちそうします。

　　さようなら　12月9日をたのしみにしています。

　　　さようなら

　　　　　たろうより

　　　　　　　　　　　　　　　　　　まさを（お）さんえ

　　　　12月9日（翼曜）

というのを書いている。手紙の書式（なまえの書き方霞付けなど）ができてい

ないことと，大切な用件の一つである返事をもらうことを忘れており，廣突な

書きだしで，相手の立場を考えて書く通信文としてどうかと思われるが，前の

生活作文に見られた冗漫さがな：くて，みじかくまとめられている。

　同時に行った，二つの手紙文の良否の判別，鑑賞力テストでは，柑手の立場

を考えない手紙：文に対して「いなかのおばさんのごちそうのことを書いては太

郎さんにわるい。いかに．もがっつきみたい。」とよい方を支持することができた。

　また，4年3学期の記録文では，前濤に学習したことを書かせたものである

が，次のように書いている0

　　3G分めは圏語の108ページの天下一の馬（と）ゆうとこのあらすじお（を）やりまし

　た。あとの3G分と2時間めを研究（所）のテストをやりました。テストは三つやりまし

　た。その中の一つはくいずみたいのもやりました。15分間によんで○をつけるのもや

　りました。（実際は3分間）あと一つはなん分んでもよいからよむのもありました。

　　3時間めは算数をやりました。算数はしらべるのです

　　先生がはじめのうはしらべていましたが先生はようじがあってこんどは大つきくん

　がしらべることになりました。大つぎくんがしらべたのは練習4です。大つきくんが

　練習4をしらべたらすこしたって先生がきて1ばんまちがったしと（ひと）とか2ばん

　まちがったしと（ひと）とかききました。そいできゅうしょくお（を），たべておかえり
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　になりました。

　部分的にはどうかと思われる点もあるが，いつ何を学習したかが一応書けて

いる。

　以上，中学年でのかれの作文能力を整理してみると，

1．　主題意識は中学年の終りにはついてきたが，それを展開させる構想力や叙

　述力に乏しい。

2．それぞれの屋的に添った文章の鑑賞力，判別力はあるが，自身で褒現する

　能力は乏しい。これは，読解力は学級相応に．あるときもあるが，作：文能力の

低いのと関連がありそうである。

3．衰吐露の乏しさは，文法力の不足，語い力，とくに文字力などの基礎能力

　の不足に起国している。

4．　生活作文よりも，はっきりとした霞的のもとに書く作交の方が，比較的よ

　く書ける。このことは，問いかけに対して笛えるという形での謡す力（テス

　ト結果）が学級相応にあることとなんらかの関連がありそうである。

　　なお，1年～4年の作交を評点と分量の上でみると，次のようになる。

、l11多13

㌔｝・目1

2年

！12i，

・回・

3年

1レレ
21212

4年

；12i　3

・回・

（遠鳳遠2献手紙）｝、謝

1刺、i2
女字紳8字回・8・29・2971・・il・・8i　g！…1・・Sl・・Sl・S611　i・4・1…　1 1
響毒均ト6・い98i坤・i3461・4・｝4181・22國575｛・・8國・・g173司 i

　ここで，低学年のころの木村勇二の書語能力を参考までにみておこう。

　3。低学年のころの言語能力

　1年　　　需三態力評点（平均）

　　読字　　霞宇　　読解　　語い　　発音　　文法　　作文　　話す　　総点　　評点

　　2．2　2．4　1．4　2．8　L5　2．0　LO　3．0　16．3　1

　このときの学級金貴の言語能力評点で，最高は総点33．9点，（評点5）であり

最低は，女児の総点13．1点（評点1）。かれの16．3点は次位であった。評点1

をとったもの学級3名中，男児ではかれがひとりである。

　　　　　　　　　　　　　　　　．159



　能力別にみると，読字力・書字力・読解力・作文・発音が，学級平均より劣

り，中でも，発音・読解力と作文は最低である。学級平均に近いできは，語い

と話すことであった◎それが，2年になると，

　2年忌　　話語能力評点（平均）

　　惣激鷲かな蟹辮搬驚読角傭い舷餓
　　　3．7　1．7　1．8　4．3　L6　L　8　2．2　2．4　3．　e　2．3

となっており，かたかなよみ，漢字よみ，かたかなかき，漢字かぎ読解力・作

文が，学級平均より劣り，なかでも，かたかなと漢字の書字力が特に劣ってい

る。作交は1年目時のように，最下位ではないが，最下位すれすれの線でとど

まっている程度，読解力も劣っているが，1年よりは進歩のあとがうかがえる。

　比較的よいのが，語い，ひらがなのよみかき，文法であるQ

　これによると，：文字力を中心として，基礎学力が1年の時から劣っていたこ

と，それと絹まって，読解力，作文張力がひどく悪かったこと，それが2年に

なってひらがなのよみかき能力が少しずつついてくるのに伴ない，まず読解力

がつき始め，作文能力も前よりは好転しそうなところにあるということがわか

る。そして，これらが今までみたように，中学年の段階にうけつがれていった

わけであるQ

　以上が，木村勇二の言語能力のおもな様相である。このような特高ができた

のはどういう要因がはたらいているためかを，次に調べてみよう。

　4．蓄語能力を規定する要因

　知能の状態

　4年（32．2．13）に行った知能検査（京大式9NX知能検査による）の結果では

知1籠i手旨数t＃　1040

　学級の他の児童に比べてふつうである。

　なお，1年1学期（28．6．10）に行った（新式阻体知能検査）場舎は，知能指

数は94（平均知の下）であったが，1年3学期（29．2．26）の検査（低学年用団

体知能診断テスト）では，102で，順次に高くなっている。ただ，われわれの

作った記濾力，推理力テストの結果では，劣っていた。
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　身体の状態

毎学年始めに行う学校の身体検査によると，かれの身体の発達状況は左のよ

身長
cm

男劃議i三罰

体重 ｮ胸?鶴㎜
22：s　1　sg．　o　1　6g．　6

（23．　x？）　1　（60．2）　1　（6g．2）

　4年

男子平均

　5年

男子平均

i31．6 P　26．61　62．sl　72．1

（12s．7）　1　（2s．s）　i　（63．g）　1　（71．6）

1堀・9・・「州・5・・
（133．　6）　1　（28．　3）　i　（66．　4）　1　（73．　9）

うである。これ1こよる

と，身長は，学級の男

子平均より上圓り，体

重も平均より徐々に多

くなっているが，胸囲

が常に足りない。健康

児とし、うi三P象¢ss．うけな

い。そのためか，出席

状態はあまりよい方で

はない。

　3年の5月から6月にかけて27鷺（自転車事故で骨折，入院），10月前2臼，

12月・1月に．それぞれ1日ずつ計31日（249山中）も休んでいる。4年になっ

てからは，6月目．3日，11月に4属，計7E（247日中）の休みである。

　学棟に入るまでの生育歴をみると，安産，母乳で育ち，歩行は生後12か月，

意味のあることばを欝い始めたのは，16か月後で，あまり早くない。それは，

生後2年たつまで離乳しなかったことにもよるであろう。それと生後1歳～2

歳の間に重い病気をしている。かかりやすい病気は，へんとうせん，中耳炎，

胃腸障害である。母親は，耳が遠くて正しく聞きとれないと報告している。

　運動能力は，ふつうなみにある。

　　社会性の状態

　社会性のテストの結果は，

　　家庭での生活習慣　　　　　　　　　　3

　　道徳性判断　　　　　　　　　　　　　3

　　社会的常識　　　　　　　　　　　　　2

　　パーソナリティ　　　　　　　　　1

　　総合評点　　　　　　　　　　　　　　3

で，■e・一一ソナリティを除いては，ふつうである。そして，これは揖親からの報
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告や，かれの実際の行動の観察によっても，一応うなずかれよう。

　食事のあとかたづけ，買物に行く，など，家事の手伝いはかなりするようで

あり，親やきょうだいとも仲よくやっているようである。ことに，母親に対し

ては，愛情をもっている。近所の子どもたちともよく遊んでいると，母親は見、

ている。ただ，この友人関係に関してだけは，学校と家庭とで，くいちがいが

あるようである。

　　友人関係

　4年（3ユ．4．17）の時，交友蘭係をしらべるために仲のよい友だち5人をあげ

させた。かれは5入の男児を友だちとしてあげたが，その5人からは友人とし

て扱ってもらえず，たった1人からしか，：友人としてあげてもらえなかった。

また，同時に行った，学校内での親切な人，がまん強い人，明朗な入，よくで

きる人，礼儀正しい人，運動のできる人などの10項目中，どの項にも0反応で，

学級中teつた1点（前記の友人の項）という最も悪い反応状態であった。この

ように，学級のだれからも認められず，愛されてもいないという点に，パーソ

ナリティに何かの欠点があると思われる。しかも，こういう友入関係は，今に

始まったことではなく，2年（29．6．i1）に行ったソシオグラムでも，　彼がひ

とりあげた男児からは反応がなく，だれからも好かれないのみか，きらいな人

として，3人の学友から指摘されている。また，かれも，学級内の腕力が強

く，あばれん坊の男児3人をきらいな人としてあげている。

　こういう友人関係であるためか，かれの作文「ともだち」には，いつも近所

の：友人と，きょうだいが登場していて，学級の友だちについては書かれている

ことがない。

　しかし，先生に紺する関係は好ましい。

　　教節関係

　2年目なるとき，担任の先生がかわったが，

　……まだ（た）せんせいがぼくだぢ（たち）のくみにくれぼいんだける（ど）もし

こなかコ（っ）だか（たら）ぼくわ（は）かなしいですける（ど）しょがな：い。

というように先生に対しては思慕の情をよせている。2年に行った調査（29．6．

11）でも，新しい受持の先生を大好きと答えている。

　　　　　　　　　　　　　　　　162



　　家庭環境の状態

　：父の職業はペンキ屋，学歴は，両親とも小学校卒で，準じく東京都（新宿区〉

の出身，かれも東京で生まれ，以来，両親から離れて生活したことはない。

　家庭環境診断テスト（田挙式，日本文化科学社）によって，それぞれの項目

に．，つぎの評点を得た。

　　家庭の一般的状態　　　　　　　　　　3

　　子供のための施設　　　　　　　　　　2

　　文イヒ自勺）1犬態　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

　　家庭の一般的ふんいぎ　　　　　　　　2

　　両親の教育的関心　　　　　　　　　　2

　　総評　　　　　　　　　　　　　　　2

　これによると，家庭の一般的状態と文化的状態がふつうのほかは，他は平均

より悪い。

　しかも，この調査をした4年の終りごろの家庭状況はよくなっているのであ

って，以前はもっとひどい状態にあった。

　父親は結核を患って寝たり起きたりしている。両親，70歳をすぎた父の叔母，

兄姉，弟2人という家族構成で，九畳の家に生活している。したがって本人の

ための勉強机もないという状態である。ラジオも最近兄のはたらきで買ったも

ので3年のころまでは家になかった。経済状態がどんなであるか想像がつこう。

父親は酒好きで，酔うと母親や子供たちを叱りつける。かれは「おっかなくて，

びくびく」している。両親はよくけんかをする。かれが1の年ごろ，母がしば

らく家を出ていたということもあった。

　こういう状態だから教育的関心が低くなるのも当然である。病弱で，酒飲み

の父は，すぐ叱りつけたり，たたいたりして子供たちからおそれられている。

母親は，子供の教育についても関心があり，そういう点でも，父親と意見があ

わないで，口げんかは絶えまがないと，かれは訴えている。子供の教育にまで

手が届かないというのが実状であろう。学級の80％の者が保育園経歴をもって

いるのに，かれは，保育園にいかなかった。そして就学時までには，なまえ以

外の文字は教えてもらえなかった。
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　こういう状況の中で，かれの学校生活が始まったわけである。かれの書語能

力が低いのは，こういう環境と切り離しては考えられない。

　　学習態度

　木村勇二の学習態度はあまり積極的ではない。しかし，教室での態度はそれ

庶どふまじめなものではない。ことに中学年になってからはよくなっている。

ただ，象庭での学習があまりなされていない（家人々Cみてもらわないで，自分

でする）から，二三効果はそれほどあがらない。観察記録から，かれの学習態

痩を拾ってみよう0

　29年11月5臼（金）　第1等時　算数

　　算数の時，うちで調べて来た者として手をあげたし，いっしょうけんめいに学習し

　ていた。

　30年9月27日（火）　第2校時　国語

　　送りがなということばやことがらを教えた後，教師が，「ながれている　しらない

　とおりすぎる　なげた　おちてぎた」といって，それらの語を児童にノートに書かせ

　る。次にr流ている　知ない　通すぎる　投た　落て来た」

　と板書して，蕎自が書いたノートと比べて誤りを気づかせていわせる。ノートに送り

　字をしないでいたものに，木村勇二，H・0・S（男），　U（女）などがいた。

　31年4月21巳（土）　第1校時　国語

　　きのうだされた宿題のかきとりを書かせたが，本籾勇二は20字中正答6字，誤讐14

　字という成績であった。

　29年12月3日（金）　第2校時　テスト

　　かたかな書字力テストの時，隣りのM女のをよくぬすみ見をする。ついに，ノーート

　を机の上に持ちだしてぬすみ見をしょうとした。周囲の者に注意されて，いまいまし

　そうにしまいこむ。

　30年1月27霞（木）　第1存亡，国語

　　指名されて答えるとき，「ね，ぼくのうちでね，ね……e」というように，「ね」を連発

　するくせがある。

　30年12月9日（金）　第2校時　国語

　　Nが欠席で，返してもらったテストの紙が机の上においてあワたのを「Oくん」と

　呼んで「その紙を机の中へ入れてやれよ。」と注意して机の中へしまいこませた。

　31年6月8罠（金）　第2～3時　休み時間　屋上
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　　友人がいない。集団の遊びの中に力晩てもらえない。M児をひっぱりこんで遜ぼう

　とするが，Mは集闇の遊びに加わりたいので，「よせよ，お前なんかきらいだよ。」とい

　つた。

　30年6月9H（木）　第2～3時　休み時間

　　休み時機で，男の子はたいてい屋上や外へ遊びに出ているが，ひとり残ってクレヨ

　ソで絵をかいていた。「絵が好きなの。」ときいたら，「うん」と癒えた。「絵を児ぜて」と

　いったが，はずかしがってみせてはくれなかった。

　32年9月281ヨ　（ti：）

　　2遡澗前金校生徒が神？欝外苑に行って写生会をした。審査の結果，木村勇二はS女

　とともに，学年の優秀作として発表された。

　これらの観察行動二言によっても，木村勇二の学習態度を中心に，かれの能

力，｛生格などが浮かび上がってくる。これらは今まで種々な面から見てきたか

れの特徴の原閃や結果として興味深くみられる。最後にラ家庭での読書の状態

をみよう。

　　家庭での読書の状態

　低学年のころから読書は好きな：方であったが，まんがや雑誌が主で読書内容

はあまり高くはなかった。3年になっても同様で，1日に2時蘭ほども読む。

童話も少しは読むようになったがすきなものはあいかわらず雑誌と漫1画で，学

習向きの雑誌や，娯楽雑誌をかりて読む04年になると読書はとても好きにな

って，読む本の種類も冒険・探検・作：文交点と広がってきたが，やはり雑誌が

主であり，柔道やちゃんばらの本を読みたいと思っている。ひとりでさびしい

時やおもしろくない時に読書をするというかれにしては，こういう興味本位の

読：莚i：になるのは当然であろう。

　新聞・ラジナ・テレビセこは，3年のころまでは接近していなかった。おとな

の新聞は，家でもとっていたが，文字力の劣るかれには見る興味もなかったら

しい（子供新喪はとらない）oラジオは家になかった。しかし，4年になってラ

ジオを買ってからは，毎臼喜んで聞いており，新聞も蒔々見る程度になり，テ

レビも近所の家のを兇に行くようになったQ子供のための蔵書はふつうの本5

冊，』絵本10冊，雑誌5冊，計20冊程度であるQ

　以上のことを中心にして，木村勇二の作：文能力について次のような診断がで
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きると思う。

　5．診断

　木村勇二の作文能力の特徴は，次のような要因が連関しあって生じたのでは

なかろうか。

　1．　作文能力が不振なのは，文字力，語い力，文法能力などの基礎能力が低

　　いためである。構想力や叙述力以前のところで，すでに問題がある。

　2．　それらの基礎能力の不備は，家庭の貧困と不和，教育的な関心の低さな

　　どのかれの入学前後の家庭環境によるところが多い。ことにひらがな文字

　　力の習得期として最も大事な入門期を，母の家出という事件があって，精

　　神的な不安の中に過し，学習に身が入らなかったことは，致命的な結果と

　　なって，：文字力に表われている。4年になウても，まだ，ひらがなが満足

　　に書けていない状態である。

　3．　文字力に付随して，語い力，文法能力が低いことは，これらの原因の外

　　に，学校の集団生活からはみだしている孤独な生活，パーソナリティにも

　　よろうQそれらを読書でまぎらそうとしたかれであったが，漫画や娯楽雑

　　誌などの読書内容では，語い力や文法能力の望ましい習得セこはならない。

　　　中学年になってから，文法能力も学級なみの時もあったが，しかし作文

　　での使用状況は前にみたとおりであって，文法意識はあっても，実際の使

　　富力は低い。

4。表現能力の不足に対して，読解力。鑑賞力はふつうにある。作文鑑賞力

　　は，道徳性判断との相関がみられたがかれの道徳性判断もふつうであった。

　　（なお，のことは，読解力や鑑賞力をしらべるテスト文では，むずかしい

　　漢字をあまり使わない，また，使ってもルビをふってあるためであろう）。

　　よいもの，すぐれたもの，美しいものなどに対する判別力・鑑賞力はあっ

　　ても，かれは，それを表現するのに，文字にたよらないで，線や面や色彩

　　にたよろうとしたのであろう◎さびしさをまぎらす手段は，読書や交字表

　　現でよりは，かれの場合，絵画表現として成功したのである。同じく言語

　　表現でも，話す力の方が高いのも，文字を直接媒介しないめではなかろう

　　か。
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5．生活作文に比べると，手紙文や記録文の方がよく書けている。作文能力

　を規定する要因の一つとして出ている知能は，それほど低くない。これら

　屋的がはっきりした実用的な文の方が書けるというのは，一つは，かれの

　生活内容の貧しさ，単調さにも起圏していると思われるQ低・中学年を通

　じての三つの課題作文では，いつも同じような内容のことがくり返されて

　いて，内容思想的に，ほとんど発展がみられない。5年に，なってから臼っ

　たくしのうち」で，はじめて，家の：父や兄のこと，ラジオのことなどを園

　想的にふれて，かれとしては，まとまった作：文が書けているのである。

6．　入学時の家庭環境の欠陥，精神的不安，家庭の教育的無関心などの地盤

　で，始まったかれの学校生活が，極度に基礎能力の欠如をきたし，それが

　家庭環境からくるパーソナリティと相まって，今日の段階に至っているも

　のと思われる。

　　最近になって，家庭も以前よりは，経済的にもよくなり，環境が好まし

　くなっているから，今後，かれの学習意欲のいかんによっては，作文能力

　ものびていくのではあるまいか。現に低学年の時よりは中学年の方がよく

　なっている。木村勇二の作文能力の発達のすがたは，今後の発達の状態と

　関連してみた隠，もっとたしかにさぐることができよう。　　　（芦沢）
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鐵　文字能力の発達

A　かたかな能力の発達

　1．　全体的考察

　低学年におけるかたかなの文字力は，2年3学期末までに，使用教科書で未

習の文字（N書濁音7字，C書は清濁各1字ずつ，　T書16字，　G書28字，　M書

26字）があるにもかかわらず，文字一字ずつの習得状況は，世に低下をいわれ

るほど，ひどいものではなかった。

　　実験学校清音よみ88．7％　かき70．7％
　　　　　　濁。≧［三濁音よみ　87．5％　　かき　68．8％

　　協力学校清音よみ9L8％　かき84．0％
　　　　　　濁。半濁音よみ88．7％　　かき　82．0％

　　　　　　　　　　　　　　（早立国語研究所報告10　低学年の読み書き能力）

　しかし，国語教室でかたかなが学習される場合，読みでは，確かに上の数字

を裏づけるような状況であるが，読みと比べて書く機会が生活の上で乏しいか

ら，作文・ノートなど，実際の使用面では，上の数字が深すほど習得されては

いないというのが，低学年におけるかたかな能力の実態であった。

　また，かたかな書きの語に多い，促音，拗音，長音を含む語について，その

読み書きの力をテストしてみたら，読みでは，一字ずつの正答率に劣らないほ

どの好率を示したが，書きでは，いずれも50％以下，　（30％台が多い）という

率で，相当低く，それも児童の生活に密接に結びついていない語ほど成績が悪

かっブこ。

　2年までに学習しなかった新しいかたかなをさらに学習するようになった3

年の！学期ではかたかなの文字力に，2年と比べて，どのような発達があるか

をみるために，3年の1学期のかたかな文字力テスyでは，2年終了時と隅じ

問題でためした。

3年1学期の問題
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　かたかな書字力テスト用語表

A表　書かせる一丁の順序と文享を含む単語
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33チフス

34ケーブルカ

35ターーザソ

36ゴム
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i　38ラ丹
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　　　ヘリコプタナ　　52

　　　1。　キャラメノレ

その結果，

　　実験学校　清音

　　　　　　濁・半濁音

　　協力学「校（7校）清音

　　　　　　濁・主1三濁音
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6嘱託象
64ゼンマイ

65ゴム

66ペンキ

67ブラッシ

68コップ

69ワット

70アマゾン

71ボール

B表　拗音，促音の書字力をみるもの

　2・　二＝一ス　 3．　チョコレート　4．　ラッパ

ヅ

ゼ

ム

ペ
ブ
プ
ワ
ゾ
ボ

　　　　　　　　　　　　よみ　94。3％　かき　85．2％

　　　　　　　　　　　　よみ　95．6％　かき　80．　0％

　　　　　　　　　　　　よみ　93。0％　かき　81．8％

　　　　　　　　　　　　よみ　　93．5％　　カ｝き’　80．7％

というように，読み書きともに相当の発達が認められる。ことに，読みにおい

ては，数人の誤答者を除いては，完全もしくは，1字誤読といった程度になっ

ている。

　また，閥時に行った促・拗・長音を含むかたかなの単語の読み書きでは，

　　実験学校　促・拗・長音（4語）よみ97．5％かき575％
　　協プコ学校（7考交）　　　　　 ’1　　　　　よみ　 93．8％　 カtSき’　53．4％

という結果を得たQしたがって3年初期の段階では，かたかな文字1字ずつは，

その後教科書などを通して新たに学習したために，読み書きともに一三の進

歩がみられるが，促・拗・長音を含む単語になると，1字ずつに劣らないほど

よく読めるが，書く方はかたかなを実際に書く生活から遠いために，2年のこ

ろと比べて，それほど発達がみられないことがわかっk。

　3年の2学期末，1学期と岡様，㈲かたかな文字71字及び，⑧促音，拗音，

長音を含む単語10語の読字。書字力をみた。
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　3年2学期テスト問題

くA）かたかな文字71字の読み書きについては，3年1学期と全く同一の問題と

　テスト方法。（169ページ参照）

（B）促音，拗音，長音を含む語だけ，従来の単語を単独に出す方法から，文脈

　中に提出して，その読み書きをしらべた。読みでは，当然個別テストである。

　書きでは，かたかなを含む文を読んできかせ，文脈の中から，かたかなで書

　くべき語を弁別させ，しかもそれが正しく書けるかどうかの一段と高度な作

　業を用いてみた。

　かたかな読字力テスト閥題

　（次の文を読ませながら，かたかなの語の読み方を，下の欄の該当の語に記

入する。）

　①　よごれた　コップを　きれいに　あらいました。

　②　きょう　ラジオで　リンカーンの　こどものころのおはなしをききました。

　③どうぶつあそびをしましよう。ニャソとなくものはなんですか。

　④　おじさんの　おみやげに　キャラメルと　ビスケットと　チョー＝レーートを　もら

　　いました。

　⑤はるになると，チx一リップがきれいにさきます。

　⑥ニュースによると，アメリカからかわいいしかのこどもがおくられる
　　そうです。

　　　　123456789　le
ヤ
ソ

ラ
ジ
オ

ア
メ
夢
力

リ
ソ
カ
…
ソ

キ
ャ
ラ
メ
ル

ー
ー
ス

ト
チ
ョ
望
レ
ー

チフ
x
l

リ

ツ

ビ
ス
ケ
ッ
ト

コ
ッ
プ

（
判
定
欄
）

かたかな書字力テスト問題

教示用表

①ねこがニャソとなく。
②ぼくは　キャラメルと　チョコレートと

③チューリップのはながきれいだ。
④　ラジオの　二x一一一ス　をきく。

⑤　＝ップに　みずを　いれて　ください。
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　⑥　．Vソカーソは　アメ1）カの　ひとです。

　　（単語10語は，読み書き共通であるが，記憾をさけるために，提示の文脈はかえて

　　ある。）

実施上の注意

　①一問ずつ読んで書かせ，次に進む。

　②すぐに書かせないで，「次に読む一つづぎの文の中には，かたかなで書くことば

　　がはいっています。どれをかたかなで書いたらよいかよく考えながら聞いて下さ

　　い。」といって，最初の一園は，読み終るまでよく聞くようにし，ひらがなとかたか

　　なを使い分けて書くということをよくのみこませてから，もう一・度ゆっくり読んで

　　やって書かせる。ただし，どの語をかたかなで書くといって，教えてはいけない。

　3年2学期末テストの結果では，1学期とほぼ同じ正答率であったQ従来の

テスト結果と比べると次のようになる。

　　　　　　　　　　かたかな読字・書字力平均正答率

　　毎

窪

時期

実
験
学
校

協
力
学
校

テスト時期

かたかな

清音（46字）

濁・半濁音
　　　（25字）

促・拗・長音

2年
3学期

よみ かき

88考｝，。簿

s7．　s16s．　s

94．e 39．1

04889）宇46（音浩

濁’半Zi…i82・・

促・拗・長音 90．1 54．7

3年
1学期

よみ

　％
94．　3

95．　6

97．5

93．0

93．　5

かぎ

　％
85．　2

80．　0

57．5

81．8

80．　7

3年
2学期

よみ かき

3年
3学期

かき

4年
1学期

　％
95．4

かき

、。劉，、391

4年
3学期

93．8

95．　3

96．5

95．　9

95．　6

5坤・・3

かき

t
7s．41　sg．gi

s！．e

87．8

55．e

ヨ
　
9
中
’
6

語
6
5
脈
6
7

単
文6

㊥
g3．　s1

63．　0

t
86．　4i　92．　61

61．6
63・61El；i）　g61S 1　s，．，

　かたかな：文字71字及び，促・拗・長音を含む語も，よみでは，3年の中期ご

ろまでには完全ではないが，実験・協力学校とも95％以上の者が正しく読める

ようになっており，教科書で，71字全部学習されていないにかかわらず，一門

習得の水準にまで達していることがわかった。1学期にやや低かった協力学校

では一段の進歩が認められ，実験学校では横ばい状態，むしろ下降を示してい

るが，これは，学級のある数人の下位考のための結果であって，全体としては

やはり上昇を示している。ことに読みでは，特定の誤読されやすい文字を除く
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と，ほぼ習得できているという状態に達しているといえよう。実験学校での3

年1・2学期末かたかな読字力テストの結果を，整理してみると次のように．な

る。（次のページの表参照）

　この表でもわかるよう1■　，読みに関しては順調な発達をみせている。100％

読めないというのは，特定の数人のためであって，特に最下位の児童によって

共逓酌に誤答無論が占められているということが目立っているが，それも，1

学期より2学期の方が，無答が急激に減って，誤答または正答にかわり，その

誤答も，数が減ってきている。ただ，現在の国語表記法の上で，かたかなとし

ての使用度の少ない，ヲ，ワ，ヌや，字形のまぎらわしいソゼザヅゾヂなどは

教科書でも提出しにくいためか3年では出てないのが多い（実験学校では，ヲ，

ゲ，ゾ，ヂ，ヅは未習）。その上無作為文字1字ずっとして提示されるためか，

20％近く誤っている。しかし，実際使用面ではこれらのかたかなが1字だけ

ポツンと出される場合はほとんどないQ謎語教科書でのかたかなの語の読みで

は，文脈の上で，前後の関係からわかるためか，総じて：文字一字ずつにみられ

るほどの抵抗は少なかった。3年2学期のかたかなを単語の形で出した10語で

も，ほとんどの鷺が正しく読め，誤答の最も多かったりンカーン（8人）は，み

なカーンの長欝の読みができずに，リソカソと読んだためであった。

　ひらがな表記が一応習得された児童では，カ・・一一ソは，カアソとありたいとこ

ろで，長音の棒引き符号には，まだ習熟できないむきがあるのである。したが

ってかたかな読字力の問題点はむしろ，これらのかたかな表記上の知識や習潰

；aあるといえよう。

　前表の2年3学期，3年1学期・2学期のかたかな文字カテストの平均正答

率（実験学校・協力学校）を見ると，読みが比較的順調に発達しているのlq比

べると，書きの方は，一壷の進歩はみられるが，低学年における，ひらがな文

字力の読みと書きが接近したような発達はみられない。：交字一字ずつの二合で

も誤答反応が相当著しく，平均正答率も80％を上下している。ことに実験学校

では，前期より下降しているという不安定な習得状況である。促・拗・長音に

いたっては，平均正答率も低く，まだ，この時期では，未発達である。中学年

のかたかな文字力の問題は，書字力，ことに，促・拗・長音を含む語の書字力
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（
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　 く く く く く

　 ヲ ユ ヌ ワ ソ
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にあることがわかった。このような発達状況から3年3学期熟こは，清，濁・

半濁音71字及び，促・拗・長音を含む10語に．ついて，憲：字力のみを検した。

　テスト問題及び方法一71字の：文字ごとのテストは，全く従来と同じ。単語

10語は前園同様，文脈中にあるものを弁別して正しく書く方法。

　教示矯表

　（1＞ぼくは　アフリカへたんげんに行ってみたい。

　②わたしは　ビスケットと　チョ＝レートが　すきです。

　（3）どうぶつえんの　おさるが　キャッ　キャッ　とないていました。

　（4）　ことしも　なつに　なったら，プールに　およぎに　いこう。

　㈲　チュ　・一リップの　はなが　きれいに　さいた。

　（6）これから　二＝一スの　じかんです。

　（7）この本は　リンカーンの　こどものころの　ことを　かいたものです。

　（8）わたしの　うちから　学校まで，100メートル　あります。

　（9）この　コップを　おぼんの　上に　のせて　ください。

その結果，71宇の文字1字ずつの轡字力は，

　　　　　　　　　　　　実験学校　　　協力学校（　校）

　　溝音　　　　　　　　　　　　　　 9L2％　　　　　　 93．8％

　　ミ蜀。鍔三i蜀音　　　　　　　　　　　　　89．9　　　　　　　　　92．6

　　促e拗・長音を含む磁語　55．0　　　　63、6

正答率が上昇し，読字力とほぼ岡じカがついてきたことが認められ，3年終末

時ごろまでに，読める字の大半は幾けるという段階にまで達していることがわ

かった。実験学校・協力学校で，使陣している教科書は，T・N・G。M・C書で

あるが，これらはそれぞれ，4年にもちこしのかたかなが，2字～13掌もある。

しかし，児童は，かたかな五十音図表で学習するためか文字1字ずつの書字力

はこのような状況であり，その習得状況はむしろ高いと思われるほどである。

しかし1足膏，拗音，長音を含む単語ぱ，前回よりやや進歩のあとが見られる程

度である。3年終了時までに，かたかな一一字ずつの書字力は一応身につくが，

実際の使用面としての単語を正しく書く力はまだ十分といえないというのが，

かたかな書字力の実態である。

　実験学狡における，3年1・2・3学期の書字力テストの結果を整理すると，

次のようになるQ

1”t5



全部書けたもの
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このうち，誤答・無答の最高煮の男児は同一人。
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学級平均 37．0宇 19．6字 5，1語
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7

ヨ
④

チ

　
3

ト
ツケ

2
ス
¢

ビ

3年3学期

清音 （46字）

　男　　女　　計
（20入）（28人）（48人）

8人　　6入　　14人

1人　　7入　　8人

7字　13字
1人　　1人

26字　重1字
1人　　i人

賦・半1蜀音…字月繍撫長音を鋤

（男20人）、、紘）（、瓢，i（、融）（、紘）（、獣，

8入　　14人　　22人

1入　　2人　　3人

字
配
盗
人

7
i
　
　
7
1

字
人
偉
人

ご
フ
ー
　
　
〆
〇
三

0人　　1人　　1人

3人　　1入　　4人

42．0字

誤答・無答の聞賭の男児は隅一人。

　　　　22．5字

語
人

10

R

語
人

語
人
語
人

n
O
3
　
　
三
三

5．5語

霧きやすい字
40入（85．1％）以

上のものが雷け
た字
（促。拗。長音を含む語は鋼）

オクスタナホマカコ

ヤソアウチニメエケ

アハユフシツミモヨ

レサ不ヒルムロ

ギゴダパガバポグゲ

ドペデビブボピザプ

ジ

フーノレ

アフリカ

ニュース

コッフ

ビスケヅト

（38人）

（37人）

（32人）

（32人）

（30人）
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書きにくい字
（一宇は誤答。

無二の人数）

　誤讐
ワ（6人

ヲ（6

セ（9

ソ（4

ヌ（3

フ（5

無答　計
9人）15人

8　）！4

2　）王1

6　）10

7　）10

5　）10

　誤答　無讐　計
ヅ（5入　12人）17人

ゼ（10　　4　）14

ソ“

i5　 7）12

チ＝・・一リヅプ

　誤答　無答　計
　（38人　0　）38人

キャヅキャヅ
　（34　e　）34

チaコレー1・
　（33　O　）33

リンカーン

（2正　0）2旨

この整理表での陰立つ現象は，

（1）教科書で2年から持ちこしのかたかなの：文字提出がその後追加されては

　　いるが，まだ未習の文字をいくつか残す3年置あるためと，ひらがなのよ

　　うに絶えずくり返し提出されて，反復練習されないから，書字力の方では，

　　誤答，無答の多い書きに．くい字が，テストの度にかなりゆれをみせ，誤答

　　反応もさまざまであること。

　（2）読字の場合と同様，無答から誤笛へ，誤答から正笛へと徐々に進歩しつ

　　つあることQ

　（3）　3年になると，文字学習の中に漢字の占める部分が多くなるためか，低

　　学年の場合に比べると文字負担が多くなるQしたがって，現行のかたかな

　　表記を要求される程度のかたかな使用範囲，必要範麗という現実面では，

　　特に，かたかな学習をていねいに，効果的に行わない限り，この程度の習

　　得状況なのではあるまいかということQ

　（4）読みに．くかった文字が，大体書きにくい字であることなどが考察され

　　る。

　なお，単語では，読みの場合にみられたように．，直音からなる単語は正答率

が高いが，チュ～リップ，キャッキャッ，チョコレートなど，促・拗・長音を

含む語がやはり書きにくい。かたかな表記をしなければならない外国語，外来

語，地名，人名，擬声語などに．多い促・拗・長音表婁己に，意外の抵抗がみられ

たことであった。

　「かたかなが，書けない」と言われるのは，前記のように，特定のいくつか

の文字に対しても雷われるが，実際には，かたかなの語，かたかな表記をされ

るべき語の表記法が身についていないということがわかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　／7S



　4年！学期では，ここに問題をしぼって，これらの学習困難な音をまじえた

語の霧字力ICついてみることに．した。

　問題の三三

　（1）かたかなの語　10語

　　　　　前圓のテ’ストで，成績の悪かった促・拗・長音を含む語なども含めたもの。

　　　　いずれも，教科書に捷串され，学習ずみの語G単語として提出。

　②　交章中のかたかなの藷　10語

　　　　　かたかなの語を含む文章を読んで醐かせて，文中，かたかな表記をすべきと

　　　　ころを正しくかたかなで書けるか，さらに，そのかたかなは正しいかをみるた

　　　　めのもの。

　　　　　　　　　　　　　かたかな書字力テスト語表

　ω①　リレー一　②　トラック　　③　スイッチ　　④　チ望キチョキ（きる音）

　　⑤ニュース⑥オーバー⑦ピソポソ⑥ページ⑨＝ユーヨ
　　ーク　⑩ポチャソ（水におちる音）

　（2）①　わたくしのせいは，一メートル三十センチあります。

　　②　あなたは，さくらの花と，チューリヅプの花とでは，どちらがすきですか。

　　③ぼくは，やきゅうがすきです。いつも，キャヅチャーになります。

　　④エジソンはイギリスの人ですか。いいえ，アメリカ入です。

　　⑤　テーブルの上に，，コップをおいてください。

　　⑥　かぜがふくたびに，チジソチリソと，ふうりんのすずしい音がします。

　　実施上の注意

　①（1）（2）ともに集団テスト

　　　調査瀬が，かたかな書字力テスF語茨を読んで，児童に，かたかな諮字用紙1こ書

　　かせる。

　②　（1）は一購ずつ読んで書かせ，次に進む。

　　　（2）の方は，すぐに書かせないで，　「次に読ts　一一つづきの文の中には，かたかなで

　　書くことばがはいっています。どfl　L　S．■かたかなで書いたらよいか，よく考えながら

　　聞いてください。」といって，最初の一嘱獄読み終るまでよく間くようにし，ひらが

　　なとかたかなを使い分けて書くということをよくのみこませてから，もう一度ゆっ

　　くり読んでやって書かせる。　（ただし，どの語をがたかなで齋：くのだといって教え

　　てはいけないQ）

　③メートル，センチは，皿，cmと書かないようにあらかじめ注意しておく。
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4年1学期テスト結果
　　　　　　　　（実験学校）

〈1）
＼櫓字繕瞳晶

1　リレ’一

2　　トラック

3　スイッチ

4　チョキチョキ

5　二x一ス

6　オーバー

7　ピソポソ

8　ペーtジ

9　ニューヨーク

10　ポチャソ

　平　　　均

71．4

73．　5

59．2

7！．4

69．　4

57．　1

81．6

8L6
42．　9

51．0

65．9

く①

1　メートル

　センチ
2　チz一リップ

3　キャッチャー一

4　エジソン

　イギリス

　アメリカ

5　アーフル

　コヅプ

6　チリソチリソ

　平　　　均

77．6

65．　3

38．8

36．　7

67．3

89．8

83．　7

59．2

7L4
85．　7

67．　6

年　　巻
4　（1）

2　（2）

2　〈2）

4　（1）

3　（2）

3　（2）

3　（2）

3　（1）

3　（1）

3　（1）

2　〈1）

3　（2）

3　（1）

4
3
9
μ

）
）
）

2
1
噂
ユ

3　（1）

　テストの結果，実験学校では左

表のような結果を得た○これに．よ

ると，まず，単語として書かせた

場合と，文脈中からりかたかなで

書くべき語を判別して書かせた場

合とでは，結果に．おいて，ほとん

ど大差はない。むしろ，実験学校

の場合では，②の：文脈の中からか

たかなの語を判別し，書かせた方

がやや優位である。

　協力学校での結果は，M校を除

いて，テスト（1）の単語として与え

た方が，逆に，やや優位である（同

一の教科書使用校N。C校も同じ）

が，それとても，大した差でない。

これらの結果から，この期の児童

は，かたかなで書くことを意識し

さえずれば，既習語はもちろん，

未習語でも生活上親しいものは，

かたかなで書くべき語の判別能力

はかなりついていることがわかっ

た。作文などにみられる，かたかなの語のひらがな書ぎは，ある程度，かたか

なで書こうという心購え・意識の欠如の問題であろうとみられる。

闘題

認羅教）

かたかな　（1）

かたかな　（2）

灘
1　6s．gAO

67．　6

N校
（丁書）

　　tho

72．3

70．　2

C校
（τ書）

G校
（N書）

　　％
78．2　1　68．8

72．9 65．　5

H校
（C書）

　　fto　f

63．0

6L8

M校
（N書）

　　％0

74．8

75．4

計平均

70．　5

68．　9

なお，（1）（2）のテストの結果と，それらの語の学習の有無（既習・未習）の関
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係とをみると，学習の有無，学習時期の遠近などにかかわらず，三音から構成

されている語は書きやすく，促・拗・長音からなる単語は，それが，学習され

たものであり，前圓のテストで書かされたものであったり，日常生活に．親しい

語であったりしても，成績が悪く，かつ，数回のテストの結果に，昏蒙ゆれが

あって，安定して習得されていないことがわかった。このようにして，かたか

な書字力の問題点は，促・拗・長音の複雑にからみ含つた単語にあるといえる。

それらは，後述の誤答平癒をみるといっそうよくわかる。

　　　　　　　　　　　4年1学期テストの結果整理

かたかな書字カ
テスト（1）　正0語

　男　　　女　　　　　　　　　計
｝（21人）　（28人）　（49入）

かたかな書字力
テスト②　10語

　勢　　　女　　　計
（21人）　（28人）　（49人）

全部できたもの 5人 ・人13ぺ4人 4人　　8人

1語だけできなかったも
の 2人　　3人　　5人

誤餐の最高 　7語　　9語
（4人）　（2人）

無答の最高
　3語　　　i語
（1人）　（1人）

4人　　5入　　9人

　　　　10語誤筏ω（2）の10語
（1人）　（正人）等長喬三雲3

答
共

誤
と

も
齎

と
高

女
澱
り

男
の
通

0
　
）

語
人（

学校平均 i 6．6語（65．9％） f 6．8｝語（67．6％）

　　書きやすい語
（数寧は正答の人数及び

正餐率）

　　書きにくい語
（数字は正答の人数及び

正答率）

ピソポソ（40人　81，6％）

ページ　（40　8L6　）

トラヅク（36　　73．5　）

サ　レー一　　（35　　　　7藍．4　　）

詳キチ（357・・）

⇒一儲（2汰42・9％）

ポチャソ（25　5LO　）
オ‘一ノミー（28　　　　57．i　　）

スイッチ（29　　59．2　）

イギ：」ス（44人　89。8％）

チリソチ
　　　（42　85．7　）リソ

アメジカ（弔　　83．7　）

メー　トノレ（38　　　77．6　　）

キャッチ　　　（18人　36．7％）
ヤ　

k一リ（tg・8・・）

テーーブル（29　　59．2　）

　なお，4年3学期末では，中学年における総合的な書字力テストを実施した

が，その中に，かたかな書字力問題も含まれている。従来，問題のあった，チ

ューリップ，二＝一トン，キャッチャーなど1こ，イギリス，リンカーンなども

加えた5語であるが，その結果は，実験学校平均正箸率63。O％で，4年1学期
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末に比べると，むしろ下降の気配がみられるのである◎　（協力学校は，55．　3％

でこれも下っている。）

　これは，4年後期ごろになると，文字力として漢字力の負担の方が多くなる

こと，他教科への学習量の増大などのために，かたかな文字学習が，あまり身

につかないからであろう。また，現実生活でも，それほど書く必要に迫られて

いない実情にもよろう。

　4年3学期末のテスFを整理すると，次のようになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　促・us・長音を含む語（・語）i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　男　　女　　計　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　（20人）　（27人）　（47人）　　　i

　　　　　　蜘できたもの（5語）i・人・人12人

1語だげできなかったも
の

誤答の最高

5入　　7人　　12人

　
　
　

武
人

英
ノ
ー
よ

　
　
（

　
　
　

語
入

4
．
3

　
　
（

無答の最高 ｝　　O語　　0語

学校平均 ｝塩
　　書きやすい語
（数字は，正筈の人数及

び正管率）

　　書きにくい語
（数字は，正箸の人数及

び二二率）

イギリス　　43入　（9！．5％）

ニュ．一 @トソ　　31　　　　（66。0　　）

キャッチャー20人

チューリップ27

リソカーーソ　27

（42．　6AO　）　1

（57．4　）

（57．4　）

　なお，かたかなを語として書かせた場含の書字力を2年の終りから4年の終

りまでのテスト別に，正答率からみると次の表のようになり，直音からなる語

（例，アメリカ，アフリカ）などは別として，促音，拗音，長音を含む語の習

得状況が，いかに不安定なものであるかということがわかる。

　なお，文脈中に提出されたかたかなの語を，ひらがなと区別して，かたかな

に書こうとすること，かたかなの語としての意識。弁別する力は，どの程度に

あるかというと，これは，案外にあることがわかった。

　3年3学期では，かたかなの語をひらがなで書いたものは，8．33％，

　びすけっと（男1）　り一かん（女2）　こっぷ（男1）
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か
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促
・
拗
・
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）

書
字
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表
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学

期
別

）
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2年
3学

期
3年
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期

蕉 コ
捻 簿

4
率
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正

島 L ，

王 罪
窒 ”

4

キ
ャ
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ル

ニ
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窪
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．
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．

0
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1 ｝
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．
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．
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．
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で，あとは，ビスケシと（1）チョコれいと（1）　プーる（1）ぷル（i）ちヨリプ（1）

　メーとる（2）　メとる（1）めイトル（1）　コッぷ（1）

などにみられるように，かたかなで書こうとする意識はあるが，かたかな夕：字

がまだ正しく書けないか，またはひらがな文字との混乱による誤りである。

　4年1学期でも，Bの（2）の文脈中のかたかなの語を，ひらがなで書いたもの

をま16．3％，

　せんち（1）えじそん（5）えりそん（1）ていぶる①

で，他は，

文字の誤りや，ひらがなとかたかなの混同によるまぜがき

　せソチ（4）きゃチャー（1）きヤッチd．．一（1）イぎりす（1）イぎリス（1＞

　アみリカ（1）アメリか（1）アめリカ（1）テえブル（1）テブる（1）こップ（1）

であった。

　この傾向は，問題提出の方法によって，児童が，かたかなで書かなくてはと

いう意識を持ちすぎたからとみることができよう。3年3学期，4年1学期の

テストでは，ひらがなの語まで，逆にかたかながきにした例が，かなり見うけ

られるのである。

　3年3学期末（文脈中の10語）

（1）ひらがなの語をかたかながきにしたもの。

　タソケソ（18）　ナサル（サル）（11）　オボソ（6）　ボク（4）　オヨギ（3）　スキ（D

　ロレカラ（1）　ナシノハナ（1）　ハナ（D　ヒャク（1）　ガツコウ（1）

（2）ひらがな（漢宇）とまぜがき

　おサル（3）　オさル（1）　（動物エソ）（D　アリます（1）　なッたら（D

（3）助詞までかたかながき

1ζ；；ソノ｝蹟；1驚。，［ll

　ビスケヅトト　（2）

　　全体の傾向としては，（3）は比較的低い段階の児童に見うけられる。

　　上位者では，ひらがなの語とかたかなの語の鰐口がはっきりできる。ひらがなの語

　をかたかなで書いているのは，中位の児童に多い。

　　男児に比べて女児の方が，かたかなで書く率が多く，オサル（正0人）タソケソ（18人）

　なかには，上位の者にも見受けられた。下位の児童の中には，全文をひらがなとかた

　かなの混じた書き方をしている者もいた。（2人）
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　4年1学；期末（文脈中の10語，もんだい2）

（1）ひらがなの語をかたかながきにしたもの。

　フP一リソ（9）　フウリソ（7）　フゥーリソ（D　プリン（1）　サクラ（5）　ハナ（2）　ヤキ

　コ．一（4）　ヤキュウ（3）　ヤキョ（1）　ボク（1）　ス・キ（1）

②　漢字やひらがなの部分までかたかながきにしたもの。

　アメリカジソ（3）　三ジウ（D　三ジュー（D　ふうリソ（1）

（3）助詞までもかたかながき。

　プリン（フーリソ）ノ（2）　イギリスノ（1）　アナタワ（1）

　全体の傾向として，3年3学期末よりかなりよくなったが，まだ語によって

は混同が見受けられる。もっとも最近では，表外の文字など，新聞雑誌でも，

かたかなの語が多くなっているから，一概に，これらをすべて正しくな：いと決

めてしまうことはどうかと思われる。また，教科書によっては，動植物名はか

たかながきである。ただし，実験学校の使用教科書はひらがな。ただ4年にな

ってからの方が，語意識がそれだけ正確になったのか，ひらがな（漢字）とかた

かなのまぜがきなどは減ってきている。なお，3年に引きつづいて，4年にな

っても，次のような混用文字を使うものがあった。その具体例。

　（1）アナたわさクらの　チャリプ花トでわドチラがスキでスか。

　（2）ボク　スキ　イツモ　やちゃ（キャヅチャ　’一）ニナi）ます

　（4）＝tL’ジそソわ　イキリスのひトでスカ　イユ薬園リカじソでス

　（5）テブるのう＝・ニコブオオイアクださイ。

　（6）かぜかふクたびに　クリリガ　チリソチリソフうりソノスずしいオトがします。

　　　　　　　　　（最下位の女児。なお，同学の誤笛は上の計では除外してある。）

　文章中にかたかなの語を見出すという場合，大体正しく書けるが，まだ，中

学年では，このように，両港の区別を完全に判別して書きわけることのできな

いものもいるのである。

　2．　かたかな二二力二目の問題点

〔誤答の傾向〕

（1）読字力

　中学年の段階では，かたかなの読みは，かなり順調に発達しているから，誤

答も少なく，低学年に比べると，誤答反応もずっと狭められている。

　誤筈の傾向（読字力）
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（）内の数字は誤答の入試を示す。ただし1入の場合にかぎり省略。

　　　　　卑1学期
ヲ（6）→ヨ（5）ワ

ソ（6）ソ（3）リシツ
ス（3）　ノ　　　メ　ネ

　
牝　

エ
　
　
マ
．

期学
チ
グ
ウ
ソ
岬
、
ネ
…

　

年
ウ
ウ
シ
ジ
ス
ズ

3
　
）
）

ヘ
ノ

）
　
ヘ
ノ

　
3
3
3
2

2

　
く
　
く

く

く
　
く

　
ヨ
ヨ
ソ
シ
ケ
フ

　
ト
ー
）
）
一
）
、

　
7
5
　
フ
4
4
　
4

　
く
く
く
く
く
く

　
ユ
ヲ
ソ
ツ
テ
ヌ

ヅ（7）→ジ（5）　ゾ（2）

ゼ（5）　　ザ（4）　　　ピ（圭）

ヂ（3）　デ（2）　ズ（1）

ヅ（10）→ジ（5）　ゾ（4）

ゾ（7）　シ　　　シ

ヂ（3）　ザ　　　デ

ブ（3）　ウ　　　ズ

ギドヅソ
グ
グ
ゼ
ギ

二＝一ス（2）→ニース　ニス

ラッパ（2）　　ロヅパ　パソ

チョコレート　チョコヒト

リンカーン（8）→リソカソ（8）

ニャソ（4）　　　ユヤソ　ニャーソ

　　　　　　ニャア　キャソ

　清音・濁・半濁音では低学年に見られた，類似字形のひらがなとの混同，同

行の他の音との混同，漢字との混同，原因のつかめない，でたらめ読みが，ほ

とんどなくなって，字形の混同がその大半を占めている。それだけ，かたかな

文字に．即した誤りであるともいえよう。

　促・拗・長音を含む語の読みとしては，かたかなの音を表わす，長音符号が

よく読めないのが最も暦立つ。ひらがな読みにようやくなれ，習熟してきたこ

の期の児童には，締引き長音符薄と，ひらがなでの長音表記との違いを，手つ

とり早く使い分けるのが困難なのであろう。促音，拗音の読みでは，それほど

問題がなかったが，リンカーンなど，誤讐8人が8人ともリソカソと読むほど

であった。

②　書字力

　読字力に比べると，清音，半濁音の書字力の方は，さまざまの誤答反応が見

られる。低学年における誤答傾向の，①類似字形のかたかなとの混同，②ひら

がなと混同，③同音のあやまり，④満濁を誤って書く（濁音化，濁・半濁音の

混同，満音化）⑤字形の不足，⑥漢字と誤ワて書く，⑦同行中の他の音と書き

誤る，⑧逆書，⑨原因不明のでたらめがきが，中学年にも，まだ持ちこされて
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いる。ただ，逆書や漢字と誤って書くこと，原因不明のでたらめがきはさすが

に影をひそめているが，無答から誤答への発達に即して，さかんに誤って書い

ている。ことに，爵立つことは，一度誤って覚えこんだ：文字が，そのまま，正

されることなしに，引き続いて誤り憲かれること，いつのテストの時で電正し

く書けるように，身につかない文字は，一変，正しく書けても，また，誤ると

いうふうに，絹当ゆれが激しいこと，読みでは，字形の混同が誤答の最大原因

であったが，書きでも，類似字形の混同は，誤答の大きな原因となっているこ

となどである。

清音，濁・半濁音にみられる，書字力の誤答傾向

　　（）内の数字は誤筈の人数を示す。ただし1人の場合にかぎり省略。

　3年1学期
サし3）・中せ（5）ナワ寸ラ

ケ（7）け烈毛チテ．1

　　ケ

ツ（の　シ〈3）ツ（2）ソフ

テ（6）チ（5）手

セ。6）せセ2）サゼ’也

ウ（5）　ラ（4）う

．ネ（5）冬（2）ネ斥ヌ

　3年2学期
セ〈f3）abL一ヒ（4＞也（4）七（3）

　　せサ
ミ（i3）　多U2）三三

サ（li）せ（4）やラサ（2）

　　ゼt＃
ワ（£）ダ（4）ハ（2）ワ。ワ

　　フ“

ヲ（3）≡ヲ（3）をタヌ才

　　アで

ウ（8）ラ（4）ラ（2）ワウ

ツ（8）シ（3）ソC2）っ（2）

　　ツ“

シ（8）’ソ（4）リレ

モ（6）毛（4）チレ

エ（5）ネ（2）レωユ

フ（5）フ？2）クサラ

メ〈5）ナ〈2）めkヨ
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　3年3学期
セ（3）ゆ遍三（4）　一七（4）サ

ワ（6）　！7（2＞ク（2）フ　フ”

；ヲ（8）　　『ヲ（2）　ダ　　モ（2）　『1

ツ（5）シ（5）

フ（5）プズス⑦ペ

ミ（5）　多（5）



ソ’lid）一’ドQ2＞ケソ

ザ〈’Io）ぜ（5）一ざサぜフ

　　ヂ

ツ1の　ジ（3）ゾヅミソゴ

　　ユ“

城7）ヂセ）げペプケ

　　デ

セ禰φゼ～7）域4）ぜセ

　　ヂ
ザ⑫ぜ13）ぜ（z）ぜザ

　　＃サザヂギ
カ実7）　カ・（5＞z蚊z）

ツ（6）ジ（4）．ツヂ

ゲ1の　け’k3）デム

　　　いジ〈5）ツ（2）シ（2）ヒ

　ゆソ（5）　　ジ（2）　ツk’2）ノコ

戚5）薫3）オ六“

ゼ1〃跨也～2）ゼ④ザk2）

　　セデ
　　　　　ヘミソ（5）ジ（3）ツぞ

ゆ

ツ（5）ジ（のザ

　促・拗。長音を含む語の書字力が，中学年のかたかな能力の中心問題である

ことは，前に述べたが，数回のテストに現われた，これらの語の誤答反応を見

ると，これらの音を含む語の書字力が，この段階の児童にとって，いかに困難

であるかということが実証されよう。

　　（　）内の数字は誤答の人数を示す。ただし1人の場合にかぎり省略。

　3年1学期

　ニェース（31）

　　　ニュース（3）　ニユウス（9）　ニュウス　ニウス　ニェーウス　ニュP・一フス

　　　ニョース　ニュウスー　ユース（3）　ニーユス（2）　ニーユース　ニユス（3）

　　　ニース　ニッス　ヌース　ジウス

　チuコレート（18）

　　　チョコレイト（5）　チヨコレイ5　チョーコレート　チコレイト　チヨコレト（2＞

　　　チヨコレレ　チョコルー1・　チョコーイト　チEコレート　チュコ“イト

　　　コレトモマユトチ

　3年2学期

　チューリップ（44）　（○印は，児童が，自分で書けない宇につけたもの）

　　　チューリップ　チューウリップ　チーユウリップ　チューリッ　チュウリヅフ

　　　チユウリップ（18）　チュウリシプ　チ＝リブ（3）　チェ；」ップ（4）　チュリッ

　　　チ＝イツボ　チ＝イシフ　チェワリプ　チュプリプ　チェリシ　チュヂリプ

　　　チウリップ（2）　ちょうりプ　ちやうリプ　チ○ウりぶ　チ○リッ0
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　　リソカーーソ（34）

　　　　リソカソ（21）　リソカシ　リソカアソ　りんかん　tiんかん　ジソカアー（4）

　　　　リッ八部アソ　リーカソ　リソかあり　リカー　り一カ

　　チョコレート（27）

　　　　チヨコレーート　チョコレイト（6）　チヨコレイと（6）　ちヨコレイト　チョコレト

　　　　チaコしいと　ちkコれいと　ちよこれいと　チョコし一と　チョコレー

・　　チョコレシ　チユコしと　チョユレイと　ヨロレイト　ケ転子と　チレイ

　　　　チョコ○イト

　　ビスケット（22）

　　　　ビスケッと（4）　ビスケシト（2）　びすけっと　ビスケシと　ビスヶト（3）

　　　びすけ　ビスッヒ　びッケと　びユけト　ビス　スケト　スット　ビスせK

　　　　ビス○ット　○スケット　ビス○ト

　　3年3学期
　　チューリップ（38）

　　　チュウーリップ　チ＝一リシプ　チ＝一リブ（5）　チーユーリップ　チュウリプ

　　　チユウリップ（乏1）　チxジップ（3）　チュリプ　チxウリシプ　チ＝ラリップ

　　　チaリップ　チョウリップ　チョーリッブ　チヨリプ　チーユジゾ　チウリップ

　　　チユリシプ　チユチシプ　コーウリヅプ　ヨエリヨぷ　チリッ　リ

　　キャッキ・ヤツ（34）

　　　キヤッキヤッ　キャッキャ（2）　キャッキやシ　キヤシキヤシ　キャキャシ

　　　キャキャ（24）　きゃきゃ　キャキア　キカキャ　キッキヅ

　チョコtZ・一ト（33）

　　　チヨコy一ト（4）　チヨコルート　チffコレート　チョコレイト（10）

　　　チヨコレイと（6）　チョコレト　チヨヨレート　チョユレーーイと（2）

　　　チヨユれいと　チョコレット　チコレイ1　チユコしいと（2）　チヨコレイト

　　　不
　　リンカーン（21）

　　　リソカァソ（4）　リソカァーソ　リソーーカーソ（2）　リソカーアん　リイソカーーソ

　　　リーソカソ　リーカーソ　リソカソ（3）　リンカー（2）　リーカソ　リーかん（2）

　　　リーソカ　リソーーソ

　メP一トノレ（19）

　　　メートる（2）　ナートル（4）　メイトル　めイトル　メトル（4）　メトる

　　　ナトル（2）　メユトル　m　入る　ジソカソ

4年1学期（テスト1）

　ニ　ユ．一at一ク（28）

　　　二．ユーーヨーク（3）　ニューmク（3）　ニェウヨーク　ニューウヨー・・ク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　i．89



　　ニュウオオク　ニウヨウク　ニウヨウマ　ニゆヨク　ニョクー　ニーユナウク
　　ニーユク　ニューE一ク　ニ・ユ9一ク（3）　ニュaウク（2）　ニコ．ウユオク

　　ニユヨウク　ニユヨク　ニヨウク　ニューク　ニーユーウ　ユークヨウク

ポチャソ（24）

　　ポチヤソ（13）　ポッチャソ（2）　ポヤソ　ホ　ポチアソ　ポッヤソ　ボチヤソ

　　ポツン　ボチヤソ　ポチヤ　ポシ

オー／ミー（21）

　　ナーバ（14）　オウバア　オオーバ　オー／ミア　オオバア　アヨラ」tオウパー
　　で　　　ロ　　　ぐ

　　フf万ハ　

スイッチ（19）

　　スイッチ（2）　スイシチ（2）　スーイチ　スイーチ（2）　ス（ッシ　スーチ

　　スイチ（9）　ストッチ

　　　　（テスト2）

キ　teッチャ一一t（3i）

　　キャッチャー（3）　きヤッチヤー　キャチャア　キャチャー（2）　キャチャ

　　キッちゃ　キヤチー　キャッチャ（3）　キャッチr・一（2）　キャッチー

　　キャチャーア　きゃチヤー一　キャチャーーア　キャチヤニ　キャチ　キャッチヤア

　　キヤツチヤマ　キヤチーア　キャシャー一　キチャアニ　チャーチ

　　キャーッチャー　キヤツチヤニ　キャシチヤニ　やチや

チ＝一i］ップ（30）

　　チx一リップ（2）　チューリプ（2）　チュウリップ（4）　チェウリシプ

　　チョーリップ（2）チョリヅプチューリシブ（2）　チ＝一リッ　チ＝一リ

　　チュウリッブチェウーリップ　チョウジプチュウヅプチゆリプ
　　チ＝リップ（3）チーユーリプー　ナマウノワナイマ　チュリシプ（2）

　　チュリッポ　チーリシプ

テーーブル（20）

　　テ・・ブル（3）　ていぶる　テブる　チブル　テウブノ　テえブル　テェーブル（2）

　　チェブル　テーズル　モウプ　テイブル　テブル（3）　テーブル　テール

　　イプノ

セソチ（17）

　　せソチ（3）　センチ（3）　ナンヲ　せんち　七ソチ（5）　ソチ　せソち（2）　せチ

これらの誤答を分析してみると，

（1）該当のかたかなの文字が書けない。

②　該当のかたかなの文字を誤って書く。

（3）捉音表記の脱落。

（4）健音表記がでぎない。

（5）拗音表記の脱落。

（6）拗音表記ができない。

（7）長音表記の脱落。

⑧　長音表記ができない。
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などであるが，中でも，長音を書きあらわす際の抵抗が，いかにひどいもので

あるかは，＝ユース，チ＝一リップ，ニューヨークなどの例についてみるとわ

かる。実にさまざまの反応である。この原因の大半は，ひらがなにおける，長

音の書きあらわし方と，かたかなの場合のそれとの相違によるものであること

が，その誤筈傾向から察せられる。いったい，ひらがなでも，促・拗・長音を

含む語は書きにくく，2年2学期末テストで，清・濁・半濁音71字の読み書き

の正筈率がほとんど！CO％に達した時でも，まだ，問題があっfe。ただ，ひら

がなの場合は，くり返し学習されるので，文字1字ずつの読み書きの力との差

はかたかなほどひどくない。同期の促・拗・長音を含む！5語のテストでは，

　読字力平均正箸率　　実験学校　93．5％　　協力学校　93，1％

　書字力　　〃　　　　　　　　　77．7　　　　　　　、83．9

音別にみると，

　　　　　　　促音（つ）　拗音（や）　　（よ）　　　（ゆ）　　長音（う）

　言売等：プ）　　　　　　　95．0％　　　　　　91．6％　　　　　92．5％　　　　90．9％　　　　93，0％

　書字ブ3　　　　　　　88．1　　　　　　　87。7　　　　　　　82．8　　　　　　76．9　　　　　　87．0

となっていて，書字力平均正答率は80％近い状態であるQ長音は，2年の2学

期ごろになると，ア・イ・X・オ列のものは大体正しく書け，ウ列の長音，と

くに拗音と結びついたものに議題が残っているが，それも87％まで書けるよう

になっている。2年末ごろまでにようやく習熟したこれらのひらがな長音表記

が，かたかなでは，チューリップ，リソカーーソ，チョコレートと書かなければ

ならないので，この段階での児董には，書く上での混乱を来させる原因となる

のではあるまいか。r一＝ウス（9人〉チ＝ウリップG8人）チョコレイト（6人）チ

ョコレイと（6人）リソカソ（21人）といった大量の帯桟は，表記混乱の結果であ

ると思われる。このように国語蓑記法の複雑さからくる児童の負担が，意外に

多いこと，「かたかなが書けない」のではなく，かたかな文字が本質酌にこれ

らの問題になる音を多くもっている以上，ひらがな，かたかなた両字の表記法

が二様になっている現在では，こうした書けない実態が当分繰り返されるであ

ろうことを，つけ加えておくQ

　3．燗人別かたかな文字力発達一覧表

　かたかな，清音，濁・半濁音71字，促・拗・長音を含む語の読字力・書字力テ
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ストの結果を個人別に整理した一覧表を次に掲げておく。これによって，個人

のかkかな文字力の発達の状況が数量的にわかる。

読字力

かたかな清音（46字）　濁音・半濁音（25字） 音部O伊野

　語10（謝臼

男子

mo

3年玉学期 3年2学期 3年　　…3年1学期i　2学期 3年1学期 3年
Q学期

正誤無
囂Q答

正誤無
､答答

正誤i無正縢無・
Q矧答答暦答

正誤無
Q答答

正誤　無
囀囀

i
46　0　0 46　0　0 25　0　0　24　1　0 4　0　0 10　0　0

2
3
4
5
6
7
8
9
紛
1
1
1
2
B
1
4
1
5
拓
π
1
8
1
9
2
0

43　王　245　1
381　81　Ol　421　1

461　Ol　Ol　461　0

461　Ol　Ol　461　0

461　Ol　Ol　461　0

461　el　OI　461　O

欠一一46　0
441　21　OI　461　0

451　ll　Ol　461　0

46i　Ol　OI　451　1

16i　41　261　241　6

451　ll　Ol　461　0

461　OI　OI　461　0

451　li　Ol　46i　0

46　0　045　重
45i　ll　Ol　461　0

46堰@ol　ol　z61　o

期1に鯛

3
3
5
5
5
5
5
5
5
5
0
5
5
4
5
5
5
5
5

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2
2
2
2
2
2
2

0
0
0
0
G
O
一
〇
〇
〇
1
8
G
O
O
O
O
O
O
O

1
3
0
0
0
0
一
－
一
0
4
0
0
2
0
－
0
0
0

24

Q2

Q5

Q5

Q5

Q5

№
Q
4
2
4
2
5
3
2
5
2
5
2
3
2
5
2
4
2
5
2
5
2
5

0
3
0
0
0
0
0
0
0
0
6
0
0
0
0
0
0
0
Q

0
9
9
0
0
0
0
8
0
9
5
0
0
0
0
0
0
0
G

0
0
0
0
G
O
一
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

0
2
0
0
G
O
一
〇
〇
〇
〇
G
O
O
－
0
0
0
0

4
2
4
4
4
4
欠
4
4
4
4
4
4
4
3
4
4
4
4

－
重
0
0
G
＞
0
0
0
0
0
1
G
O
O
O
O
O
O
O

1
1
0
0
G
O
O
O
O
O
4
0
0
1
0
0
0
0
G

0
1
正
0
0
0
0
2
0
1
2
C
O
O
O
O
O
O
Q

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
3
0
0
0
0
0
0
0
G

読字力

　　かたかな清音（46字） 濁音・半濁音（25字） 　促・拗・長音

（4語）　　（藍0語）

子
Q

女
N

1
2
3

　
燭
無
筈

　
ま騒

馨
3
　
正
答

期
無
答

㌔
懸

3
　
正
答

6
6
6

4
．
4
4

O
G
O

に
ノ
／
0
6

4
．
4
．
4

O
O
O

－
G
O

　
　
き

　
麺

　
学

年
i

3

馨曜馨

鑑
ノ
「
）
1

2
2
2

0
0
0

3年　　i3年
2学莫居　i　　1学期

3奪
2学期

奪馨馨優馨馨碁馨磐

ご
フ
ご
フ
5

2
2
（
∠

0
0
0

O
A
U
4
、 29ユ

0
0
0

4
↓
4
」
4
．

0
0
0

O
G
O

OI　10

el　lo

Ol　9

O
O
－

O
G
O



4
5
6
7
8
9
紛
H
辺
B
婦
5
1
6
算
1
8
珍
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9

45

S6

S5

S6

S6

S6

R9

S6

S6

S6

S6

R8

S3

P9

S6

�
S
6
4
6
4
6
4
3
4
6
4
5
欠
4
5
3
9
4
6

6
6
5
6
6
6
2
6
6
6
5
0
5
7
6
9
6
6
6
1
6
6
4
6
8
6
、

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
2
4
3
4
4
4
4
4
4
2
4
3
4

O
O
－
0
0
0
4
0
0
0
0
3
0
1
4
0
0
0
0
0
0
0
0
一
〇
一
0

－
0
0
0
0
0
3
0
0
0
0
5
3
B
O
5
0
0
0
3
0
，
、
一
一
6
0

0
0
0
0
0
0
2
0
0
0
1
3
1
2
0
5
0
0
0
4
0
0
8
0
5
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

0
0
三
〇
〇
〇
2
0
0
0
0
3
0
7
0
2
0
0
0
三
〇
〇
4
0
3
0

o

o

0
0
0
0
1
0
0
0
0
！
三
茎
0
3
0
0
0
1
0
三
｝
0
0
3

0
0
0
0
0
0
0
0
G
O
O
6
0
9
．
O
釧
…
α
…
．
α
．
．
．
0
0
0
0
　
一
〇
〇
1

5
5
4
5
5
5
3
5
5
．
鋲
．
…
．
ラ
…
．
3
…
4
！
6
…
ヲ
…
．
．
1
5
5
到
l
i
3
…
．
．
．
ヲ
5
5
5
4
！

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2
2
2
2
2
2
2
！
2
2
2

0
0
三
〇
〇
〇
！
0
0
0
G
三
三
4
0
4
0
0
0
2
0
G
8
0
圭
4

0
0
0
0
0
G
1
0
0
0
0
1
0
5
0
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
0

4

4

4
　
4
　
4
　
4
4
　
4
4
　
4
．
4
．
．
．
．
．
．
4
．
．
．
…
4
i
3
4
　
4
　
4
4
　
4
4
　
4
3
4
…
4
己
．
．
．
．
．
．
4
　
4

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
9
0
0
0
0
0
0
9
0
9
0
『
0
0
0
α
一
α
…
．
α
8
0
0
0

－
　

！
　

－

董
　
　
　
　
　

1
　
　
1

一
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
藍
　

－

－
　

三
　

－

0
0
0
0
－
0
0
喉
α
l
d
d
．
”
…
α
…
套
…
α
、
…
、
蘇
…
艦
曙
曙
…
§
…
、
2
－
3
…
i
9

0
0
0
0
0
．
0
0
．
．
．
．
≡
α
1
．
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
α

書字力

カ、たカ、な海：辱音　（46字） 濁音・半濁音（25字）

子
。男
N

…
年
瞠
…
馨

・
2
ノ

…感
量

3年
　2学期
馨［劃編馨懸i

3無
　3学期

創馨

　
期

　
学

年
1

3

－
（
∠
3
4
．
π
フ
！
0
7

34

R8

№
R
4
4
6
4
6
3
2

5
4
　3
0
0
0

閣

7
4
一
9
0
0
1
4

一
α
ヨ
…
．
．
σ
0
2
6
5

3
へ
）
2
4
．
4
4
，
3

4
1
…
．
．
1
3
1
3
0
5

2
1
…
．
．
．
4
3
5
1
0
6

！
1
ま
2

3
4
・
2
6
6
／
0
6

4
3
4
4
、
4
4
4

0
2
0
0
0
0
0

　
13

0
4
0
0
0
0

391

珍
1
8
欠
2
3
2
3
2
5
1
4

誤

2
2
　
1
2
0
0

を
“

強
ハ

4
5
一
1
0
0
B

3隼
　2学期

測誤
讐1答

8
8
0
2
4
『
フ
3

王
1
1
2
2
2
2

り
♪
0
6
2
1
∩
V
O

無

4
．
7
9
1
0
0
2

　
期

　
学
，
＝

年
3

3

無
塔

誤
箸

正
餐

り
）
7
（
U
3
r
フ
　
フ
4
．

2
1
2
2
2
2
2

2
1
戸
フ
2
（
U
O
∩
V

0
7
0
0
0
0
董



8
9
沁
H
E
1
3
1
4
5
1
6
鐸
1
8
1
9
2
0

欠
4
3
4
6
4
1
3
1
3
2
4
6
3
7
4
5
4
4
4
6
3
4
4
6

3
0
1
3
4
0
1
1
2
0
5
0

0
0
4
2
0
0
8
0
0
Q
7
0

　
　
　
1
　1

3
0
9
3
7
9
6
7
0
4
4
4
6

4
4
3
2
　
3
4
3
3
4
4
3
4

0
6
3
3
8
0
0
3
5
玉
2
2
0

3
0
4
0
三
7
0
6
1
1
0
0
0

　
　
　
2
3
　
　
　
　
哩
1
　
　
　1

6
3
2
7
3
2
6
4
3
6
5
7
6

4
4
4
3
1
4
4
4
3
4
4
3
4

∩
V
3

1
3
7
正
0
2
4
0
玉
2
0

欠
2
0
2
3
2
1
8
U
2
5
1
9
2
5
2
4
2
5
婚
2
3

0
．
0
3
6
6
3
0
0
9
0
0
7
0

　
　
　
　
2

5
2
1
3
3
0
3
0
1
G
O
2

O
O
3
4
8
0
3
0
0
0
9
0

　
　
　
i

5
3
0
5
5
1
5
圭
5
9
5
5
5

2
2
2
圭
　
2
2
2
玉
1
2
1
2

0
2
3
2
1
2
0
4
5
3
0
0
0

0
0
（
∠
8
9
2
G

　
　
　
　
正

f
フ
3
6
乙
7
7
1
＝
フ

2
2
2
1
　
2
2

5i正8
31　2s

ol　2s

io
戟C　20

01．　25

91　？2

0
2
1
3
2
1
0
0
2
0
0
0
0

0
0
2
2
6
3
0
0
5
0
Q
5
0

　
　
　
　
1

霧：字力

かたかな溝音（46字） 濁・半濁音（25字）

無
答

1
　
0
　
0
　
0
　
1
　
0
　
0
　
0
　
0
　
2
　
0
　
0
　
0
　
1
　
7
　
0
　
5
　
1
　
3
　
0

誤
管

Q
　
O
　
圭
　
0
　
1
　
0
　
0
　
0
　
G
　
4
　
0
　
0
　
0
　
1
　
3
　
0
　
2
　
2
　
玉
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

正
答

4
5
4
　
5
3
5
5
5
5
9
5
5
5
3
5
5
8
2
　
1
3
2
2
2
2
　
2
　
2
2
2
2
　
1
2
2
2
2
　
1
2
　
1
　
2
2
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

無
箸
ξ
　
．
…
　
…
　
」
誤
答

1
0
3
0
8
2
0
3
Q
　
7
0
　
1
0
　
2
　
夏
　
4
　
4
3
7
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

2
0
　
2
　
2
　
1
0
0
　
5
Q
　
4
0
0
2
　
3
3
　
4
　
4
0
　
玉
　
5

2
5
0
3
6
3
5
7
5
4
5
4
3
0
正
7
7
2
7
8
2
　
2
　
2
　
2
　
1
2
2
　
重
2
　
1
2
2
2
2
　
1
　
1
　
　
　
2
　
玉
　
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
2
　
0
　
熱
　
6
一
α
　
O
　
1
　
9
　
1
　
0
　
0
　
8
　
4
　
0
　
4
　
4
　
G
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
…

誤
讐

、
4
　
象
…
2
　
欝
d
君
朝
一
h
讐
α
一
4
6
　
3
　
4
　
4

19

Q3

Q2

Q3

P6

P9

Q4

Q4

Q3

@
．
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
…

　
正
面
ー
ー
ー
寿
　
無
答
　
i
　
一
　
誤
答

3
0
0
0
1
0
0
0
Q
O
O
O
O
2
　
三
〇
9
0
2
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

0
　
1
　
1
　
0
　
1
　
0
　
0
　
1
　
0
　
3
　
α
　
重
　
重
　
2
　
3
　
三
　
G
　
2
　
G
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
玉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

紛
巧
巧
％
躬
％
％
堀
妬
男
％
上
船
陣
門
薇
刀
直
情
弱

正
箸
無
答

0
0
－
0
6
8
0
5
0
5
0
0
2
5
1
6
6
1
7
2
1
3
3

誤
箸

2
4
2
4
1
1
0
5
Q
5
0
2
2
　
4
6
3
0
2
3
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
…

正
箸

鱗
躯
豊
鐙
罫
舶
％
箋
麓
罫
％
算
壌
3
。
遡

無
筈

3
－
0
0
8
1
5
0
0
G
1
3
0
0
0
1
0
2
4
0
2
1
7
0
2

一
意

0
　
正
　
一
1
0
0
0
7
1
　
4
0
2
3
2
　
5
　
1
　
4
　
5
2
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

勢
磁
巧
巧
男
鑓
％
り
納
り
妬
糾
弟
異
鐸
巧
H
冤
鱗
引

子
女

正
啓
．
…
一
O
N

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
噴
門
B
質
1
5
1
6
π
1
8
1
9
2
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
暑
遣
」
、
…
…
」
遣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
．
」
一
1
一
　
　
　
　
…
「
…
－

194



i
i
i6
1

i：・i／

　1

3
i

　　　21

？
？
1
　　　61？
2
1
18　　　7

25i　0

25i　0

201　1

？Ei　9i

　　　2i22P
　t

二

Z
i
1

2

2

0

3

0

9

1

3

：
“
・
・

l
l
i
l
i
i

瓢
l
l
・

i
l
i
3
1
1

4i’

　
l
　
l

22P
1
f
l
？
9
i
？
？
’
l

i
g
lSI
I
i
l
i
　
｛

1

4
1

1
1
s
l
，
l
i

“
ol’

，　31・

o
l
’
・

　
1

20i・

2i〟
o

，sl．

2
？
1，議

，2

P
i

t
6
1

2
1

1
1
g
l
，

S
1
5
10

2

6

4
4
5
3
6
3
4
0

4
4
4
4
4
3
4
4

一
α
2
0
2
1
1
3

　
1
　
　
　
　
　
　
　
1

6
2
4
2
3
3
2
1

　
　
　
　
　
1

　
　
0
4
1
2
3
2

9
4
．3
3
4
4
4
2
4
4

1
1
2
0
0
0
0
0

2
2
8
0
0
0
正
1

　
　
　
　
　
1

43

43

36

46

46

36

45

45i

生
2
3
4
5
6
7
8
9

2
2
2
2
2
2
2
2
2

かたかな拗・促・長音（審胆力）

（5語）

4年3学期
交脈中

（王0語）（10語）（10語）

3年
　3学唄

　
　
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

無
警
．

　
　
正
互
3
4
0
0
3
隻
4
1
2
5
0
0
1
3
0
α

重
三

正
讐

　
涯
渦

　
オ
」
’

　
8

　
語
誤
答

期
単

三
　
正
餐

一
　
．
…
　
　
…
彦

藍
無
笛

4
中

　
誤
筈

　
脈

　
文
正
筈

　
鷲
嚇

　
絹
　
、
4
ナ

≠

（10語）

3年
　2学期

（4語）

3年
．1学期

正
答

誤正誤1無
讐笛i讐

HヨエフFj－j

N・懸馨馨

Q
（
V

3
2

4
4
2
i
5
5
2
4
1
4
3
0
5
5
4
2
5
5
　
　
2
3

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3
0
0
0
0
0
0
0
0

3
3
7
7
0
0
3
1
6
3
5
7
4
0
4
4
！
0
6
0

7
7
3
3
0
0
7
9
4
7
5
0
6
0
6
6
9
0
4
0

　
　
　
　
1
凸
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　1

…
q
…
α
d
一
α
…
α
一
α
…
0
－
1
α
一
α
…
α
一
L
－
α
、
…
ぴ
一
．
0
－
i
α
…
σ
．
己
…
0
一
；
α
一
α
…
0
一

｝

Q
ノ
ζ
ノ

7
5
王
i
1
1
8
6
6
0
6
0
2
2
0
0
4
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
i

7
5
3
5
9
9
9
9
2
4
3
0
4
0
8
8
0
0
6
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
－
　
　
　
　

三

一
嘆
醜
．
、
噸
．
嘩
曙
，
餌
α
聾
嬢
匪
磁
．
蝶
醍
、
烈
葺
唾
函
具
鱗
、
咽
．
酬
養
鱗
喋
，
副
、
，
ー
ー
．

3
8
8
7
2
2
6
5
6
6
5
7
6
2
4
8
1
1
4
1

7
2
2
3
8
8
4
5
3
4
5
1
4
8
6
2
9
9
6
9

0
0
2
0
0
0
0
0
0
G
O
6
0
0
0
0
0
0
0
0

6
2
0
6
7
8
7
8
2
5
2
0
2
9
3
4
8
9
3
9

t

・
〇
一
〇
〇
〇
宴
一
α
d
σ
3
．
竪
、
。
1
…
便
d
。
一
α
肩
α

3
i
隻
3

一
2
0
1
2
　
2
2
4
1
2
0
3
3
1
0
1
0

1
欠
2
4
3
0
欠
2
2
0
0
i

4
．
1
1
3
4
．
2
4
、

玉
2
3
4
5
6
ア
8
9

〇
三
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

1
！
1
1
1
1
王
i
1
正
2
2
2
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（4語）

かたかな拗・提・長音（書字力）

（10語）　　（10語）　　（io語）　　（10語） （5語）

4年3学期
文脈中

正誤i無
答答｝答

4年1学期
単語←づ

　　　　3年
学期　　　3学期

a
g

文脈中
無
答

誤
箸

正
答

誤無
箸答

無正
讐箸

年
2

3
女引3㌔期

誤1無正誤
答．讐讐讐

正
答

誤1無
答膝　正No

　讐

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
一
◎
Q
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O

3
0
4
1
0
3
1
4
2
4
0
2
2
皇

一
G
4
2
4
1
1
4
3
1
！
5
G
O

2
5
1
4
5
2
4
夏
3
1

5
3
3
4
欠
5
正
3
1
4
4
1
2
4
4
0
5
5

（
U
　
O
　
O
　
O
（
U
　
O
　
O
　
O
　
∩
V
　
O
　
O
　
（
）
　
∩
）
　
0
　
0
　
（
U
　
1
0
　
0
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
（
U
　
（
）
　
0
　
0

一

0
0
5
三
2
三
2
8
5
8
2
0
0
5
7
3
9
7
9
2
0
2
5
1
0
8
0
0

10

P0

T
9
8
9
8
2
5
2
8
1
0
1
0
5
3
7
0
3
－
8
1
0
8
5
9
1
0
2
1
0
紛

G
O
　
O
　
O
　
O
　
∩
〉
　
（
）
　
0
　
0
　
0
　
（
）
　
（
）
　
∩
）
　
0
　
0
　
G
　
O
　
∩
V
O
　
O
　
O
O
　
G
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O

3
0
5
2
2
0
1
4
1
6
0
0
－
2
7
1
紛
3
7
5
－
4
3
3
2
8
2
2

7
1
0
5
8
8
1
0
9
6
9
4
1
0
1
0
9
8
3
9
0
7
3
5
9
6
7
7
8
2
8
8

0
0
1
0
0
0
0
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
C
O
O
O
O
〈
U

2
2
6
3
4
1
2
6
2
1
0
0
4
2
5
6
3
1
0
6

8
8
3
7
6
9
8
4
8
0
1
0
6
8
5
4
7
0
4

だ
フ
　
2

4
4
5
3
4
1
0
4
5

5
8
6
6
5
7
6
0
6
5

“
α
0
0
0
0
0
α
0
0
0
0
0
0
0
0
！
0
0
0
0
0
0
α
0
、
O
『
．
α
…
曙

3
4
5
8
6
3
3
7
1
9
3
2
2
6
7
4
9
2
8
4
5
5
6
4
2
8
3
2
8

7
　
6
5
　
2
　
4
　
7
　
7

～
i
．
．
一
．
　
　
　
　
　
　
　
一

3
9
1
7
8
8
4
3
6
0
8
2
6
5
5
4
6
8
2
7
8
2

G
O
O
O
O
O
O
Q
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
Q
O
O
O
O
O
2

1
王
3
1
2
1
1
2
2
1
圭
互
0
ユ
3
2
4
2
2
0
0
玉
2
！
2
2
重
2
2

3
3
1
3
2
3
3
2
2
3
3
3
4
3
1
2
0
2
2
4
4
3
2
3
2
2
3
2
0

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
H
穏
B
1
4
1
5
日
目
1
8
珍
2
0
％
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9

B　漢字能力の発達

1．　全体的考察
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　低学年の漢宇テス！・の結果，文部省の学年配当案による低学年までに提出さ

れる漢字の能力は，それが学校での学習の有無を含めて，ほぼ70％読め50％書

けるということ，漢字の能力は，地域差よりも，この段階ではむしろ教科書の

提出漢字との関係の方が深いこと，一度学習した文字でも，それが生活的でな

く，頻度数が低く，学碧活動がくり返されない場合には習得度が不安定である

こと，したがって，習得漢字数は上昇するが，同時に，誤答反応が活発になっ

てきたことなどが確かめられた。中学年ではこのような漢字能力が，どのよう

に受けつがれ発達するかを見る必要があるが，中学年の段階では，文字力その

ものよりも，文字力を媒介とする読解能力や蓑現能力の発達をみることに重点

をおくことに．なった。したがって，中学年における漢字能力は問題点だけを重

点的にとりあげて，発達の様相をさぐる程度にとどまっているQ

　3年2学期では，低学年でみられた文字力がその後，どのようにのびている

かを見るために，2年終末時までのテストで正答率の低かった文字30字，

　地声読毎分内含時野縁半走切岡多勤向雲鳥入玉近所歩来知下記夜行

　文郡部学年鶏群案による3年用漢字170字中から，なるべく各社教科書に共

通に猛ている（T・N・G・M・Cの五社共通のものから選ぼうとしたが，五社共

逓の漢字は意外に少なく，中には，四国共通程度のものもある。）文宇，70字

　動物乗船進層面葉偶発終新聞拾使妹受取安同母者集食注意手短客層幽魂運病

　苦笹野球遊曜晴広庭楽歌買売世界王様橋降嫁開遠年記暗々帰魚死場逓語度答

　着役

計1QO字について，その読み書き能力をみた。問題は，従来どおり，漢字力テ

ストでは文脈のたすけをかりて読めないように単語として出し，書字力テスト

では，文脈の中に入れて，語の意味を明確にし，書きやすいようにした。

　実施方法や，採点は，低学年での漢宇力テストの外回と同じ。

　その結果，実験学校では，読字力平均正答率73．9％，書字力平均正答率4G．

6％という数を得た。2年3学期末の2年生用漢字1ユ0宇のテストでは，読字

63．5％調二字42．0％という正答率であったから，低学年の漢字力テストの結果に

比べて，読みは総体的に上昇しているが，書きでは，むしろ，低下の気味があ

る。
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読掌 ＝蹴々

，2年・鯛・年・輔・年・鰯・年・学期

地
墨
読
響
分
家
合
時
事
早
半
端
切
取
多
黒
歯
雲
鳥
入
玉
木
質
馬
齢
考
波
夜
行
来

％
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9
8
7
8
9
9
2
9
7
8
7
6
8
0
8
3
1
4
8
4
3
6
2
4
7
2
2
9
6

8
8
7
6
7
8
8
2
8
6
7
6
5
7
0
7
3
重
4
7
4
3
5
2
4
6
2
5
8
5

　
8
1
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4
4
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2
8
7
8
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7
8
3
三
i
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7
2
1
5
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王
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5

％
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8
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0
8
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8
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8
8
0
三
7
8
8
4
4
8
6
6
8
4
、
　
0
6

三
〇
1
8
9
3
3
8
i
5
5
1
1
1
！
8
5
3
9
7
1
1
9
三
9
9
0
0
8
7

9
0
9
9
8
7
7
9
9
9
9
9
8
9
9
9
5
8
8
8
7
7
8
8
7
8
2
G
9
7

％

　
6
　
　
7
1
　
0
5
8
5
5
　
0
7
　
　
　
2
3
2
9
3
3
　
　
　
2
7
9

0
2
0
Q
1
6
0
0
6
7
6
6
0
9
1
0
0
0
2
三
5
Q
4
4
0
0
G
5
三
3

　
8
　
　
2
7
　
7
　
4
　
5
　
3
2
　
　
　
　
4
至
1
5
　
　
　
　
1
7
2

59．　2％

8
1
7
0
7
7
9
6
3
4
8
9
1
5
8
7
0
4
0
7
3
5
5
5
5
G
3
2
5

7
3
6
8
5
4
3
8
5
9
8
2
7
3
7
4
9
1
9
4
5
3
6
4
5
2
3
1
3

8
5
3
9
8
3
9
2
6
6
3
4
5
7
8
3
4
7
4
3
6
7
2
2
7
　
6
6
7

ss．g　1　22．2　1　s7．2

　協力学校（8校、の結果は

読字71．8％，書字43．5％で

あるから，書字力がやや上

圏るという程度で，全体と

しては実験学校と大差な

い。これは，2年3学期のテ

ストと共通の30字を除いた

70字については，まだ学習

されていない文字があった

からであって，実験学校で，

2年3学期末テストと共通

の30字1こついて両回のテス

トの間に，どういう発達iが

あるかをしらべたところ，

2年3学期末の読字44．5％

書字22．2％に対してラ読字

85。9％，霧：字57．2タ6とし・う

ふうに，かなりの発達があ

ることがわかった。もっと

も，2年終末時テストで成

績の悪かった30字の中に．

は，考，波など，実験学校

での未学習文字も含まれて

いたから，3年目になってか

らのこの発達は，当然であ

ろうが，それにしても，倍

近い上昇ぶりで，漢字に帯する文字意識が高くなったことがわかる。

　3年の3学期では，この3年2学期末テスト10e字のうち，正啓率の高かっ

た20字を除いた80字，
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　食注意太郎進短船客新聞特集安拾発回路病平飼門弟広野球楽庭曜歌王様晴世

　半間橋流売糸会遠マ皮開言己急岸魚帰十死島度言吾通答着動物乗薗蚤冬葉｛吏妹τ客渉受同

　毒忌住合暗証考向切近知所

と，それに，新たに，3年羅漢字（文部省国語課の学習漢字学年別配当試案）

から20字（子供のよみもの等にも多く採られている字）

　感勝駅追想店返事台親深乾肉助負四阿主一三

を加えた計100字について、読む力，書く力をみた。（提出方法は，前学期に同じ。）

その結果，

　実験学校　平均正答率　読字　　　　83．6％　書字　49．6％

　協力学校（8校）平均正答率　読字　73．2％　書字　51。0％

というように，3年2学期末のテストに比べると，やや上昇を示している。なお

このテストでは，2学期の正答率の高かった：文字20字が除いてあるから，確実性

のある上昇である。前学期との共通文字80字について，両期のテストによる発

達の関係をみると，次のようになって．一段階発達が認められる。（実験学校）

陵注意太役進短身容新聞送1

読
字
率

書
字
率

3年2学期

3年3三二

3年2学期

3年3学期

95．9　32．7　53．｛　59．2　79．6　65．3　4．i　93．9　42．9　95．9　93．9　xl．　I

IOO　66．7　77．1　93．7　72．9　83．3　4．2　97．9　97．9　100　100　8．3

69．4　O　51．0　65．3　36．7　20．4　O　26．5　O　75．5　69．4　0

68．7　4．2　58．3　97．9　47．9　39．6　O　81．2　72．9　79．1　72．9　2．1

陣安拾発遊出病躯還苦弟広
華1・年・学期

　3年3学期率

謂
字
率

3年2学期

3年3学期

75．5　53．1　63．3　55．1　38．8　18．4　61．2　71．tl　4z｝．9　71．4　95．9　85．7

85．4　83．3　81．2　70．8　97．7　97．7　81．2　9i．7　70．8　79．　1　91．7　93．7

24．5　10．2　49．0　18．4　t｝．1　O　O　38．8　14．3　10．2　81．6　67．3

29．2　52，1　58．3　4！．7　72．9　64．6　4．2　66．7　33．3　22．9　79．1　64．6

野球楽門々歌王様晴世界買
肇離締灘9；：；欄 100　95．9　S5．1　49．0　73．5　89．8　89．8　65．3

1eO　9Z　9　97．9　1OO　85．4　79．1　79．1　91．7

審3年2学一3導葺　57。142．953，王　53。122，463。379。6　2．042。989。885。7　8．2
宰
率3年3学期　56．233．375．068．733．356．297．977．168．779．162。535．4
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瞬流売三遠波開記急岸魚帰
読13年2学期87．8・98．。75．5　71．4・69．4・2e．4　75．5・98．018．4・49．0　63．381．6

素1・年・学期・Q・9・．8…．・・93．・・87．・・91．・・89．・・9・．・87．…9．1・68．・9・．・

書
字
率

3年2学期

3年3学期

28．6　49．0　36．7　49．0　ltl．3　2．0　36．7　42．9　2．0　iO．2　tl．1　49．0

39．6　41．7　37．5　72．9　60．4　14．6　27．1　79．1　62．5　39．6　7Z　1　75．0

場死島慶語通讐着動物乗面
肇離言

書3年2学期
字
率3年3学期

91．8　75．5　61．2　28．6　83．7　8L6　91．8　83．7　61．2　65．3　42．9　91．8　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i100　IOO　97．9　8Z　5　97．9　89．6　91．7　89．6　95．8　95．8　95．8　95．8

20．4　10．2　24．5　2．0　18．4　32．7　65．3　12．2　16．3　40．8　2．0　7Z　6

29．2　77．9　72．9　43．7　54．2　37．5　54．2　43．7　64．6　83．3　43．？　47．9

年置使寒樹歩受同者販住合
読3年2学期
字
率｝3年3学期

書3年2学期
聯年・糊

91．8　89．8　28．6　85．7　98．e　81．6　30．6　61．2　32．7　73．5　67．3　73．5

95．8　95．8　93．7　9t．7　93．7　79．1　93．7　79．　t　95．8　91．7　7Z　1　87．5

69．4　49．0　　2．0　69．4　34．7　26．5　　0　　　12．2　　0　　　28．6　30．6　34．ア

62．5　37．5　47．9　58．3　20．8　31．2　43．7　27．　1　43．7　68．7　35．4　54．2

暗　走　考　向　切　近　知　所　計

薫3年2学期X
3
年
3
学
期
噂

81．6

W9．6

9i，889．8

W5，493．7

55．1

T0．0

8L6
P00

71．4

X3．7

79．6

W7．5

89，869．3

X5，887．2

書3年2学期寧率3年3冊子
65．3

V5．0

38，875．5

S1，785．4

34．7

P0．4

42．9

U0．4

65．3

U8．7

24．5

Q9．2

73，534．5

W1，252．8

このように，

　3年2学期（80字）平均正答率読字69．3％書字34．5％

　3年3学期（8Q字）　　〃　　　〃　87。2％　　〃　52．8％

という上昇ぶりが認められた。

　1年の3盛期からの漢字正当率を比較してみると，次のように，3年3学期

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験学校

1毎晦渋2毎。騨2野拙期｝2篇響3艦画期3篇響

読字 60．OAO　1　71．6％ ・…A・ 早E％ll三野薇
46．　8 42．　7 …。い……搬）嘔1，）
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が，よみかきともに，最高になっていることがわかる。2年2学期以後は，テ

ストのたびに，前回の上位の文字を除いて，新しく学年用の文字が加えられて

いるから，実際の習得率は，この数字よりもさらに上回るものとみなければな

らないQ　（）内の数字は，それぞれ，そうした意味をもっている。

　このことは，3年の中ごろから，作文を霧く場合，一つ一つ漢字を聞いて，

漢字をあてて書かないと気がすまないような児童が，中位クラスに多く出はじ

めてきたこと，この漢字を使ってものを書こうという，文字意識とも，関連が

ありそうである。ひらがな，かたかなの文字負担がようやくとれてきた（かたか

なは，前に見たように，まだ十分に習得されたとはいえないが，現在の国語表

書己におけるかたかなの使用度からいって，それほど密接ではなくなっている。）

この期の児童に，ようやく漢字という文字意識が強くはたらき始めた結果では

あるまいか。

　3年までの漢字力が，漢字の学習につれて総体的に，発達上昇を示している

ことが，わかったが，中学年での文字力の問題1’こは，学校での学習のほかに，

だんだん盛んになってきている一般読書との関連があると思われるので，4年

では，そうしたことを中心にして，漢字能力の発達の問題点発見に留意した。

　4年1学期では，テスト問題を次のように．構成してみた。テスト漢字50字。

日　4年1学期中，しかもなるべく近いころに学習した10字。

　　数働駅緑植茶出係加斗

目　学習された漢字に対して，読みもの等を通して，4年生で，常識的に知っ

　ていそうな文字，または，ちょうど選挙期にあたっており，ポスターその他

　で目にしそうな20字。

　　相談願序以上決定反対説明最初質問選挙投票

日　3年生の学年末に実施したテストの結果読み書き，特に実験。協力学校と

　もに書く成績の悪かった文字20字○

　　返事走流台通暁落待着三下看受旅住使岸苦球

その結果

　6凶国を総回した全体の平均正答率は，読み81．7％，書き44．4％で，3年ま

での上昇率に比べるとやや落ちている。しかし，6目国それぞれの正時率には
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下賜のように，かなりのひらきがある。

　　4年…学期　 漢字　　　 実験学校

6　　　　　　　　　　　目

＼辮％i書㍉｝
茶　　　93．9

駅，　100

数　　三〇〇

加　　　75．5

係　　　87．8

調　　　83．7

働　　　79．6

植　　　95．9

緑　　　95．9

公　　　85．7

平均　　89．8

g
‘
，
1
：

g
3
，
1
i

量：罰

iS，1，7

S
－
9
1
2

53．1

＼1　読字％1　書宰％

一．

･
誕
、
決
定
順
序
反
対
捌

説
讐
問
選
挙
投
票
以
上
鞠

　
　
3
6
2
7
9
0
4
3
9
9
8
0
3
！
8
5
6
6
5

0
0
4
8
9
2
5
8
ユ
7
3
5
玉
8
4
6
7
3
1
9
9

0
0
三
2
5
3
9
9
7
6
9
9
9
9
1
　
8
7
8
7
6

一
3
1
2
8
　8
5
4
3
4
9
0
4
0
　
0
9
正
1
4

5
3
6
8
0
0
0
4
2
4
9
3
9
三
2
0
王
6
5
3
8

5
6
　
　
4
　
4
2
2
i
6
9
4
7
　
　
5
4
5
5
3

爲

＼読字％｝欝％

波
岸
球
流
寒
着
返
事
凋
落
売
倥
台
走
苦
旅
嚢
受
端
鴨
響

9
7
9
　
　
8
5
8
0
9
8
7
6
9
8
9
0
9
0
9
8

3
5
5
0
0
1
3
9
1
5
7
3
1
5
9
3
8
5
8
3
9

9
8
9
0
0
9
7
8
5
9
8
8
8
9
8
9
9
9
，
9
8

7紅8

8
0
5
7
7
8
9
3
4
3
7
7
7
重
5
3
8
6
3
、
7
1

0
9
4
3
6
8
4
3
2
6
6
2
2
5
6
6
0
0
4
4
7

4
4
2
8
3
3
4
6
2
歪
3
3
3
5
2
1
4
3
1
3
3

4
コ

4今

　eの平均正答率　よみ　89．　8％　かき　53．1％

　Ct）の平均正答：率　よみ　69．　5％　かき　38．4％

　日の平均正答率　よみ　89．8％　かき　37．1％

　e囹の結果から，一度記憶した文字の読みは，特殊の文字群を除いては，学

習の時期が近いか遠いかの区別があまりみられず，一様に習得される。習得が

かなり安定しているということがわかる。なお，それが文字の性質によって，

教科書に提出される頻度が高ければ，いっそう完全習得になるわけである。そ

れに対して，書字力の方は，低学年の験階でもみられたが，忘却度が高く，一
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度の学習がり読みほど強くさいていない○きわめて不安定な状態であること

が，：文字意識がついてきているこの時期でもたしかめられた。

　口の読みもの，ポスター一等から自然に習得されると思った常識的な漢字は，

予想外に低い結果であったが，ここでの漢字は，読みものといっても，子供た

ちが多く読んでいる童話，伝記，探検・蟹験瀧，漫薩等には，やや縁の遠い，

むしろ，時局向きの新聞潤字であることにあとで気づいた。また，児童の読書

最の多くを占める漫画は，かながきが多いから，読書からの漢字の梅：接習得は

それほど期待されないようである。なお，このテスト実施のころはちょうど選

挙時期にあkっていて，選挙，投票などの文字はポスターその他で目にとまる

はずであるが，既習の投票がかなりのできばえであるのに対して，未習の選挙

では．その読みでさえも，ごく優秀な児童2、3名しか正しく箸ええなかった。

選挙等は，児童の生活と直接の結びつきがないための無関心さによるものと思

われる。嗣時にこれらの掲示物が，ことがらの内容を示す力はあっても，交潮

力として身につくほど，強く作用はしないということなどがわかった。

　なお，もんだい麟の前学期にあまりできのよくなかった文字20字についてだ

けのテスト結果を比較してみると，ここでも，文字によっては，多少の出入が

あるが，全体としてはわずかながら，正答率の上昇が認められる。

　　　　　　　　　　　　蕉答率（％）　実験学校

読字 書字

r・一2 3－3． A－1 3－2 3－3 4－1

波
岸
球
流
寒
着
返
事
待
落
売

2e．4

49．　0

89．　8

98．　e

唄
g3．　7

98．　0

75．5

劉
7q

g5．8　i

ラ3・引

89．　6

72．　9

75．　0

39．　6

93．　7

85．4

93．9

85．　7

95．9

1UO

1，　OO

91．8

73．　5

89．　8

51．0

95．9

87，8　難

　2e3

2．O

IO．　2

4　L）．　9

49．　O

lつ　つ

34．7

36．7
f

14．　6

；・　9．　6

33．　3

4L7
39．　6

43．7

37．5

43．7

27．三

20．　8

37．5　　1

40．　8

49．　0

24．　5

83．　7

36．7

38．　8

44．　9

63．　3

22．4

16．　3

36．7



舞
台
四
苦
旅
通
者
受
使

67．　3

91．8

7L4

81．6

32．　7

30．　6

28．　6

77．　1

75．0

85．4

79．　1

87．S

89．　6

95．　8

93．7

93．　7

83．　7

8i．6

95．9

89．　8

93．　9

98．　0

95．9

98．　0

93．9

30．　6

38．　8

10．　2

32．　7

0

0

2．0

35．4　　1　　　32．7

12．5｝
　　　　32．7
4圭。7155．．i

　　く
22．gi26．5
　　く43．7　　1　　　16．3

37，5　　i　　　40．8

…7 p・…

43．7　　｛　　　14．3

47．9134．7

平均i 6s．6　i　s3．2　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

なお，協力学校（6校）の結果では，平均正答率が，日宇岡総平均読み71。4％，

書き45．7％で，実験学校よりも，読みにおいて劣り，書きにおいて，ややまさ

っている。これを，学校別，問題別に整理すると，次のようであって，正答

・刺｝21・・ 35．4　i　37．1

e｝

　　　　　　　　　C校　　　　　N校実験学椀
（T書）i（丁霧）　（口書）

読細字嗣欝欝睡
　％
89．　8

69．5

89．　8

　％
53．　1

38．　1

37．　1

86．　0

77．8

84．5

62．　3

43．3

37．9

　so6
79．　0

66．　5

85．　9

ti：　％

84．7

65．0

70．　3

（G校　　H校N書）　（C書）

字書字読宇　
ユ字読

　rae

72．　4

68．2

88．　0

32．　7

3e．7

39．　0

67．9

43．　2

61．2

36．正

15．9

32．4

校
均
．
字

学
　
書

う
ぴ
　
　
　
ミ
ミ
セ
セ

ブ
　
字

協
平
町

　
）
字

校
書
書
K
G
字

　
（
読

68．　0

35．6

76．　7

鯛・・755・・

1乙L生6
55．　4 P79．　31t｝7．　0

塵均｝81・・k4．・i82・lk4・・｛・…i…刷34・・i55・ll・痢・・1・・・…1・5・・

　　寧阿一教科書使駕のC校で，書速力が読字力を上賜ったのは準正讐の問題である。

の率に，多少の出入はあっても，実験学校でみられたと同様の傾向を示してい

る。もんだい6に特に学校差のあるのは，使用教科書との関係であって，もん

だい6が，実験学校を中心として作られたものであるから，その使用教科書で

の学習文字が選出されたためである。協力校のN・C校が実験校に近いのもそ

のためであろう。

　中学年後期の段階では，文字力発達の問題発見のためのテストが主となった

が，4年3学期では，中学年の最後なので，3，4年置聞に学習した漢字から，

従来のテストで，問題のあったもの，できの悪かったもの，また，問題こなり

そうに思われるもの等，50字
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　　急苫旅葉至親開芽機械一対一写真加州港種類以族喜横結平皿反終希饗昭和

　　練習短説明家世界闇駆賛成果観察編集

を選んで，正しく読み書ぎができるかを見た。　（もんだいの提出方法は，従来

どおり）。

実験学校での結果は，

　平均正讐率　読字　94．7％　　富国　42．0％

で，読字は，従来の80％台から，一躍，90％台に上昇しているが，書字の方は

あまり伸びていない。

灘校IN校1瑚・校i・痢M校｝・校i・校1肇力饗

漢
字

読字力
，。多i82．矛

　　i

　％
77．　1

　％
90．　3

欝力4・．・卜・9姻・・．・

　％
88．　1

83．多i、，．多

0
ゆ

46

　％
69．　7

40．　2

82．　0

57．　2

協力学絞は，O．　H：校を除いては，読字力もかなり上昇している。書字力の方

は，i実施しなかった学校が2校あり，テスト実施校ではか准りの差があるが，

総体的には，従来どおり，実験学校より読字率に接近している。

　実験学校の文字別の正笛率一覧表によると，文字ごとの読字書字の正箸率が

わがるが，’これらのうち，従来まで1こ，テストされた文字についての発達状況

醜ると，次のようである・

　　4年3学期正答率（％）

　ミ
　i漢字　　実験学校

読字 読字 字捷
綱

芽
苦
機
械
散
急
反
対
拾

97．　9

100

97．　9

97．　9

91．5

97．　9

9ア．9

97．　9

95．　7

57．4

46．　8

7e．2

17．〇

三9，1

59．　6

36．　2

1・　7．0

6．4

写
真
終
希
望
昭
和
加
調

100

97．　9

100

95．　7

95．　7

95．　7

1・　OO

95．　7

97．　9

59．　6

46．　8

74．5

17．　8

1ZO
48．　9

66．　0

48．　9

53．2
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港
種
類
練
習
短
説
瞬
旅
以
葉
家
族
喜
世
界
深

93．　6

100

100

9L9
95．　7

91．5

100

97．5

97．9　’煤@14．9

　1

100

100

95．7

93．6

100

36．　2

22．5

83．0

95．　7

27．　7

55．3

89．　4

38．3

97．5　1　2g．8

　i 57．　4

68．　1

4．3

6．　4

89．　4

100　　　　i　　　68鯵1

　197．9　1　23．4

問
題
開
賛
戎
車
結
果
勇
観
察
残
編
集
親

95・7 奄V6．61
95．7　　1　　　55，3

　　97．9　　；　　　48．9　　・

9［．5　i　　2玉．3

93。6　　1　　　23．4

　ト玉00　　　　｝　　　36．2

　195．7　　i　　　2797

　ミ93御6　　i　　　31．9

劉4：・　4

　［二劉，劉

・糾…i
100127・7i
95．7　　i　　　53．2　　i

　　i　「　　i平均i94．・7　42．・｝

i　　　’　　　i

急
苦
旅
葉
深
親
開
機
散
対
拾
写
真
加
調
以
族
勇
残

4－3　i　4－2　1　4－1

　1．1
3－3 3－2

・み1剣土日・みiかき…・み1かき・み1かき
97．959．6i

　｝100

97。5
ミ　 ミ

100 P57・4i

97・ w23・4i

gi：；購

i　；97．gi　70．2、

i　igi：；i　ll：1…

l　l1：37i，；：li

…i・6．・i

95．71　48．gi
97．9｛53．il

｝　｝
illii：lli｝

［ 1

11：1…螺：：難険；：1：：：二i　li：1

1L　41

1
：
1
5
’
1

17．　41・

玉（）。9．

2L7
8．7

4．3

98．OI

ヨ

75。5i　　53．11
1

，，．　，1

2e6

87．5i　43．7

　｝…
　ミ　…125
　：91．7
　・89．6

　i
－24・51

　i81．2

　｝
　｝

　155．1｝

　iF
　l
　i

37．5

2．　1

89．　8

2．0

10．　2

49．　0

64．　61

27．　ll　75．　51・　36．　7

58．　3 63．31i　49．0

「「　
「
　
＝
　
　　
口
　
　
絹

　
　
　

　
　
口



反
終
短
説
明
家
世
界
　
集

97．9

100

95．　7

9L5
100

100

100

’100

正00

36．　21

74．　5

27．7

55．　3

89．　4

68．　1

89．　4

68．　1

27．　7

95．9 40．　8

9　3．　91　69．　’rl

gs．g戟@g3．gl

一

ヒ
i　I

　　　　1　　’

95．8i　62．5

4．2　O
　　li

　　l
　　l　　　l
　　l／

：9，l　li　g；1，il，

・酬遜

9L8
4．　1

4
Q
／
0

6

89．8i　89．8

89．8堰@85．7

7s．　sl　24．　s

　E
　これによると，読みでは，たいてい新出の場合よりも，月次を重ねることに，

よって，だんだ証答率が高くなり，習得力流しかにな。ていくが，書く方で

は教科書に提出され，学習した時は書字率が高まるが，その文字が，字形や字
　　　　　　　1
画が複雑だったり，｛その後の頻出度が低い場合は，また低下するという不安定
　　　　　　　1
媚鰍態が騨下野きつづいて・騨難もあること肺かる・
〔漢字：ブフテスト問題〕

　かんじ　よみ　　　（3年2学期）

　（）のなかに　よみかたを　かなで　かいて　ください。

　（）
1　食べる

　（　）
2　注意

　（）
3　太い

　（）
4　短い

　　（＞
5　お客

　（）
6　送る

　（）
7　萄もつ

　（）　Lt
8　平　気

　（）
9　運ぶ
　（　）　Lte

10病　気
　（）
1／苦しい

　（）
12弟
　（　）
13野球
　（）
14遊ぶ
　にち（
15　日

　（）
16晴
　（）
17広い
　（）
18庭
　（）
19楽しい
　（）
20歌
　（）
21買う
　（）
22売る

　）び
曜　19

i　23（世界）

　　（　）
24ヨ三様

　　（）

25橋
　　（）
26流れる

　　（）

27絵
　　（）
28開く

　　く）
29遠い

　　（）

30波
　　かい（）

3王海岸
｝32冒（記）

1　，，・暗1、
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　（）
34急ぐ
　（）
35帰る
　（）
36夜
　＃ん（）

37金魚
　（　〉，

38死ぬ
　ts（　）

39工場
　（）
40行く
　（）
41　通る

　こく（）
42　畿語
　さん（）

43三度
　（）
44笛



　（　）

45着る
　（）
46役
　（　）
47動物
　（）
48　乗る

　（）
49船
　（）
50進む
　（）
51島
　・（　）

52地面
　（つ
53葉
　（）
54落ちる
　（）しや’

55　発車

　（）
56終る
　（）しや

57汽車
　かんじ　かき

　（　）
58薪聞
　（）
59読む
　（）
60拾5
　（）
61使う
　（）
62妹
　（），
63受ける
　（）
64取る
　（）しん

65安心
　（）
66　同じ

　（）一
67　佳む

　（）
68者
　（）
69集まる
　（）にち

70毎日
（3年2学期）

　　□のなかにかんじをかU・て

　　た　　　　　　　　ちゅうい
・□べすぎないように□即する．

　おく　　　　　　　に

　　　　（）
71三十分

　　（）
72　家

　　（）
73合う

　　　（）
74　七時

　　　）

75馬
　　　）
76　早い

｝　　）

177　半ぶん

｝嚇
ロ

i79切る
1　）
t8Q思じ
1　　）
i81多い
　　　）
82黒い

　　　）
183　向く

　　ください。

　　　　　ふと

　　　2

へい　　はこ

　（）
84雲
　（）
85鳥
　（）
86　入れる

　（）
87　玉

　（）
88　近い

　（）
89所
　（）
90歩く
　（）
91来る
　（）
92知る
　（）
93考える

まを□る・4おもい□もつを□蕪□ぶ．

　　おとうと　やき鱒　　　あそ

・□・□□枇て□ぶ．・
ひろ　にわ　　　　たの　　うた　　　　　　　　　か

□い□・・□い□…　しなものを□う人が繍ぜいい・のに，

う　　　　　　　　　　　　　　　　　　せかい　　　　　　　　　　おうさま

□・入がひ・りでいそ汎そうだ…　□□でいちばんわかい□□．

　　はし　　　なが　　　　　　　　　え　　　　　　　ひら　　　　とお
12□の嘩□れ・L・・蹴・3□のてんら砿を□く・・4□く

2e8

　　　　　　　　　　　　　　きやく　　　　みじか

□く・□い肱・お□さ

　　　　　　びxう　　くる

　　　　　・一難□臨

　　　　よう　　はれ

あす粛□猷□でし・う．・



　　　　　なみ　　　　　　　　　　がん　　　　　　　　　　　き
の塩ら□・・，　・・・…L・せてきて1毒□にうちあげる。・5冒［］をつけ・．

　　くら　　　　　　いそ　　　かえ　　　　　　　　　よる　　　　　　　　ぎ説

・6□い・みちを□いで□・．・7きのうの□のさむさで釜□が

し　じょういとおご　どこた［］／L・ti・・謹□IC□く人・・□…9野口のじかんに三□も□え

　　　　　　　　　（ば）

　　　　　　　　　ぎ　　　　’　　やく　　　どうぶっ

た．2Gきものを□る．・・知D・たつ□□．22わたくし筋の

の　　ふねすX　　　　しま　　　　　　　　　　じめん　　　は
□・た□・1□bv＝つれて□が戴・きた．23ロロ・勅□が

お蟹はつ　 おわき□ちる．24□勧ベルが納□・て，□副う・きだ・た・

　　しんぶん　　よ　　　　　　　　　　ひろ　　　　　　　　　　つか
25口琴を［］む．26どんぐりを□・て，ま・ご・あそびI」・□・た。

　　　　・　いもうと　　う　　．と　　　　　　　あん　　　　　　　　　　おな
・・あの蜘□が□け□りましたから□芯・てください・28□・

　　すもの　あっ　　まいじ貯に□楓・・帝国ち・に□・・て・だ・い・29［陶コ四＋

ぶん　　いえ．　　　”　　　　　あ　　　　　　　　　うま　はや　はし

［］には□を編の…，蕪□い紘　・・□が□く□・…　か

　　はん　　　　き　　　　　　　　　　　よう　　おお　　　　　くろ　くも

みを□ぶん・・［コる．32おかあさんは□じがD・．33□い［］が韮

　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とり　い
嚇・□か・てう・いていく・34か・のな薩□を□れ・・35

たま　　　　　　　ちかところ　　　　ある　　　　く　　　　　　　　　　し

□てば・・36□・・［］だから，□L・て□るでし・う・37□らない

　　　　　　　　　　　　　かんが

・・でも・深き儲えに□えてみ…う・

　かんじ　よみ　　（3隼3学期）

　（）の　なかに　よみかたを　かなで　かいて　くださいe

　（）　1　（）　i　（）　1　（）1　食べる　　　　　3　太い　　　　　　5　進む　　　　　　7　船

，（香j（ ﾓ） @k（役）　　，（短1、　　、蓋客）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2e9



　（）（）

9新聞
　（）
10送る
　（）
11集まる
　（）しん

12安心
　（）しん

13感心
　（）
14拾う
　（）しe－

15発車
　（）
16遊ぶ
　（）
17荷もつ
　（）ぎ
18病気
　（）驚

19平気
　（）
20運ぶ
　（）
21出しい
　（）
22弟
　（）
23広い
　（）（）

24野球
　（）
25楽しい
　（）
26庭
　にち（）び

27H曜日
　（　．）

28歌
　（）（）

29王様
　（）
30晴

　（）（）
31世界
　（）
32買5

　（）
33橋
　（）
34流れる

　（）
35売る

　（）
36絵

　（）
37遠い

　（）
38波

　（）
39聡く

　につ（）
40臼記

　（）
4王急ぐ

　fiLVS（　）

42海岸
　。tん（）

43金魚
　（）
44帰る

　こ・）（）

45工場
　（　〉，

46死ぬ
　（）
47島

　（）
48勝つ

　さん（）
49三度

　（）
5G駅

　こく（）
51国語

i　（）
152通る
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　（）
53讐
　（）
54着る

　（）（）
55動物

　（）
56乗る

58追う

　（）
59終る

　（）
60葉

　（）1
61使う

　（）
62妹
　（）
63落ちる

　c）｝
64歩く

　（）
65受ける

　（）．
66同じ
　（）
67麿

i一一・　（一）

i68、取勇

1　69級

　（）
70往む

　（）
71店

　（）（）
…72返事
1　（）
173金う
i　（”＞

174台
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　（）
75階い
　（）
76走る
　（）
77親
　（）
78考える
　（）
79深い
　（）
80待つ
　（）
81肉
　（）
82助け’る

　（）
83向く
　（）
84切る
　（）
85負ける
　（）
86寒い
　（）
87投げる
　（）じん

88偶人
　（）
89形
　（）
90近い
　（）
91知る
　（）
92旅
　一（　）

93所



　　□のなかにか罵をかいてくださV・．

　　　　　　　　よう　　はれ　　　　　　　　おとうと　やぎゅう　　　あそ

・あ初にち□びは□でし・・　5・2□・□□をして□ぶ．

　　た　　　　　　ち，Pうい　　　　　きVく　　えき　おく
・□べすぎないように□□する．・お□さまを□まで□る．

　　ふと　みじか　　　　　　　やく　　どうぶつ　　　　　　　　　　の

・□くて□い紘・知□にたつ□□・・わたく鵬の□

　　ふね　すす　　　　　しま　　　　　　　　　　　　　　　　ま

・た□が□別つi’・・c□が飯て乱・笥をつく・て□D。・う

　　　　　　あっ重　　　　　　しんぶん　　　　　　　　　　　か　　　　　　あん

ん・うじ・籏□・…　□□を塩…レー・・□・た・一・・，□

　　　　　　　ひろ　　　　　　　　　　’　かん

芯臨・2□・t・おかねを・ど・tk□tt（…Ae・3離・じかんに

　　あ　　　　はつ　　　　　　　お　　　　　　　　に　　　へい’
まに□う．・4□勧べ・・がなり□わ・。・・おもい□もつを□e・

　はこ　　　　び巧　　くる　　　　　　　　お　　　　　たす　　　　　　せ
で□あ・6□蕪□L一・・：　．・・籏□ちた陶響ける。・8□

かい　　　　　　　たび　　　　　　　　　　　 たの　　うた　　　　おうさま

□の紡・ちに□をしてみkVse・9□し・・□・・□□・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にく　か　　　　　　　　　　みせ
泌めさまの臆し．・・おつかい一（・，□を□い商ぬ22あの□の

しゅ　　　　　　　　　　　　　　う　　　　　　　　　　え
□瓶のい・こに・しながら・□・てい織　・・□のてんらん勤

ひら　　　　はし　　　　　　　　　　は　　　　　　　なが
□く．24□をわた・…　ささの□のふねを籏□・て凝ぶ・

　　ふか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちか

26賢い蹴・・ぼくのう繍鞍に□…はさ叙ん・うb・　一3　，

とおところ　　　　　　　　　がん　なみ　　　　　　　　　　　　　じよう

□い□にあ・。2端□1・c□がよせ・偽・・1”□に柱く
　　ごお　　　　　　　　　　　　　き　　　　　くら　　　　　　　　いそ

知□る。3・きれいなきものを□・…　□く妨ないうちに□い

　かえ　　　　　　　　き　　　　　　　おや　こ　　　　ぎ嚇
で□胤・う・32冒□をつ騒・33□・□・3庫□難
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご

35・lけ・こで…しん・・□’vた・：e□けて　　3磁□の轍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　be　J一　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LJtZ
あ・　・IDか・たの鐙□・・□属38・んだい・□・39－kずね

幅は・き1・□ひ　　　舞三一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど
…る・・□に論守る∴・・□・育書に□む・　鋪てて藍□も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　　と
　　　　　　・・ふく温ぽ』す・□ま・てお匝・5しなものを□け□

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いもうと

　　　　　　　　　　　　はし　　　　　ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しまった。

　　　　　さむ　　　　　　ぎょ　し
　　　　　　　　　　　　きん37

　　　　　　　　　へんじ　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　しまし・．う・40まえの

　　　　かたち、き・おなす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43

　　　　　　　　　　　　　　　もの

ころんだ。

　　つか　　　　　　　　　　　　　　　　　　だい
・て□・てください・・6じどう轟’並□・ま・ている。・7

　　　ある　　　　　　　　　　　　　し
や。と□け・・うにな・た・・8□らな・…でも，難

かんが　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　な
□えてみまし・う．49繊・歎□か・て

　　　　　　　　　　めん　　　　　　　　　　　ひろ　にわ

・◎たかい赫ら萢□にとびおりた…　□い□・

　かんじよみ　　（4年1学期）

　（）のなかに　よみかたを　かなで　かいて　ください。

　　（）　（）　　（）　（）　（）1｝ん　　（）　（）
ω　1数。　2働く。　3駅。　4緑。　5植林。　6茶。　7調べる。

　　（）　　　（）ぺ、

□が

きく　まえに

ボ舳を□げてみる・

　　9煽える。　10公　平。

　　　　　　　　（）（）　（）（）　（）（）　（）（）　　　（）（）
’（2）　1絹　談。　2順　序。　3以　上。　4決　定。　5反　対。

　　　（）（）　（）（）　（）（）　（）（）
　　7最　初。　8質　問。　9選　挙。10投　票。

　　　（）（）　（）　（）　（）　（）　（）
（3）　1返　事。　2走る。　3流れる。　4台。　5通る。　6寒い。

　　　（）　（）　（）　（）　（）　（）
　　8待つ。　9着る。　10波。　11売る。　12者。　13回目る。

　　　（）　（）　（）　・e（）
　　／6使う。　17岸。　18苦しい。　19野　球。

　かんじ　かき　　（4年1学期）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　212

（）
8係。

　（）（）
　6説　明。

　　（）
　　7落ちる。

（）　（）
14旅。　15住む。



・・）・　　　　　　　□を□え・．・かb

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はたら

た肱があ鵜　　　　　　　い・し・うけんめ・・に□

　　　　　　木を□えて，□L・ろの脈する．　□睾なやりかた．

　　　よく□□してから，□□する・　□□・くならぶ・・こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さいしょ

　　　いrrんに□□の　　　　　　□□からうまくで

きた・　□□をぎいて，わからなか・妨□下してください・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いじょう

・□□　・い矩えらんで□□はう・　三四□□
　かうと，ふくびきけんがつく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なが
（・）・□が□ほせてい・。　爵□をしてあそぶ．・lllが□れ・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

・□いのでう瀦を□る・　て溝の□ロカ・くるのを□つ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す
・朱から□ち・．　おか・を□・みせ．　む…から・轟・□ん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はし
　　　　　　　　　　　　　　　・うれい［］にあ…た…　□・たのく・…き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とお
　　　　　　　　　　獄・ころに□榔みたい・・2このみちを□跳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・4てがみを□けとe・・5このきか

　　□のなかにかんじをかいてくださ・・．

　　　　ちや　　　　　　　　え．き　　　　　　かず　くわ
　　　お□をのむ．・献が□についた．・

　　　　　　　　　かかり　　　しら

　　　鮎　　□の難ロベてもらう．・

　　　　　　　　　う　　　みどり　　　　　　　　　　ごう
　　　　　　ひマ
　く。　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

　　　　　そうだん　　　　けってい　　　　　じゅんじよ

（2）1　　　　　　　　　　　　　　　　　2

　　　　　　　はんたい
　　　　　　　　　　　　　ひと　　　　　て
　の　　　　　　　　　　人は　手をあげてください。　4

　　　　　　　せつめい　　　　　　　　　　　　しつもん

　　　　　5

　　　せんきょ　　　　　　　　とうひょう
　　　　　　　には，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

　　　なみ　きし　　　　　　　　　　きゆう

　　　　　　　　　　　　　　　　2

　　　さむ　　　　　　　　き　　　　　　　　へんじ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

　　　　　　お　　　　　　　　　　う

　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だい

　でいる。　9　うんどうばの

　　くる　　　　　　　　　　　たび
・・□い・．・・

　　　一　　　　　もの　　　　　　　　　　　　　う
・3かくれんぼする□よ・ておいで・

　　　つか
いを□う撫ち・ういしてくださ…

　かんじ　よみ　　（4年3学期）
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　（）の　なかに　よみかたを　かなで　かいて　ください。

　なお，つぎのように，ちがう　よみかたで　ならった　人は，下の　方にその　よ

みかたを　かいて　おいて　ください。

　　　　　　　くしノい　　　ボねんラ

　　　く例）　薪　年
　　　　　　露♪たらしい　　とし

　くさ（　）　　（　）　　　　（　）（　）　（　）　・　（　）　　　（　）（　）　（　）

1草の芽。　2苦しい。　3機　械。　4散る。　5急ぐ。　6反　対。　7捨う。

9写）（）　（）　（真。　9終る。　10希）（鶉1、1，召）冠、舷。．．、縁。．、！港1

（）（）　（）（）　（）　　（）（）　（）。5　（）じis　（）
15種　類。　16練　習。17短いウ　18説　明。19旅　行。　20以上　2礫。

（　）（　）　　（　）　　　（　）（　）　（　）　　　（　）（　）　（　）　　　（　）（　）

2a家　族Q　23警ぶ。　24種　　界。25深いe　26問　題。27開く。　28賛　　成。

（　）　　（　）（　）　（　）　　　　　（　）（　）　（　）　　　（　）（　）　（　）せつ

29横。　30結　果。　31勇ましい。　32観　察p33残る。　34編　集。35親　切

　かんじ　かき　　（4年3学期）

　　□の姫にか蔦をかいてく盤…

　　　　ひら　　　　もんだい　せつめい　　　　　　みじか

・為□く．・昌昌の日日をする・・□・・認・輩の

しょうわ

□がで・．・□［コでいちばん脇蓬罷・□□計二亀

　　　　おわ　　　　　　　は　　ち　　　　　ふか
・鄭□・．・絢［］が□る．・□・諮．・・ぼくは凄みの

　　　　さんせい　　　　　　　はんたい　　　　　　いそ
いけんに上甑fe’，　・．・たくしは巳□です．・・□い怠る．・2コ・遭

くわ　　　　　　　きかい　　　　　　　　　　　　　れんしゅう

□える・・3□□のまわるお…4うたの□□幡るの℃・Jおそく

　　　　　のこ　　　　　しん　　　　　　　　　　　　へんし9う　　　　しrp

まで鞍に□る．・5□拐なん・6報翻を□齢す・．・7□

しん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんさつ　　　　　　　　い
［］を・る・・8隷就・くし・・大きくなる唖□□した・・9・れ［］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎぼう　　　　　　みなと
雪・…　一・がげむ・2・大きな□□をもつ…　□にふね

　　　　　　　よこ　　　　　　　　かぞく　　　　　　　　　いさま
がっく・22□をむく。23うちの□□・・纏ぜ・・だ・24□い・
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　　　　　　よろこ　　　　　　　　　　　　　　くる
鴛をき＠を□ぶ．25糺・たの・・C・，　・・きが□い・26どんぐi」）を

ひろ　　　　　　　　　　　　　　　しρるい
□う．・・さ繍・い・ろ・・ろの［］□割る・28うつくしいけしきの

　　りよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しら
艶・□胤てみたし・，29それで・いかもう一・□べて・らんなさい・

　　　　　　けっか
3G翫あいの□□，・ん・の勘亘・ノ礎ま。た．　　　　：

　’2。具体的考案

　全体的考察で，読字。書字力の全体の発達状況を傾向的にみてきたが，それ

らを整理してさらに，具体的状況についてみることにしよう。

（1）3年のテス1結果

　　3年の漢字力テス1結果を整理すると次のようになる。

　　　　　　　　3年2学期　漢字100宇　実験学校（49入）

読字 書宇

平均正讐率 73．　9％ 40．　6％

S．　D 16．　7 13．0

全部できたもの

90掌以上できたもの

男　　女　　計
1人　○入　1人

3人　　6人　　9人

　　男　　女　　計
　　0人　0人　0人
i騨？突蕨

誤讐の鍛臓
字
人

4
．
三

2字
人

28 38字32字
1人　1人

準正筈の最高 7字　14字
2人　1人

淳　　淳
9人　12人

無答の最蕩 1 42掌　55字
i人　1人

73宰65字
1人　2人

　おぼえやすい十

島僅蟹会麟）

奮（学級で35入（ア1．5男）以上のものが書けた字）

曜夜汽家流認行

落毎時黒食歌弟

i新早母船弓場答

地薄終読馬走擁

多野球世界葉分

鳥所考橋λ広楽

妹莚語誌雲階融

通切渉

　　　2三5

分時世汽界家弟

全蔵薪考所来入



1お繊にく畔

象（丁丁潔

奮（螺重螺

準正箸の多かった気

短送波荷注度使
受心急遊客乗運
様十三発安向太
病出島1鍔

動太爆来魚広逮
知

者浅短客送荷病
乗使波急度遊魚

買安苦遠岸死問
着運発語進曜集
知島歩船取馬葉
橋住遠通合向玉
落毎売開投走平
庭物

毎

3年3学期　漢字100字　実験学校（48人）

読字 書字

平均正箸率 ・3・・％謬黎 ・9・・6％読字

S．　D 13．　3 21．8

全部できたもの 駄絃艦1織㌦歎
・・物上できたもの1・入15人22人i最高顎SK”

誤答の最高 21字29字
1入　1人

37字46字
1人　1人

準E答の最高 7字　6寧
1人　1人 。　　o

無讐の最高 1　　34掌26寧
　　重人　1人

字
人

56
P

字
人

59

おぼえやすい字

象（葉蟹丁丁

9“僅蟹会輪

回
宇
乳
か

い
⑯
し

く
人
の
字

に
3
0
も
た

え
で
の
っ

ぽ
臣
下
か

お
学
以
な

く
　
　
よ
み

食新謝感庭曜様
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奮（糞鯉奎馨魏 歩運球曜買倥売1
通葉返進橋字樺
寒

斑箸の多か・醇陣髄 1

　3年2学期と3学期の整理表をみると，全体的考察でみられた発達の状態が

具体的に裏づけられていることがわかる。

　よみでは，三部できたものは，両テストとも1人であるが，gp字以上の正答

者が，9人から22人置いう上昇ぶりであり，誤答・無箸・準正容の数は反対に

順次に減っていることがわかる。

　また，（1）誤答，無容などの最高反応藩は，pm　一一人が共通に誤っているか，も

しくは，ある特定の下位者の群れによって占められており，こうしたグループ

も徐々に発達を示すとしても，きわめて上昇率が緩漫であるから，全体の発達

率を抑制している場合があること，（2）おぼえやすい字を，80％ほどの者が読め

る字として整理してみると，2学期と3学期の間では，かなり文字別にも発達

がみられるが，60％以下のものが読めない字を読みにくい字とした場合には，

その逆の現象がみられ，読みやすい字，読みにくい字はそれぞれ，共通性をも

っていることなどがB立つ。霧：字の場合にも，読みと同じ傾向がみられ，書き

やすい字と書きにくい字の関係も，同様の発達の関係がみられる。

（2）文字の正否の判断力と再生力

　4年1学期のテストで，読字力の方は，学習した時期が，比較的近いころの

ものでも，昔，学習したものでも，一度学習すれば，かなりまで，それが身に

つくことがわかったが，書字力になると，昔，学習し，その時によく書けなか

ったものは，やはりよく雷けない。あまり，毎日の学習に縁のない文字は，こ

うして，書く方からだんだん脱落して行くものと思われる。また，3年の漢字

書字力でみられたおびただしい誤笛の実態などとにらみ合わせて，この段階で

の書字能力の問題発見のために，4年2学期では次のようなテストを試みてみ’

たQ

　漢字の書字能力を見るテスト

　需かれている漢字の正否を弁別して，それを正しく書くことができるかどう
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かをみる。従来のテストの誤笛にみら2Xた（1）字画の過不足からくるもの，（2）字

形の類似からくるもの（3）意味の連関からくるもの，（4）岡音からくるものをとり

あげて問題を作った。テ鼠ト文字は30字，このうち13字は，4年1学期末テス

トで書字力の非常に悪かったもの，他は，4年2学期末テストまでに一応学匠

するはずのものである。

e　k？il　1の過不足からくるもの（5字）（）内が正しい字。

　　球（球）　蓄（落）　受（受）　序（序）

目　字形の類似からくるもの（エG字）

　　送（返）　待（特｝　注（注）　動（働）

　　置（真）　似（以）　旅（族）　浅（残：）

国　意味の連関からくるもの（11字）

　　熱（温〉　数（調　　強（弱）　寒（冷）

　　流（深）　貸賭）　元（勇）　病（苦｝

瞬　単音からくるもの（4字）

　　法争（放送）　汽弾車（機関）

　　　　　　　　　　　　　　漢字テスト

　　ぶん　　　　　　　　　　　　　　かんじ　　みぎ

　か
を霧いてください。　（原交たてがき）

決（決）

便（使）　　’討（計）

買（売）　吹（散）

頭（顔）

次・弧まち・・。てい穣勃右・・に一一をひき，下・□の嫌笙・い季

　　　　　　　　　　　にら欝ぴ
　　あしたは，たのしい　臼用Hだ。

　　　　　　　　　添
例　　みんなで　ラジオ休そうを　する。

　　　　　　　　薦あ
　　もう　じき　お小学が　 くる。

巫
コヨ

コ回 t

・て渦の灘を雌紐
・ともだち・・競びにく・のを甑□

P“18



3
・
4
5
ハ
Q
7
8
9

∩
＞
1
9
編
0
0
4
間
り

一
、
－
！
－
】
茎

わたくしは，・の翫温でいる．□

い・し・うけんめいに銑□

柚やさん驕お計いに行く．［］

醐が9論う・た．［］

・・から・ひく・・義る．□

みん瞬きねんの鞠を・夷□

鰐をしてあそぶ．□

・一・レが熊傷た．□

て淋を爵とる．［］

1灘よくならぶ．［

・れ礁のると，ふねがげむ．■

めずらいさ醜を勉織鎗に行きました．□

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けってい
そらが　くもって　きました。えんそくに　行くのかどうか　はやく　涙定してく

ださい．［］

・6き・うの鞭は，離もあ・た．［］

1，7ただしく鋤たか・池もう護薮べ・みよう．□

1・ひつじはとらにくらべる・，郵端午□

・9騰・か騨ふいてきた．□

・・おかしを寅る楓□

・縁磯・嵌る．□

22言い蹴□

23二二る．［］

・4撫をだして飢ばる．［］

2i．9



2旙しいのをがまんする．□

2噸をあらう．□

27ラジ・の簿ばんぐみ．二二

28でんき羨齢，□□

その結果，実験学校では，

　：文字の誤りを認識できたもの　　86．5％

　正しい文字を書き得たもの　　　32．9％

という反応を示した。この数字は，従来の学期ごとのテストでの正答率に接近

している。そして，文字の正否の弁別をしえたもののうち，さらに，それを正

しく再生しうるものは，38．0％という割合であることがわかった。

　協力学校6校の結果は，学校によって，非常に差があるが，全体として，文

字の正否を弁別しうるもの74．4％，正しく書けたもの41．6％，弁別して正しく

書ける割合54．9％というようになっている。
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3i・　zi　1

54．　9

　この実験学校と協力学校との，文字の正否の判別力と再生力との関係は，従

来の漢字力テストで，実験学校が，読字力ではいつも上位にありながら，書字

力では中位以下ということが多かったのと連関があると考えられる。これらの

読宇，書字力の問題は後にふれることにして，さらにこれらの判別力と再生力

が，もんだいの四群の上では，どのように現われているかを考察してみよう。
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平均 8Zsl　40．8　1　47．4　E　77．7　1　3g．2　i　4c）．g　1

総平均｛86・5 32．g　1　3s．o　II　74．4 41．6　！　54．9　i

　まず正否の半捌力であるが，実験学校では協力学校に姥べて，いずれの群も

かなり高い。そしてそれらの中でも意味の関連による誤りに対して，いちばん

強く表われている。協力学校では，極めてわずかの差で類似の字形に劣るが，

強く作用していることは実験学校と同じであるQこれは中学年の段階の読みの

誤答傾向で，意味の近似のものが，低学年の時よりも減少していることと関連

がありそうであり，弼時に．中学年における読字力の発達．その四半力による

ものと思われる。意味の達関についで，同音異字に対する判別度が高い。作文

などで，低学年には，多くみられた問音のあて字が，だんだん少なくなってき

ているのと関連があろうが，他のテストの場合では，まだこの誤答傾向はかな

りみられた。今回のテス5では，問題数が少ないためでもあろう。点画の過不

足と類似字形とでは，点画の過不足の方に多く判別できたが，協力学校では，

逆になっている。製鉄とも，字形が中心になっていることに変りはないが，書

字力の樹木傾向では，点懸の過不足，交字としての体をなさない誤りが，一番

多かった実験学校としては，ややおかしい。しかし，一方．読図力では，他の

学校より優位を見せた実験学校であったから，字形の点暫の過不足を見逃さず

に耳垂できるのだとも言えよう。しかし正しく書くという段になると，判別で

きたわ籔こは書けていない。総じてラ実験学校では．正否の判別は非常によくで

きていながら，正しく再生する力との差が大ぎく，その40％近くのものしか再

生しえない。協力学校では，両者の差がずっと接近して，50％以上のものが正

しく再生しうるのであって，書字力が真に身についていることを物語ってい

るQそしてこれらのことは，従来のテスト結果，読字力・書字力の正答率の割

合と一致しているので，全体的にみた場含，従来のテスト結果が，相当確実に

それぞれの文字力を現わしていると見ることができる。

　実験学校におけるこの読字力と書字力のアンバランスの際因はどこにあるで

あろうか。

　（3）読字力と書字力との関係
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　漢字の読字力と書字力との関係は，最初，読める字は大体嵩：けるという，曝

者接近した状態で始まったが，低学年の終りごろから，その関係が開きはじめ

ていることは，すでにみてきたとおりである。この漢字力善書高力の関係は中

学年になると，下表にみられるように，テスト問題の交字提出のしかたによっ

て多少の出入はあるが，いっそう開いてくる。　　’　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　読字率と興野率との比

　唱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2年　　3年　　3年
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　実験学校では最初の80％透くが唾0％台，書字能力の高い協力学校でも，6◎％

・台という，翻舎に．なっている。

　実験学校では，すでに今までにもふれたが，両者の差がことにはなはだしい。

書字力が実験学校に比べて高い協力学校の読字力を，この限りにおいて一一一・応財

然な読字力とすれば，実験学校の読字力は，何かの原因によって，特別に溌達

しているものと思われる。使用教科書の差によるということも考えられるが，

岡種の教科書を使遷している他の二校に比べても，この読字書字の関係は，こ

とさら際立っている。もし使用教科書に．よるとすれば，書字力の方が，学習効

果のみられるものであるから，野冊の関係はもっと接近するはずである。原因

とじ七は，書字力の学習方法．練響の強化，特別指導などが考え合わされる。
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　これらが文字力の習得と大きな関係があるのは今さら醤うまでもなく，協力

学校C・K校などの，読字・書字力ともに高いのは，おそらくそのためであろ

うと思われるが，しかし，一方では，漢字のドリル学習を実施しているH校の

ように，それほど高くないところもある。これは，使用教科書や農村という地

域性にもよるので，種々な要因がからみ合っているから，一がいに，指導法と

結びつけて解釈できない場合もある。

　実験学校での漢字力と書字力の不均衡の理由として，都会という地域性，学

校での学習指遵法などのほかに家庭における読書の影響ということが考えられ

はしないであろうか。単行本，ルビつきの雑誌など，むさぼるように少しの下

鞘でも読んでいる児童が多い学校である。

　読書ずきで，文字力がよみ。かきともに高く，他の言語能力でも，バランス

がとれた上位の児童も，もちろんいるが，中には，非常に好きで，多読してい

るわりに，言語能力全般としては低く，ことに書字力には劣るというものがい

る。多読，乱読するから読みの力がつく（読解力も総じて高い）わりに，練習

効果の大きい，書字力との差が大きく開くのではあるまいか。4年2学期の正

否の弁別力と正しく書くカをみたテスト結果は，そうした読書の偏向をあらわ

していると思われる。

　実験学校における家庭読書調査の結果の読書点数と読字力・霧字力との相関

は，

　　漢字読字力　0。60

　　漢字書字力　0．44

　　読解力；　O．・55

と．

｢うように，読字力との相関が高く，つづいて読解力という順序になってい

る。
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　また，読解力テストの結果が，実験学校は，協力学校に比べて，相対的に高

いことも，実験学校の読字力の優位と関係がありそうである。

　　　　　　　　　　　読解カテスト　正門率（平均）

｛　　学期

擁　！3－1 3－2 3－3 A－1 4－2 4－3

…実験酬・8．・

　　　　f

30．o　1　s4．6 58．6 66ほ旨6・1

C
O
H
、
K
G
M
A
T

31．3

28．　8

30．0

31．3

41．2

40．　0

36．　6

39．　4

33．0

1・　9．　2

29．　8

30．7

37．0

36．　2

58．6

47．3

49．　7

46．　8

64．　8

65．　2

49．　0

49．0

54．　9

32．　4

41．2

45．　7

46．　9

63．　0

51．2

38．8

65．0

64．　5

60．　9

52．　3

64．5

6LO

sl．s　l

　　I
78．　5

42．7

72．　1

67．　7

66．　8

脚欝計｝・副33・3 ・帽・… wrt　l　6331

　このように，中学年の段階になると，文字力の発達，とくに，読字ヵの発達

が，学校での学習以外の文字環境によって，影響されることが多くなっている

ことが認められるのである。

　（4）誤答の傾向

　漢字能力の発達という疇，正答数が増加し，正答率が上昇するのは当然であ

るが，発達にともなって，無答数が減少し，誤答数が増加するという現象が既

に低学年の後期にあった。そしてこの誤笛の傾向が，児童の文字意識の増大．

文字習得の過程，文字能力などを反映し，文字力の発達を見る一つの大きな要

因と考えられるということについては，「低学年の読み書き能力」で，ふれて

おいたQ

　漢宇の誤答は，中学年になると，学習する漢字の増加，それを受け入れる習

得力の不足のために，さらに増加しているQしかし，その誤答の傾向を分析し

てみると，低学年とは，おのずから異った誤答傾向があることがわかるG

　この表によ．ってもわかるように，漢字の誤答率は，読みでは，低学年までは

漸次上昇，中学年では漸次下降，書きでは，低・中学年を通じて，漸次上昇
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莫験学校

1年3学其薄　　　　2年1学四二
　　（50掌、　　　　　　　　　　（50寧）

正！誤｝無　工芝｝誤　無

2年2学期　　　2年3学期
　　（60字）　　　　（110字）

無誤正無誤正

・み％i・…1・・6i・4・　・1…｛6・・i　22・2i　7…嬉・1・…1　63・・i　，・・ll　26・・1

かき％！…｛…i・…i・…｛　・3・　・i　・…　・1　zte．・i15・81・・2｝・…IH・・i・……

｛　　3年2学二野　　　　　3年3学其耳

犀藷擁顧器庫正｛誤
4年1学期
　　（50寧）

4年3学期
　　（50牢）

睦％1碑・・團1・・｝・3・・い・・｝・・1・・…8・掴・・

幽・嘘綱・岬・・i・｝・瑠・｝・・刺・9・・

無田準琵閣無i
s．　geg3．　oi　1．　71　3．　ol　2．　31

2g．7142．ol　o　12‘＋．2133．s［1

（4年末ではさがっている）という傾向がみられる。また，無答の率は，時に

ジグザグコースをとりながらもだんだん下降しているのであるQ

①　読宇

　前表でもわかるように，低学年では，漢字を読むという文字生活と，ようや

くつぎはじめてきた文字意識と文字習得力との関係がまだ不均衡であったか

ら，読みの誤答数がふえ，また，その種類も，

　a　形態上の誤り

　　1）　類似字形iこよるもの　　2）　字形の一部認知によるもの

　b　熟語構成文字上の誤り

　　1）熟語と構成文字との米公化によるもの　　2）熟語を構成する他の文掌との読

　　み誤り　　3）　熟語としてわかっていても，それを構成する単位としての文字の読

　　みがわからないために生ずるもの

　C　意味上の誤り

　　1）　意瞭内容の連隈，類似によるもの　　2）　反対概念によるもの

　文脈上の誤り

　膏の類似による誤り

　不注意やあわてよみ

　でたらめよみ

　ある程度許容できる読み

1）　発音の誤りに．よるもの　　2）　表記上の誤りによるもの（不完全な表配，送り

がな）　　3）音調無視のもの
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というように数えあげることができた。G一国研報告書10」低学年の読み書き能

力）すでミこみてきたように，中学年では，読字力が，発達してきた。しかし，

発達現象の一つの現われとして正答できないもののうち，無答が減っているか

ら，誤答の数は，一宇によってはふえてくる。また，文字傾域が拡大されてい

るから，誤答反応もなかなか活ばつである。

　3年2学期末のテストでは，新しく3年用の漢字7◎字を加えたテストである

から，誤答反応が活ばつで，中学年の段階での誤筈の傾向をよくあらわしてい

るG

　実験学校での，誤答反応を示すと，次のようになる。

3年2‘単期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（49人中）

響瞬聯1網・・麟購丁数勃ない・1・・A・

度
考
受
燵
急
増
持
役
蓬
島
拾
絵
逆
晴
黒
平
撒
坂

碧
i　受ける

　　t、や

瓢
椴’

解

髪

鷺

罵
言
1

19人 すう（14）せい（3ノぶんてん

と（5）　き（3）　おと（2）　かんがえる（2）　わか　くび　いま

あ（4）　わ（3）　か　いい　と　ま　が　がく

でん（3）　は（3）　れ（3）　はっし　じど　しんぶん　おい

およぐ（7）す（2）　さかな　あお

と（5）　あそ　おそ　さく　き

おも（4）　ふ　うと　いた　たん　だ

うしろ（6）　うつ　あっ　さお

す（5）　よ（2）　やす　し

とり（6）　うしいわいね

あ（4）　もら　たすけ　か　に　い

えメまがき（3）　はがき（3）　えは（2）

はし（2）　はい（2）　おち　とう　く　と

あお（4）　あおい（3）　なつ

＝おう（5）　お才δ　お　 ブニニ

へ（6）　ま

く（2）きこねはまもこま

たすけ（2）わける　ぎこ　ふと　ち　み
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陶
野
営
遠
魚
猟
詞
雲
使
注
遊
狸
掘
通
物
妹
住
集
近
考
苦
野
球
楽
暗
走
意
徴
界
開

瓢
鑓
鞭
畿
雲
働
瓢
橋
畿
鋤
蓋
撫
∴
欝
諏
数
諜
謙

とう（5）　のぼ　な

．ほし（2）　しらな（2）　し　よい

みや（3）　みせ（3）

はや（5）にわ

いろ（2）　きん　きょう　けん　こ

じ（2）　しょう　ねつ　かん　おん

なん（3）　しょう　お　よう

ゆき（5）で

おも（2）うたうたうとうれ

V、（2）　　よ　う　　　ちゆ　　　ちょ　う

よ（3）　と　ど

たか（2）　たかい　た　わたし

く（2）　カtSり　　なカミれ　　象5わ

ヵ謡え．（2）　　セまし　　　く　　　と

く（2）　おち　き　も

あ茸a（4）　おとうと

すす（2）ゆる　と　よ

たおつき　とまと
ただし　とう　つ，b　1・い　ちこし・　な

ごた　こたえ　か　かん　きこ

さがわ　 うる　うつ　お

やき（2）　やく　り

ゆう（2）　 う　 カ、

もうい　うつ　ただ　くつろぐ

うすくら（2）はれ　こえ

あ（2）　あし　かけ

いけんけんみ

せか（3）

い（3）

き（2）せき
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場
動
、
顧
慮
祷
弟
庭
王
様
地
鶏
課
藩
論
古
楽
多
鳥
歩
来
病
不
買
売
流
離
死
着
葉
新

翻
瀦
∴
農
馨
魏
勢
畿
禦
細
蟹
編
．
蔽
跳
轟
波
勲
㌘
糊

3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
Σ
1
三
1
…
三
1

さく（2）　しxう

ちから（2）　とう

ん（2）　とう

とおい　ほう　あたらしい

さく（2）

いもうと　おとこ

いは　たわ

お　こう

い　ば

じめ　こめ

お（2）

あい　ぼん

ふ（2）

しま（2）

おそ　はつ

心　なん

とおい　お

うま　より

はやく　ながい

と（2）

はし

ひる

うり

み

なか

いけ

れつ

きも

はな

たすけ
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談
毎
合
切
規
知
入

　にち
毎日

合う

切る

用じ

知る

入れる

、
一

｝みる
1
　ま

か

ちかよ

■おな

き
そ

㈹　1．　誤答数はおぼえにくい字の馴IZと必ずしも一致していない。

　　　お准えに．くい字には，無答数も加えられているからである。　（覆字力の場令

　　　も同様）

　2。　準正答の傾向はこの表から除く。

　これらの誤答反応をみると，一一つ一つでは低学年の場合と共逓であるが，特

に次のような大きな傾向のあること力蝦立つ○

　（1）類似字形に連関した誤りが，集翅的に多くなっている。

　この誤答傾向は，低学年でも多かったが，文宇領域が拡大し，類似の字形が

多くなるから，ますます増加する傾向をとる。

　島一鳥一罵　雲一雲　役一後　玉一三E　客一三　安一字　三一畜一一考一若

　死一列　取一助　腿一何などはその例。

　これらのうちでは低学年でも誤られたものが引きつづいて行われているのも

ある。

　「受ける」を，「あける」と読んだ4人は，受と愛とを直写し，それを提示

されている活濡語尾「ける」と結びつけた場合，「あいける」ではおかしいの

で，「あける」と読んだのではあるまいか。

　文字の正否の判別力と，正しい書字能力との閣係をみた4年2学期のテスト

で，実験学校がラ類似字形文字群の正否の判鋼が，他の文掌群に比べて誤って

いたのは，この誤答回向の反映であったことがわかった。なお，これに連隔し、’

た形態上の誤り一字形の一部認知も，低学年に引きつづいてある。

　1年の学年末には，ISi分の名前の晴男の連関から，「青」を「はる」と読ん

だ男児が1名いたが，今画は，逆に，「晴」を「あお」，「あおい」と読んだ老
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が7名もいるという現象がみられた。　（誤答の合理性・共通牲というか，誤啓

にもある種のシステムがあることがわかっておもしろい。）

　£老」のrと」なども，東：京都の都の一部認知であろ5し，南一はん（半）。

拾｝あう（／ts－1：i）なども聞様の誤りとみられるっ

　（2＞意味の連関による誤りも多いっ

　；二繊つれた文字がはっき1＞しないために雫寵憶の中から近似の意味や反対慨念

を想起したり類推したりして読む誤りであるが，文字や語いが拡大するから、

この誤りも多くなる○

　客一みせ　考一こたえ　楽一くつろぐ　読一一みる　取一わける　帰一くる

　二一はやい　妹一あね　弟一いもうと・おとこ　」畢一おそい　瞭一はれ

　葉一はな　波一いけ

などの例がそれである。

　（3）語形・語脈（文脈）によるあて読み。

　はっきり読めない文字に対して，自分の観念の中で，ある語脈，文脈を考え

それにあてて読む誤りで，ことに単一に漢字だけが提示されていないで，活鶏

形まで添されている駕書には，この誤りが多い。低学年のころは，はっきり読

めないと，無答にしてしまった文字に対して，語彙が増大している中学年では

めいめい，自分の藷彙範躍の中から読みをさぐりあてようとするからであろう。

　度を「すう」と読むものが14人もいるという，驚くべき数字も出ている。

　受ける一わける　愈ぐ一およぐ　運ぶ一とぶ　太い一おもい　乗る一くる

　向く一とうく　通る一かえる　など任意に読んでいる。

　このほか，熟語と構成文字との未分化による誤りもまだ残っており，

　世界一せか　い　野球一やき　ゆう

　地面一じめ　ん　絵はがき一えは～がき

などと読むもの，さらに，構成文字をとり違えて　注一い（注意）　と読むもの

などが，まだ時々いるが，低学年に比べると，さすがにへっている。

　このほか準正答に属する，活用形・活用語羅までよみがなをつけたり，音調

を無視する読みもある。

〈2．）
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低学年での書字力の誤りでは，次のような傾向と種類が認められた。

　a　逆書

　b　代料が正しくとれない誤り

　　点画その他が多かったり少なかったり，また，位置等の乱れるもの。

　c　交字の一部しか想起再：生できないもの。bの誤りのさらに不完全な型である。　b

　　とCの誤りは，未覆漢字の場合は優秀児に，既習漢字の場合は下位者に多くあらわ

　　れる。

　d　類似字形の混岡による誤り

　e　意味の如何を問わず，既知の同音の字をあてるもの

　　1．　圃音からくるもの

　　2．近い音や潮にかえて書く

　f　不正確な意味内容を想起して書く誤り　同じ種類のものや，反対概念，またはそ

　　の文字の連想などによるもの。

　g　熟語または語脈の中で覚えていて，交掌として分化できないもの。

　h　乱脈で，でたらめな誤り

　i　掌休が古いもの一網正答

　これらの低学年の傾向は，そのまま中学年にももちこされたが，ただ，量的

に，また，現われ方には，中学年としての特徴がある。

　実験学校での誤答反応を示すと，次のようになる。

3年2学期　（）内の数字は誤答の人数を示す。ただし1人の場合は省略。

者’（40」一学勿（Zθ）　才勿（8J

1圧13ω

流（22）

球（／8）

平（181

着（17；

ザ洛（1の

雲σの

夜θの

記（f6）

中ぐ25）住ぐ3，

長（8）

理倒

宰ζθ）

来14｝

けう冬（5♪

雲（4）

依（2｝

気（4」

遠f3）

野r4♪

来（5）

幽く4］，

洛の

雪ぐ3）

佼‘z｝

読ω

物ω

任用

流（2）

蜘2｝

未fZ）

着（4｝

一十一十一　N－t’

持物

　　　ザ4各ン谷イ受フ各ラ

雲ω空ω
タ　‘2♪　　前　（2」

言弓ω木ω

　　　　232

御2｝川充琉捕凋流旧

来球二二四球望角段

半米

看宕有気物

一e－H一 蜻ｽ’合係茄

論雲竃曇愛物
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く

三
橋
走
三
三
弓
馬
地
二
半
多
島
葉
三
野
三
遠
回
読
門
門
玉

来（6｝苔苦行車輩苦葦借

桐稿椿矯橘高三橋拶三橋橋喬這

速（4♪歩ω走ω歩表表蓮界

入f5）行‘6）回外上

歌。3」歌（2♪三二二丁歌歌歌母鼻

歩　‘6，　　走（2）　　　走ブ｝≒　二足＿昊

為‘4｝鳥鳥馬蔚馬鳥島嶋旧

地ω他の虻の地他也二分堤箆

食r6）食14ノ食骨立

分ω学‘4♪平本

大（13）

島、、、鳥，、，舞鳥接劣爲島島黒

某（5ノ菓‘の二二草柔

投‘3，所‘3ノ早ω役‘2♪投飛

球‘4，理ω勤2）球埋三三

枷2）娩錬林三三被二三妖妖

速ζ3ノ遠ω速三遠返丁台

声（4ナ答塘答答参考名

下読舗諮舗読舗誰続丁合

胎（2♪取（2）　美冶友広三巴：特

鳥鳥葛三三鳥鳥鳥鳥三

王ぐ7ノ王で3♪

　　　　　233



早（1の一一孝東走走車速表速蓮遭：

ω
9
2
の
の
の
ω
ω
の
の
の
窃
の
ω
の
⑳
の
の
の
ω
副
8
2
の
の

　
ぐ
　
く
　

く
　

ぐ
　

く
　

ぐ
　

ぐ
　

ぐ
　

ぐ
　

く
　

く
　

ぐ
　

ぐ
　

ぐ
　

ぐ
　
く
　

で
　

く
　

く
　

ぐ
　

く
　

く

意
晴
広
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発
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二
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合
切
面
住
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通
絵
王
弟
客
魚
場

意（3）行（4］章儂

晴｛2）青ω暗‘，♪胆時朝

拾（2）　白‘21方ω　広返ム

庭‘3）庭進庭庭庭庭’

紙ω泥宛す列　生一・一

己船一般卵舟ラ洞蛤己

進ω住ω往二進蓬
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　今までのテスト結果でも見てきたように，読みの誤容が比較的少なくなって

きたのに比べて，書きの誤答数は増加する一方であったから，誤答反応も実に活

ばつになっている。しかも，文字や語彙の範囲が拡大増加され，それらが，書

字能力と正確に結びつかない，発達途上にある段幽であるから，誤答傾向は，

上にあげた低学年の場合の傾向が児童によっていり乱れて現われていて，実に

壮観を呈している。しかし，さすがに，1年の時に多かった逆書はほとんどな

くなり，乱脈なでたらめがきもへってきていて，児童としては，何等かの意識
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で書こうとした誤りになっている。また，誤答傾向の集翔化もこの期の大きな

特徴といえよう。中学年で，特に目立つ傾向を二，三あげてみる。

　（1）　字ヲ形カミ聾三しくとれ、ない

　　（1）その中でも，類似字形が集団白勺に多い。
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鳥
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給

一
…
一
一
｝

平
入
野
合
絵

　　臼立つものを，いくつか拾ってみただけでも，これだけある。

　（の　これらの類似字形の誤りが，一段と不完全になると，扁傍の一部しか

　　想起できない。文字の扁傍意識はだんだんついてくるから，こうした傾

　向も，低学年に比べると現われている。

　読一一売　絵一糸　晴一青

　　もつども，晴一青の関係などは，読みの誤りと呼応したものであるが，

　「あおい」と誤り読んだもの7名に対し，青と書いたものは2名という関

　係である。

②　音の類似による誤り

　（4）岡音文字の誤り

へ嚢一物　注～中　記一一気…木　聞一文…分　舎一行　場一上　動一土

　　これは，種類は少ないが，かなり集団的に誤る傾向があり，表を粉と書

　いたもの28人というような数にのぼっている。もっとも，者と物め区別な

　ど意義上からいって，中学年では，まだ，ないのかもしれないが，注を中

一などとしたのも25人という数である。　　　　・　　　』　　　　／・：、

　（ロ）翻が似通っている文字の誤り　　　　　　　　　　’魑W・

　　中学年の段階になると，一つの文字に対する音翻が，だんだん提fMされ

　そろってくるから，音調の似通ったものにひかれる読み誤りがさかんにな

　る。

　着一来　苦～来　遠一通　笛一声　拾一広　広一白（ひとし，なまって音
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　通）　切一来一一一一木一聞　橋一走発一走～白　入一行進一住

（3）意味内容を不正確に想起して書く誤り

　同種のもの，反対概念，またはその文字の連想などによる誤りが多くなる。

　　これも，文字と語彙の拡充増大による中学年に．多い，誤りの傾向である。

　雲一三一空　行一来一入　夜一夕　記一読　走一速　走一歩一足　地一土

　拾一取　晴一朝　答一考　多一大　などの例である。また　島一二一門

　早一走　など，連想による岩，走が，字形として正しくとれないという二

　重の誤りもいく種か見出される。　　　　　一

（4）字形が正しくとれないための誤り

　　　これも，中学年の誤りの傾向の一つの大きな特徴となっているが，字形

　が正しく想起できない，しかし，他の誤答に反応するよりも，その文字に

　ついては，文字意識が強い。そこで，記憶にたよって，さまざまの形で，

　再生しようとしている。この誤りは，集団的というよりむしろ，個入別に

　めいめいの記憶の不確さが反映されていて，よく，これだけの反応がみら

　れると思うくらい，千差万別であることは，前に掲げたとおりである。

⑤　熟語や語脈での文字梅成の上で，文字としてまだ分化できない誤りも掘

　　当にある。

　半一分　役一所　野一球　合一集　三一金　場一作』（工場→作の連想であ

　　ろう）動一物

　　　しかも，これらの誤りが，絹互に連関したり，組み合わせられたりして，

　・入り乱れて現われている。たとえば，

　　「聞」が，閲。問は類似字形，聞は点画の不足，分は同音，紙は，新聞紙

　　の熟語構成の末分化，年は，意味不明といったぐあいである。旧字体一準

　　正答に属する誤りは，非常に少ない。一般よみもの，家庭の協力などの学

　　校外の文字環境による点も多いと考えられる。’

　3．　個人別漢字力発達一覧表

　なお・参考まで1こ，個人別の漢字の読字・書字力テスト結果一覧表をかかげ

ておく。これによって中学年の個人別漢字力の発達状況がわかる。
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駁 《 厳 以 6 献 4 以 駁 叙 8 疲 敏 π 叙 、 駁 〃 K － G 耗 α へ 綴 以 叙 q O 儀 叙 以 以7 9 7 7 7 6 9 5 9 5 9 9 8 6 5 8 5 8 　 6 5 8 7 5 7 9 8 6 8 3

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 B － 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7 2 8 2 9

誤

7 藍 8 7 0 6 2 5 4 1 0 4 6 9 9 2 4 2

　 　 　 　 1 　 　 　 一 　 　 ！ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ∩ ∠ 2 3 5 9 0 3 4 0 7 7 0　 1 　 　 　 り 6 1 　 　 　1 　 　 峯 盈

恐
益 ’

8 4 6 8 4 5 4 0 0 3 2 2 5 3 三 7 正 31 藍 1 1 2 3 2 　2 3 2 2 6 0 0 8 5 6 9 3 9 53 2 藍 1 … 1 　 　 玉 　 5

10
0字

か
き

正

42 45
（

i）

49
（

1）

5
2

33 32
（

S＞

75 3
2 69 43 71
（

1）

5
3

51 34 3K
l）

41
（

1）

8

47 40
（

1）

11 36
（

1）

31
〈

1）

42 52 55
（

1）

61
（
D

35
（

1）

42 1－
7

誤

9 0 0 7 6 6 4 0 4 0 4 2 0 4 9 7 7 71 2 2 1 1 1 　 2 i 2 1 1 1 … 1 　 2 11 4 7 2 ！ 2 7 0 4 0 01 2 1 3 3 2 1 旦 2 三 2

紐

9 4 0 1 1 1 正 8 7 7 4 5 9 2 9 1 5 63 3 3 3 5 5 2 4 1 3 ！ 3 3 5 4 5 6 38 5 6 6 7 6 7 8 G 8 34 6 4 3 2 2 2 2 4 4 6

3年
3学

期

10
0字

よ
み

三
無

lO
O字

か
き

正
誤

無

4年
！

学
期

86
（

1）

98
（

1）

78
（

3）

8
5（

1
＞

90 94 93
（

1）

63 96 6
9（

5
）

9f
ti 9
4

96 90
（

1）

7
0（

6
）

92 5
1（

5
）

88
（

3）

6 0 4 6 5 0 2 0 3 6 4 3 2 6 3 1 2 5

　 　 正 　 　 　 　 　 　 2 　 　 ： 　 　 　 　 　 　 － 　 　 （ ∠

漢
字

　
50
字
よ
み

2 6 2 6 8 9 9 1 1 6 2 3 8 5 6 9 2 15 6 6 6 3 3 6 4 8 3 8 7 4 4 2 5 1 5

6 9 1 4 2 7 7 1 5 7 0 5 5 7 1 1 3 01 i 2 1 2 1 　 2 1 3 玉 1 2 1 3 1 4 3

正

32
13
g

5 7 0 0 4 4 8 4 7 8 2 7 8 31 1 2 4 4 2 3 　 2 　 韮 2 3 4

47 43 44 46 43 46 28 46
（

1＞

38
（

1）

50 44
（

1）

44
（

1）

40
（

1＞

32
30
1e
4（

1＞

45
12
8

ig
’

P4
6〈

i｝

誤

4 1 4 2 3 3 0 6 2 9 0 5 1 3 7 1 0 7

盤

7 2 3 4 呈 4 4 6 1 2 0 0 4 6 1 4 2 2

50
字

目
き

12 31
（

1）

24 25 21 玉
9

3互 12
（
1
）

41 16 41 25 16 19 　
3

2a
．

　
2

28

誤

9 9 7 2 7 2 9 3 4 正 4 7 4 3 4 8 5 31 － 1 1 1 皇 2 1 董 1 2 1 皇

圧 “
痴 ハ

4年
2学

期

60 74
〈

2）

92 94 81
（

2）

89 95 94 65
（

3）

93

14 20 　
6

　
3

10 　
5

　
4 0

2
9 5 1 ，

6 4 2 3 7 6 1 6 3 22

8 7 2 0 6 8 8 1 0 02 1 4 5 4 6 7 7 2 7

6 6 3 0 4 8 5 7 2 9

圭 4 3 3 2 1 1 1 5 1

iS
14
S

56
13
2

　
ミ

37
14
1

0 0 4 ． 7 2 8 12 3 量 ム 　 　 一 9 ん 一

45 41 44 47 47
（

1）

32 43
（

1）

8 5 4 2 3 4 2 正 9 2

30
字

5 8 9 2 9 5 8 重 8 （ フ　 　 ー ワ 山 1 3 2 3 　2

0 4 1 3 6 2 三 1 9 4

8 7 2 4 6 正 9 7 2 61 2 2 正 1 1 　 1 2 豆

正
識

正
意

　
答

9 9 9 3 2 9 0 4 5 3 5 8 0 8 3 8 3 9 　 7 5 9 4 5 4 3 2 0 51 　 　 1 － 1 三 2 　 i 　 　 2 三 2 1 3 　 　 2 1 　 1 1 　 i 　 2

誤
善 玉 1 0 0 圭 8 0 3 i 3 1 0 1 5 2 0 5 20 5 0 5 2 0 0 0 1 01 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 　 1

O ア 3 4 7 3 4 2 5 9 5 4 6 8 4 5 3 6 　 0 7 3 8 7 8 8 ア 9 6

4 2 7 2 2 9 8 3 2 － 2 0 7 釧 6 8 2 2

　 1 　 1 重 　 1 　 2 … 2 1 　 　 　 　i

6 9 8 9 8 2 9 6 9 5 6 8 5 4 7 0 2 72 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 2

2 6 8 8 6 i O 1 2 9　 　 　 　 1 1 聖 1 2 　 　 17 3 2 4 0 8 0 3 9 01 2 2 2 2 … 3 2 1 3

4年
3学

期

50
字
よ
み

4
3

4
7

4
7

45
（

1）

4
8 4
8

50 31
（

9）

50 40
（

6）

4
9
（
1
）

4
8

49
（

1＞

A．
8

誤

it
8

41
（

3）

49 43
（

3）

1
3
（
3
）

48 50 4
7

e7 50 50 A8 4
7

3 1 2 3 1 G O 2 0 2 0 0 0 12 4 亀 一 ‘

妊

1

4 2 1 1 1 2 0 8 0 2 G 2 0 1O n ∠ ∩ ） 2 2 1 0 2 2 0 0 0 1

50
宰

か
き

正

4 3 3 3 7 3 8 8 3 6 2 3 2 52 3 2 2 1 1 2 1 3 2 4 2 2 14 ． Q ノ 優 ノ

つ ノ 2 3 2 5 2 0 4 5 1 2 91 1 2 2 2 2 3 3 重 2

誤
無

2 5 7 8 8 5 8 2 4 6 5 9 8 81 　 　 　 1 1 1 1 － 1 1 互

ζ ノ 0 ！ 0

　 2 1 8 0 2 7 7 6 3 5 6 41 3 1 1 1 　 1 1 隻 正

4 2 0 9 5 2 4 0 3 8 3 8 0 71 1 1 　 1 2 　 2 　 　 　 歪 2 21
1

21 1
1 9 8 3 1 3 0 2 4 2 71 1 1 正 1 2 　 　2



　　　　　　　　　　C　蓑記能力の実態と問題点

　中学年の文字力として，おもに，かたかなと漢字について，その読字・携：字

力を見てきたが，4年の作交をみると，中学年の魂呼力のうち，もっと他の問

題があることに気づく。たとえぽ，まだ，ひらがなとかたかなの正しい使い分

けや，ひらがなの，拗音，長音，促音などを含む語の正しい書き方ができてい

ないものがある。かなづかいも，助詞とそれに関連するかなの正しい書き方が

できない。送りがなもまちまちである。句読点も低学年に比べるとよくなって

きたが，まだ，よくできるとはいいがたい。中学年のまとめとして，このよう

な問題を含んだ書字能力の実態を見ることにした。

問題の構成（かたかなや漢字：の書字力に対して，Bテストを行う。）

練物Bテ・］鵜
　これから　よむ　お話な　みなさんに　書いてもらいます。それで　お話を　読みま

すが，すぐ＝潜かないではじめは，どういう　字を・書いたらよいか（ここは　ひら

がなにした方が　よいか，あすごは　かたかなに　した方がよいか）など　考えながら

聞いて下さい。

　次に　少しずつ　くぎワて　読みます。それを　聞いて，露くように　しましよう．

（1）きk5　学校の　かだんに　行って　みたら，チx一リップが，土の　中から　か

　わいい　かおを　禺していました。

②　私が　おとうとと　あそんで　いたら，おかあさんが，　「みよ子ちゃん，ちょっと

　お使いに　行って　きて　ちょうだい。」と　おっしゃいました。

（3）二恥～トソは　イギリス入です。あるH　りんごが　木の枝から　落ちるのを　見

　て，引力を　考えついたと　いう　ことです。

（4＞きのう，野球を　して　あそびました。ぼくは，キャッチャーに　なりました。

　やまだくんの　うった　たまは，カーンと　大きな　音を　たてて，遠くの　方へ

　とんで　行きました。

　　　　　　　　　　　　　書字力Bテスト　（5）

　つぎ　　ぶん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ
　次の文は，・や。のようなしるしが一つもついていないので，読みにくくなっていま

す。この女に，文を読みやすくする，いろいろなしるしをつけて，だれが読んでもよく

わかるようにしてください。

おかあさんがあしたはにちょうびだからおひなさまをかざりましょうねとおっ
　　　　　わたし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おら

しゃつたので私はうれしくてたまりませんはやくあしたになればよいなあと思

いました
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　1．　ひらがな

　ひらがなの文字力は，低学年の段階で，テスト結果として，読宇・書字力と

も，ほとんど完全に近い程度に習得されていた。その後の作文やノートでも，

大体それが実証されたが，ただ，あわてて書き誤るのか，時々誤字があり，ま

た，助詞の「は」「へ」「を」や，促音，拗音，長音の書き誤り，書きもらしな

どは，中学年の段階でも，相かわらず，見受けられる。このテスト結果では，

次のようである。　（実験学校）

　（1）拗音

　　　　　　　　　正答　　　　　　誤答

　　きょう（47人中）38人80．9％　　　今日　t4．9％　きよう　2．1％　京　2．正％

　　みよ子ちゃん　　47　tOO．　O

　　ちょうだい　　　44　93．6　　　拗不正ちょだい　4．3　　ちだい　2．1

　　やきゅう　　　42　89．3　　　カタカナ　　　4．　3　拗Tx．IE　　6。4

で、拗音はッかなり身についていることがわかる。最も正答率の低かった「き

ょう」では漢字の今日をあてたものが，7人14．　9％もあること，しかも，この

今鶏の字をあてた児童の方が，クラスの言語能力が上位のもの，ことに，文字

力，読書力の高いものであることは，おもしろい現象である。中学年のこの段

階になると，児童は，教科書よりも，むしろ，一般読みもの，新聞などから文

字力の影響を大きく受けることを物語っていると思われる。しかも，このこと

は，実験学校ばかりでなく，協力学校でも，

三
校
三
校
吐
露

N
C
N
O
H
K

きょう

66．　7％

79．　2

68

38．5

79．3

80．　0

今鴇

28．9raO

le．4

26

51．3

10．　3

1Z8

岡様の現象がみられる。

　（2）促音

　　　　　　．正答

　　行って（1）43人　91．5％

　　　　（2）　43　91．5．

きよう

2．21dO

tO．4

4

10．　3

2．　2

て
て

っ
つ

、
　

、

㌔
し

その他

2．　2％

2

10．　3

2．IAO

2．　1
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誤山

行て　　4．3％　　行手

行て　4．3　　行手

2．　1％

2．　1



　　うった　　45人　95．8％　　うた　　2．1％　　無答　2．1％

　　ちょっと　31人66．0　　促不1E　　14。8　他音入レ8．5

　　　　　　　　　　　　　カ、たカ、な　　　4．3　　　　　典撃…箸　6．4

　　おっしゃいました　39人　85。正　　促不正　6．4　　拗不正　4．3

　　　　　　　　　　　　　いいました　2．1　　おっしゃ行ました　2ほ

　促音も，かなり上成績である。「うった」「行って」など，どの学校でもみう

けられる特殊な下位の子2名を除いては，皆が，注意すれぽ一応は書けるほど

になっている。「行って」の方がやや悪いのは，漢字の行の字をあてて，「つ」

を送ることをしなかった2児があるためで，これは，この段階の児童によくあ

る送りがなの力とも結びついた問題である。単純に促音だけを含む語に比べる

と，拗音と結びついた複雑な語はできが悪い。

　こうした傾向は，協力学校でも，あまり大差ない。

　（3）長音

　拗音と連合した場合の長音は，前例のように，脱落しやすい傾向があるが，

その数も，この段階になると，だいぶ減ってきている。　「ちょうだい」では，

93．6％の者ができて，　「ちょだい」と書いた者は，4．　3％であった。

　むしろ，今度ゐテストでは，かなづかいの上における長音表記の方に問題が

あることがわかった。

　（4）ひらがなとかたかなの書きわけ

　文脈中における，ひらがなとかたかなを書きわける力は，それが，児童たち

に，身近な語であれば，案外できることが，今までのテストでも示された。こ

のテストでも，前のかたかな文字力の発達で見たように，問題点は碕者を：書き

わける力がないというよりも，むしろ，拗・喪・促音を含むかたかな文字表記

力にあった。

　　　　　　正筈

チューリップ57．4％o

ニュー　ト　ニ／　　　　66．0

イギリス人　　95．8

キャッチャー　42。6

カーンと　　　57．4

ひらがながきにしたもの　かkかながきを誤ったもの

　　　　　2．　1％（1人）　　　　40．4％

　　　　　4．3　（2　）　29．8

　　（漢字のかたかながき　イギリスジソ　　4。3）

　　　　　4．3　3．2
　　　　10．6　32．e

外来語，外国語，外国の地名・人名などをかたかな書きにするということも，

　　　　　　　　　　　　　　　　243



自分の理解語彙の範囲では，大体わかっているようである。ただ，これらのか

たかな表記の中では擬音語をかたかなで書くことが，いちばんできていないよ

うである。それと，ひらがなで書くべき語を逆にかたかなで書く傾向のあるこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
とである。これは，最初の教示に気をまわしすぎたためであろう。

花だん E？i：9％｝誌ii：1％llぐ）力餌3％（2人）

　　りんご　　りんご　　51．1　　リンゴ　48．9　（23）

櫛鎗l19：1｝論ウ1：1：ii

　　ちょっと　　　　　66．0　　チット　　4．3　（2）　促不正　12．8　その他

というような数字であり，りんごなど，世間慣用の影響が目立っている。

　協力学校でも，

　　　　　　　カ．タソ

　　N校　　6．7％（3人）

　　C校　　2，1　（1）

　　A校　　2　（1）
　　（）校　　　　20、5　　（　8　　）

　　H校　　3．4　（1）

　　K校　　0

もっとも，

　（5）　　カ、なつ力試！、

　」（f）助詞

　　……を，

　　　　　　　　　　　正餐
　　　かおを　　　　87．2％（41人）

　　　落ちるのを　　89．4　（42　）

　　　引力を　　　　91．5　（43　）

　リンゴ
40．0％（18人）

18．7　（9　）

60．0　（30　）

66．7　（26　）

20．7　（6　）

13．3　（6　）

　ヤキュー　　　チョヅト

4，4％（2人）　6．7（3人）

4．1　（2　）　O

O　6．　0（3）
7．7　（．3　）　0

3．4　（1　）　3．　4（　1　）

22．2　（tO　）　O

りんごは，使用教科書によっては，かたかなで提出されている。

野球を

音を

…　∴。ξま，

　二＝N－1・ンは

ぼくは

誤答お
6．　4％

10，　6

8．　5

80．8　（38　）．’，10．6

85．1　（40　）　8．5

ユ00

93．　6

無陰

6．　4％

o

o

オ・　無答

4．3　4．3
6．　4

箸
王

無
乳つ

3

彦
　
●　
4
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　　　　　　　　正筈　　　　誤答　　　　　　無答
　　　たまVま　　　　　93．6％　　　　　　　4，3％　　　　　　　　　　　　2．1％

　　■■。…　へ
　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無答

　　　方へ　　55・3　え27・7　に8・5β・5

三つのうち，「へ」の使用がいちばん八難であるのは，低学年以来であるが，

それでも2年2学期のテストの20．5％に比べると，正答率は上ってきている。

低学年の「を」70。5％，　「は」81．8％に比べると，これらもそれぞれ正しい使

用率があがっているQ

　協力学校のテスト結果でも，岡様のことがいえる。

　　　　　　　　　　　　　　　　正答率

i
2
q
）
4
．
5

を

ヨ
2
3

象

計い刻・校1・出口校i・校
84．　4

86．　7

86，　7

84．　4

88．　9

86．　7

100

95．　6

93．　7

95．　8

93．　7

100

95．　8

89．　6

97．　9

97．　9

1OO

lOO

92

100

100

92

98

100

79．　5

82．　1

92．　3

92．　3

87．　2

　　84．　6

　　97．　4

1　gz　4

93．　1

86．　2

100

96．　6

72．　4

87．　8

100

100

73．　3

75．　6

80．　0

80．　0

80．　0

95．　6

9L1

91．1

へI h　71・1｝81・21・4・・｝・4・・li・刈・…

　作文によく見かけるかなづかいの誤りを見たものでは，この段階では，すで

に漢字を使用するteめに，むしろ，送りがなの問題になっているものもあるがt

次のようになっている。

かわいい

かお

いました

いきました

おか
顔

いきました

行きました

　正警
91．6％（44人）

貿：1［ili｝

95．7　（45）

ll：1竃1｝
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　　三一

かはいい

かわい

かわ行

か多

頭

行ました

ゆぎました

ゆ来ました

2．11ae

2．　1

2．　1

2．1

2．　1

4．　3

12．8　（6）

2，　1

無讐
2，　1；Zo5



えだ

きのう

おとうと

とおくの

おおきな

えだ

’枝

きのう

8劉141ぐ）へだ

78．　7　（37）

ダと：1：；陽

錨のtg：1｝：1：；

駕な，：：：｝1，ll

いうこと　　いうこと　53．2　（25）

2，1％　　無闇　　　 2，1％

きのお　　12．8

今のう　　2．　1

おとおと　　4．3

弟と　　　4．3

お弟　　　2．1

とをくの　6．4

とうくの25．5（12）

無答　　　6．4

大な　　　2．1

大気な　　2．1

無答、　4β
ゆうこと　36．2　（17）

ｾこZ”’r”…4♂3“…

いゆうこと2．1

行こと　　2．1

aウコト　　2．！

きのを　6．4％

とくの　2．1

　このように，テ洛トで幽為≧いう心構えで書いた場合のせいか，作文などに

現われた結果より，全体としては，できがよく，低学年のころより，一一段とよ

くなっている。

　ただ，「ゆうこと⊥などは語源を知らないので，表音式のかなづかいとなり

大半みものが，誤ろて使課している。これらの状況は，協力学校でも，ほぼ同

様である，「かわいい」「かお」「いいました」「いきました」「えだ」「きのう」

などは，1GO％できている学校が二，三校ずつある。

協力学校

N校 C校 A校 0校 H校 K：校

とおくの

　遠くの

とうくの

　その他

おくりがな

　無箸

35．7

33．3

20．　0

2．　2

4．4

4．4

12．　5

62．　6

10．　4

6．2

2．　1

6．　2

io．　0

74．　0

8．　0

2．　0

6．　0
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38．　4

35．　9

1Z9
2．6

2．6

2．　6

10．　3

．62．　1

20．　7

6．　9

11．1

60．　0

15．6

互1．1

2．　2



おとうと

　弟
おくりがな

おとおと

　無答

13．　3

77．　8

8．9

きのう

ぎのお

その他

おおきな

　大きな

おくりがな
　その他

　無難

いうこと

言うこと

ゆうこと

おくりがな

　その他

　無答

88．　9

4．　4

6．ア

11．1

88．　9

55．8

15．　6

22．　0

2．2

4．　4

8．　3

89．　6

2．　1

28．　0

6＆　O

2．　0

2．0

95．8

2．　1

2．　1

6．　2

8L3

12．　5

へ
）
戊
り
1
1
3
〆
0

3
4
．
7
2
8
4
■

9
フ
互
2
　
　1

0
4
．
2
4
．

9

10．　0

90．　0

18．　O

r16．　0

48．　0

2．　0

6．　0

38．　5

53．8

5．1

2．6

31．1

68．　9

89．　7

e

10．　3

2．6

84．　5

2．　6

10．　3

100

0

0

0

96．　6

3．　4

30．　8

30．　8

20．　5

17．9

58．　7

27．　6

3．　4

10．　3

28．　9

49．　0

13．3

4．　4

4．　4

97．　8

0

2．2

8．　9

71．1

15．6

4．　4

17．8

3L1
28．　9

2．2

8．9

1L1

　（6）　　送りカこな

　漢字の読み警きが，だんだん身についてくる低学年の後期のころから，送り

がなの闘題が撃てくる。このことはわれわれの漢字の読字力テストで，動詞・

形容詞などの活用語尾の送りすぎを，準正答として扱った場合にも，中位以下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　く
の児童に多く見出された。もっともこの場合には，児童は，落ちるとあっても

　　　　　　　　　　　くき
落の字一字に「おちる」，深いに「ふかい」と読みがなをつけてしまうのであっ

て，送りがなという意識は，ほとんど持っていないようである。作女などでは

まだ名詞以外には，漢掌をあまり使用しないから，それほど送りがな問題は陰

立たない。しかし，中学年になって，知っている漢字を使用して書きたがるよ

うになると，ある種の児童には，送りがなの誤用が建立って多くなってくる。

今回のテストの結果では，次のようになった。

　行って（1）　行って　55．3％（26人）　行て　4．3％　行手　2．1％　いって　36．2％

　行って（2）　行って　38．3　（18）　・行て　4。3　行手2．　1　いって　53．2

　出して　　　出して　48．9　（23）　　だして　51．1
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遊んで　　　遊んで　38．360（18人）　　遊で　6．4％　あそんで　53，2％

落ちる　　　落ちる　2L3　（10）　　　　落る　IO．　6　お落る　4．3　おちる　61．7

考えついた　考えついた　36．2　（17）　考ついた　21．3　その他（誤字）4．3

　　　　　　　　　　　　　　　　　カタカナ　2．1かんがえついた　36．2

うった　　　　打った　 14。9　（7）　　　　　　うった　 80．9

とんで　　　飛んで25．5　（12）　　　飛で　10．6　とんで　6L7

簾駐博し蓋7271；D（13）減た55Z5いきました4＆’

いうこと　　‘言うこと　0　　　　　　　言こと　4．3　行こと2．　1　し・うこと53。2

大きな　　　大きな　83．0　（39）　　　大な　2．！大気な　2．　1

　　　　　おおきな　8．5　（4）

私が　　　　私が　io．6（5）　　　　　　私くし　10．6　私たくし　2，1

　　　　　わたくしが　72．3　（34）　私し　2．豆

枝　　　　枝　8．5　（4）　　　　　　枝だ　2．1えだ　85．1

憂い　お使い2・1（1）　　鞭かV・2・1おつかい93・6

なお，協力学．校の結果をまとめると，次のようになる。

　　　　　　　　　　　　　協力学校（6校）

行って　（1）

行って　（2）

　出して

　遊んで

　落ちる

考えついた

　うグた

　とんで

行きました

　見たら

言うこと

　大きな

　私が

　　’枝

　お使い

正讐麟到毒翻二面i送轡の騰率
　　　　　　　　　　　　　　　　1

一
2
1
2
8
1
4
6
6
3
7
4

5
8
7
3
5
4
7
9
3
0
9
5

5
4
5
5
！
5
1
2
4
5
1
8

3
つ

35

り
）
　
6
a
L

（86．　2－40．　0）

（87．　8－25．　6）

（74．　0－15．　6）

（72．　4－38．　5）

（25．　0－10．　3）

（80．　0－20．　7）

（33．　3一　2．　2）

（51．　7一　6．　7）

（72．　4－1　5．　4）

（79．　3－31．　1）

（31．　1－14．　6）

（96．　6－7　1．　1）

（89．　7－1　5．　4）

（20．　0一　2．　6）

（24．　0一　2．　6）

　行て

　行て

　禺て

　遊で

　回る

考ついた

　打た

　飛で

行ました

　見ら

黎
鷲｝

　枝だ

お難い｝

5
2
6
2
8
8
1
8
6
7
1
6
　
3
5

4
4
2
2
7
5
6
8
6
0
韮
3
　
9
！

　
　
　
！
2
1

8
ロ

01

最高％　　最低％

（13．　3一　O　）

（8．3－O　）

（6．　2一　O　）

（24．　1一　2．　0）

（39．　6－18．　0）

（26．　7一　4．　0）

（13．　3一　O　）

（29．　2一　2．　2）

（重1辱1－　3．4）

（4．4－O　）

（　2．　2一　2．　0）

（15．　6一　e　）

（56．　2一　2．　0）

（　6．　9一　2．　2）

（15．　6一　2．　2）

これら・いくつかの送りが罐予想した蘭も・かながぎに塗腱が，半数

　　　　　　　　　　　　　　　　　248



近くあったから，送りがなの能力の実態はつかめえなかったが，この期の児董

の送りがなの誤用に二つの紅〔向があることが冒立った○なお，送りがなには，

現行教科警と一般よみものとの鑑からくるものもあり，」概に誤州とはいえな

いものもある。

　用雷の馴合には，行て，遊で，落る，考ついた，飛で，行ました，見ら，醤

こと，大なというように，活稲語尾が落ちる傾向があるのに対して，体言の引

回には，わざわざ，．よみの今後の音も．しくは，1・2帝前までを送っているζ

とである。「泓」などにいたっては，私し　私くし　など，種々の送りがなが

みられる。しかもこの傾向は全般的で，学級の56．2％（27人，C校）のものが，

まちがっていた学校もあったほどである。

　（7）句読点の使用

　低学年り段階では句読点の使用のし方と作：交能力との関係がかなり高いこと

及び，作文における句読点の使用状況の発達は，報告亨搬。「低学年の読み早き

能力」に報告されており，巾学年のその後の使用状況も，こんどの報告書の作

文の章で述べられるはずである。ここでば，自由に任意に書き綴る作：文の場合

の句読点使用というよりも，旬読点やそれに関連する一切の符号をとり去った

文を与えて，あらかじめ句読点を打つようセこ指示し泥結果のもので，句読点使

用の知識もわかるはずである。

　元来句読法はむずかしく，そのよりどころとして，それが，はっきりと定め

られたものは言だないが，ここでは，一応，読み手に女意がまちがいなく，は

っきり伝わる程度に打てればよいという，ごく常識的なところに目標をおいて

みた。

　次の文でも，文末の句点や，会話のかぎなどを除くと，まだ，いくとおりか

の打ち方もあろうが，一一一一応，次の8か所にくぎり符号が使えればよいとした。

　　　　　　　①　②　　　　　（イ）　　　　　　　　　　③
　おかあさんが，　ヂあしたは，にちようびだから，おひなさまをかざりましょ

　　　＠ct）　｛u）　ro　〈7）　e，）　うね。」　と，おっしゃったので，私はうれしくてたまりません。はやく，あ
　　　　　　｛r．．）　Cl｛）　（tili’．；
　したになれば，よいなあと，思いました。

　こちらで，予定した①から⑧までに，それぞれ，適当な符号を使い得た｝’正

答率は，次の表のようである。なお，実験学校では，このほか，イロハニホの

　　　　　　　　　　　　　　　　？ag



場所に，それぞれ，次のような率で，読点をつけたものがあったQ

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑥

、
－

、

O
L、

0
0

実験学校

78．　7

42．　5

48．　9

46．　8

53．　2

66．　0

63．　8

87．　2

協力学校
　124名

88．　7％

74．　2

54．　0

66．　9

84．　7

73．4

74．　2

㈱　協力学校では，問題をプリント

　する時．最後の8の句点をつけて

　しまったので，集計から除いた。

イ
ロ

ノ、

ホ

27．　7％

29．　8

4．　3

6．　4

12．　8

　さらに実験学校での結果を整理してみる

と，次のようになる。

つけやすいもの

つけにくいもの

⑧文末の偶点　41入

①交初の読点　37

⑥次に，私はがくる条件説明の旬読点

⑤会話をとじるかぎ

③条件を説明する読点

④会話をとじる句点

②会話の最初のかぎ

1～8全部正しくできたもの

　　　　　　　　　　男　　女
　　　　　　　　　　3人　0人

1箇所だけできなかったもの

　　　　　　　　　　4人　4人

できなかった最高　　　5箇所

　　　　　　　　　　1人
87．21aa

78．　7

　　　　　　　31　66．0

　25　53．2

　23　48．9

　22　46．8

　20　42．5

計
人
　
3

　　8人

5箇所

2人

　この数字をみてもわかるように，旬読点はなかなかつけにくいことがわかる。

　文末の句点が比較的つけやすいといっても，文章球体の最後の旬点は87．2％

（41人）のものがつけ得たが，交章中にある文末の句点（7）では，63．8％（31人）

しか，正しくつけられていなかった。また，Bテスト（2）の総合書字能力の方で

会話のかぎと句点とを正しく書きえたものはわずか14。9％（7人）にすぎなか

ったが，今度は，しるしをつけることを教示したせいか，（2）の場合よりはよい

が，それにしても，会話のかぎ，旬点ともにできたものは，14人（男9人，女

5人）29．8％しがなかった。協力学校は総体的によいが，これは，指導の結果

によるものと思われる。　（次ページの表参照）
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このほか，実験学校では，

「私はうれしくてたまりません◎はやくあしたになればよいなあと恩いまし

　　　　　　　　　　　　会話のかぎと句点

「。」と正しくできkもの

「　」とのみできたもの

無答

実験学校

r」kF　（一）i7－Xl一　（＃？

　％　　人
i4．9　（　7）

4．3　（2）

80．9　（38）

　％　　人
29．8　（14）

12．8　〈　6）

48．9　（23）

協力学校

テスト　｛一1

　％　　最高　最低
60．2　（　100一一・25．　6）

29．4　〈66．7一一　e　）

10．4　（35．6一一　e　）

　　注　テスト　（一つ　書字力BテスF　もんだい　2（241ページ）の会話の部分をさす。

　　　テスト←4　書字力Bテスト　もんだい　5の会話の部分をさす。

た」や，最初から最後までを，かぎでくくったもの（女児2名）「おかあさんが

…… ｩざりましょうね」。（女児2名）「とおっしゃったので」（女掘1名）など，

誤答が多い。また，該当の箇所に全然かぎをつけなかったものが23人（48．9％）

もいる。

　「はやくあしたになればよいなあ。」と感想に「　」寮つけた（男児1名）も

あった。

　なお，誤啓の中には，：文節全体に「、」をつけた男児もひとりあった。

　児童の作文における旬読点の使用状況は，全体としては，低学年より中学年

へと著しくよくなっているが，まだ，全員が正しく使用しえない毅階であるこ

とが，このテストによっても実証されている。　　　　　　　　（芦沢）

251



W　語い能力の発達

　　　　　　　　　A　行なった検査とその結果

　1．ねらい

　語い能力の発達検査といえぽ語いの広がりの発逮をしらべるものが多いが，

ごの検査では，次の三つの理由によってそれをしらべることには重点をおがな

がつた。

　（i）　児童の習得語は，非常に多く，大規模な検査を要するだけでなく，被

　　検看の負担の面から，等質と考えられる何グルーープかにわけることが必要

　　で，そのため1こは，実験学級は小さすぎること。特に環境による階層を考

　　慮1こいれた場合，なおさらである。〔消極的理由〕

　（ii）　広がりの点に重点がおかれた従来の語い検査は，語の理解の度合に対

　　する検討がじゅうぶんでなく，　「ある語を知っている」とはどういうこと

　　か，という点に問題が残されているので，そのことを掘り下げてみること

　　が大切だと思われたこと。〔積極的理由〕

　（iii）　（ii）をしらべるに際し，検査方法が問緻こなるので，それをまず調べ

　　ようとしたこと。言責極的理三由〕

　つまりこの検査は，次の三つのことをねらって行なったものであるQ

　（i）　中学年では語をどのように．把握しているかをしらべること。

　（ii）　そのためにはどんな検査があり得るかをしらべること。

　（iii）　できれば，その検査でしらべた能力は，他のどのようなことと関連が

　　あるかを調べること。

　2．検査法

　検査は3年生（30年度）の2学期から4年生（31年度）の3学期に．かけて，毎

回期末に1～3種の検査を行なった。検査は二部ペーパー方式の田体検査で，

その検査問題は後に添すとおりである。また各回とも，その1年下の学年の対

照学級に同一または類似の検査を行なって比較したQ
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　検査闘題の形式は全部で4種であるG各回期末に行なづた検査問題の形式は

次の表の通りである。

　　　　　　　　行なった諮い検査の問題形式と問題数

学学｛

年期 ｵ法i傘
踊題形式

用例治ｳ完成法
下の学年 備考

3
年

4
年

・1・咽　　　｝・年・同こ1

3

1

2

・噸
一
1

　3年と陶じ

｝15劇 1・年・肌

陣L｝睡と肌
1い5題　縮鵜．
115題し1 F年・剛
1 b・題1

睡蹴
！ 「1囑・年・同・

3

t 1・姻・年・同・

咽

2学期と岡じもの5語

2学期と圖じもの7語’

T（科
ず

三
島の

5

年
ら5

か
一

｝一細

1・年潮・i1・諮跣成法綱・

上の衷の4種の問題形式は次のようなものを指す。

（i）　定義法……その語の定義として最も適当なものを選び出させる〇三枝

　　　　選択。

（ii）　用例法①……その語の使い方として最も適当なものな選び出させる。

　　　　四枝選択。

（iii）　用例法（2）……その語の使い方として適幽なものを，四つの選択枝から

　　　　二つ選び出す。採点の際には一つだけ合ったものに1点を，二つと

　　　　も合ったものに4点を与えた。これは，もしでたらめに0をつけた

　　　　場合，二つとも合うもの1／6，一つだけ合ケもの4／6，二つとも合わ

　　　　ないも1／6のとなることからである。

（iv）　完成法……その語を使った文を一つ示し，その語は仮名書きで，1～

　　　　2字をぬいておいて，そこにかなをおぎなわせる。（選択法でなく，

　　　　自由書き入れ法である。ただし，字数はきめてある。）

　　　　　　　　　　　　　　　253



　3，　検査問題とその結果

　次に示すものは各学期末に行なった検査問題である。各問題，各聞ごとに下

に示した数字は実験学級における結果，　（）内は1年下の対照学級における

結果である。その数字は，定義法と用例法（1）においては，各選択枝を選択した

ものの数を示し，用例法（2）においては，二つとも合ったものの数と一つだけ合

ったものの数とをそれぞれ示し，完成法においては，正啓者の数を示すQ各問

題のまとめ（語の選び方など）は，いくつかの問題群ごとに，後にかかげる。

30年度2学期末〔定義法〕

　一数字はその選択枝の選択者数（）の外は3年，内は2年を示す。○印

　　が正答一

　　つぎの　ことぽの　わけは　どれでしょう。よいのに　○を　つけなさい。

　〈れんしゅう〉

せんめんき　（1）

　　　　　（2）

　　　　　（3）

　　　　　（4）

ぼけつ

かおを　あらうとき，みずを　いれる　どうぐ

おふろ

セメントの　きかい

1　のろい

　（1）はやい　0（8）

○（2）おそい　49（37）

　③わるい0（3）
　（4）　ねらう　Q（1）

2　すばらしい

○（1）　とても　よい　47（28）

　（2）すばしこい　2（14）

　（3）　ばからしい　0（4）

　（4）　　やカ、ましし、　　0　（3）

3　6）れる

　（1）ゆ．うれいが　でる　1（8）

　（2）　わからなくなる　0（！）

○（3）　ぶらぶら　うごく　48（34）

　（4）めが　まわる　0（6）

4　はなざかり

　（1）はなが　ちること　1（7）
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　O（2）はなが　いっぱい　さいて　いること　44（37）

　　（3）はなの　ように　きれいなこと　2（3）

　　（4）はなにちようちkうが　とまること　2（2）

5　ちかよる

　　（1）けんぶつする　0（2）

　　（2）ちいさい　こえで　しゃべる　1（2）

　　（3）　よちよち　あるく　1（2）

　○（4）ちかづく　47（43）

6　ようやく

　○①やっとの　ことで46（37）

　　（2）けっして　0（D

　　（3）あしたに　なって　0（5）

　　（4）はじめから　しまいまで3（6）

7　ぼんやり

　　（1）おぼん　i（2）

　　（2）ぼんぽり　0（12）

　○（3）　春まうっと　46（24）

　　（4）　　々まうや　　2　（1i）

8　がいこく

　　（1）　おおきい　くに　6（22）

　　（2）　つよい　　くに　　0　（4）

　　（3）せいようじん　5（3）

　○（4）　よその　くに　38（20）

9　ふりむく

　　（1）あとへ　もどる　0（4）

　○（2）　うしろを　むく　49（48）

　　（3）たちどまる　0（2）

　　（4）おじぎを　する　0（D

10　るすい

　　（1）おばあさん　0（2）

　○（2）るすぼん　39（32）

　　（3）　だれも　いない　いえ．　9（10）

　　（4）さびしい　1（5）

11　みはり

　　（1）カチカチと　ならすこと　1（D

　　（2）よそみをすること　1（4）

　○（3）ばんを　すること　47（38）
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　　（4＞はりで　さすこと　0（6）

．12　まちどおしい

　○（1）　「はやく　くれば　よいのに　なあ」と　おもう　43（32）

　　（2）「まちへいきたいなあ」とおもう3（11）

　　〈3＞　「いやだ　なあ，いやだ　なあ」と　おもう　0（3）

　　（4）　「うれしい　なあ，　うれしい　なあ」と　おもう　3（3）

13　さいしょ

　　（1）　さきほど　4（12）

　　（2）　おととい　2（2）

　　（3）　あさ　2（7）

　○（4＞いちばん　はじめ　41（27）

14　よみせ

　○（1）　よる　みちばたで　ものを　うって　いる　みせ　46（33）

　　（2）みせに　みんなが　あつまること　1（4）

　　③たいへんよいおみせ1（9）
　　（4＞　よる　みせること　1（3）

15　　まわりみ’ら

　　〈1＞　こうえんの　まわりみち　8（25）

　　（2）ゆっくり　あるく　みち　4（2）

　　（3）　ぐるぐる　まわっている　みち　21（16）

　○（4）　とおまわりの　みち　16（6）

16　はげしい

　　（1）ひじょうに　あぶない　12（15）

　　（2）らんぼうでいじめる4（16）

　　（3）　すこし　はずかしい　2（7）

　○（4）　いきおいが　つよい　31（11）

17　ひみつ

　○（1）みんなに　しらせないこと　35（18）

　　②あまいみつ。（5）

　　（3）やくそく　3（4）

　　（4）たからもの　IS（21）

18　よけいなこと

　　（1）ひとが　こまること　5（22）

　　（2）ひとが　よろこぶこと　1（4）

　○（3）　いら）ないこと　43（21）

　　（4）　よいこと　0（2）

19　ひぐれ
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　○（1）ゆうがた　44（39）

　　（2）　よま…）々ナ　5（3）

　　（3）ひがし　0（4）

　　（4）おひさま　0（3）

20　ぶじでした

　　（1）　げんきに　なりました　正3（18）

　　（2）ふじさんが　みえました　2（12）

　○（3）なんとも　ありませんでした　32（18）

　　（4）その　とおりでした　2（i）

21　そまつにする

　　（1）ひとの　ものを　こわして　しまう　6（13）

　○（2）まだ　つかえるのに　すてたり　こわしたり　する　35（15）

　　（3）ものを　いつまでも　とっておく　8（2D

　　（4）おき々くさまに．　ものを　あげる　0（0）

22ゆくさき
　○（i）　さいごに　つくところ　22（19）

　　（2）　くさに　ゆきが　つもること　1（7）

　　（3）　ゆきが　ふること　2（3）

　　（4）がいこくへいくこと24（20）

23　たどりつく

　　（1）かぶり　つく　0（7）

　（＝）（2）　　やっと　　 つく　　　47　（32）

　　（3）　だきつく　2（7）

　　（4）てで　つく　O（1）

24　さしずする

　　（1）　「あんなことを　してるよ」と　つげぐちする　0（6）

　○（2）　「こうやれ，ああやれ」と　めいれいする　35（20）

　　（3）　「どうしょうか」と　かんがえる　3（12）

　　（4）ものさしで　はかる　i（10）

25　十に二んいじょう

　　（1）　ちょうど　十にん　10（25）

　　（2）十にんより　すくない8（3）

　○（3）十にんより　たくさん25（17）

　　（4）十にんより　もっと　ずっと　おおい6（4）

26　かてい

　○（1）　　うち　　33　（i1）

　　（2）　し、gくだし、 8（19）
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　　　（3）おかあさん　6（9）

　　　（4）こどもたち　2（10）

　27みぞれ
　　　（1）　どうと　つちの　まじったもの　1（9）

　　○（2）あめと　ゆきの　まじったもの　46（22）

　　　（3）あめが　ふって　つよい　かぜが　ふく　0（6）

　　　（4）くもっていて，ゆきがふりそうだ2（12）

　28　いたるところに

　　　（1）いって　みた　ところに　30（24）

　　　（2）いえの　ぞとに　4（8）

　　　（3）がっこうに．いくところ　33（8）

　　○（4）どこでも　11（8）

　29　ありのまま

　　　（1）ありの　おかあさん　30（3i）

　　　（2）ありの　ごはん　4（10）

　　○（3）そのとおり　9（7）

　　　（4）たくさん　ある　6（D

　30　とかい

　　　（1）　　し、なカ｝　　正　（20）

　　○（2）　まち　 4正　（9）

　　　（3）たかい　7（11）

　　　（4）かたい　0（8）

　　まとめは，3学期末用例法（1）の後に書く。

30年度3学期末〔定義法〕

　一数字はその選択枝の選択者数，（）の外は3年，内は2年を示す。一一

　　つぎの　ことばの　わけは　どれでしょう。よいのに　○を　つけなさい。

　〈れんしゅう〉

せんめんき

　　（1）ぼけつ

　　②　おふろ

　　（3）かおを　あらうとき，みずを　いれる　どうぐ

　　（4）　おちゃを　いれる　どうぐ

1　はなざかり

○（1）はなが

　（2）　はなが

いっぱい　さいて　いる　こと　38（34）

さぎはじめた　こと　3（4）
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　（3）はなのように　きれいな　こと　2（2）

　（4）きれいな　はなが　さいて　いる　こと　5（io）

　がいこく2

　（1）　おおきい　　くに　　3　（17）

　（2）　　つよし＞　　く　セこ＝　　0　（3）

　（3）たくさんの　くに　0（1）

○（4）　よその　くに　45（29）

3　さいしょ

　（1）　さきほど　1（5）

　（2）はじめの　ほう　7（12）

　（3）　あさ　1（3）

○（4）いちばん　はじめ　39（30）

4　みぞれ

　（1）あめが　ふって　どろんこに　なる　1（7）

○（2）あめと　ゆぎが　まじって　ふって　くる　44（34）

　（3）くもってゆきがふりそうだ　i（5）

　（4）あめが　ふって　つよい　かぜが　ふく　2（4）

5　とかい

　（1）でんしゃの　とおって　いる　みち　3（8）

　（2）　　㌔、なカtS　2　（董6）

○（3）おおきな　まち　42（15）

　（4）たかい　ところ　1（H）

6　かぞく

○（1）　うちの　ひと　47（42）

　（2）たくさんの　ひと　0（4）

　（3）しんるいの　ひと　1（2）

　（4）いえで　つかって　いる　びと　0（2）

7　よふけ

　（1）ゆうがた　7（10）

○（2）　　よなヵ、　21　（28）

　（3）あさがた　18（10）

　（4）　こんばん　2（2）

8　あしもと

　（1）あしの　さき　21（23）

　（2）　あしの　ふとい　ところ　0（2）

　（3）　あし　あと　1（6）

○（4）あしのすぐ　ちかく　26（19）
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9　ぎもん

　○（1）　ふしぎに　おもう　こと　17（i8）

　　（2）　こころの　なかに　おもいついた　こと　15（19）

　　（3）　はなしあう　こと　7（3）

　　（4）　なかなか　 こたえられない　 こと　1（10）

10　あふれる

　○（1）いっぱいに　なって　こぼれる　42（41）

　　（2）いれものに　みずを　いれる　1（4）

　　（3）たくさん　ある　0（2）

　　（4）もう　すこしでいっぱいに　なる　4（3）

11はるさき
　　（1）　はやく　はるが　きた　こと　3（12）

　○（2）はるの　はじめ　42（31）

　　（3）はるの　はなが　さく　ころ　2（4）

　　（4）　はるよりも　はやく　くる　ふゆ　0（3）

12　すばらしい

　○（1）　とても　よい　27（31），

　　（2）すこし　よい0（4）

　　（3）　おおきい　1（2）

　　（4）　うれしい　19（13）

13　まちどおしい

　○（1）　「はやく　くれば　よいのになあ」と　おもう　45（45）

　　（2）　「まちへ　いきたいなあ」と　おもう　1（5）

　　（3）　「まちは　とおいなあ」と　おもう　0（0）

　　（4）　「いやだなあ，いやだなあ」と　おもう　1（D

14　さっそく

　○（1）　　すく’1こ　　47　（38）

　　（2）だんだんに　1（9）

　　（3）　ちょっと　0（1）

　　（4）たくさん　O（4）

15　あてな

　○（1）とどける　さきの　ひとの　なまえ　33（36）

　　（2）なまえを　あてっこ　する　2（3）

　　（3）　なまえ．が　わからない　呈0（5）　　　　ド

　　（4）ともだちの　なまえ　2（6）　’

16なみ木

　○（1）みちにならべて　うえてある．木36．（23）
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　　　（2）　　ふとし、　　靖く　　3　（6）

　　　（3）木を　きって　ならべる　5（6）

　　　（4）なみに　ういて　いる　木　4．（15）

　17　りょうしん

　　　（1）さかなを　とる　ひと　25（29）

　　○（2）おとうさんと　おかあさん　2（12）

　　　（3）おとなりの　ひと　2i（5）

　　　（4）いえの　ひと　2（4）

　i8　象んいち　あめが　ふったら

　　　（1）　つよく　あめが　ふったら　4（15）

　　　（2）すこし　あめがふったら4（4）

　　○（3）　もし　あめが　ふったら　18（5）

　　　（4）あしたも　あめがふったら22（26）

　19　のはら　いちめん1こ

　　　（1）のはらの　むこうの　ほうに　7（10）

　　　（2）　のはらの　どこかに　2（2）

　　○（3）のはらの　ど．こにも　みな　25（15）

　　　（4）　のはらの　つちの　うえに　14（23）

　20　とうちゃく　しました

　　　（1）いって　しまいました　0（8）

　　○（2）　つきました　41（30）

　　　（3）きしゃで　きました5（H）

　　　（4）　あるいて　き「ました　1（1）

　　この賜題についてのまとめは，3学期末用例法（1）の後に欝く。　　『

30年度3学期末〔用例法〕

　一数字はその選択枝の選択渚数，（）の外は3年，内は2年を示す。一

　　つぎの　ことばの　つかいかたの　よいと　おもう　ぶんに　○を　つけなさい。

　〈れんしゅう〉

はっしゃ

　　（1）わたしは　まいあさ　がっこうに　はっしゃ　します。

　　（2＞パスが　はっしゃ　し，ました。

　　（3＞ふねが　きしの　ほうを　はっしゃ　して　います。

　　（4）おかあさんは　ゆうごはんの　よういを　はワしゃ　しました。

1　はげしい

　（1）　わたくしは
　　　　　みず
はげしい　水を　のんだ。0（5）

　　　　　　　261



　　　　　　　　　　　　　ちから
　②わたしは　はげしい　力が　あるのですもうがつよい。5（8）

　（3）そらには　はげしい　くもが　うかんで　いる。　1（11）

○（4）はげしい　かぜが　ふいて　へいが　たおれそうだ。41（22）

2　ぶじ

　（1）わたしは　びょうきが　なおって　ぶじに　なりました。　8（13）

　（2）にいさんは大きく　なってたいへんぶじです。4（3）
　　　　　　　おおみず
○（3）まちに　大水が　でましたが　わたしたちは　ぶじでした。　36（31）

　（4）きのうの　おてんきはぶじでした。0（3）

3　たどりつく

○（1）つかれた　あしを　ひぎずつて　やっと　まちまで　たどりつきました。

　　40（27）

　②　じどうしゃは　スピードをだしてすぐにいえまでたどりつきました。

　　4（11）

　（3）わたしは　えんがわで　まりを　たどりつきました。0（3）

　（4）わたしたちは　まいあさ　げんきt：がっこうに　たどりつきます。　3（9）

4　さしず　する

　（1）わたしは　べんきょうを　どうしょうかと　さしずして　います。2（6）
　　　　　　　　　　せんせい
○（2）わたしたちは　先生の　さしずに　したがって大そうじをはじめましte。

　　37（25）

　（3）　ともだちが　わ？eしの　ことを　さしずしました。　5（7）

　　（4）わたしは　こうさくの　ときに，ものさしで　きちんと　さしずしました。

　　4（12）

5　いたるところに
　　　　　　　　　　　　　　　　みず　（1）　うみには　いたるところに　水が　あります。6（14）

　（2）わたしの　いえの　もんの　いたるところに　さくらが　さ：きました。

　　　le（12）

○（3）こうえんの　いたるところに　さくらの　木が　うえて　あります。23（17）

　　（4）きのう　おとうさんと　いたるところに　一ぼんの　やなぎの　木が　かれ

　　　ていました。9（7）

6　まわりみち

　○①　その　みちは　まわりみちだから　とおいよ。　30（19）

　　②その　みちは　まっすぐで　よい　まわりみちだ。3（11）

　　（3）その　みちは　どこまでも　まわりみちだから　いつでも　とおります。

　　　7（9）

　　（4）その　みちは　ちかいから　まわりみちだよ。　8（11）

7　しきりに

　　（1）おとうさんは　まいにち　しきりに　でんしゃに　のって　います。6（13）
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　○（2）ゆきが　しきりに　ふって　います。　30（15）

　　（3）おつきさまが　しきりに　でました。　1（6）

　　（4）はなが　しぎりに　さいて　います。　11（16）

8　ありのまま

　　（1）山セこは　木が　たくさん　あって　ありのままでした。　10（11）

　　（2）みちを　ありのままに　あるいて　いました。7（12）

　　（3）まちは　ありのままに　なりませんでした。　1（5）

　○（4）ちっとも　かざらずに　ありのままの　すがたを　みせました。30（22）

9　けんがく

　　（1）わたしは　うちの　ラジオを　けんがく　しました。　0（10）

　○（2）わたしたちは　こうじょうを　けんがく　しました。44（24）
　　　　　　　　　　　おがわ　　（3）わたしたちは　小川の　きしに　さいて　いる　くさばなを　け’んがく　し

　　　ました。　0（4）

　　（4）こうえ．んの　さくらが　きれい1，a　さいたので　けんがくに　いきました。

　　　4（12）

10　やがて

　　（1）けさは　おそいので　やがて　がっこうに　いきました。2（3）

　　（2）あかんぽが　うまれると　やがて　おじいさんに　なりました。3（4）

　○（3）そらが　くもって　きて　やがて　あめが　ふりだしました。35（26）

　　（4）パッと　でんきが　きえると　やがて　まっくらに　なりました。　7（17）

11　いちもくさんに．

　　①　みんなが　いちもくさんに　ならんで　きました。　1（8）

　　（2）　きしゃが　いちもくさんに　はしって　います。　7（12）

　　（3）がっこうから　かえると　いちもくさんに　べんきょう　します。4（6）

　○（4）てぎは　いちもくさんに　にげました。　36（24）

12　うなずく

　　（1）いしに　うなずいて　たおれた。　3（IO）

　○（2）　「あそぼう」と　いったら，まさおさんは　「うん」と　いって　うなずい

　　　た0　　31　（25）

　　（3）はなごさんは　よそみを　して，せんせいに　5なずかれた。　5（7）

　　（4）せんせいに　よばれて，「はい」と　げんきに　うなずいた。9（8）

13めつぎり
　○（1）12がつに　なって　めっきり　さむく　なりました。27（12）

　　（2）おとうさんから　おみやげを　もらって　めっきり　うれしく　なりました

　　　3（11）

　　（3）　さっき　けがした　ところが　めっきり　いたく　なりました。　8（13）

　　（4）きょうは　あめが　めっきり‘ふって　きました。　9（7）
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14　ささやく

　　（1）みちを　きかれて　はっきりと　ささやきました。　7（12）

　○（2）だれかが　ちいさな　こえで　ささやきました。　32（18）

　　（3）　「おうい」と　おおごえで　ささやきました。2（15）

　　（4）だれかが　とおくから　ささやきました。　6（5）

15　あんない

　　（1）ぼくは　みちが　わからなくなって　あんないした。　10（10）

　　（2＞きのう　みんなで　山に　あんないして　おもしろかった。◎（7）

　　（3）ラジオで　じょうずな　せんたくの　しかたを　あんないした。　1（8）

　○（4）いなかから　ぎた　ともだちを　どうぶつえんに　あんないした。　36（25）

〔まとめ〕2、3学期の検査問題の語は，次の2っのものから選んだ◎

　（i）　29年度の検査に提田した語。

　（ii）　「国語学力標準設定に関する調査研究」における問題形式A（園立隅語研究

　　　所年報2）のうち3年生の正答率が，あまり高くも低くもないもの。

　三つの検査のそれぞれの総合得点の平均と標準偏差は次の通りである。（）内は

標準偏差。

歪3

2学期末定義法（30点満点）

3学期末定義法（20点満点）

3学期ヲ｛ミ月弓例法　（1）　（15，点溝点）

2年

23．3（2．7）

14．　5　（2．　9）

10．7（2．9）

14．3（5．3）

11．　0（3．　5）

6．　8（3．　2）

31年度1。2学期末〔用例法6〕

　一数字はその選択枝の選択者数；（）の外は4年，内は3年を示す；｛　｝

　　の外ば1学期末，内は2学期末一一一

　　つぎの　もんだいは，イロハニの郷つのうち，正しいものが　一一つあります。その

　正しいものに　○を　つけなさい。

れんしゅう

1灘ボト・・ 2　euto＊o（1’r こたえる。

ねる。

うまれる。

はしる。

1 雄劉一難：！ii｝
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　　　　　○イ　つづけていた。32（28）

　　　　　　　　　　　講1ミii｝

　　　　　　　　　灘i｝

　　　　　　　　　撚i｝

　　　　　　　　　　灘｝i｝

i・i’，2iii［lii・／ii［ii・i・］

鑑善隣i｝

　　　　　　蕪iii｝

　　　　　　　欝灘｝

　　　　　　　　襯1｛i｝

だまされた。

はれた。

あえた。

c）　（7）

6　（9）

2　（2）
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12

イ
ロ
ハ

　
　
0

齢｛

is

@｝ib　g　：Lisc　si　f」x／ol’r

箋1叢｝一揃

　　イ　べんきscうした。3（7）

　　Pt　察をとんだ。　　6（7）

　　ハ　食べた。　　　　0（わ
　○二＝　　なし、0　　　　　　　　　　　40（28）

　　イ　売ってある。io（6）

　　ロ　見え．る。　　　4（24）

　　ノ、　　そ1・一く。　　　　　　　　l　（3）

　○二　かかる。　　　34（14）

　　　　イ　やってくる。　19（29）

　　　　ロ　きれたσ　　　　0（4）

　　　○ハ　つたえられた。　7（6）

llt

@一Ei－C“一t．一．9．fJXI

　　○イ

　　　ロ12t

　　　ノ、

　　　イ

lg．，　Opt

　　　ノ、

　　○イ

14t　　ロ

　　　ノ、

　　○イ

　　　p15’

　　　ノ、

〔まとめ〕

イ
ロ

　　　　ノ、

　　　o＝

かがくは

私は

おにが

とても

爾にも

ゆっくり

山田さんの

あの

「今のうちに

「あしたは

：おこった0　　23（10）

元気よくあがる。

はきはき　のべられる。

とりつけられた』

まったく　な：い。

　ぬれない

　　かんがえる

　　　きれいな

おいしそうな

儲
i
｝
i
：
i
l
e
s
］

｝煙鰯一摩ii｝

l鎌瀬測一（31L　i｝

は用例法（2）のあとに書く。

31年度1。2学期冴ミ〔月喜例法2〕
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一一tt2一”は2つとも正しいものの数，　”1一”は1つだけ正しいものの数；

　（　）の外は4年生，（　）内は3年生を示す；｛　｝の外は1学期宋，（　）

　内は2学期末一

　つぎの　もんだいは，イロハ＝の四つのうち，堕しいものが　二つあります。それ

は，どれと，どれですか。その　二つに　○を　つけなさい。

くれん・・う〉　　　’　．。

　　　　　　　　イ　ぼくは　けっして　はやおき　します。

　　　　　　　　　P　この　いぬは　りこうだから，けっして　人を　かみま

　　　　　　　　　せん。
　2　けっして
　　　　　　　　ハ　「これから　けっして　わるいことは　いたしません。」

　　　　　　　　　と㌔、いました。

　　　　　　　　二　このあいだから　けっして　三臼に　なります。

　　　　　　　　イ　ぼくは　あしたは　もっと　はやく　うまれます。

　　　　　　　　P　あかちゃんが　うまれました。

　3　うまれる　　ハ　おとうさんが　たばこを　うまれています。

　　　　　　　　二　このあいだ　うまれた　いぬに　ペコという　なまえを

　　　　　　　　　つけました。

　　　　　　○イ　おいそがしいときに，すっかり　話しこんでしまって

　　　　　　　　すみませんでした。

　　　　　　OP　げんかんで　おかあさんと　おばさんが　さっぎから

・器・・む轡揃題す証んだので、，わ勘かつ催1）

　　　　　　　　た。

　　　　　　　＝　大田さんは，大ぜいのまえでも　はずかしがらず，す

　　　　　　　　らすらと　じょうずに　話しこみました。

　　　　　　　　　イ　撫こは　はしが　よりかかって　います。　　　　　　　f

　　　　　　　　Oロ　そんなものに　よりかかっていたら　たおれるよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　267



3

4

5

6

7

8

よ　w∵欝繊∵∵1∴：∵構
　　　　　　○イ　「とけいが　20ぶん　おくれて　いたのだよ。」

　　　　　　　　　「それにしても，ちょっと　おそすぎるね。」

　　　　　　　口　きのう，みずたにさんが　それにしても　がっこ

そ潭・ても　うへき・・た一　　　　　（1＝ll）
　　　　　　　ハ　なつは　あつい。それにしても，ふゆは　さむい。

　　　　　　○ユ　すんだことは　しかたがないが，それにしても

　　　　　　　　ざんねんだ。

　　　　　　　　　　　　　　くち

　　　　　i
　　　　　　ハ　なつには　すいかが　やおやさんに　はね繊しま

　　　　　　　す。

　　　　　○二　たいへんだ。きんぎ」：が　はちから　はね繊した6

　　　　○イ　「ずいぶん　あついね。」「なにしろ　かんだん

　　　　　　けいは，30どを　こえて　いるのだからねQ」

　　　　○㌦腸二二謝せ隅石力馬あたつ1ゴ1（1ゴ；）

な羅 ﾋがすんだ・なにしろなつがや・て膨僧1）｝
　　　　　　きた。

　　　　　　二　きみも　行くね。なにしろ　ぼくも　行くけ

　　　　　　れど。

　　　　　イ　大山さんが　クラスいいんを　こうたいして

　　　　　　かわりに　大戸さんが　なりました．

　　　　○ロ　大川くんが　大山さんと　こうたいして，ク

刑灘欝概建即・｛；撫：　

　　　　　　　　　　　　　　268



　　　　　　し　　　　　　　二　にもつが　おもくて　ひとりでは　うこかな

　　　　　　　　いので　ふたりが　こうだいで　もちあげまし

　　　　　　　　た。

　　　　　　　○イ　　「男が　女より　えらい」と　いうのは

　　　　　　　　　ふるくさい　まちがった　考えです。

　　　　　　　　ロ　まんじゅうを　　1ししPうかん　おいて　お

・ふ一・ ﾒ礎凛凛工llll薫懲1｝
　　　　　　　　　よいお話です。

　　　　　　　○二　ふるくさい　かたの　おんぼろパスが　は

　　　　　　　　　しって　きました。

，声獣∴∴∴う1∴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仁ll（2一一一15；一w2c））

　　　　　　　イ　水を　しぜんに「のまないで　一度に　たく

　　　　　　　　さん　のむと　おなかを　こわす。

　　　　　　　∵論，溜羅せ啓しぜ’L　“’”Ll増（子＝ll）

’3しぜんに cたねさえ・いてお臆しぜんに戯｛仁§7に1の｝

　　　　　　　　てくる。

　　　　　　○二　こんな　けがぐg．い，くすりを　つけなくて

　　　　　　　　も　しぜんに　なおるだろう。
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　　　　　　○イ　もういちど　ふりだしに　もどって　やりな

　　　　　　　　おしなさい。

廻一 譌?１騨蹴珪畿薫翻｝
　　　　　　○二　かんじんの　テストを　ふりだしに　いろい

　　　　　　　　ろの　テストを　うけました。

　　　　　　○イ　まいにち　一つずつ　書くのは　めんどうだ
　　　　　　　　から，一幽こ毒いてしま鑓。

　　　　　　○ロめ謡2しゅくだい融帆くないが仁1・（仁ll）

15めんどう・・あの人はあた・がめん・・でべんき・｛1二18健）｝

　　　　　　　　　うが　よく　できる。

　　　　　　　二　となりの　ラジオが　やかましいので，ぼく

　　　　　　　　は　めんどうだ。

　　　　　○イ　その子どもは　きたない　身なりを　していました。

　　　　　　　ロ　あの人は　手や　身なりをつかって話すのでおもしろ

・身なり　い．　　　　　　　　　子＝1と
　　　　　○ハ　あの入は　身なりを　かまわない　人です。

　　　　　　二　おとうとは身なりを　ぜんぶ　ぬぎました。

　　　　　　　○イ　その話をきいて　なみだぐまない入は　ありません。

　　　　　　　　ロ　いもうとが　アー一一ソ，アーソと　なみだぐみました。

2なみだぐむ・・し・うががあまりからか。たので銚わず碍＝18

　　　　　　　　　みだぐみました。

　　　　　　　○＝　ねえさんは，こころを　うたれて　なみだぐみました

・燃鰍　　灘　1∴？：24
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　　　　　　　0イ　すずしいかぜが　こころよく　ふいてきました。

　　　　　　　　ロ　みんな　わるいことばかり　しないで，もっと　こころ

　　　　　　　　　よく　 なりなさし、0

5　こころよく　○ハ　きむらさんは，わたしが　たのんだしごとを　こころ2一一ig
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一一26　　　　　　　　　よく　ひき5けてくれましたt

　　　　　　　　二　まんざいを　さいていだら，あまり　こころよくて，

　　　　　　　　　みんなが　わらった。

（まとめ）31年度1。2学期に行なった胴例法（1）（2＞に提；i，｝　した語は，実験学級で使って

いる教科霧：である丁糟「新編新しい二丈」から選んだが，その出ていた学年は次の表

に承す通りである。次の衷は，実施結果の得点を示すものである。空欄は㌻ぎ施してい

ないものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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※はすでに教科書で習った語の場合

31年度2学期末〔完成法〕

　一〔〕内は答；数字は正答数；（）の外は4年（総数46名），．内は3年

　　（総数49名）を示す。一

　　つぎの如でつの［］の収ひらが鮭一つずつ・・漁さ％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ
繭）ふ厨・はゆきがふり・す・・9・きがふ・・

　　国をつくり臨

編し・う・まさ瀦磁おつか［］に行く．

みんなで愁事

とき，いつも　ぼうしを
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かぶ・□行き臨

・触さんは舵・［］らんか□ll・・；”Tしました．

・ぼくはからだかじ・うぶだからけ・してび・□きに

ならない。

1　へやの　そうじを　した　あとに・だれかが　ここへ　きた　ことは　たしかで

丸その・・う□・・大さなあ・あ・がたくさんつ・・てい甑・・

　（じ）〕　39　（32）

・うんどうかいのよ・・一のはし餌瓢・「う□んのばあいはち・

　うし」と　書いて　ありました。これは「もし　あめが　ふったら　やめる」と．

いう　ことです。〔て〕7（4）

・さか馳・るふ漁けさもならんでお［］の方へ駅行正し

　た。［き〕41（39）

4　大山さんの　セこいさんは，きのう　麟どうしゃの　うんてんしゅの　しけんを

うけました・しけんの馬□翫暴・ては・ぴ・うさ泌そうでねか〕

　40（32）

・きのう，畑・かせ・いうおい・・さんの白雨□について」・いう

　お話を　ききました。この　お話の　なかで　山矯はかせは，　「からだを　じょう

ぶに　して　おく　ことが，なによりも　たいせつである。」と　なんども　いわれ

　ました。〔こう〕！6（11）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨドロ6　山規さんが，「ゆうべゆうれいをみた。」と　言いました。みんなかギうそだ

　うそだ。」と　監いました。しかし，山環さんは「ほんとうに　みた。」と　雷いはり

　ました。そこで，先生が「きっと　なにかが　ゆうれいの　ように　みえたのだろ

う．山川さんがゆう沁をみた・きのよう弛励□ま□に．翫

　て　ごらんなさい。」と　おっしゃいました。〔の一ま）・14（15）　　　　　、

・まがりかどから敵ん騨ふ□にあら掠た呪び・くりしま鵬

　〔し、〕　37　（30）

　　　　　　　　　　　　　　　で8　「3じかんも　まえに　うちを　撃て，今ごろ　つくなんて　どうしたのですか。」

「すみ鰻ん・ち…　ま□りみ□をしたものですから。J〔わ一ち｝・・6（・・）

・まちじのいた□と・□で鵜臆んだいのえんぜつか・・をや・て
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　　いました。　〔る一ろ）ig（6）

　10だまって　掲て　行きましたので，どこへ　行ったか　わからないのです。ゆ

　　［］・□・・わか。てい妨，でんわでも・嚇ので厩」・く一き

　　（き一き）〕39（32）

　　まとめは3学期末定義法の後に書く。

31年度学3期末〔完成法〕

　一一〔〕内は正答；数掌は，（）の外は4年（総数47名），内は3年（総

　　数50名）　を承づ謄。　一一一一

・はがき1・・…あて□をかか詰れば赫ません．〔な〕46（・・）

・り・うしはきxう・・たえも□をかk　ect・りいでかえ胤た．

　　〔の〕46（49）

・この本のてい［は12・円で一S“・〔か〕・2（28）

・ぬかる□の魑あるいて款のでくつがどう・うに・・…た。〔み｝

　　26　（14）

・…点・ ｦU・ん働…たのですか…パー□・・でぎ・・

　　わけです。　〔セ㈹〕34（38）

・ttこ卿・だの・けんのへいき□てん・・85点で臨・ん・・8・・6・

・「軸翻そん臆就らないで。」…□めました・〔だ〕・2ω

・みんなの嚇んをま・□る・，・ういう・・e・・／・一　i）ますか・画・・

　　（42）

・猟がり。ばなひ…な・・を・た□’して・・臨・・｝・35・・2・

・・げ・・のうか・・を・脚i・・％・・かけ・て□はした．〔・・〕・・3，（38）

1・…へい□いからよくれんし・うttしておかないどいざ・適一・．・蔀

　　まに　あいません。　〔ぜ〕重（0）’

12蹴・んはた・さん慨・のを・ら。・・ので・て・漏□くで

　　した。　〔ぞ］31（22）

・3よく旧い・んはわるい・・ばかり・たヒ・のむ□い・して，あく
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らに　なって　しましました。　〔く〕18（13）

・4こんやは湖さま・粗髄ん・や□よで’＃一・〔み〕1・・（17）

　　　　　　　　　　　　とよとみひでよしだそうです。　〔ぞ〕29（13）

　　はげしい　うんどうを　した　臼の

　〔じ〕　40　（33）

・・醐さんはいつもれき□のオ・をよんでV・るので，…年も…軋

　まえの　ことを　よく　しって　います。　〔し〕42（38）

21　あの　おじさんは，おとなの　くせに　まんがを　よんでいる。まったく　あき

・5か・・どうまるはおおかみにおい・携楓大きなかきの木によ□

　のぼりました。　〔じ〕33（27）

・6びんぼうな・リー・e・！み□ぼら□いみなりをしていまし燃心の

　うつくしい　少女でした。　〔す一し〕27（i8）

・7この編のさ□し・はだ澄すカ・。〔くM1（・・）

・8あの人のせん□は

・9　　　　　　よく□つはほんとうにきもちがよい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おじいさんが

　　ありました。　〔す｝9（0）

　23　しらない人が　へやの　戸を　あけて，ぼくの　　　　　　　　　　　　　や

　　ってきて，いきなり　ノートを　とりあげました。　〔つか（いだ）〕36（3D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おかあさんが　せんせいと　たちばな

　　しを　して　いました。　〔と〕34（35）

　　　まとめは定義法の後に書く。

31年度3学期末〔定義法〕

　一数字はその選択枝の選択回数，（）の外は4年，内は3年を示す。一

　　つぎの　ことばの　わけは　どれでしょう。よいのに　○を　つけなさい。

□た人甑〔れ〕・・（・・）

22むかしあるところにまつばをたべておもゆをす□る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ころへっか□□・

24みちをまが・てからふ□みる・

くれんしゅう〉
　くち

　口

　　1　かおに　あって，においを　かいだり　いきをしたり　するもの。

　　2　かおに　あって，たべたり，ものを　言ったり　するもの。
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3　ゆびのさきにある　うすくて　かたくて　光って　いるもの。

4　字を書いたり，ものをつかんだり　なぐったり　するもの。

（1）えもの

　01　りょうしが　　とった　　しかや　　うさぎなど。　30（27）

　　2　どうぶつえんの　どうぶつ。　Q（1）

　　3　森に　すんでいる　いのししや　うさぎなど。　；7（2t）

　　　　　　　　　　　　　　　いぬ　　4　りょうしが　つれていく　犬。0（1）
　　けってい
（2）決定

　　1　はじめに　きめて　おくこと。　5（3）
　　　　くに
　　2　濁と国とが　とりきめを　むすぶこと。8（14）

　　3　うんどうかいや　がくげいかいを　すること。　1（3）

　04　はっき’り　きまること。　33（27）

（3）せんぞ

　　1　おはかのこと。　0（4）

　　2　だいぶつや　かんのんなどの　ほとけさま。5（18）

　03　おじいさんや　おばあさんや，また　その　おじいさんや

　　　また　その　おじいさんや　おばあさんなど。　41（24）

　　4　こどもや　まごや　また　その　こどもや　まごや　また

　　　まごなど。　i（3）

（4）ぬかるみ

　1

　2

　3

04

おばあさんや，

その　こどもや

みす

水たまりのこと。　4（5）

すこし　ぬるい　おゆ。4（3）

だいこんや　やさいの　つけもの。　6（2）

みちや　ひろばなどの　どろどろに　なっているところ。　33（38）

（5）まんぞく

　　i　ひじょうにたくさん　あること。4（4）

　　2　もう　なにも　たべられないほど　おなか　いっぱいに　なること。9（H）

　03　「も5　これいじょうなにもいらない。」と　いう　きもちに　なること。

　　　29（24）

　　4　めったにないこと。5（5）
　　オいぎヒら

⑥歴史の本
　　1　むかしの　入が　書いた本。7（i6）

　02　むかしから　今まで　どういうふうに　かわvて　きたかを　書いた本。

　　　24（15）

　　3　おおむかしに　あった　1お話のことを　書いた本。　16（ig）

　　4　rむかし　むかし　あるところに」と　書いてある本。　0（の
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　　ふぎベド
（7）付近

　01　ちかくの　ところ。　44（30）

　　2　がっこうの　そば。　1（9）

　　3　あそぶところ。　2（5）

　　4　がっこうの　かえりみち。0（5）

（8）やみよ

　○圭　月の　出ない　くらい　夜。　40（33）

　　2　森の　中や　出の　上の　夜。　5（9）

　　3　かぜが　ふいて　おそろしい　夜。　1（2）

　　4　あめの　ふる　しずかな　夜。　1（5）

（9＞すする

　　1　すみを　する。　5（4）

　02　すうすうと　おとを　たてて　すう。　24G9）

　　3　少しずつ　のむ。　17（21）

　　4　さるが　木に　のぼる。　1（5）

㈹　まとめる

　　1　たくさんの　中から　いちばん　よいものを　とりだす。　5（6）

　　2　やくそくする。G（2）

　03　たくさんの　ものを，せいりして　いっしょにする。　42（37）

　　4　ほかの　ことばで　いいかえる。0（0）

⑪　みすぼらしい

　　1　みんなに　見すてられた。　3（7）

　　2　見るのも　ばからしい。　6（9）

　　3　兇たときに「これはすばらしいなあ」，「きれいだなあ」と　思われるような0

　　　3（12）

　04　見たときに1一かわいそうだなあ」，「びんぼうだなあ」と　思われるような。

　　　35（2D
㈱『 ﾓと
　Ol　べつに　なんと　いうことなく，ただ　ちょっと。　26（13）

　　2　よく　ちgeうい　して　ながめて　みると。　4（6）

　　3　　じろじろと。　1（8）

　　4　あまり　きゅうなので　びっくりして。　16（23）

〔まとめ）　2。3学期末の完成法および3学期の定義法の綱1越こ提出した語は，前記

r圏語学ヵ標準設定をこ二関する調査研究」から選んだ。2学：期末はその「閥題形式Aj

から3学期の両検査は「問題ヲ形式B」から選んだものである。また定義法12語のうち

の11語は，3．学期の完成法24語のうちの11語と重なっている。ヅよお3学期の爾検査は

発威法を先に行なった。
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3検畿の得点の平均は次の通りである。（）内は標準偏叢

4　年 3　年

2学期来完威法（le点満点）

3学期末発成法（24点満点）

3学期末定義法（12点満点）

6．　0　（2．　1）

161　5　（4．　2）

8．　5（2．　4）

4曾6（2，1）

12．　8（4．　3）

6．　3　（2．　6）

B　結果の分析

　検査結果の内容分析は，後に6か年を通じて行なうこととし，木報告では，

閥題形式の検討に，当って問題になることを3つ拾いあげてのべる。

　エ．　定鍵法と用例法

　ある語を定義できるということと，使絹できるということは別ではないか，

という疑問がある。このことを，3C年魚の検査結果から少し考察し，てみる。

（1）　定義法1こおける3年生と2年生

　2・3学期の定義法検査で，3年生と2年生にかなり戒績の開きがあったの

は，次の請閥である。

　　2tif’：．／ee・・・…　2，　7，　8，　！3，　l　r，，　16，　17，　！8，　20，　21，　24，　26，　30

　　3学婆厨…　一・2，　5，　！6，　！8

これらの問題で，2年生がなぜできなかったかを考えてみると，次のように．分

類できる。

　　（i）　発音の似ているものにひかれた……←：）2，7，13，24；国16

　　（ii）　反対の意味のものをえらんだ……〈＝）21，30；瞬5

　　（lii）　定義の形にたってないものをえらんだ……團15

　　（iv）　その語のとらえ方がちがっているもの……目8，　i　6，17，20，26；㈲2，18

以上のうち，（iv）はその語に対する理解のしかたの不十分さが成績の差となっ

てあらあわれたものであるといえる。霞た（i）は，そのうちのあるものは，

その語を知らないために，発膏の似たものにひきつけられたと考えられる。従

ってこの2鍾の成績差は語い力の成績差だということができる。

　しかし（ii）と（懲）とは，定義はでぎなかッたが，その諮を知らなかった

り，また使用できなかったりしたためだとはいえないかも知れないQつまり，F

定義法検査は，低学年にあっては，語い検査以外の要索を奮んでいるというこ
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とができそうである。

　中学年になると，そういう要素はかなりへっている。しかしまだ定義法検査

で調べた能力と用例法検査で調べた能力とが一致しているかどうかは疑問であ

る。そこで次のようなことをしらべてみた。

②　同一語の定義法と用例法

　2学期末の定義法検査lu使った7語を学期末検査の用例法に使ったところ3

年生の結果は次の通りであった。

　なお・選択枝の右側の数字は，それをえらんだものの数。　（）外は3年，

　　　　　（）内は2年。

　　　・rともに正答」の実測値は両検査とも正答をとったものの数。

　　　・「ともに正笛」の理論値は，もし両検査でためすものが全く独立であ

　　　　るとした場合に．，両方とも正答になる者の数。つまり

　　　　　　　　　（定義法の正讐者数）×（用例法の正答者数）

　　　　　　　　　　（再検査をともに受けた者の数＝48）

2学期末15「まわりみち」

　1　こうえんの　まわりみち　8（25）

　2　ゆっくり　あるく　みち　4（2）

　3　ぐるぐる　まわっている　みち　21（16）

04　と魅まわりの　みち　王6（6）

3学期来用例法6「まわりみち」

01　その　みちは　まわりみちだから　とおいよ。30（19）

　2　その　みちは　まっすぐで　よい　まわりみちだ。3（11）

　3　その　みちは　どこまで　もまわりみちだから　いつでも　とおります。7（9）

　4　その　みちは　ちかいから　まわりみちだよ。8（11）

　　　　　ともに正答：理論値IO．　O，実測驚12

2学期末16「はげしい」

　1　ひじょうに　あぶない　12（15）

　2　らんぼうでいじめる4（16）

　3　すこしはずかしい2（7）

04　いきおいが　つよい　3ま（11）

3学期末用例法1「はげしい」
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　1　わたしは　はげしい　水を　のんだ。　0（5）

　2　わたしは　はげしい　カが　あるのですもうがつよい。5（8）

　3　そらには　はげしい　くもが　うかんでいる。　1（11）

04　はげしい　かぜが　ふいて　へいが　たおれそうだ。41（22）

　　　　　ともに正答：＝理論値26。5，実蓉lll値27

2学期末2G「ぶじでした」

　1　げんきに　なりました　13（18）

　2　ふじさんが　みえました　2（12）

03　なんとも　ありませんでした　32（18）

　4　その　とおりでした　2（D

3学其穏ヲk用例法2「ぶじ」

　1　わたしは　びょうぎが　なおって　ぶじに　なりました。8（13）

　2　にいさんは大きく　なってたいへんぶじですe4（3）

03　まちに　大水が　でましたが　わたしたちは　ぶじでした。36（3D

　4　きのうの　おてんきは　ぶじでした。　0（3）

　　　　　と　もセこ豆三答　：理言野糞霞　24．0，　実濠ljf蔭　28

2学期冴ξ23　「泳こどりつく」

　1　かぶりつく　0（7）　　　　　　　　3　だきつく　2（7）

02　やっとつく　47（32）　　　　　　4　てでっく　0（1）

3学期末用例法3「たどりつく」

01　つかれた　あしを　ひきずって　やっと　まちまで　たどりつきました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40　（27）

　2　じどうしゃば　スピードを　だして　すぐに　いえまでたどりつぎました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　（ll）

　3　わたしは　えんがわで　まりを　たどりつきました。　O（3）

　4　わたしは　まいあさ　げんきに　がっこうに　たどりつきます。　3（9）

　　　　　と競こ正答：理論値38．5，実測値39

2学期末24「さしずする」

　1　rあんなことを　してるよ」と　つげぐちする　io（6）

02　「こうやれ，ああやれ」と　めいれいする　35（20）

　3　「どうしょうか」と　かんがえる　3（i2）

　4　ものさしで　はかる　1（10）

3学期末用例法4「さしず」

　1　わたしは　べんきょうを　どうしょうかと　さしずして　います。2（6）
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02　わたしたちは　先生の　さしずに　したがって　大そうじを　はじめました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37　（25）

　3　ともだちが　わたしの　ことを　さしずしましたe　5（7）

　4　わたしは　こうさくの　ときに　ものさしで　きちんと　さしずしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　（12）

　　　　　ともに毘答；理騎魚艇｛26。8，寡ミ潰1｝f直29

2学期末28「いたるところに．」

　1　いって　みた　ところに　30（24）　　3　がっこうに　いく　ところ　3（8）

　2　いえのぞとに　4（8）　　　　　　04　どこに　でも　11（8）

3学期末用例法i5「いたるところに．」

　1　うみには　いたるところに　水が　あります。　6（14）

　2　わたしの　いえの　もんの　いたるところに．さくらが　さきました。　10（12）

03　こうえんの　いたるところに　さく，らの　木が　うえてあります。23（17）

　4　きのう　おとうさんと　いたるところに　iぼんの　やなぎの　木が　かれてい

　　　ました0　9（7）

　　　　　ともに正答：理論値5．3，実測侮7

2学期末29「ありのまま」

　1　ありのおかあさん　30（31）　　　　　03　そのとおり　9（7）

　2　ありのごはん　4（10）　　　　　　　　4　たくさんある　6（D

3学期界用例法8「ありのまま」

　1　山には　木が　たくさん　あって，ありのままでした。　i（5）

　2　みちを　ありのままに　あるいて　いました。　10（11）

　3　まちは　ありのままに　なりませんでした。　17（12）

04　ちっとも　かざらず　ありの京まの　すがたを　みせました。30（22）

　　　　　ともにi／三答：理言商1直5。6，　実重員尉薩5

　用例法検査と定義法検査とのためすものが一致している場合は，実測値は理

論値を上まわらなければならない。その点で，これらは，すべてがよく一致し

ているとはいいがたいQ

　ところで，3学期宋の用例法・寒義法両検査の桐関係数をとってみると，

O．　59でかなりの相関があるσしかしこれはペーパーテxト全体に共通する困子

が働いているとも考えられ，細部の点では，なお即物的な検討を要する。

　2．　用例法（1）（2）と学習。読書
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　譲の理解の深さは定義の正確さからもしらべることがでぎる。しかし，定義

することそのことの能力が完全でない場合に，高度な定義法検査をすることは

その語に関して習得した知識や使用力を定義力のかげにかくしてしまうことに

もなり得る。そういう意味で，語の使丁力そのものを高度にすることによりそ

の語に関する理解力・使矯力をみようとして作成したのが用例法（2）である。

（1）期例法（1）（2）と教科書語い

31年度1・2学期の用例法（1），用例法（2）に提出した語は，すでに届τらの問

題の後に示した通りである。その表で4年生と3年生をくらべてみると，　（そ

の表の限りでだが）次のようなことがいえる。

　（i）用例法（1）では，すでに習ったか，それともまだ習ってないかというこ

　　とが，4年生であるか，それとも3年生であるかということよりも大きく

　　働いている。

　（1i）用例法（2）では，4年生であるか，それとも3年生であるかということ

　　が，すでに習ったか，それともまだ習っていないかということよりも大き

　　く働いているQ　　　　　　　　　　　　　　　　　tt

　今五つずつの総合得点の比較で書つたが，これを各問についてくらべてみて

も圖じことがいえる。次の二つの表は1学期の馴列法（1）および用例法②のそ

れぞれにおいて4年生と3年生の正答者（用例法（2＞では二つとも正しく合った

者）の数をくらべたものである。玄た，△印は，x2検定の結果，危険率0。5％

で有位差のあったものである。

用例法（1）の場舎
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用例法⑫）の場合
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　このことから考えて，教科書で習う語は，その語を知っているか知っていな

いかということには大きくひびくが，その語を高度に使用する能力e＃　，もっと

一般的な言語能力の発達にともなってのびて行くのではないかという仮説が立

てられる。

（2）稽例法（1）（2）と読書

　4年生に行なった語い能力調検査と掴人読書点数（聡のD参照）との穣関は

次の通りである。

陣例法（・）記法（・）国義法睡威法

L学剃
・学期1　…3｛

O．　23　1　O．　49　1 1
o．　37　1 1　o．　22

・学刺 1 1　o．　33　1　o．　3g

　これらの絹関は，ペーーパーテスト闘に見られるほど高くはないし，またこれ

iだけから結論を出すこともできないが，ともかく，用例法（2）は用例法（1）より

iも・講と螺子が深いのでは認’か拷えてみることもできる・
1

　3．　兜祓法と定義法
l

l　ある語についてともかく知っているか，それとも全く知らないか，というこ
1
とをしらべるのに，選択枝法は不適である。それは．偶然に当るばかりでなく．

還択枝の方から逆に推察することができるからである。とい…ってもふつうの自

由解答方式で定義させたり，短文を作らせたりするのでは半掟が困難である。
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そこで選択枝からの影響をなくして，しかも判定を客観化するために，仮名書

きにして欠字を補う完成法形式の検査問題を作って，31年度の2。3学期に実

施した。

　3学期には，定義法形式とfi　一一の語を11語使って両者を比較してみた。その

結果は次の通りであった。

え
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数

　
ふ
㊤

完
成
法

定
義
法

問題番劇214i81正・｝12｝玉4i16118｝2・122124｝

・年到46坤6｝・・｝31｝1・129國42｝・図・7

・年到・・i・・1・・国22い7｝18回38｝・｝35｝・・

問題番号い｝4圃2｝518．11　、i3｝6i9い21
難語33｝・・剛・gl・G｝35i41124凶26｝・・

・鮭｝27国・・団24｝33｝・・国・5i・9回・・

　この結果をみると，完成法は定義法に比べて，0および50に近い数字が多い

つまり選択枝からの影響が比較的少なくて，知っているか知らないかにある程

度はっきりした線が引ける◎このことは，語を獲得したかどうかを見究める上

に役立つ。

　この完成法は，またラ子供が興味をもち，検査が比較的速くできる点で，語

の深い理解の度台を問わなけれぽ，有効な方法だと考えられる。　（高橋）
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V　文法能力の発達

A　行なった検査とその結果

　1．　ねらい

　文法能力の発達検査としては，文法知識の発達検査と文法使嗣の発達検査が

考えられ，また後者については表現に．おける文法能力の検査と、解釈における

：文法能力の検査とがあり得る。今團の研究は，文の組み立てや助詞などの使い

方を表現における文法能力という観点からしらべたものである。

　特に中学年の文法能力として，次の事項を研究の対象とした。

　　（1）格助詞を使飛する能力（物・事と物・事との関係を表現する能力）。

　　（li）　（a）副詞。係片忌（便宜上本報告では「副助詞」として扱う），（b＞

　　　陳述の仕方を規定する副詞または立枯相当句を文全体と関連させて用い

　　　る能力（自分と物・事との関係を表現する能力）。

　　（iii）代名詞およびコソアド系を使用する能力（EI分と点手との閣係を表

　　　現する能力）。

　　（iv）複雑な交を組立てる能力。

（こうしたねらいに沿うて，種々の問題を晃出したが，本研究は，6か年継続

計画の一部であるので，個個の問題に．ついてはのべるが，結論を導き出すこと

はさしひかえた。）

　2．　検査法

　検査は3～4年にかけて，毎学期無こ行なった。検弾ま全部ペーパー方式の

団体検査で，3年1学期（30年度）以外は，全部廷1由解答式を用い，選択枝法

は使。ていない。また3年1学期の一部以外は，遊星とも，その1年下の学年

を対照学年として岡一の検査を行なって比較しfc6

　検査問題の形式は次の通りである。

　　3年1学期は2種類で，第1種は傍線部篇正賜題。第2種は1妾続詞補充聞題。

　　3年2，3学期および4年1学期は，文中の誤りを発晃して訂正する聞題。3年2学
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　　　期および4鱒1学期は，多少の瀦の要求を出したが，そ越ま，後に示す蒼剛の問

　　　題の教示に．ある通り。

　　4年2，3学其恥ま，　空白音器完成経募題う

　3．検査問題とその結果の大要

　検査問題は次に問題全文をかかげる。

　この検査はほとんど全部が自由解答式であるので，答としての反応がさまざ

まである。そこで反応のおもなものだけを，各問の右に示す。また，岡一，ま

たは岡類の問題は関連問題の番弩をそえる。

　醤き方の詳細はそれぞれの場所に注記しておく。

　30年度1学期

　日一一の　ある　ところは　いいかたが　まずいですね。どう　なおしたら　いい

　　でしょうか。なおして　ください。

　　（れんしρう）

　　　ぼくは　おじ1さんが　ほんを　よんで　もらいました。

問題

（OIOI）ts2）おとうさんから

かわいい　おにんぎょうと

きれいな　ほんを　かって

くださいました。

　（参照0203）

　（0102）　おひるを　たべて

から　3じかんだけ　たワて

いません。

　（0103）ねこは　いぬに

くらべると　ちいさいが，ね

ずみ　から　おおきい。　（参

照0202）

（0104）　ここの　パソやか

3益ε02磁注1）
　幽　　　　　　　　1

が

は　（うち「わ」と書いたもの3年

　　に1）

に

承応警

16　．　12

4・2
25．19

3．i7

しか　　（うちドか」と硬いたもの3年に3）20・

も　　　　　　　　　　　　　　　　ア・

は　（うち「はまだ」と書いたもの3

　　年に1）　　　　　　　　　　5・

その他（誤）　　　　　　　　　　　16。

より

からみると

なら

その他（誤）

22．

王・

4．

21．

まで（・までは） 32　・

液1）　3年二雛ま実験の中心酌対象72年生ほ参考のために岡時｝こテストを行なったもの。2学期からは，3，2附学

年とも金く購じテストを行なった。

濠2）　この数字は問題番弩。、千の1女は，0が30年度，1が31年度；百の依猷学期；終の2｝行は灸掌期ごとの賜題番

　7fe
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ら　あそこの　さかなやは

10メートルあります。

で

その他（誤）

2“

14　．

　（SIG5）　あそんで　しか

いないで，もう　すこしべ

んきょうしなさい。（参照

0306．　1iO9．　1205．　1305）

ばかり（ばっか）

無応答

その他（誤）

O
　
●
　
の

29

Q
辺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した｛⇒　［＝＝コの　ところに　ことばを　いれなさい。そのことばは　下にかいてあるの

　から　えらびなさい。

　　　（れんしゅう）

　　きのう　さちこちゃんと　かよこちゃんと　おままごとを　していました。

　　［＝＝コふみこちゃんが　きました。

　　　だから　そこへ　それで　そして

問題（接続詞は一二して下へ） 3年注D

　（1）みんな　そろいまし

たか。〔べんきょうを
はじめましょう。

それでは

そうしたら

その飽（誤）

38

ﾖ
9　（2）　あなたは

レーがすきですか。［＝＝コ

てんぷらが　すきですか．

ライス屑それ・も

その他（誤） 6
Q
2
2

　（3）　もうすこしすると　iそうしたら

なつやすみに鱒〔】iだか・

みんなで　かいがんへ　いきiその他（誤）

まし・う．　　　！

19

T
2
4

　（4）　あの子は　あまり

けんかを　しない。＝け
んかを　すれば　つよいr，

けれども

1しかし

i航て
1その他（誤）

拶
H
2
2
0

　（5）　きのうは　はやく

ねた。［＝コよくねむった。

〔き幽xう1ま　あたま力竃

はっきりしている。

そして

そのうえ

そうしたら

しかし

その他（誤）

71だから
B
I　　そこで

5　そうしたら

10　そして

21その他（誤）

粗
4
2
6
2
4

（6）　きゅうに　あめが 睡の狭 7

注1＞　この問題ほ中心的鴛象である3年生だげに行なった。
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ふってきた。〔かぜも
つよい。これでけ、かえりが

たいへんだ。

　（7）　きのうは　鴇が　か

んかん　てっていた。〔
あつくは　なかった。かぜが

あったから。

そして

その他（誤）
8
3
3

けれども

しかし

その他（誤）

7
ご
ノ
6

！
1
2

　そしてそのうえ．そうしたら

　そこで　それでは　それとも

　では　だから　しかし

　けれども

30年度2学期

　つぎの　ぶんを　よんで，まちがっていると　おもったら，まちがっているところ

を　なおしなさい。ただしいとおもったら，なおさなくてもよろしい。

　（れんしゅう）

　　1　小がっこうは　1ねんから　6ねんから　あります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まで注1）

　　2　きょうは　こくこの　テストです。

　　3　ふゆは　さむい。しかし　オーバーを　ぎます。

　　　　　　　　　　　だから
　　4　まさおさんは　きしゃを　のりました。
　　5　かめは　うさぎに　かちました。

　　6　ふゆは　なつ　さむい。

3磁。2弦　±　一　　　｝

　（020三）注2．1こどもは　おと

なより　ちいさい。

　（0202）ねこはねずみか
らおおきい。（参照Oio4）

’マFマ 49．49

　　0

から

より（よりか）

？マ

から　おおきい

より　 づ、さし・

39　．　35

O．6
2・2

洩1）　「6ねん」から「しかし」はそれぞれ「からj　rしかし」を消して「まで」　「だから」を書いたことを示

　　　　　　まで　だから
すeなお，「一」の使い方として次のようなものもある。「ですが」は「が」を消しただけで何も露かなかったも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o一
　のnヂこども　　大ぎい」は「こども］と「大ぎい」の問にrより」を講き入れたもの。

　　　　　より
注勾　この数字千の位：は，0が30年度1が31年度。薫の紘は学期。終の露桁ほ問題番．号。
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　（0203）　ぼくは　にいさん

が　ほんを　よんで　もらい

ました。（参照〇三〇D

　（0204）あきらくんはみ

ちこさんも、ふたりとも　よ

く　べんきょう　します。

（参鷹ミ0307，1io6，1201，1301）

（02δ虹まさおさんはき

のう　きっど　ねて　いまし

た。（参照0304，1208～9，1308）

　（0206）　あすの　やきゅう

には　はたして　かちましょ

う。（参照0311，1207，1307）

にいさん　が

　　　　　に

にい　さん　が

　　　　　から

ママ

その他

41．34

7．O

o．i

1．8

あきらくんは

　　　　　も

あきらくんはみちこさんも

　　　　　と　　　　　　は

みちこさんもふたりとも

　　　　　と　　　　で

その飽

2g．6

13．4

0．2

16　．　37

（問題不備のため考察から除外）

かちましょう　推蚤を疑問に

かちましょう「どちらが」と推量、

はたして

きっと，かならず，等

誤

乏8・5

0．3

8．3

23．38

（020Dあしたはたぶ扇ママ

あめでしkう。

　（0208）　きのうは　あたま

が　いたかったので　やすみ

ました。

　　（b209）　ぞうはからだ

は　おおきいので　おとなし

配’・

たぶん

きっと，たいてい。

たぶん

だいぶん

48　．　4a

至・5

0．4

ママ

薩し（正）

46．48

2．1

おおきいので

　　　　が，けれども，など

からだは

　　　が

おとなしい

こわい，力が強い，など

その他（ママ2L22）

6・2

：，　6．　16

2．4

24　・　27
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　（0210）　もし　あめが　ふ

ったから，えんそくは　やめ

に　なりますa（参照0302，
1・　102）

ふったから

　　　なら，ら，

マrマ

｝その他（誤）

としたら

22．20

22．24

4．5

　（0211）　おなかが　すいた

ら，ごはんを　たべなさい。

ママ

直し（正）

蔵し（誤）

42　．　39

4．8
2．2

（0212）　きょうは　さむい　さむいから

から，くつしたを　はいてい

ないから　さむい。　（参照03

03，　1212，　1312）

・　　のに，けど，が

はいていないから

　　　いなければ，いなくちゃ，いな

　　　いと，など

はいて　いないから

　　　　いても，きたが，など

4．3

IO．5

2．2

はいていないからさむい（「寒いから」欠）6・14

　　　いきなさい，いこう

　　　ました，など

その憂

いる， き

　　27・25

　（0213）　わたしの　うちか

ら　ゆうびんきょくまでは，

あるいて　IOぶんですが，び

．“，ういん　あるいて　20ぶん

です。（参照0214，0301）

びょういん　　あるいて

あるいて

まで（は）

まで（は）

Y一日

置の他

22．16

　（0214）わたしの　うち

がっこう　あるいて　！0ぶん

です。（参照02三3，030王）

　（0215）　なかゆび　こゆび

ながい。（参照0308，1101）

6．9

11　．　15

10．6

　　がっこう

から　　まで

マ「？

　　がっこゲ

から

その他

29．17

4
5

●
　
●

ワ
動
3

15　．　12

なかゆび　こゆび　　ながい

　　　　は　　　より

（ともかく「中指〉小指」）

その他（正）（こ峰）びなど）

　　　　　　　は

その他（誤）

7．3

6
Q
／

6
　

■

4
4
．
34　．　30
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　（02i6）　わたしは　ゆめで

カヅパ　に　なりました。

　（0217）　わたしは　ゆめで
　　　　　　　じょおう
せつこさんが　女王さまに

なりました。（参照03！4，1112，

1314）

　（0218）　　「’あなたをま；　　　まさ

ごさんですか。」「はい，あな

たは　まさごさんです。」

　（参照0309～正0，1110～1！，

　0220，1215）

　（0219）　「もしもし，　そち

らは　たなかさんですか。」

「はい，こちらは　たなかで

すe（参照0309～玉0，1110～

1111，　1215，　0218）

　（0220）　「もしもし，　あち

らは　うえださんですか。！

「はい，こちらは　うえだで

す。」（参照0309～10，1110～

1！，　12i5，　0218）

，マ「マ

直し（正）

直し（誤）

45　．　39

3．7

e．3

わたしは

　　　の，の見た

ゆめで

　　を見て

ママ

なりました

なったゆめを　みました

その他

8．3

O．3

29　．　34

6．3

5．6

はい　あなたは，まさごさんです。

　　　わたし　　　まさご

「あなた」「まさごさん」のうちの！

つを直したもの

その他（正）

その他（誤）

19．7

13．8

7・4
10　・　30

マ幽マ

直し（正）

直し（誤）

44　．　44

4．3

0．1

あちら

そちら

あちら

あなた

あちら

こちら

その他（正）

その他（誤）

18e9

4．0

4．1

4．4
t8．34

30年度3学期

　つぎのぶんは　どこか
さい。

　　（れんしゅう）

　　　1．　ノ」、カミつこうは

まちがっています。まちがっている　ところを　なおしな

1ねんから 6ねんから　あります。

　　まで洪1＞

注1）一の使い方は2掌期問題教示の脚注で示す。
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2
　
3
4

ふゆは　さむい。しかし

　　　　　　　だから

まさおさんは　きしゃを

ふゆほ　なつ　さむい。

オーバー　を

のりました。

きます。

問題 3磁　　2隼
　i　　　　　　　　　i

　（0301）わたし　の　うち

が，こう　あるいて　10ぶん

です。（参照02B～14）

　（03G2）　もし　あめが　ふ

ったから　えんそくは　やめ

に　なります。　（参照021e，

1102）

　（0303）　きょうは　さむい

から　くつしたを　はいてな

いから　さむい。（参照0212，

1212，　！i3；2）

　（03Q4）　まさおさんは　き

のう　ぎつと　ねて　いまし

た。（参照0205，1209～8，1308）

　（0305？　みちこさんは　め

ったに　がっこうを　やすみ

ます。

　　がっ　こう

から（は）　　まで注1）

　　がっこう

から　　　　へ（VL．）

　　がフこう

から

その他

38　．　20

3．11

2．8

5・9

ふったから

　　　なら，ら，

ママ

ふったから

　　　o

らば，など

41の35

8－13

i・o

さむいから　　　　　　　　　　　　　7・0

　　　のに，けど，が

はいていないから　　　　　　　　　　18・16’

　　いなければ，いなくちゃ，いな

　　　いと，など

はいていないから　　　　　　　　　　0・11

　　　いるのに，き’たのに，など

はいていないからさむい（・「寒いから」欠）

　　いきなさい，いこう，きました，など

　　　　　　　　　　　　　　　　　8．B

その他　　　　　　　　　　　　　　E5・18

（問題不備のため考察から除外）

やすみます

やすみません

めったに

ときどき，ずうっと，その他

26　．　3E

14．6

注、）＿。使吻雌一幕。胴腔。尉．
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？その他’ 8　．21

　（0306）　となりの　おじさ

んは　へんな　ことしか　い

って　いる。（参照OIO5，1109，

1205，　1305）　・

　（0307）・あきらくんはみ

ちこさんも　ふたりとも　よ

く　べんき：う　します。

（参照0204，1106，1201，1301）

　（0308）　なかゆび　こゆび

ながい。く参照G2！5，1101）

　（0307）　「もしもし　あな

たは　まさごさんですか。「は

い　あなたは　まさごさんで

す。」（参照e218～20，三11Q～

11，　0310，　1215）

　（0310）　「もしもし　あち

らは　うえださんですか。」

「はい　こちらは　うえだで

す。」　（参照0220～18，　EIO～

lo，工215，0309）

　（0311）あすの　やきゅう

に．は　はたして　かちまし±

へ融こと塗
　　　　　ぽかり

いっている

いわない，無らない，雷っていない，

知っていない
ことし参

　　Y
その麹

3．4

1・　6．　14

23　．　17

6．13

あきらくんは

　　　　　も

あきらくんはみちこさんも

　　　　　と　　　　　は

タちこさん杢ふたり逃

　　　　　と　　　　　で

その他

14．5

17　．　16

5．8

12・正9

なかゆび　　　こゆび　　ながい

　　　　は（の方が）　より

（ともかく「中指〉小指」）

その他（正）　（「こ＠び」など）

　　　　　　　　は

その億（誤）

14．7

2．3

6．4

26．34

はいあなたはまさごさんです

　　わたし　　まさご

「あなた」か「まさごさん」を薩す

その他（正）

その他（誤）

61●82

8

　
7
7

●
　

●
　

0

7
♂
フ
8

あちら

そちら

あちら

あなた

あちら

こちら

その他（正）

その他（誤）

21．6

9．16

5・6

0．1
13　．　21

かちましょう　疑問と推i量

かちましょうrどちらが」と雛量

　　　292

24・12
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う。　（参；【姦0206，i207，互307） はたして

きっと，ぜったいに，など

誤

7．2

！5．29

（03i2）どんなにあめか｛

ふるけれども，ゆうびんやさ

んは　きっとくる。

　（参照！IO3）

ふるけれども

　ふっても，ふっていても，ふつたっ

　て，など

マ「マ

どんなに

ざあざあ，こんなに，など

その他（誤）

37．24

　（0313）　ボールもあるし，

バットもあるし，ひろばしか

あれば，やきゅうが　できる

のだが。　（参照i203～4，　1303

一一・P，1108）

　（0314）　わたしは　ゆめで
　　　　　　　じよ　まめ
せつこさんが　女王さまに

なりました。（参照02正7，1i夏2，

1314）

　（0315）　あそこの　うちで

は，大きい人のほうが，小さ

い人より　かえって　たくさ

ん　たべます。

9・16

王・5

1．3

ひろばしか
　　　．ヨ…；…

　　　こえ．

ひろぼしか

　　　が

ひろはしか

　　　も

その他

5．0

29・28

6・3

8・i7

わたしは

　　　の，が見た

ゆめで

ゆめをみ℃

なりました

なったゆめをみました

その他（正）

その他（誤）

13・3

2．3

正5．・11

6．4
12　．　27

「かえって」を生かす

「かえって」を直す

「かえって」を消す

誤

18．4

4・5
2・4
24．35

31年度1学期

　つぎの　文は　どこか　まちがって　います。まちがって　いる　ところを　なお

し　なさい。ただし［コのある　ところを　なおしては　いけませんe

　　（れんしゅう）

　　　1．小が。こうは巨年から【6年力ら控・）あります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　三

絃1）一の藻い方は30年度2学期問題教示の脚注に示す。
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2
Q
り
4
に
り

ふゆは　さむいけれど　オーバーを墜ます1。

まさおさんは　きしゃをiのりましたi。

ふゆなつの方が｝あついト

てつ　わた　｝どちらが1おもいか。

問題 4年・3年注1）

（110！）　おとな　こども

せがたかい1。

（参照02玉5，0308）

　（1三〇2）　　もし雨力9　　ふっ

たから　えんそくは1やめに

します｝。（参照0210，0302）

　（1103）　どんなに　雨が

ふるけれども，ゆうびんやさ
んは1きっとくる；。

　（参照03三2）

磁2）こども

は（の方が）より

（ともかくr大人〉子供」）

その他（正）（「こども」など）

　　　　　　　　は

その勉（誤）

29　．　18

4
7

0
　
0

1
0
3
11　．　20

ふったから

　　　ら，なら

ママ

その他（誤）

45　．　37

3．9
1・3

ふるけれども

ふっても，ふっていても，など

ママ，（または「ふったけれど」）

その他（誤）

45・37

只
）
4
．

O
　O

q
ノ
ー

　（！104）　2E））．2s　．．　一（　1

とするとiあめがふるに

ちがいない。（参照鴛06）

あさ・て1ひ・・iふるにちがいなし’

ふるか（も）しれない，ふるか（も）

わからない

あさって　　ひょっとすると

　　　　は，も

あさって

あした

その他

33・7

4　．23

4．0

8．19

　　　　　　　とし　（11G5）　その年はi6月じ

亙Σ陣がぜんぜんふり

ました。

ふりました

ふりません（でした）

ぜんぜん　　　　（時）

ずっと，つづいて，その他

ぜんぜん　　　　（量）

たくさん，うんと，その他

i9　・　25

5・2

14．8

11．14

注1　．，31年変1こは，実験学級は4年主に，薄照学級は3年生iこなった。

注2）　一一の籔い方は30年度2学幾聡讐教翠の脚滋で摩す。
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　（1106）あきらくんはみ

ち子さん耐ふたりともほく

べんきょう　します。

（参照0204，0307，120王，1301）

（llO7）　そんなになっても

きみがEいきだろうが］ぼ

くは　こまるよ。（参照工202，

1302）

　（UO8）　としろうくんの

うちは　にいさんは陛くか

えってくればi，ばんごはんを

みんな　いっしょに　たべら

れるのですが。（参照1203～

4，　1303一一4，　0313）

　G109）　あの1おじさんは，

ほかに　なんにも　知らない

のか，さかなつりの　はなし

しか良ノているi，　（参照OIO5，

G306，玉205，玉3G5）

　（三1王O）　rもしもし，あな

たは　まさ子さんですか。1

「iはい1，あなたはまさ子さん

です。」（参照0218～20，0309

一一・ P0，　U15，　1215）

あきらくんは

　　　　　も

あきらくんはみちこさんも

　　　　　と　　　　　　は

みちこさんは

　　　　　と

その他

20・8

20．18

3・互0

6・13

きみが

　　は

きみが

　なら
きみが

『？マ

34・28

1．0

14．21

にいさんは

　　　　が

にいさんは

　　　　が

にいさんが

　　　　さえ

その他

ですが

　　o

23．20

5・4

O．1

21．24

しか

ばかり

しか

だけ

しか

を

その他

11　．2

4．8

5．3

29．33

はい　あなたは　まさごさんです　　　2互・15

　　　わたし　　　まさご

「あなた」「まさこさん」のうちの直し20・19

その他（正）　　　　　　　　　　　3・7

その徳（誤）　　　　　　　　　　　　5・8

　（三11D　「もしもし　あち

らは　うえださんですか。」

「はい■こちらは｝うえだで

す。」　（参ξ臓　02玉8～20，0309～　島

あちら
け　の　　ん

てりり

み　　ロレ　ん

めクリ

あなた
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10，1215，三1里0）

　（1112）　わたしは　ゆめで

　　　　　　じよおり
1せつ子さんが【女王さまに

なりました。（参照0217，0314，

！314）

　（“13）　このあいだ　みち

子さんがびょうきになった

ので，あぎらくんと　そうだ

んして　みち子さんにii亟

もっていってあげようと1そ

うだんしました。（参照12il，

S311）

　（1114）　このあいだ　あさ

雨が　ふっていたので，　か

さを　もっていったので，

締にぬれなかったi。

（参照1214）

　（1115）　このあいだ　ひる

雨が　ふってきたので，かさ

を　もっていなかったので，

iずぶぬれになったi。　（参照

1213，　1313）

あちら

こちら

その他（正）

その勉（誤）

“．7

0
1
4

O
　
●1

7わたしは

　　　の，が見た

ゆめで

ゆめを見て

なりました

なったゆめを見た

その他（正）

その他（誤）

9ab　6

4．3

25・18

3．1
8　・21

そうだんした

ぎめた，きまった

そうだんした

いった，思った，はなしあった

そうだんして

　　o
そうだんした

　　ママ

その徳（誤）

10・　1

9・正3

2．3

24．28

4．4

ふって　いたので

　　　　　が，けれど，のに

ふっていたので

　　　いた。

その他（誤）

o．o

1　．　0

48　e　49

きたので

きた，きました。

きたので

　　カミ，｛すど，など

その他（誤）

7．0

2．e

40　．　49

31年度2学期

　つぎの文の［＝コの申に　ことばを　入れなさい。

　　（れんしゅう）

　　　1．　ふゆは　さむいiiiElill］オーバーを　きます。
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2
ら
0
4

まさおくんは　きしゃに　塑。
ふゆより　なつの　ほうが［＝＝＝〕。

小学校は　1年から　6年［＝＝コあります．

4年　3年

　（1201）あきらくんもみ

ち子さんも　ふたり〔＝コ

よく　べんきょう　します。

（参照、0204，0307，1106，1301）

　（1202）　そんなに，なって

もきみロへいきだろうが
ぼく［＝コこまるよ。

　（参照1io7，1302）

　（1203）　グローブも　ある

し，パットも　あるし，ひろ

ば［＝＝コあれば，やぎゅうが

できるのだが。（参照0313，

1　303一一・zl，　1　iO8，　120　〈1）

　（1204）　とし子さんの　う

ちは，にいさん〔　旧く
かえって　くれば，ばんごは

んを　みんな　いっしょに

たべられるのですが。　（参照、

110g，　1304一一3，　0313，　1203）

　（1205）　あの　おじさんは

ほかに　なんにも　知らない

のか，さかなつりの　はなし
〔＝＝コしている。（参照0105，

0306，　1109，　1305）

　（1206）あしたひょっと
すると，あめが｝

　　　　　1（参照Ho4）

　（1207）あすの　やきゅう

には　はたして　1

＿　　　　　　　K参照0206，

1311，　1307）

とも

で

なか

その他

26．24

5．9
10　．　10

5．6

は一が
は一は（「なら一は」4年に1入）

たち（ね）一一は（ね）

そ㊧他（誤〉

3．3
38　．　37

2．2

3．7

さえ

が

も

その他

11．1
18　．　26

10　．　10

7．12

さえ

が

は

その他

3．2
36　．　43

3．0
4．45

ばかり

だけ

を

その他

18　．　15

6．7
；7　．　20

5．7

～かも知れない，～かもわからない

～だろう，ふるよ，ふる

～にちがいない。

その他

36　．　34

9．10

1．2

e．3

どちらが～だろうか，だろう，等

だろうか，か等

～するか～するか（どっちか）

誤
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18　．　15

19．14

7．8
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　（1208）　あさっての　やき

ゅうにはおそらく　l

　　　　　　　I

（参照1308，1209，0205，0304）

　（1209）　らいしゅうのや

きゅうには　きっと｝
1　（参∫［，，0205，

0304，　1208，　1308）

　（1210）　だれが　ピッチャ

ー存こなった　ところでに＝

（参照BO9～10）

コ。

　（1211）　このあいだ　みち

子さんがび毒うきに，なった

ので，あきらくんと，そうだ

んして，みち子さんに　花を

もって　いって　あげようと

（参照li13，131i）

コ

　（12i2）　きょうは　さむい

から　くつしたを　1＝．一

＝：：1さむい〔（参照0212，

0303，　1312）

　（1213）　このあいだ　おつ

かいのかえりに　あめがふっ

てきた〔かさを　もって

いなかった〔ずぶぬれに
でなった。（参照m5，1313）

　（1214）　このあいだ　あめ

がふっていた〔＝＝］，かさを

もっていった〔だいぶぬ
れた。（参照1114）

　（1215）　「もしもし1＝

＿＿＿
Rは　うえださんです

か。」「はいこちらは　うえだ

です。」（参照0218～20、0309

～だろう，～でしょう，

～する，

～にちがいない，かもしれない，その他

29．15

12　．　12

5．22

決意

推彙

その他

28．23

14．22

4．3

しょうがない，まけにきまってる，等

おわるか，うつのだろう，摂

すか，しょうか。

その他

22・i3

4．2
1．2

19　．　32

きめました，いうことになりました，など　5・1

とは．なしあった，考えた，やくそくした

など　　　　　　　　　　　　　　　　4・6

そうだんした　　　　　　　　　　　　4・5

その他（誤）　　　　　　　　　　　　　8・9

思った，思いました　　　　　　　　　　25。27

はかないと，はかなくちゃ，その他

は（いて）ても，はいたが，その他

はきなさい，はいていく，その誰

その飽（誤）

26．30

9．I1

6．5
r）　．3

とき一ので（。から）

けど（・が・のに）一一ので。から

。でも一ので（・。だから）

ので（・から）一ので（。から）

〔・その他〕

O・12

15．5

3．3

28．29

とき一一けど（・のに・が）

ので（・から）一一けど（・が。のをこ）

が一が，

その他（誤）

6．5
24．16

e．1
16　．　27

そちら，（そちらさま）

あなた，ぎみ，など。

こちら，ここ

誤

25．14

16　．　18

玉・3

5．Ir）
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NIO，　1110一一i1）

3＝1年3度学莫聴

　教示・（（れんしゅう〉）は2学期と同じ

　（1301）　あぎらくんも　み

ち子さんも　ふたり［＝＝＝＝コと

ても　げんきです。

（参照0204，　0307，1106，S201）

　（1302）　そんなに　なって

も　きみ［コへいきだろうが

ぼく□こまるよ。

（参照1iOi，1202）

　（1303）　グローーブも　ある

し，パットも　あるし，ボー

ルもあるし，ひろば〔＝コあ

れば，やきゅうができるのだ

ヵミ。（参照03t3，9203～4，1重08，

1304）

　（1304）　にいさん〔＝コ早

く　かえってくれば，ばんご

はんを　みんな　いっしょに

たべられるのですが。

（参賃襲　1102，；203～4，　0313，

3103）

　（1305）　あの　おじさんは

ほかに　なんにも　知らない

のか，さかなつりの　はなし

〔＝コしている。（参照Oio5，

0306，　1109，　！205）

　（1306）まさか暦がそ
んな　ことを1

O

　（1307）あすの　やきwう

には　はたして

4年　3年

とも

で

なか

44

R
0
3

●
　
　

●
　
　

夢
　
　
0

41

O
0
6

は一が
は一は（「はこそ」4年1人）

たち（は）一たち（は）

その飽（誤）

2．0
38　．　38

4．2
3．10

さえ

が

も

その他

17．6

21．28

6．10

3．6

さえ

が

は

その危

3．0
32　．　35

4．8
12．7

ばかり

だけ

を

その他

20・17

7・11

11．11

9．11

否定も推量もあるもの（「思う」汁粥）

否定も推最もあるもの（rだろう」使絹）

否定はあり，推量のないもの

否定も推黛もないもの

2e．14

96　．　19

10．IO

1．7

どちらが～だろうか，だろう，等

だろうか，か，等

23　．　21

13．8
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1207）

io　（参照0206，0311

　（1308）　あさって、の　やき

ゅうにはおそらく1

コ（参照

i208，　1209，　0205，　0304）

　（1309）　　だれカN　　ピッチャ

ーに　なった　ところで［

1210，　1310）

（参照

（1310）　このえは　ど5見

ても

＝＝li（参照1309，1210）

　（1311）　　春ま＝力竃　　し、たくなウ

たのでおかあさんにいって

はいしゃさんに　みてもらい

にいこうと 1

1　（参照！113，玉211）

　（1312）　きょうは　ひるご

ろから，爾が　ふるようだか

らかさを1
こまるよe（参照Q212，0303，

1212）

　G313）　このあいだ　おつ

かいのかえりに，雨が　。＄　o

て　きた［＝＝コずぶぬれにな

ったn　（参照1115，1213）

　（1314）　わたしは　まさお

さんが　おじいさんに［＝

　　　　　　　　　　　：i

（参照0217，0314，1112）

～するか～するか（どっちか）

誤 2
9

●
　

●

だ
フ
6

～だろう，～と思う，など

～する，

らしい，ちがいない，など

40　．　27

1．5

6．18

しょうがない，まけるにきまってる，等

おわるのか，うつのだろう，等

すか，しょうか，しょう，等

その他

23　．　21

2．8
1．4

21　．　17

正
誤

42　．　46

4．4

思った，1唱う，など

しました，した，など

その他（誤）

30．28

9．11

8e11

もっていかないと，わすれたら，など。

もっていったら，もってきては，など。

～ので，～から，

その他（誤）

38　．　43

2．3

4．e
3・4

とき一ので（“から）

けど（・が・のに）一ので（・から）

eだが，（・ぼくは）一一ので（。で）

ので（・から）一ので（・から）

〔・その他〕

5・5
25．8

2．3

15　e　34

ドわたしは」「まさおさんが」両方生かす

両方を生かそうとして失敗

片方しかつかんでない

30　e　37

4．5
玉3・8

　　　　　　　　　　　　　B　結果の分析

さきにのべたねらいにもとづき，5項凱こわけてのべる〔ねらい（ii）は，

　　　　　　　　　　　　　　　　3eo



ここでは，翻助詞と陳述副詞とにわけた〕Q

　1，　楕助詞と関係表現

　助詞の使用に関しては，テスト問題さえやさしくすれぽ，2年末で80％の証

答を得られることが，すでにわかっている（「低学年の読み書き能力」70～84
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
ページ）。しかし問題をむずかしくすると，高学年へ行っても正讐率が悪いこと

も一般に知られている。それでは，その出来，不出来は，どんな様相を回し，

どんな問題点をふくんでいるのであろうか。このことを，3，4年生について

格助詞，翻助詞（係助詞をふくむ），接続助詞（複雑文構成として）の三つにわ

け，それぞれ別のねらいをつけて，調べてみた。なお接続助詞は，助詞の項以

外のところであつかう。

　格助詞の問題点をねらって出した問題は次の15である。0101，　0203，0104，◎

213，　0214，　030i　；　0202，　0215，　0308，　1101，　（0315）　；　110Z　1202，　1302　；　2106

　（i）　格助詞使用と読解力・関係把握力

　次の2題は滋）同じような聞題であるが，出来不出来は非常に異なる。

　（0101）　お父さんからかわいいお人形ときれいな本を買って下さいましたQ

　（0203）　ぼくは兄さんが本を読んでもらいました。

の傍線部の藏し方は次の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3年　　2年

　　（OIOI）　「が」または「は」菅こ直したもの………………・・…一……20／48　14／50

　　　　　　「に」に冠したもの一一・………………………・…・・………25／48　19／50

　　（0203）　i一に」またはrから」に．直したもの………・一…・…………41／49　34／49

　　　　　　rぼくは」の部分を肥したもの………………・・……一……o／49　4／49

　（0203）から推して（0101）を考えれば，（0101）の不出来は「格助詞」の理

解より，文を．「下さいました」まで読み通せたかどうかによると考えられる。

　次の工文は，直し上りが同じ構造になるように作成した問題であるが，出来

不幽閉は非常に異なる。

　　（0202）ねこはねずみから大きい。

　　（0215）　なかゆびこゆび長い。

　直し方は次の通りである。

注1）　ここに露く問題は便宜上表記や傍線などの点で，原文通りにしなかった。原文は前節で見ていただきたいe

　　　　　　　　　　　　　　　　3el



　　（0202）　i”から」を」”より」に直したもの…・・……・・……・・…………39／4935／49

　　（0215）　「は」一「より」を補ったもの…一…………・一………7／49　3／49

　　　　　その他の正答…………・・………一一…・・……………一・…・8／49　15／49

　（0215）の場合も「より」の使い方がわからない一というより，「より」を

使って関係表現を組み立てることがむずかしい一と考えた方がよさそうであ

る。関係把握のむずかしさは，次の例にもうまくあらわれている。　　剛

　　（0315）あそこの家では大きい人の方が小さい人よりかえってたくさん食
　　　　　　　　　　　　　　　　a　　　　　　　　　b
　　　べます。

の誤り（3年24／48，2年35／48）の中にaとbとをおきかえたものが少なくな

い（3年5／24，2年6／35）ことを見ても，「直したいんだが直せない」という気

持がうかがわれる。

　こうしたことから「が」「に」「より」などは，基本的には使えるのだが，文

章の読解力の未熟さや関係把握の困難さのために，実際には使いきれないこと

があるのだ，と考えられる。

　（lia）　「より」を補う関係袈現の発達（0215）と問種の問題の1年閲の発達

のあとをたどってみよう。次の数字（分子）は，いずれも，「は一より」を補

ったものの数である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3。4年　2・3年注1）

　　30年度2学期末　0215　なかゆび　こゆび　ながい。　　7／49　　3／49

　　30年度3学期末　0308　　なかゆび　こゆび　ながい。　　14／48　　7／48

　　31年度1学期末　1101　おとな　　こども　せがたかい。29／49　　18／49

　（iib）　「から」・「まで」注2）を補う関係表現　下の文に「から」または「ま

で」を補って直した正答の数を示す。これには「から一まで」のほか「から

一までは」「は一まで」「は一から3など，いろいろあるが，「がっこう」

を消して「は」とか「まで」とかを入れた正答（つまり消して直した正答）は

この中にふくまれていない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2釜　　3弦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J　　　　　　　　　　　匹
　　（0214）　わたしのうち　がっこう　あるいて　10．＄んです。　　33／49　19／49

　　（0301）　わたしのうち　がっこう　あるいて　10ぶんです。　　38／48　20／48

注i）31年度になって，学年が一つ進んだ，

注2）　「から」に対臨する「まで」は格助罰として扱う。

　　　　　　　　　　　　　　　　302



　以上abで見たように，格助詞を使って関係を組み立てる能力は3・4年の

闘にかなり急速に発達するものと思われる。

　（iii）主格の「は」滋）と「が」　　［”は」と「が」の使いわけについて次

の問題を出した。

　（1202・1302）　そんなになってもきみ［＝＝コへいきだろうが，ぼく〔こ

まるよ。

　（2106）注2）「みなさんの中に，中村さんという入はいらっしゃいませんか。」

「はい私［＝＝］中村です。」

　（0204）ぞうはからだはおおきいのでおとなしい。

　前二考では「きみ［＝＝］」に「が」を入れたら誤り，　（2106）では「は」は

あやまりである。ところで，この結果は次のようになっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4・5年
　31年2学」遡　 （1202）　Vまし一一一ヵミ・・・・・…　一。・・一・。・・・・…　。・。・。・　3／46

　　　　　　　　々よ一をま・6・・■■・…　鱒・・・・・・…　鱒・・…　。・38／46

　31年3学田3　（正302）　｝’S　一一ヵ竃。。・・韓・…　。…　睡・…　鱒・・・・・…　　2／47

　　　　　　　　をよ一一一をよ・餌鱒・晒・・9・…　。。。・・・・・・…　鱒。38／4ア

　32年1学其埼　（2106）　カ～◆◆一…　一・・・…　簡・一r・・・・・・・・・・・・・・・…　35／49

　　　　　　　　春まし・・一・鱒・・・・・…　一…　◆・・…　rr・。・・・・・・…　13／49

（1202）と（1302）とから見ると，この能力は，

3・4年
3／49

37／49

0／50

38／50

28／48

16／48

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，4年であまりかわらず，

かなり高いところに安定している。また一方（2106）は前二者ほどよくなく，

また4年と5年との間にいくぶんかの差がある。これらのことから，「は」と

「が」の使いわけは，低学年ですでにかなりできるのではないか，また2つの

文の関達としてとらえる能力は4，5年ごろにのびるのではないか（1”　5　複雑

な文の組立て，参照）と考えられる◎

　（21e6）は意味の上で問題があるが，これを文法ili勺にだけみるならば，「おお

きいので」の文は「からだが」となるべきであり，また「からだは」を生かす

交では，「ので」を「が」やrけれども」など逆接の接続助詞におぎかえなけれ

ぽならない。この観点から結果をみると一：次のようになっている。

泣つ　家格を表わす「は」は格助詞として扱う。

注2）　参薩のため，32年1学期の問題をあげておく。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3鉱　　　　2総
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　一一　　i
　　からだは一一が（けれど，ても）………………・・…・……6／49　　4／49

　　からだが一一ので…………・・…・……………………………16／49　　i6／49

　2．副助詞（係助詞をふくむ）と気持の表現

　副助詞では，特に「こうもいえるがこういった方がもっと適切だ」というふ

うな，助詞の使い方を見た〔ただし，（i）の後半は別。〕この項にあたる問題は

次の17（十2）である。

　　（i）　　限気三蓑現　　OIO2，0105，0306，1109，1205，1305，（2102）

　　（三i）　　限定弓垂ミ影苺　（さえ）　0313，1203，1303，（2103），1iO8，1204，1304

　　（iii）　i強調表現（も一も）0204，0307，1106，1201，1301

　（i）限定表現

　（0102）　おひるをたべてから2じかんだけたっていません。

の正答は3年1学期で，しか20／48，は7／48，も5／48となっている。

　（0105）あそんでしかいないで，もうすこしべんきょうしなさい。

が「ばかり」となおせたものは，3年1学期で29／48となっている。

　以上の2題に見られるように、「ばかり」「しか」への修正は，3年1学期で

2／3前後がその能力を持っている。これの修正法としては，係を直すより結び

を直すほうがやさしいらしく，3年・2年3学期に行なった

　（0306）　となりの　おじさんは　へんな　ことしかいっている。

では，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3年　　2年

　　「しか」を「ばかり」に直したもの……………一・…・……3／48　4／48

　　「いっている」を否定形に罰したもの…………・……・・……16／48　14／48

　　「しか」を「を」に下したもの・………一………・…………23／48　　17／48

とな。ている。そこで4年（・3年）1学期でeai　r　lしている陵直してはいけ

ないという条件をつけたところ，

　（1109）　あのおじさんは，ほかになんにも知らないのか，魚釣りの話しか

iしているi。でrしか」を「ばかり」噸せたものは4年11／49，3年2／49で

あった。

　また4年（3年）2学期から5年1学期にかけて行なった

　あのおじさんはほかに何も知らないのか魚釣りの話［＝コしている。
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という完成法検査で「ばかり「をいれたものは，

　　　　　　　　　　　　　　4年（5年）　　3年（4年）

　　3重年度2学3｛li　　　　　　　　　　　　　　l8／47　　　　　　　　　15／49

　　31奪三度3学≠溺　　　　　　　　　　　　 20／47　　　　　　　　17／50

　　32年度1学ま燭　　　　　　　　　　　　　　29／49　　　　　　　　　2i／50

となり，5年になって，やっと半数をこえるばかりである。ただ，この閥題：文

は複文であるので，そのために正答率が悪くなワたものとも考えられる。

　（ii）　　　髭辰芝定論言謎責1

　「さえ」を使う能力に．ついて，次のa、b2種類の問題を出してみた。

　（iia）次の30年度の問題は，誤りの修正，31年度以後のものは完成形式で

ある。

　　31年度3学期　（0313）ボールもあるし　バットもあるから，ひろばしか　あれば

　　　　　　　　やきゅうが　できるのだが。

3犠翻｛i欄隷減点畿1擁。＿
　この問題は「が」に直しても（「が」を入れても），まちがいではない。しか

し，「が」より「も」，「も」より「さえ」の方が適切である。ところで，その結

果は，

　　30年度3学期（0313）　〔3年〕　さえ…5／48　　も…6／48　が…29／48

　　　　　　　　　　　　　〔2年〕　　さえ．…　O／48　　　　も…　3／48　　　　thミ‘・・28／48

　　3i年度12学期（1203）　〔4年｝　さえ…ll／46　も…10／46　が…18／46

　　　　　　　　　　　　　〔3年〕　　さえ．G・・1／49　　　　も…　lo／49　　　力二・。。26／49

　　31年度3学期（1303）　［4年〕　さえ…17／47　も…6／47　　が…21／47

　　　　　　　　　　　　　〔3年3　さえ…6／50　　も…io／50　が…28／50

　　32年度1学期（210D　　〔5年〕　さえ…24／47　も…4／49　　が・一16／49

　　　　　　　　　　　　　〔4年〕　さえ…11／50　も…9／50　　が…29／50

　ここで，1年へだてた2学年が平行的に進んでいること。そしてこの問題に

おいて「さえ」は，3年に出始め，次第にふえて5年の1学期で約半数になっ

ている。

　（ilb）　次の3問も「さえ」を引き嵐すために窪つたものであるが，その結果

はかなり違っている。

　　31年度1学期……訂正問題（［＝＝1内は直してはいけ「ない）
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（1108）　としろうくんのうちはにいさんは導くかえってくれば1ばんごはんを

　　　　みんないっしょにたべられるのですが。

　　31年度2学期。3学期……完成問題

（1204）　とし子さんのうちは　にいさん［＝コ早く　かえって　くれば，ばん

　　　　ごはんを　みんな　いっしょに　たべられるのですが。

（1304）　にいさん［＝コ早く　かえって　くれば，ばんごはんを　みんな　い

　　　　っしょに　たべられるのですが。

　この問題はヂが」でも通じるが，「さえ」の方がいっそう適切である。また

「は」は誤りである。結果は次の通り。

31年度1学期　（1！08）

3皇年痩2学其弩（12e4）

3重年度3学期（1304）

［4年〕　さえ…0／49　　が

　　〔3年〕　　さえ，…　1／49

〔4年〕　さえ．鱒量3／46　　カ9

　　〔3年〕　　さえ。・・2／49

〔4念三〕　　さえ…　3／47　　　　カミ

　　〔3年｝　さえ…0／50

・韓
R1／49　　　　乙＃t・晒18／49

　カミ…　29／49　　　　をよ。師19／49

・韓
R6／46　　　　をま…　5／46

　カミ…　44／49　　　　をま…　4／49

。。・ R2／47　　　　々よ・一4／47

　b，　：t・｝35／50’　1・X…　8／50

　aとこれほど違っているのは，「さえ」を呼び出す要素が後にきていることで

あろうと考えられる。

　（ii圭）　強調表現

　「AとBは」と囲うよりrAもBも」と言う：方が強調した表現になる。　こう

いう観点から，次の一連の問題を出した。次の3題は訂正問題である。

：諜鱗灘｝｛禁搬笑塀さんも嵐ともよくべん

　　31年度互学期（1106）　　あきらくんは　みち子さんも1ふたりとも1よくべんきょ

　　　　　　　　　　　　　うします。

（020斗）　　〔3年｝

（0307）　　〔3年〕

（1106）　　〔4年〕

も一も…20／49

…4／49

も一も…i4／48

…　16／48

も一も…20／49

…　i8／49

と一は…i3／49　〔2奪二〕　も一も…6／49　と一は

と一は…17／48　〔2年〕　も一も…5／48　’と一1ま

と一垂よ…20／49　〔3年］　も一も…8／49　と一一は

この結果は（iia）の「さえ」に似ている。なお，この数字に出ない多くが

「ふたりとも」を「ふたりで」「いっしょに」などに直していたところがら，
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こうしk係助詞的翔法のむずかしさがうかがわれる。そこで31年度2学期には

次のような完成問題を出した。

　G201）　あきらくんも　みち子さんも　ふたり〔よく　べんきょうしま

す。その結果は次のようであった。

　　　　　　　　とも　　　　　では　　　　　で　　　　　なか
　　4年　　　　　　　　　26／46　　　　　　　　4／46　　　　　　　　5／46　　　　　　　　10／46

　　3年　　　　　　　　　24／49　　　　　　　　2／49　　　　　　　　9／49　　　　　　　　10／49

　以上（i）（ii）の結架から考えてみると，中学年では，話し手の素材に対す

る気持を表わす助詞の使い方は，まだ完全でなく発達の途上にあるといえそう

である。

　3．副詞・副詞句と陳述

　陳述を支題する副詞（または剛詞句）が用いられたとき，あるべきように陳

述がなされているかどうかを調べた。陳述支配の仕方によって，次の五つセこわ

けてのべる。

　　詳≦建・■一・・0305　；　1iO5

　　｛反定・・・…　0210，0302，1iO2　；0312，1103

　　碁套…量一・…　0205，0304；1209；0207；1208，i308；1iO4，1206

　　頻1…f潟・・・…　0206，031i，1207，1307

　　i製界講そ｛融i■F・…　12iO，1309，1310，1306

　（i）　否定を要求する翻詞

　　（03C5）　みちこさんは　めったに　がっこう、を　やすみます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3銃　　　2弦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　　　　　　　　　　　　ほ
　　　「めったに」をかえたもの………・……4■t・・…i4／48　　6／48

　　　「やすみません」にし．たもの…………一…・・26／48　31／48

　（11C5）その年は16月じゅ引雨が　ぜんぜん　ふりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4釜　　　　　3鉦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　5

　　　　「ぜんぜん」をかえたもの…………・……・・……………26／49　　12／49　　　｛結びを否定蹴、の＿．＿＿＿。．…一、・＿．，g／、925／、9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　「　」　　　　　　　　酌　閲　了　「　「　　　　．　　　　　　　　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　この種の問題は3年から4年にかけて，大部分ができるようになる。

　（ii）　仮定の翻詞

　旬末を支離して仮定をあらわす副詞として，rもし」「どんなに」とその句末

の関係の理解を訂正法によって試みた0
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　（0210）（0302）（1102）　もしあめが　ふったから，　えんそくは　やめに　な

ります。において，「ふったから」を「ふったら」（・「ふったなら」「ふったと

したら」など）になおせたものの数は次の通りである。

　　　　　　　　　　　　3年（3段旨は4年）　・　2年（3段mDま3年）

　　30年2学期（0210）　　　　　　22／49　　　　　　20／49

　　30年3学期（0302）　　　　　　41／48　　　　　　35／48

　　31年　1学≠朝　（1董02）　　　　　　　　　　　　45／49　　．　　　　　　　　　37／49

　（0312）（1103）　どんなに　あめが　ふるけれども　ゆうびんやさんは　きっ

と　くる。の「ふるけれども」を仮定三法に直させたもの。

　　　　　　　　　　　　3年（2段隣ま4集）　　　2年（2段匡翁を＃t3年）

　　30年3学期（0312）　　　　　　37／48　　　　　　24／48

　　31年1学期　（lIo3）　　　　　　　　　　　　45／49　　　　　　　　　　　　37／49

　以上のようにこの種の問題は4年生で大部分ができるようになる。

　（iii）　推量を要求する翻詞・副詞句

　（0297）　あしたは　たぶん　あめでしょう。（訂正しないのが正答）

　　では誤答は2年生の4／49だけ。（誤箸は「たぶん」を「だいぶん」に）

　（ユ208・1308）　あさっての　やきゅうは　おそらく［二＝｝　　　　　　1

では，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2学期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4年　3年

正騰憐蕪鰯：｛lllllll艦驚

　　　　「か」で結んだもの…………・…一・………2／46　io／49　　誤｛

　　　　「そうだ」「かもしれぬ」「してみせる」など…2！40　11／49

となって，3年目は，結び方のまぎらわしいのがかなりある。

「ひょっとすると」の場合は、

　（1104）あさっては「ひょっとする葱あめがふるに

では，

　3学期

4年　3年
35／47　21／50

5f47　6f50

1／47　5／50

2／47　g／）ro

3／47　8／50

ちがいない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4年
　「かもしれない」「かもわからない」と薩せたもの…………33／49｛

できなかったもの………………・・…■t……………・・……・…■・4…正6／49
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で，4年生と3年生との間にいちじるしい開きがある。同じく

　（1206）あした　ひょっとすると　あめがl　　　　　i

では，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4焦　　　　3焦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S　　　　　　　　　r　　　i
　　　「かも知れない」で結んだもの……………・…・一……………36／46　　34／49　　｛

　　　「れるだろう」「ふる1「ふるよ」などで結んだもの…………9／46　10／49
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
となり，誤答はほとんどない。

　以上のことから考えると，推量を要求する陳述の翻調は，3年生で，場合に

よってもたつくが，4年生になれば大体使える，といえるのではなかろうか。

　なお「きっと」について調べようとした（C2G5）（03G4）の2問題1ま実題作成

をあやまったので考察からはずし，（1209）を次のように整理した。

　（1209）　らいしゅうの　やきゅうには　きっと1＝wwl。

において，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4鉦　　　　3焦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曇　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22／48　　　携鍛で結んだもの…………・…一一■・・………・………・・……14／46　　｛

　　　決意で結んだもの……………・…・…・・……………・・……28／46　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23／48

　（iv）　疑問を要求する蔑1詞

　疑問を要求する劇詞のうち「はたして」だけを調べた。

　　（0206）（0311）　あすの　やきゅうには　はたして　かちましょう。

　　（1207）（1307）　あすの　やきゅうには　はたしてi　　　　　　　　　｛。

　この結びは，上期的疑問にならなければならない。そしてその場合，ドどちら

が」を使うのと使わないのと両方があり得る。結果は次の通り。

30年2学期　 （0206）

30年3学期（0311）

3i11t　2学其弩　（！207）

31年3学期　（1307）

　「どちらが」あり

3年　　0／49　　2年　　3／49

3年　 2／48　 2年　 5／48

4年　18／46　　3年目15／49

4年　23／47　　3年　21／50

　　　あやまり

3年　23／49　　2年　38／49

3年　15／48　　2年　29／48

4年　 9／46　 3・年20／49

4年　11〆47　　3年　21／5
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　「どちらが」なし

3年18／49　2年5／49

3年　 24／48　 2年12／48

4年目　19／46　　3年　14／49

4年　　13／49　　3年　　8／50



　訂正法の場合と完成法の場合とでかなり異なるが，完成法の場舎だと，「はた

して」は4年生で大多数のものができるようである。

　（v）　限界評価をあらわすもの

　「限界評価」というのは，　次のようなものをひっくるめた，仮の名である。

（1306）は否定と推：騒をともに要求し，また後二看は否定を要求するのだが，そ

の要求の仕方が，必ずしも辞を必要とせず，詞でもよい（思う，まずい，負け

るなど）という点が（iv）までにのべたものとちがっている。

　（1306）　まさか　慰が　そんな　ことをl　　　　　　　　　　　　　　l。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4年　　3年

　　否定も雄羅もあるもの（「思う」を使う）………・…一……・20／47　　14／50

　　否定も推量もあるもの（「だろう」を使う）…………・・…・…16／47　　19／50

　　否定はあり，推量がないもの……・・…・…………・…一・……10／47　　10／50

　　否定も推貴もないもの……………一・・………・…………一・1／47　　7／50

　（1310）　このえは　どう見てもl　　　　　　　　　　　　l。

　　了E讐をよ4年　 43／47　　　3年　 46／50

　（1210）（1309）　だれが　ピッチャーに　なったところでI　　　　　　I。

　　　「しょうがない」，「まけるにきまってる」など………………a

　
　
｛
　　　「おわるのか」，「うつのだろう」，など………………・一………b

　　　「すか」，「しょうか」など………………・…・・…………………bt

　　　　　　　　　　　　　　　　4年忌　　　　　　　　3年

　　　　　　　　　　　　　一ノー　　　　　＿’一　　31年度2学期　（1210）　　　　a22／46　　b4／46　　b／1／46　　　　a13／49　　b2／49　　b／2／49

　　31年度3三掌期　（1309）　　　　a23／41　　b2／47　　b／1／47　　　　a21／50　　b8／50　　b14／50

　これらの副詞または副詞句の使い方は話し手が対象をとらえるとらえかたの

あり方として問題をもつが，それは高学年へ行ってから考察する。

　4．　代名詞・こそあど系

　今まで「格助詞」でことがらとことがらの関係把握，「副助詞」と「陳述の

認詞」とで，話し手とことがらとの関係把握を中心に文法の問題点をみてきた

が，ここでは，醒し手と聞き手との関係を把握することに関して，代名詞やこ

そあど系の使い方，こなし方を見ていく。これに関係のある問題は次の8題で

ある。

　　0218，　0309，　1110　；　0219　；　0220，　0310，　1111，　1215
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　「あなたはAさんですか」に対しては「わたしはAです」のように人称をか

え，敬語を変化させて答えなければならぬ。そういう会話の場酒を，三章の中

で読みとらえ，誤りを直すことができるであろうか。

　（0218）（0309）（1110）「あなたは　まさごさんですか」「はい　あなたは　ま

　　　　　　　　　　　さごさんです」

　「わたしはまさごです」と直したものの数は次の通り。

　　　　　　　　　　　　　　　3年（3段目をま4年）　　　2年（3段目をま．3年目

　　30年度2学期（0218）　　　　　　　　19／49　　　　　　　7／49

　　30年度3学其籍　（0309）　　　　　　　　　　　　　　　　28／48　　　　　　　　　　　　16／48

　　31年度1学歩樹　（！110）　　　　　　　　　　　　　　　　21／49　　　　　　　　　　　　　15／49

　訂正法は一般に完成法よりむずかしく，またその場面が目前になく闘接飾で

あるということはあるが，この形では，3～4年の内に半数前後ができていな

いことになる。

　（0220）（0310）（1111）rもしもし，あちらは，うえださんですか。」「はい，こ

　　　　　　　　　　ちらはうえだです。」

これは直し方が三つあり得る。

　　p　「あちら」を「そちら」に．……電話のような場面

　
　
｛
　　q　「あちら」を「こちら」に……人を訪ねるような場合

　　r　「こちら」を「あちら」，「うえだ」を「うえださん」に……近所の人

　　　　　に尋ねるような場合

　これにp「（「そちら」のかわりに「あなた」を使ったもの）を入れて結果を

分類すると次のようになった。

30年度2学期（0220）

30年度3学期　 （0310）

31年度1学期（1111）

　　　　p
3年　18／49

3年　21／48

4年　22／49

2年　9／99

2年6／48

3年8／49

　　　　q
3年　4／49

3年　5／48

4年　11／49

2年号1／49

2年　6／48

3年　7／49

これを32年度2学期ひこは完成法で行なった。

（1215）
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　　　　グ

3年　　4／49　　2年　　0／49

3年　　9／48　　2年　16／48

4年　 8／49　 3年20／49

　　　　7

3年　 o／49　 2年　 0／49

3年　　0／48　　2年　　重／48

4年　　0／49　　3年　　0／49

「もしもし1：一”th＝1はうえださんですか一i「はい，　こちらは　う



えだです」

　その結果は次の通り。

気
門4
3

p

35／47

14／50

pi

16／47

18／50

g

1／47

3／r）o

　以上の4問題をあわせ考えると，p，　ptの合計が少しずつふえて行くこと，お

よび，上の級ではpが多く，下のクラスではρ’が多いことがわかる。そして，

完成法を用いれば，4年生で大部分ができるようになるということがわかる。

　5．複雑な文の組立て

　ここで「複雑な文」というのは，主語や述語が二つ以上あったりして，主述

修飾関係の複雑な文のことである。複雑な文を二つに分け，

　（i）　並べ複雑丈……「AがBなので，CがDだ」というふうに，二つ以上

　　　　　　　　　　　の主述関係がならんでいるもの。「AがBなので，C

　　　　　　　　　　　だ」といった，ものもふくむ。

　（ii）　包み複雑文……「AはBがCだと雷つた」というふうに，一つの主述

　　　　　　　　　　関係をあらわす主語と述語の閥に他の主述関係が包ま

　　　　　　　　　　れているもの。

　（i）壷べ複雑文の組立て能力をみる問題……0212，0303，1212，1312；1115，

　　　　　　　　　　1213，　1313（，　2104）　；　1114，　1214，

　（ii）　包み複雑文の組立て能力をみる問題……0217，　0314，1112；1314

　　　　　　　　　　（，　2105）　；　1113，　1211，　1311（，　2103）

　（i）　並べ複雑交……並べ複雑文は，三つの述語旬（述語が一つあるひとか

　　　　　　　　　　たまり一以下「旬」という）Qからなるものばかり

　　　　　　　　　　　に．した。

　（ia）　（G212）（0303）　きょうは　さむいから，くつしたを　はいて　いない

　　　　　　　から　さむい。

　　　　（1212）　きょうは　さむいから，くつしたを　l　　　　　　lさむ

　　　　　　　い。

　　　　（ユ312）　きょうは　雨がふるようだから，1㎜．　　　　　　　1こ
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　　　　　　まるよ。

この訂正の仕方，完金の仕方を次の四つにわける。

　p……Fさむいから」を「さむいのに」「さむいが」などをこ蔵したもの。

　q……「はいていないから」またはi　　　　　　lのところを，rはかないと，

　　　　「はかなくちゃ」などに直したもの。

　q’……¢と同じ部分を「はいても」「かさをもっていっても」などに直したもの，

　r……最後のrさむい」「こまるよ」などを無視して「はきなさい」「はいていこう」

　　　などにしたもの。

結梁は次の通りであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　3年（3，4段霞Vk　4年）

30年度2学期（0212）

30年度3学≠弱 （0303）

31年度2学期（i212）

3玉年度3学雰誘　（1312）

P　4／49

汐ア／48

P　3／49

P　0／48

q　10／49

q　18／48

g　26／46

q　38／47

q’　2／49

q’　O／48

q’　9／16

q’　2f47

r　6／49

r　8／48

r　6／46

2年（3，4段巨IVま3年）

q　5／49

g　16／48

g　30／49

哩43／50

q’　2f49

a’　1／48

q’11／49

q’　3／50

γ正4／49

r　13f48

r　5／49

　この結果を発ると，この種の問題は，完成法だと，3年で大体できるように

なるが，訂正法だと，2年の3～4分の1及び3年の一部が，3句並べ複雑文

を2句なみに見ようとする傾向があることがわかる。

　（ib）　前の（ia）では，第1句と第3句の独立性が強くなく，金交として2

句並びの複雑文に近いが，これがもう少しはっきりした3句益びの複雑：交にな

ると，どうであろうかQ

　（1115）　このあいだ　ひる　雨がふってきたので，かさを　もって　いなか

　　　　　つたので，ずぶぬれに　なった。

　（1213）（！3ユ3）（2104）　このあいだ　おつかいの　かえりに　雨がふってきた

　　　　　〔かさを　もって　いなかった〔＝コずぶぬれになった。

　　．p……文を二つないし三つに切るもの。

　　q……「ので一ので」または「［＝一〔＝コ」を

　　　　　「けど（・が……）一ので（・から）」にするもの
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　r……「とき一ので」にするもの

　　　　　　　　　　　　　4年（4段目1，ま5年）

　3三年度1学期　（1115）　　p　　7／49　　（～　2／49　　γ　0／49

　31年度2学期（1213）　p3／46　412／46　γ0／46

　31年度3学期　（1313）　　ρ　　圭／47　　q25／47　　r　5／47

　32年度1学期　（2104）　　p　　5／49　　q28／49　　γ　7／49

（1114）　このあいだ　あさ　雨が　ふって

　　　　いったので，雨に　ぬれなかった。

（1214）　このあいだ　あめが

　　　　［＝〕　だいぶ　ぬれた。

いたので，

　　3隼（4段目は2年）
p　O／49　　q　O／49　　r　O／49

P　3／49　q12／49　r　12／49

P　2／50　a　8／50　r　5／50

P　O／50　g14／50　r　6／50

　　　かさを　もって

ふっていた［＝＝＝コかさを　もって　いった

2つのうち（1114）は彌学年とも正答なしQ（1214）は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5年

　　とき　　けど（・のに・が）　　　　　　　6／46　　｛

　　ので（・から）一一けど（・が・のに）　　24／46

4年
5／49

161t19

となっている。

　以上（iib）の各問出来具合を，その時期とあわせて，考えてみると，（1114）

は（1115）よりむずかしく，（1214）は（ユ213）よりむずかしし　・．・　そこで訂正

法は完成法よりむずかしい，ということも考慮にいれて，：文そのもののむずか

しさを考えてみるとう一番むずかしいのが（1114）の文，一番やさしいのが

く1214）の文ということになりそうである。つまり，

　「AだからB；BだからC」を組みあわせて一つにする組み立て方より，

　「AだけれどBだからC」という組み立て方のほうがやさしく，またそれよ

　り，「AだからBだけれどもcjのほうが，いっそうやさしい。

という傾向があるようである。そして「AだけれどもBだからCjの組み立て

を大半がこなせるようになるのは，高学年になってからだと思われる。

　（ii）　包み複雑文の組立て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じょおう　（0217）（0314）（1112）　わたしは　　ゆめで　せつ子さんが　女王さまに　な

　　　　　　　　　　　りました。

を訂正する問題に対する反応を

　　p……「わたしは」を「わたしの」「わたしのみた」などにかえたもの。

　　　　　　　　　　　　　　　　314



　　4……「ゆめで」を「ゆめを見て」にかえたもの。

　　r……「なりました」を「なったのを晃た」「なった所を見た」ドなったか

　　　　　と思った」などにかえたものっ

　　s……「なりました」を「なったゆめを見た」「なったゆめでした」など

　　　　　にかえたもの。

のようにわけてみたところ。

　　　　　　　　　　　　　　　　3年（3段属は4年）
　　30年度2学莫弓　（02玉7）　　　　　p　　8／49　　　　（～　0／49　　　　r　O／49　　　　s　6／49

　　30年度3学期（4314）　　p13／48　　q2／48　　rO／48　　s15／48

　　31年度1学婆調　　（三112）　　　　　メ）　9／49　　　　q　4／49　　　　Pt　3／49　　　　s25／49

　　　　　　　　　　　　　　　　2年（3段毯は3年）

　　　　　　　　　　　　P　3／49　q　3f49　r　e／49　s　3／49

　　　　　　　　　　　　P　3／48　q　3！48　r　1／48　sll／48

　　　　　　　　　　　　P　6／49　q　3f49　r　1’　／49　s　18／49

となった。これをみると，包み複雑文が成り立つ途中で，　1一ゆめで　　ゆめをみ

た」のように，内側の主述関係の外側に岡語のくりかえしをとる，という過程

を経るように思われる。この場合のような自軍く；）かえしの例をもう一つQ

　（ユ113）　このあいだ　みち子さんが　びょうきに　なったので，あきらくん

　　　　　と　そうだんして，みち子さんに花を　もっていってあげよう

　　　　　と　そうだんした。

　（1211）　このあいだ　みち子さんが　びょうきに　なったので，あきらくん

　　　　　と　そうだんして．みち子さんに　花を　もっていって　あげよう

　　　　　と…　　　　　　　i。

　この問題に対する，最後の部分の反癒を

　　p……「きめた」Fいうことになりました」などにしたもの。

　　e……「思ったj　F雷つた」ド謡しあつた」などにしたもの。

　　r……「そうだんした」にしたもの。

にわけてみると，

　　　　　　　　　　　　　　4年　　　　　　　　　　3年
　　31年度1学鋸目　（三1三3）　　plo／49　　q　9／49　　γ24／49　　　p　　1／49　　q13／49　　r28／49

　　31年度2学ま絹　（三2！1）　　p　　5／46　　a25／46　　γ　4／46　　　メ》　1／49　　〈Z　27／49　　r　5／49
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　31年1学期の訂正問題では，「桐談して　　桐談した」が半数前後になって

いる。（12！1）に続くのは次の問題である。

　（1311）（2103）　はが　いたく　なったので，おかあさんに　いって，はいし

　　　　　ゃさんに　みてもらいに　いこうと｛　　　．一tt）

　この［＝コ中の答を

　　P・…・・「思う」「思ったjfした」など

　　e……「いいました」「いきました」など

とすると，結果は次の通りになった。

　　　　　　　　　　　4年（2段9は5年）　　　　　3年（2段演看ま；4年）

　　3i年度3学期　　　　p　39／47　　a8／47　　　p39／50　　a6／50

　　32年度1周期　　　　ρ45／49　　q4／49　　　　p　46／50　　¢4／50

こうみると，完成法のほうは，3，4年で，かなりできるようである。

　二つの主語に対して，それぞれの述語を補えるかどうかを調べるために，次

の問題を出した。

　（1314）（2105）　わ1にしは　まさおさんがおじいさん々こ；

　　　　　　Io

この結果，を

　　p……「わたしは」「まさおさん」をともに生かしているもの．

　　q……「わたしは」に対応するものが消えてしまっているもの

とあらわすと，次のようになった。

　　　　　　　　　　　　　　4年（2穀Bは5年）　　　　3年（2段蟹i‘　＃14年）

　　31年度3学期（13i4）　　　ヵ30／4ア　　q13／47　　　ρ37／50　　48／50

　　32年度1学糞覇　（2105）　　　　　　p35／49　　　　（Z　8／49　　　　　　p　33！／50　　　　〈Z　10〆50

　これをみると，この能力は，いずれも1／3以上ができており，また4年生を

中心として，あまり動いていないようである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋）
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糎　読書生活の発達

A　調査の方法

　1．調査方法

　昭和28年度，児童の入学前後の家庭における読書状態を講査したが，以後，

ひきつづき毎年，実験学校と協力学校に対して，同種の調査を続けてきた。調

査方法は，質問紙法による調査用紙を各家庭に配布して記入してもらうのであ

ったが，各家庭では，協力して，まじめな圓答をよせられたので，　（記入の仕

方に精粗の男ilはあったが）低学年の段階で，かなり，信頼できる結果がえられ

た。中学年になってからは，児童自身にも，この種の質問に対する園容ができ

るような能力がついてきたこと，家人の瞬からみた子女の読書状態と，児童自

身の読・熱こ対する興味や関心の実態との閥に，どういう関係があるかを，あわ

せてみるために，読書調査を，家庭用，児壼用のこ二本立として，さらに詳しく

この段階での読書状態をみようとした。

　2．　調査期霞　　（3年）昭和30年11月

　　　　　　　　（4年）　日召出03！年11月

　家庭帰と児童月襲ま，前者は家庭へ配布し魏回してもらったものを回収、後者

は，学校で，一定の時闘に児童にいっせいに記入してもらったものを圓収する

という方法をとり，それぞれ，相前後して実施した。

　3．調査内容

　家庭鱗の調査では，従来の調査項儀中，醤語能力との関係の深かった項目を

選定し，さらに，この段階で必要と思われるものを加えた。すなわち，家庭に

おける読書（教科書や薩接学校のためにする勉強以外の読書）の，

　1　興味　2　読書隠間数　3　誌1｝反応の有無（家入への話しかけ。質舞Sj）　4　ひ

　とりで読むか　5　音読・黙読　6　読需態度上の変化（演年と比較して）　7　読む

　本の種類・範姻　8　閲読：状況　9　本の1肇i定　10　蔵書の数

　などで，3年4年とも，中学年驚として調査項獺は同一である。
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　なお，中学年では，従来の付帯調査の，新聞・ラジオに新しくテレビを加え

ておいた。

新聞の調査内容

　　（1）新聞への興昧・関心の有無

　　（2）みる紙面

　　（3）新聞を通しての文字や内容への関心

　　（4）子供新欄干紙状態

ラジオの調査内容

　　（1）ラジオへの興味と関心

　　（2）聴取番組の種類と傾向

　　（3）　ラジオを通しての言語への関心

テレビの調査内容

　　①テレビへの興味と接近の有無

　　（2）聴視番組の種類・傾向

　児童用では，家庭にたずねたいくつかの問いの他に，読書に対する児章の意

識e関心◎興味等の状態がつかめるような問いを加えた。

　　ω　読書の興味　　　　　　　　　②　読書の臨旧識の有無

　　㈲　本の選択の態度とその基準　　　（4｝読書の場所

　　㈲　愛読：書の種類と傾晦　　　　　⑥　読書活動の有無（質問e／P・一ト）

　　（？）閲読状態　　　　　　　　　　　（8）希鶉鷹i書の種類と傾向

　　（9）読む態度や種類の変化の嶽覚

　調査三星は3・4年はとんど岡じだが，4年では，3年からの発達，4年の

特性が掘餐できるように配慮してある。（調査票は巻末付録参照）

　　　　　　　　　　B　どんな本を読んでいるか

　1．　読む本の種類と範闘

　中学年の児童たちが，好んで読む本の種類は何か。家庭調査の結果では，実

験学校は次のようになっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4年）　　　　　　（3年）

　　　　　i　　言曼麹1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9i．Q％　　　　　　　　　　80．　O％

　　　　　2美窪誌麹嚢　　　　　　　75。6　　　90．0
　　　　　3　　童葱雪・物言鐸●づ、説妻ミ頁　　　　　　　　　　　　48．9　　　　　　　　　　　57、5

　　　　　　　　　　　　　　　　　31S
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to．　0
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　これによると，漫画が雑誌と1位を争い，入門期。低学年のころに上位にあ

った童話・物語・小説類が3位になり，その代り冒険・探検記や参考書類が読

まれるようになったこと，少しずつではあるが，読書範囲が拡張されてきたこ

とがわかる。これは，児童の読む本を種類別にすると，どういう類のものを好

．むかを類別にあげてもらったのであるが，協力学校でも，大体毛様の回答であ

った。

　　　　　　　　　好んで読む本の種類　　　　　　　　　　3年　（家腱調査，
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　このように好んで読む本を種類別にあげてみると，学校によって読書傾向に

多少の特異性はあるが，大勢は地域差がほとんどみられず，共通した傾向をも

っていることがわかる。ただ農山村の方が，都市部に比べると，参考需類が少
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ないという程度の差である。それでは，入門期や低学年に冤ちれた雑誌以外の

麟物の地域差はなくなったのかというと，大ざっぱに、種類や範囲を傾向的に

数量的に見た場合と違い，書物の入手に伴なう地域性がまだ残っていることが

認められた。ことに，童詣・物語・小説類，参考書などにそれが多い。しかし，

そうした地域差を超えて，児董の読霧範囲，傾向が，同じ方向に向いていくと

ころに，中学：年の聴徴があるように思われる。

　なお，この調査と絹まって児童霞身に答えてもらった読書の種類や傾向と比

較すると，おもしろい。「このごろ読んだ本のなかで，どんなのがすきでした

かQそのなまえ2さつをかいてください。」（本の名前を忘れたら，どんな種類

のも㊧かをかかせた。）これに対する児童の答えは，次のようである。

　　　　　　　　　最近読んだ，好きな本　　　　　　　　4年　（児童調査）

墨　　　嵐話
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　これによると，たくさん読まれた本が，必ずしも，印象強く受けとられたり．

魅力があったり，好もしい本として児童に愛好されているとはかぎらないとい

うことがわかる。多く読まれる種類が，最もよいものとして支持されていると

は限らないというこの現象から，次のようなことが考察されるQ

　たとえば，たくさん読まれたものの種類別では，雑誌や漫爾であったが，i

きな本という感銘は，それらからはあまり受けておらず，童話・物語の名作晶

が菖位になっている。このことは，この時期の児童の読書の価値意識が，育て

られていることを物語るものと思われる。読書する理由に対して，価値意識の

あることが認められたが，それは，好きな本にもあらわれているのであるe漫

画の多読も，むしろ児童なりのリクリエーションとして読み流されてしまうわ

けである。その他は，大体家庭でみかける傾向と隅じである。
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　なお，』同時に調べた，児童が現在，いちばん読んでみたい希望の本は，下表

のようで，

　　　　　　　　　　　　　読みたい本　　　　　　　　4年（児童調査）

話
語
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好きだった本と大体同じ傾向である。漫画や雑誌の数が，さらに減っているこ

と，男女差が際立っていることなどが厨につく。ことに実験学校では，女児は

悲しい物語，少女小説を希望するものが多く，男児は，反対に勇ましい冒険・

探検物語を希望している。

　それでは，中学年の児童たちのこうした読書傾向が，具体醐こはどうなのか

をみよう。

　1　童話・物語　58M｝（）内の数字は人数。ただし1人の場合は省略。以下岡じ。

男24種・・冊（C印は，男女ともに読んだもの）i
女 30種　　32｛1｛｝

　赤い鳥名作集

　有三少奪・文選

　小公子

　家なき子

　巌窟王

○イソ・ソプ物語（2）

　ストジソiごベリ

ニルスのふしぎ
な旅

北欧灘謡集

仔麗物語

蒜の小人

西遊記

　水溜伝

○わんわん物語（2）

○イエスさま（2）

　人形とお月さま

　小ぼうしのすも
　う

　木の下の宝．

　赤い惑星の少年
　（2）

　少川重．姿三≡三匹1鑓冥2）

　城北だよリ

　ファーブルの昆
　虫記

クオレ物語

アンデルセン物語
（2）

ピー・一ター／ミソ

マッチ売りの少女

シンデレラ姫

ジェイソ・エヤ

ゼソダ城のとりこ

ヴェニスの商人

トルストイ物語

リや王物語

八犬伝

名作物語

たのしい戯話

新しい童話

子供文学

白鳥の湖

宇治拾遺物語

やん坊にん坊とん
坊（2）

ろば物語

嵐に咲く花

輪の明星

美しき妹

涙の母子草

天使のひとみ

心の花たば

きりの中の顔
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「最近（2か月間）にどんな本を読んでいますか。」の問いに，実験学校の4年

生が読んだ本として家入があげたものは前ページの表のようであるが，さら

に，児童が好きな本，談iみたい本として答えたものを補いながらみると，次の

ようである。

　低学年の同類のものに比べると，かなり，上級向きになっていること，男児

と女児との好みが，前よりさらにはっきりわかれてきたこと，女児では，名作

の少年少女文学と共に，新しく，いわゆる少女小説という愛読書が，急激に増

加してきたこと，少しではあるが，目本の古典をもとにしたよみものなどにも

関心がむいてきたことなどがあげられよう。

　児童が好きだと認めた本で，これら以外のおもなものをあげると，

　「＝一ベルンゲソ物語」「せむしの子馬1「赤い惑星の少年」㈲（男児），「ケ

ティ物語」（女児）などや，「四竹桃の花咲けば」「花よりも美しく」「まりのゆ

くえ」「偉千鳥」（女児）などがある。読みたい本では，女児の「かわいそうな

本jg人が，具体的に霧名をあげてはいないが，少女小説的なものであること

が想像される◎

　女児愛好の少女小説の一群は別として，童話・物語類が上級向きになったこ

とは，他の協力学校でも著しく冒立ち，地方の都市にあるC絞0校などにも，

多くの名作物語が，読んだ本，読みたい本として列挙されている。

　ピノキオ，イワンの馬鹿，足ながおじさん，ジャングル物語，三民士（男児）

　しあわせな王子，乞食と王子，あ工無情，アルプスの少女，にんじん，ハムレット，

　白雪姫，人魚姫，若草物語，ノートルダム物語（女児）

　ただこの種のものになると，農村地方では，やや種類が，量的にも質的にも

乏しい回向がある。実験学校に見られた男女差は，偬校でもはっきり現われて

いる。なお，日本の古典も，だんだん読まれるようになっていて，日本神話，

平家物語，義経記，弓張月，曾我兄弟，里見八丁伝，少年少女古典文学全集，

古典とまではいかないが，太閣記，白菊物語などもあって，全体として，外国

の名作ものが多い中に，昔詣・おとぎ話の類から一段高い廼本書典が，なかま

入りをしつつあることが匿立つ。現代の日本の童話・物語類は外国の作贔に比

べると：墨：の上では少ない。
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　「のんちゃん雲にのる」「由雪先生」「ひろすけ童話集」などが愛好されてい

る。

ただ，いわゆる悲しいよみもの，少女小説となると，数がふえてくる。なお，

このほかに，ラジナの人気番組であった作贔，「オテナの塔」「七つの誓い」

「ぎゃらむの洞窟」や，ちゃんばらもの的な一群のよみものもみられた。

　　　　　　　　　　　　2　漫　画　　　　46冊

男 14種　 2正昼野 女 24種　25用｝

鉄腕アトム（2）

人工衛星第1号
豊失ノ＼28・考・

原子天馬団

ロック冨険記

少年児雷也

まんが大学

鉗ラレデソシ

…
ん

事
“作名（士鋒一一

し、カミくり君（2）

白星くん

だるまさん

ミッキ・イとi薫入

まんが⑥

が）

つばなり剣士

ミ

1樹海物語（名作ま
んが）

階黎語

t小公女

i必ずきん
ミ

i狐の裁判
ミ

1花よりも美しく
縁りのゆくえ
iまんが（2｝

麿険だん齋

たぬきちゃん物語

さざえさん

すみれさん

ぽくちゃん

とん子ちゃん

ひばり姫

ゆかいな金ちギん

赤いカナリヤ

四脚の小天狗

びっくり人形

さるとび佐助

学友日記

マリーちゃん鱈部
へ行く

　低学年で愛読された漫画が，生活漫画や，時代漫藤，賢険・探検漫爵で，入

門期のころより，読書興味の上で，一i段の発達がみられたが，中学年でも，同

様の傾向で，愛読されている。ただ，男児では，蒔世を反映して，科学的な興

味をおりこんだ，科学漫爾が多くなったこと，女児では，名作物語を漫溺化し

た名作漫画が多く愛読されていることが鷺立つほか，やはり，生活漫繭が多く

読まれているQなお，生活漫画の中では，「さざえさん」やfくりちゃん」「ヨ

ウちゃん」などのように，それらの登場人物の行動におかしみを感ずるという

一群のほかに，野球漫画，柔道漫画などと銘をうたれている一群の漫薦もあっ

て，たとえば，「ライナーくん」のように，昔なら，少年小説の主人公として澱

躍する正義純情な人物を，漫画形式で扱っているものがある。、実験学校の男児

丁が，「読書ノー5」で，漫画の読後感に，いつも，ドためになった。」「あそ

こがよいとおもった。」などと詑入したわけもここにあるのであって，名作漫爾

もそうであるが，絵と登場人物の会話が主になって構成されるこれらの文表現
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ぽかりになじんでいると，多読するわりに交引力とぐに漢字の書字力や文章表

現力，読解能力などの上で，バランスのとれた正しい能力がつかないのではな

いかという懸念も生ずる。事実，漫画だけを特に読んでいた，署語能力下位の

A女は，ある期閥，会話だけから成る幼稚な作文を書いていたことがあった。

　実験学校で，よかった漫画としてあげられたものは

　　男

　　マンガ大学　　　　鉄腕アトム

　　本とうくん　　　いがぐりくん

　　黒帯くん　　　　ポッポちゃん

　　クリちゃん

で，児童の好きな漫画の実態がわかる。

：女

とどろき先生　　　　こまちゃん

ちどりちゃん　　　　ちぐさちK“ん

ア■n　・一1ちゃん　　　さざえさん（2）

あまからきょうだい　おちゃひめ

　協力油絞でも，ほとんどこれと同様であるが，ただ，「若様小天狗」「怪力頼

光」「はやぶさ頭巾」「一心太助」「月丸一平」「弥次さん喜多さん」「雷電」「三

日月天狗，jなどのいわゆる時代漫画が，よかったという本の中に加えられてい

ることが，M立つ差である。

　　　　　　　　　　　　3　　冒1倹．探検言己15｛貿｝

男　　13種　15冊 （女　0）

ロビンソン漂流記

希望丹の冒険（2）

讐｛宙探検220　日

少年ケニヤ

・径ノ＼パイpeツト

ノソ＝の習険

少年火星探検隊（2）

南極へ

少年タイガー

ハックルベリーの蟹険

月世界探検

緑の宇宙人

ソロモンの洞窟

　冒険・探検記の類を愛読するのは，中学年での一つの特徴である。実験学校

では，漫画でもそうであったが，時世反映の宇憲探検に大方の興味が動いてい

koしかし協力学校では，「宝島」「ガリバー旅行記」など，名作の方が主であ

る。そして，実験・協力校ともに，男児が圧倒的に多く，童謡・物語類が女児

に多く愛好されているのと対照をなしている。読書内容に性別がはっきり現わ

れだすのは，中学年の段階からといえる。

　読後の印象の強かったものでは，以上のほかに，「アマゾンの秘宝」や，探

偵の本があげられ（実験学校），読みたい本に，男女とも「探偵もの」（実験学

校男11人女4人）をあげている。「怪奇四十顧相」「二十薗相」など探慎ものに
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輿味と関心がよせられるようになったのは，児童の推理力や判断力が進歩して

きた徴候であり，この探偵ものの登場は，中学年の読書の種類の新しい一つの

豪酒微とし、えよう0

　　　　　　　　　　　　　4　伝　記　　10冊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＊は伝記に準ずるもの）

男 2豹重　 2iH｝ 女 8種　8冊

8撫11i熱演縢言 ワット

モr・umツアルト

野購英1猛

伝需Lr類は，低学年からぽつぽつ読まれていたが，中学年になると，重甑の方

向をとり，また人物の領域が拡張されてくる。

　読後感銘を受けたものでは，

　〔実験学校］

　　リンカーン，　ニュートン（男児），二tt．「金次」曳罪5， 八重］二藤樹（女鯛三）

　〔YYJブコ学校〕

　　豊臣秀吉，二宮金次郎，ナポレオン，リンカーン，＝？　s一リー夫人伝（男児），

　　野口英世，エジソン（劣・女児），シx一ベルト（女児）

　などで，政治，科学，医学，文学，音楽など，種々の分野の人々に関心・興

味がよせられていることがわかる。野口英世，＝1ジソン，リンカーンなどは，

特に愛読者が多い。なお，荒木又右御門，塚原ト伝といった講談的な人物を扱

ったものが，この期の男児に，かなり愛読されていることも，一つの特色とし

てあげられよう。読みたい本に，柳生十兵衛（協力学校）をあげたものもある。

　特定の人名をあげていないが，「偉人倒（男7人・女4人）として，まとま

って読みたい本にあげられる力をももっている。

　　　　　　　　　5　理科・祉会科に関するもの　　4冊

ヨ
ンダ 3種　3極｝ 女 1種　三冊

工作の手引

切手なんでも号

昆虫図鑑 なぜだろう・なぜかしら　四年上

　濡事が答えた読書の屡駒の理由として，学校では得られない，いろいろな知

識を得るためというのが，かなり多くあげられていたが，そういう意味での読
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書領域もかなり拡がっていることがわかる。協力学校でも，「社会科見学國

鑑」「世界の地理」「図工ブヅク」「学習年鑑」などがあげられてし・るし，rなぜ

だろう・なぜかしら」は，協力学校4校からの回答：があった。

　直接，児童がよかった本としてあげたものには，

　〔実験学校〕

　　人工衛星，宇宙物語，宇宿の秘密

　　おもしろい社会，山の略報，発明発見物語（男児）

　〔協力学校〕

　　図顧工作（男児）

などがあり，さらに，希望書としては，

　嘆験学校〕

　　白い大睦（2），細菌の本，バクテリア

　　世界の移り変り（男児）

　　天文の本，火の起源（女児）

　〔協力学校〕

　　強吟の歴史の本，発朗・発晃の本

　　医学の勉強のための本，実験に役立つ本（男児）

などがあげられている。

　社会科・理科に関するもの以外にも，

　　写真の本，柔道の本（協力学校・男児）

などの趣味やスポーツのための本，

　　作文集，たのしい児童麟（協力学校・女児）

などの学習に関する参考書などもある。

　童話物語・漫画・雑誌などの量には及ばないが，これらからでも，児童が自

己の興味・趣味。関心・必要などに応じて，本を選んで読む態度と能力のつい

てきた駿階に達していることが認められる。

　　　　　　　　　　　　　　　6：自選誌、83柵

男 13種　39柵 女 12種　44冊

○小学四年生

　少年クラブ

　少　年

　　　男　女
（二6）一一（8●8）　　なカtSよし

（1）　　　　　少女ブック

（3）　　　　　少女

　　　　　　32・6

（9）

（8）

（7）



○幼年グラブ

　少年画報

○おもしろブック

　漫画王

　留険王

○科学クラブ

　朝Hグラフ

　子供の科学

　おもしろい社会科

　四年の学習

（5）一（i｝　．　1）

（1）

（8）一一（6．　1）

（4）

（4）

（　5　）一一一一一一　（4　・　2）

（1）

（エ）

（1）

（1）

；りぼん　　　　　　（3）
　

i謬蓬　1鴛
　

iたのしい一年生　　（1）

i小学生の科学　　　（1）

これらの閲読状態は，

きまってとっている

ときどき買う

借りてくる

その勉

男

14人

14

6

5

女

25人

6

11

2

計

39人

20

17

7

　（中学年でも，低学年岡様，「漫画王・留険王」のような娯楽本位の雑誌は，

　tt’Plgで購読しないで，借り読みをする率が高くなっている。）

　いわゆる学習酌な雑誌のほかに，娯楽本位の雑誌が多く読まれ，雑誌の種類

も多種多様になるという低学年の徴候がいっそうきわだってきたこと，科学系

統の少年向きの雑誌が多く読まれていることが目立っている。

　ことに後者は男兜に多く，また，中学年になると，雑誌閲読の男女差もかな

り出てくる。協力学校でも，学習向きの雑誌，娯楽雑誌等の閲読状態は，ほぼ

囲様で，ここにあげた諸雑誌のほかに，

　　　ぼくら　野球少年　少年王　痛快M　漫爾少年　少年家の光

などが加えられるQ

　ただ，協力学校では，実験学校にみられたような，少年向きの専門雑誌，た

とえば科学クラブのようなものは，読まれていない。従来，地域差があまりみ

られなかった雑誌に，中学年になってから，かえって上のようなある種の地域

差が見られるのである6

以上，実験・協力学校の4年を巾心に，読書の種類と範闘を見てきたのであ

るが，3年ではどうであろうか。
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α）読む本の種類の変化

　3年と4年とでは，読書の態度や読む本の種類に変化があるか否かをたずね

た場合，児童自身では，読む態度も読む本の種類も変ったと70％ほど（平均）

のものが答えている。（「読書態度の変化」の項参照）

　実験学校では
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という臼己観察である0

　3年の読書調査で，最近読んで好きな本及び読んでみたいと思う本を児童に
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読みたい本 3年　 （児輩調査）
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あげさせたのが，以上の二つの表である。

　これと，前掲の4年の場合（320ページ）と比較してみると，その種類や範囲

も燈下には，あまり変化が認められない（、ただ，3年の方が，雑誌に対する読

後の印象や感銘が強いようである。これは，雑誌と単行本のどちらが好きかを

たずねた場余，3年では雑誌が多く，4年では逆に単行本となっていたのと一

致している。また，質的，内容的1こみても，3年では，童話・物語の類に，ま

だ，一寸法師，桃太郎，俵藤太，牛藩究（協力学校H校）など，低学年で愛読

された絵物語式のものが残存していたり，4年の女児に多かった少女小説がそ

れほど多く読まれたり，読みたがられたりはしていない。伝記でも，

　二宮金次郎，渡辺華墨，畑江藤樹，源義経，八幡太郎義家，左甚五郎，野口英世，エ

　ジソソ，ナイチソゲ～ル，ワシントン，ベーブルース，＝ユ・一一トソ，キュリー夫人

などいろいろあるが，低学年と4年との中間的な免彩も感じられる。

　社会科・理科その他の教科に関するものでは，

　〔読んでよかった本〕　地球と宇宙（実験学校），みんなの世界，村にダムがで

　　きる，子供頁科図鑑（協力学校）

　〔読みたい本〕　臼本の交通，おもしろい算数，工作の本，みんなの幸禰，野

　　球の本，すもうの本，3年の作文（協力学校）

など，広い範囲にわたって参考書が求められており，これが4年へとさらに発

展していることがわかる。

　雑誌類では，学習向きのもの，娯楽専溺のものともによく愛読されている◎
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ただ，4年にみられた子供むきの専門雑誌はまだ読まれていない。

　漫画は，3・4年あまり変っていない。生活漫画が愛読されている。

（2）短いよみものから長いよみものへ

　家人が認めた読書態度の変化の一つに，長いものが読めるようになったとあ

・fgがrこのことは畝の数字によ・ても裏づけられる・

　　　　　　　　　（児童調査）　「長いものがたりと，みじかいお話とではど
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　　　　　　　　　　長いのはあきる4．4％という状態で，言語能力・読書

能力の低いものにみられた。（実験学校，4年・児童用）

（3）雑誌と単行本

　これと関連するものに雑誌と単行本がある。「ざっしといっさつのまとまつ
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　　　という内訳がある。

　　　その他では，単行本の方が経済的という餐もあった。

　雑誌をあげる理由は，分量よりも，続きものに対する期待，たのしみ，ま
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　　　　　雑誌のすきな理由　　　　　　　　　まとまった本のすきな理由
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4年では，その他に　長編のものを読み逓す（男1）
　　　　　　読後，感激したり批判したりする。　（女1）

　　　のような家庭からの記入もあった（

　　　　　　　　　　　　　　　R．t’｝一v



て，家庭で認められた読醤態度の変化は前表のようであった。

　低学年，2年のころに，すでに，わからない字をぎいたり（54．3％），向分で

読むようになったり（58。7％），読んだことを話したり（4i．3％），1年のころと

比べて本を多く読むようになったり（47．8％）して，籏極的な読書態度になっ

てきたことが見うけられたが，この態度は，中学年になって，いっそう発達し

てきていることがわかる。

　中学年では，わからない：文字を聞くよりも，わからない語の意味を聞くもの

の数がましてきたこと，長く続けて読むことができるようになったこと，以前

より本が好きになったこと，本をかりるようになったこと，読む本の種類がき

まりだしたこと，同時に読む本の種類が広くなってきたことなどが隣立ってお

り，特徴としてあげられよう。ことに4年生になると，読んだことを自分の生

活の中にとり入れるような読み方がされ始めていることが淀意される。そして

これらの特徴は，各調査項目で，改めてたずねた場合にも等しく，数量的に裏

づけられており，また，中学年の他の雷語能力の発達にてらして考えても認め

られるものである。

　家人のこうした観察ぽかりでなく，児童自身も，下表のように読書態度の変

ってきたことを認めている。

　中学年での重罪の態度や実態を次にみよう。

　輿験学校でも，協力学校でも，低学年のころと比べて，中学年になって「本

を読まなくなった」というものはほとんどいない。児童に直接，平岡の好きき

　読書態度の変化の意識　4年（児童調査）　らいを問い・ぎらいな人は・なぜき
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読む雑誌などのよみものには，多くルビがほどこされており，すでにひらがな

は一応マスターしたので，読むことはできるが，あまり児童むきでない語いが

児童雑誌やよみものに，相当提出されていることによると思われる。中学年に

なって，読書態度の変化で，むずかしい語の意味をたずねるようになったと家

人が認めたのも，このためであろう。

　　　　　　　　読：書のぎらいな理由（好きな入は除く）　　　　　（児童調査）

験
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　2，　読書の興味と時間

　低学年のころに，すでに読書に澱する興味をもっているものは，実験学校で

70％（非常にすきな方15．　6％，すきな方57．8％）に達し，学習のため以外に

本を読む時聞も，毎日平均して30分以上の煮が77％という数を示していたが，

中学年の段階になると，これは，いっそう上回ってきて，読書の愛好の度禽が

　　　　　　　　　　　　　実　　験　　学　　校　　　　　　　　（家薩調査）

3　年 4　年
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本を読むことが非常にi

よくわからない

きらい

無箸

　　　　　　　　　1

人i

，g

g
？
I
　i’

人
5
2
2
1
G
i

・・鉱・i・・舐・織・

幽・i
22　1　S5．　0　i

iii：iel

：トll

　I

∩
◎
6
ド
）
O
O
（
）

，21

，
18
16
1

・20（

14　1　31．1

20　1　44．　4

1玉　24．4

01　O
el　o
ol　e

334



強化されてきている。

　この数字は，低学年の場合と同様，家人が，自家の子供たちへの読書態度の

評価であったが，児童自身の同答（意識）ではもっと高くなっている。これが

児童も，中学年ともなれば，読書好きなことに価値感を認めての解答なのか，

どうか，それをも含めているとしても，そのことは，読書に対する価値意識の

ついてきFた証明であるし，また学校での遊び時間での所見や，児童の平素の読

書状態をみても，かなり儒用してよい数字である。

　　　　　　　　　　　　　実　　験　　学　　校　　　　　　　　（児董調査）、

蛇
漢
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＼
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　協力学校でも，中学年になると読書の興味は急激に高くなっている。しかし

実験学校や，一締の協力校のように，中学年の段階でも，さらに興味の発達上

昇がみられるのに対して，4年頃は低下した学校も少なくない。しかし，毎属

読書する率は増加しているから，興味の意識はともかくとして，実質的には，

発達していることがわかる。

　　　　　　　　　　　　読書のすききらいと，その度合　　　　　（児童調査）

　すき“　　きらい

　’学

攣＼年
校　’＼

験

　
C
O
F
H
K
N

実

とてもす
き ふつう
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実　　験　　学　　校 （家麩調査）
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　読書に対する興殊が高まってきた結果，読書時間数も当然ふえてきている。

しかも，これは中学年でも3年よりは4年へと学年が進むほど増加している。

4年では，実に1濤平均読書時間85．8分という数字である。（3年82．7分）読

書時闘の増加は，実験学校ばかりでなく，協力学校でも，一様に伸びている。

　なお，読書する時では，実験・協力校とも，に就寝前のころがいちばん多く，

35％～40劣台，次が，ひまさえあればいつでも，夕食後（ともに30％～33％）

の順で夕食前や下校直後はわりあい少ない。（10％～20％台）

’このように読書の興味，読書時間数ともに，中学年での写しい発達ぶりがみ

られるが，それを裏づけるのが次の現象である。

　（1）本を借りる

　子洪達は。自分の本だけではその読書欲を満足させることができないで他か
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実　　験　　学　　校 （家縫調査）

3　年

よくかりる

ときどきかりる

かりない
（あまりかりない）

　勇
G9人）

　9
（5）
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（8）

　o
（6）
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h
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（）内は，実験学校児童胴の調査の結果を示す。

（児童調査）
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16．　0

31．　1

20．　8

29．5

7．　3

25．　0
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・年1・年

46．　8

5LO
55．3

50．　0

75．0

64．　7

66．　0

60．　0

47．　9

47．　7

46．　3

65．　6

56．　8

あまりかり
ない

　　　

3年i4年
　　E

31．9

31．4

21．3

34．　8

12．　5

7．　8

18．　0

8．　9

31．2

18．　2

46．　3

9．　4

6．　8

も多少の関係がありそうである。ただ爾調査とも，

と積極酌になっている点では一致している。

　これらのさかんな読書欲をみたすための：本をどこから借りるかをみると，友

人が圧倒的に多いこと，4年生になると，貸本屋に進出するようになることな

どが，わかる。（塚庭，児童両プ」から）

　児童の読書環境をなすものが，家庭と学校とだけではないということ，むし

ろ，友人との聞にある環境の方が大きいということは，読書指導の上で，知っ

ておかなければならないことである。協力学校でも，この傾向は同じであるQ

ただ概して，都会地に近い地域の方が，貸本屋を利用する数がふえていること

が穆立った。また，協力学校でも，3年よりは，4年の方に貸本屋利驚がふえ

ており，このことも，読書興味の増犬を証明している。
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ら本を結りて読むようになる

が，中学年ではそうした態度が，

だんだん積極R勺になり，増戸に

なってくることが，上の蓑でも

わかる。かりる度合の判定につ

いては，家庭での見込みの方

が，児童自身が答えた数よりも

高いが，「かりない」「あまりか

りない」の解答項穏のちがいに

　　3年よりは，さらに4年へ



（児童調査）

かりる所

学
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　　　家庭からの回答もこれとほぼ隅じ。ただ実験校，C校をはじめ，飽の2，3校
　　とも，友人からかりる数が家庭回答の方が多かったのは，家入が，友人からか
　　りた本をも学校からのものと思いこんだためであろう。

　（2）読書の意義の翻覚

　以上で，読書の興味や時間の増大が数量的にたしかめられたが，このころの

児童はいったいどのような立場から読書しているのであろうか。．「あなたは，

なぜ，学校のべんきょうのほかに本をよむのですか。」の問いに対して，児童が

めいめい寵算したのを整理すると，次のようである。

　　　　　　　　　　　　　　読響をする理由　　　　　　　　　（児童調査〉
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　これによると，単におもしろいから，本がすきだから，さびしい，ひまをま

ぎらすためになどの，娯楽のための読み，レクリエーションのための読みのほ

かに，いろいろの新しい知識を得ようとする，知識補充のため教養のために読

書するという読書意識がついてきたこと，召的をもって，読書する態度がつい

てきたことがわかる。しかも，この項思では，霞由に児童に記入させたのであ

るが，4年になると，読書をする理慮が，さらに他の人に話すという翻的のた

めであったり，ひま，淋しさをまぎらすためであったりなど，細かに分析され

ているのも，この段階での読書意識のはっきりしてきたことを物語るものとし

て，おもしろい。協力学校でも，やや低い段階の理由もみうけられるが，金体

としては，実験学校と岡様の読書意識があることがわかる。

　そして，こうした意識のもとに，それぞれの璽的をもって読唱：された結果，

相応の読後の満足感が得られているのである。

　　　　　　　　　　　　　読轡の効罵　　　　　　　　　　　　（鷺童調査）

1＼効溺
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28．　0
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かった 肇驚捌墜蹴i
3年　　4年　　3年

46．　8

15．7

6．4
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45。乏

34．　0

46．7
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　　i2zg P
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lil一，　il

s．　6，　1’

IL41111
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2・　6．0

　　’
4年

40．　0

31．2

22．　7

7．3

9．4

22．7

「あなたは今まで，本を読んで，どんなことでよかったと思いますか。」の問い

に対して，児童は一様に，その効用を認めている。娯楽としての読書の効用に

対して，知識教養のために，読書が，欠くことのできないものであるという読

書の価値意識は，中学年の段階で，十分つくようである。また，このことが，

逆にラ前の読書の理由となって現われてもいるのである。

　（3）本の選択

　本の選択は，入門期では，ほとんど家人の手に任せられており，2年になって
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本の選択 （家庭調査）

汽＼子供
憲矧・年｝・年

　　　　eO6e
笑験　22．5

C　139．6

01T
F　13L8
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3年．4年． 3年巨年
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27．　5
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31．4

　．Oi6
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iZ9
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2・　7．3
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47．　5

43．　7

29．　5

6．　3

34．　O

t15．　1

　蒐
46．　7

44．　9

41．9

43．　6

37．5

29．5

も、家人が主体で，子供の自主約

な立場からの選択はされていな

かった。ただ選択に対する溜塗

が親たちに．認められているとい

う段踏であった。それが中学年

では，徐々に子供が選択する傾

向になっていることがわかる。

4年になると家人が選ぶよりも，

児童の選ぶ方がやや多くなり，

あとは，両方で絹解し合う形をとっている。本の購買という経済礪から、家人の

発言の方がまだ大きくひびくからでもあろうが，子供たちが読む本を選択しよ

うという力は，中学年になると，つき始めてくるとみてよい。それが言いすぎ

なら少なくとも本を選択しようという態度はある程度できていると思われる。

　fあなたは読む本を選ぶとき，どうしてきめますか。」の問いに対して，子供

たちは，実験学校・協力学校ともに，次の表のように筈えている。

　　　　　　　　　　　　　本の選択　　　　　　　　　　　　　（児童調査）
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H
K
N

実 　0
17．　6

2。至

2玉．7

　0
5．　9

12．　0

4．4

　0
6．　8

2．　4

6．　3

2．　2

・剣・年

el　0
3．91　2．1

6．4i　2．2

15．2

i
i
i
g o

1

2．4

6．　3

2．2

友人がすす
めるから

・剣・年

　o

　o

　o

2．2

　0

3．　9

6．　0

4
轟
0
2
（
）
3
5

4
・
　

2
　
！
0
4
．

も
思

お
と
ら

で
い
か

分
う
た

白
桝
し
つ

・坤年
66．　0

23．　6

53．　2

58．　9

34．　4

54．　9

46．　0

84．　4

39．　6

47．　7

85．　4

59．　4

56．　8

こ
て
ら

し
㌧
L
刀

た
か
た

り
が
つ

知
と
あ

・年i聯

31．9

54．　9

34．　0

2．2

53．　1

31．4

34．　0

57．　8

60．　4

38．　6

24．　4

2正。9

3L8

　象人，先生，友人など，他からすすめられて，読む本の選択をする影戯は，

意外に少なく，憲分の娯楽や知識欲を満足させるために選択するという自主的

な態度をとっていることがわかるQそして，これは，前に冤た，読書をする理

由，読慰について児童が認めた効用とも一致するものである。
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　それでは，自分で読む本を選択する場合，どこに重点をおくかをkずねてみ

ると，表紙やさし絵などの外形的な点より，分：i煮とか，内容のおもしろさとか

内容的な面に南蛮するようになってきていることがわかる。
　　Lt．t’
　　　　　　　　　　　　　本をえらぶ時の墓準　　　　　　　　　（児童調査）

濠聖陣がきれ

年4年3喫
学
校
．

験

C
O
F
H
K
N

実 2．　1

　0
4．　3

6．　5

　0
3．　9

4．　0

2．　2

2．　1

4．　5

　0

5．9

2．　2

絵が多い

・痢・年

4．　3

9．　8

8．　5

10．　9

12．　5

3．9

12．　0

4．　4

6．　2

4．　5

正9．5

8．　8

2．　2

すぐよめそ
うだ

　　ロ
・年い年

8．　5

25．5

10．　6

13．0

12．　5

29．　4

12．　0

15．　6

4．　2

1L4
34。玉

il．7

4．　5

長くてよみ
でがある

3年巨年
　　］

5L1
39．　2

48．　9

69．　6

62．　5

39．　2

58．　0

46．　7

70．　8

52．3

39．　0

44．　1

50．　0

その他

・坤年
27．　7

17．　6

12．9

　0
12．　5

21．6

8．0

35．　6

43．　7

36．　4

Z3－
8．　8

34．　1

　その他の理由では，「偉い人のことがわかる」（実験学校男児），「町回学のこ

とがわかる」（岡・男児），「ためになりそう」「かわいそうな話の書いてある本

だからj（同・女児），「すきな漫画がかいてある」（同・男児）など，それぞれ

臼分の興味，関心や好みの対象であることがあげられている。中には，　「ちゃ

んばらが書いてある」（協力学絞・男児）などもあって，自主的に選ぶことが，

すべて好ましい態度であるとはいえないが，少なくとも，禽分で選択しようと

いう態度はついているのである。良書に対する臼を開けてやれば，中学年の児

童は，もう，自分なりに，晦分の読む本を選定しようという意欲と態度がある

のである。

　本の選択を自主酌にしょうとする態度がついてきている中学年では，読み方

も臼然自主的になってくる。家庭からよせられた読書態度の変化の中にも「自

分で読むようになる」ということが，強く出ていたが，この自分で読むという

態度は，低学年の時に，すでに一つの特徴としてあらわれたものであった。

　　　　2年　いつもひとりで読む　　　　　　　　　　53・3％

　　　　　　ひとりで読んだり，読んでもらったり　　46．7％

　　　　　　いつも読んでもらう　　　　　　　　　0

　しかし，中学年になると，いつもひとりで読むものが90％台になっており（協
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力・H狡を除く），4年になれぽ，ひとりで読む能力も十分ついてきていること

がわかる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（家庭調沓）

難
・
…
K

いつもひとりで
よむ ㌶擁曾『

だ
っ

ん
ら

よ
も

で
で

り
ん

と
よ
り

ひ
り
た

3年　　　4年　　　3年　　　4年

　％1
82．　5

85．　4

8L8
84．　4

78．　Q

78．　4

　fei5
91．　1

93．9

95．3

92．　3

8L3
乏OQ

　．O’e／

　o

　o

　b

1．3

2．O

　o

3年　　4年

％
0
0
0
0
0
0

　％
重5．0

！2．　5

18．　2

3．　1

14．0

正7．6

　206e

6．　7

4書正

　0
5．正

3．　1

．o

友だちといっし
ょによむ

　　ユ
3囲い年
、．多i　多

難　、．．1

－1　4．7

　0i　2．6

9．4i　6．3

4．ei　e
3．91　一
　　1

　丸だ，このように自力で読書する能力がついてきたためか，読書に伴なう，

質問や，読んだことを家人に価したり，幼い人たちに読んでやったりという付

帯活動が，中学年になると，足ぶみの状態，または，下降状態になっている。

　　　　　　　　　　　　　実験・協力学校　　　　　　　　　　　（家庭調査）

臨質麟購幅翻・話
1

｝・糟汁・国・年・年・年昨・年

轍
…
釜

so．　e

62．　5

72．　7

53．三

72．　0

68．　0

？9i：ligi：ig2i：liii？

74．　4i　一1　3Z　21　一

79．　51　27．　3117．　91　63．　6

gil，3Eglgl；i18，igi18

L’ P511gl’iL’lgg17

55．6

61．2

62．　8

61．5

59．　4

65．　9

正2．5

47．　9

36．　4

46．　9

30．　0

31．3

42．　2

36．　7

39．　5

35．　9

37．5

34．　1

幼い人に
読んでや
る

瑚・年

40．　0

22．　9

54．　5

56．　3

26．　0

35．　3

31。三

30．　6

39．　5

33．3

46．　9

3L8

総勢篠がい

・三雲癖年
25．　0

35．　4

正8．2

37．5

32．　0

23．5

1才喉l

e？・　9i　2Z・　？1　23・i

25．　O　　i’　？1　25．0

34・正40・0 P3生1

ww戟@3g．　21，　一

　家人に質問するということは，わからない語の意味をたずねるという中学年

の読書態度の一つの特徴なども加わって，一応，低学年よりも，活発であり，

3年よりは4年へと上昇しているが，　（実験学校では，足ぶみ）読んだことを

家入に話すという態度は，3年あたりまでが絶頂で，あとは，それほど，ない

ようである。霞己を中心とした読書態度，読書力の充実のために，読んだこと
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を話したり幼い人たちに読んできかせるといった，伽こ鋤きかける活動が，し

ばらく休止状態になるのではなかろうか。こうした傾向は，協力学校に比べて

実験学校の方が強いようである。

　　　　　　　　　　　　（児童調査）　　　　　　　　　　　　　　（児蓮調査）篤
＼

実
C
O
F
葺
K
N

いつも話
す

3盆　4壬巳
　a　　　　　　　　轟

2．王

ll．8

17．　0

6．　5

12．　5

9．　8

18．　0

2．2

18．　7

6．　8

　0
9．4

2．2

ときどき
話す

・神経

55．　3

68．　6

53．2

45．　7

46．　9

52．9

52．　0

4＆9

62；　5

56，　8

9二8

46，　9

6L4

あま1）話1

さぬ

坤年
zlO．　OI　i18．　9

19．　61　20．　8

29．　81　43．　2

47．　81　87．　8

40．　61　46．　9

37．　31　36．　4

30．OI　一

実
C
O
F
H
K
N

6．　4

　0
6．4

　0
12．　5

3．　9

2．0

　o

　o

　o

　o

9．4

2．　2

読んだことを
ときどぎノー
Fする

しない

・年國・年・・年1

42．　5

35．　3

40．　4

8．　7

37．5

90．　2

22．0

33．　31　51．Ili　66．　7

72．　91　62．　71　27．　1

z｝5．　51　29．　81　　　　50．　0

・9・・

78．重　　　Ol　i2．　5
　　　　1
63．　61　5．　9i　31．8

　　　　’
　一1　66．　Oi　一
　　　　i

　なお，児童自身に「本で読んだことを，うちの人や友だちに話しますか。」と

たずねた場合，家人の話されたという印象と，子どもたちが話したという意識

の間には，やや差異がみとめられた。また，「本で読んだことをノートなどに

書いておくことがありますか。」の問いに対しては，ときどきするものが，よう

やく多くなり始めている。もっともこの態度は，多く読むことと必ずしも正比

例しないことは，読書ノー曙己入の際にも現われていたし，学校によって非常

に差のあることがわかる。ただ，いつもノートするという人はきわめて少ない。

　学校で，ノートすることを指導しているようなところ（H校）では，総体酌

にこの態度がついている。しかし，読後のメモや感想などを書き記すご2　1・［ll，

態度としては現われていても，習慣として身についたものではなさそうである。

「大事なことだけ，忘2emいように書いておく」　（実験学校。男児雷語能力上

位）というりっぱな態度のものも冤うけられたが，こうした態度は，聚って少

なく，まだ，興味や必要に応じてさかんになり始めた知識欲をみたす，自己中

心的な読書期にようやくはいった毅階であるといえ．よう。

　（4）音読と黙読

　低学年の段階で，すでに，家庭での納戸読みの場合の音読から黙読へ移る時

期的な徴候がみられたが，中学年では，さらにそれが強くなっている。低学年
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では，まだ，音読の域が脱しきれず爾方混合の状態が多かったが，3年では，

音読はなくなって，黙読が，最も優位になり，両方混合がずっとへってくる。

4年になると黙読の習慣のついている養，75．6％に達している。

　　　　　　　　　　　　　実験学校　　　　　　　　　　　　　　（家庭調査）

XX　x＿学年
　　　一一一一”一．．．s．

能　　　男

麓　　女

いつも音読する

いつも黙読する

その時により両
方

唇読する

2年

％

　　i
22．　2

31．1

42．　2

3　年

　男　　女
（19人）（21人）

∩
V
3
4
．
－

0
4
8
0

　　ぢ・・翫・｝％

（
）
7
2
正

　
2
i

　0
67．　5

30．　0

2．　5

4　年
t

（・人）

（
U
ピ
フ
2
0

女
（e入）

－
Q
／
6
2

臥　1
（費｝e人）｝％

　　1

1
4
8
2

　
3

2．　2

75．　6

E7．　8

4．41

　し

　実験学校で行なった音読速度と黙読速度のテストで，黙読速度の方が音読速

度より早くなった時期が，4年3学期であったから，この調査やテスト結果と

にらみ合せて，黙読の力がつき，速度も早くなるのは，中学年後期のころと推

定してもさしっかえなさそう、である。

　なお，音読・黙読の習慣，能力については，協力学校で，陶様の結果がみら

れる。

　　　　　　　　　　　　　協力学校　　　　　　　　　　　　　　（家庭調査）

＼珍謡いつも艦　いつも鰍
…霧蔑」・年囲・年爾・年1・年

C
O
F
H
K

32．　6

33．　3

57．　8

43．　8

48．正

6．2

22．7

28．正

18．　0

8．　21　28．　31　56．　2

14．　01　37．　51　一

28．　21　6．　71　25．　0

21．　9i　9．　31　62．　5

6．8：　15．41　44．0

53．　1

58．重

28．　2

43．　8

47．7

両　方

・年1・坤年

層　読

・年i矧

34．　8

29．　2

31．　1

43．　8

34．　6

22．　9

47．7

3．1

32．　0

26．　51　10．　x＋

27．91　一

43．61　4．5

3正．3　3．1

3tl．　ll　t？．　O

，，12i

　音読・黙読の能力に関して，低学年でみられた一つの問題があった。それは

実験学校，協力学校を通して，女子に比べて男子の方が，黙読能力が早くつい

ているということであった。（協力学校中1校は例外）この現象は，中学年で

はどうなっているかを調べたところ，次表のように相かわらず，男子の方が黙
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4年 （家庭調益）

実験

c

o
F
I｛

1〈

いつも音読

男％i女％

0

12

12．　5

42．　1

13．　3

9．　1

3．　8

4．　2

15．8

15

29．　4

4．　5

黙読
男％｝．女％

78．　9

60

58．3

2i．　1

33．　0

45．　5

73．　1

45．　8

57．　9

35

52．　9

50．　0

両　方

y・　．1女％

IO．　5

24

29．　2

31．6

46．　7

3L8

23．　1

29．　2

26．3

55

17．6

36．　4

唐　読

賜女％
0

4

0

5．　3

0

13．　6

7
7
　
　
　
　6

7
〆
0
ハ
U
O
O
り
）読の習慣や能力がついていることが認められた。これをさらに，音読と黙読の

両速度テストの結果と比べてみると，（4年2学期）

　　実験学校　　　　　　　　男　　　　　　　女

　　　　黙　読　　　　　　　　40．9行　　　　　　38．4行

　　　　皆　 読　　　　　　　　　　　44．9　　　　　　　　　40．8

　　協力学校

　　　　黙読　　　　44．6行　　 40．0行

　　　　音　　 読　　　　　　　　　　　　　　　53．4　　　　　　　　　　　　51．5

というように，実験，協力両校とも，黙読速度は男子の方がはやい。もっともこ

の場合，音読速度も男子の方が早いので，これをもって直ちに断定できないが

しかし，音読技能の男女差を見ると，昔読技能では，女子の方が優位である。

　これら低・中学年に現われた傾向から，黙読・音読と男女差について，発達

　　　　　　　　帝読技能　　　4年！学期　　上なんらかの特徴がありそうで

学校

男女

実験学校

　o
　H
　K
　G
協力学校
　謝’

面

素，点12，【気

に対する
平均点

9．　20

9．　19

8．　67

9．　90

平均傷

7．　gH

76．　7

76．　6

72．　4

82．　5

65．　9

女

素点12点
に対する
平均点

9．　29

9．　37

8．　61

10．　46

8．　9！

・93レ・・巨39

平均％

77．　4

78．　1

71．7

87．　2

74．　2

78．　2

4年2学期は協力学校からの報告がないので，1
学期とした．
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あるということを問題として残

しておぎたい。

　なお，従来読書能力の発達の

一つの徴候として，音読から黙

読に移り，その速度が早くなる

ことがあげられているが，この

限りにおいては，低・中学年を

通して，男子の方が，読書能力

が早くつくといえそうである。



（5）蔵書数

なお，参考京でに，中学年の児童専絹の蔵書を調べたものをあげておくと，

　　　　　　　　　　　　　蔵　書　　　　　　　　　　　4年　（家庭調査）

三越＼鱒．一般割参瀦　絵本1型劃、雑誌　会計

％i　Z19．1
一　り　’　　”‘’：ttttt”

人騰　　17．3
幽数

　　．O／o

c
　　冊

28．　6

Z9

　　％
o
　　冊

26．　2

6．　5

　　％
F

　　冊

　　％
玉｛

　　冊

　　％
K
　　冊

2L2

4．2

38．　6

16．　3

21．7

4．　5

10．0

3．　5

8．　3

2．3

6．　5

L6

35

3．　5

L5

5．　8

互．2

6．　7

2．4

i6．　3

4．5

20．　7

5．　1

13．0

2．　6

14．　7

6．2

14．　9

3．　1

5．9

2．　1

6．　4

L7

6．2

1．5

6．9

1．4

6．　5

2．　8

3．　5

e．7

28．　3

i6．o

40．　8

11．3

52．　4

13．　0

53．　5

10．　5

36．　7

i5．6

54．　1

1L2

i人平均
35．　3　lll｝

27．　7

2Z　7

19．　8

42．4

20．　7

　㈲　農村でのH校として，非當に高い数字を示しているが，1人で660冊という蔵
　　書家（男児）がいるための数宇で，他は，非常に抵い。

上表のような数字になる。ひとりあたりの平均冊数は，かなり地域性を袈わし

ている（H校は除く）ことが，この蓑でわかるQ　（学絞の配列は上から順に，

都市から農村へとなっている。）

　また，3年での児堂の蔵書の平均冊数をみると（協力5校）

　O冊　1～10｛｛｛｝11～20ii｛｝21～3011｛｝3i～50ill｝51～70冊　7i～100冊　100｛i駐以上

　O．9％　21．8％　24．41de　12．　OthO　15．1％　8．4％　L　7％　1．7％

という数字で，20冊前後が大半を占めていることがわかった。

　なお，本を読む場所は実験・協力校ともに自宅が多く，次に学校の図誤館や

教室，友人の家，本屋の順になっているQ

　学校によっては，学校の図書室を多く利用して読んでいるところもあり，
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　0
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3年の同調査では，自宅と答えたもの実験鮫93．6％，＊R

校88，0％，他校はいずれも30～70％であった。

のは．自宅にそれだけ読書の環境ができているというのであろうか。

（C・H校）教室で多く読

む学校（K校こ）もある。これ

らは，一つは地域差でもあ

ろうが，地域差というより

も，学校や教室における図

書設備とも関係があろう。

　　　　　　　　み
東京の実験学校やN校が自

宅で読む数が圧倒的に多い

D　個人差および言語能力との関係

　1．個別的考察

　実験学絞の児量の家庭読樽の内容をその入門期当時から個人別に整理してい

るが，これが6年間蓄積されると，個人別に家庭読書歴ができ，個々の読書発達

が具体的にわかるはずである。中学年における緬人別の家庭読書の内容を勢門

の諸項目別に整理したものを，次に掲げておこう。（348～351ページの表参照）

　このうち，1から5までの項目は，おのおのよい態度・適当な方法と思われ

る観点から総合的に判断し評，・慧化してあり，6，7，8では，その傾向・状態を

そのまま記入し，右方の評点と左方の記入を比較しながら見ると，大体，個人

溺の家庭読書の内容が一覧できるようになっている。

　これと，入門期，低学年のころの象庭における読謬：の調査（興味・時間・態

度・種類）整理表（「入1マ弓期の醤語能力」「低学年の読み憎き能力」参照）をあ

わせて兇ると，中学年までの児童の綱人毛読書発達ということになる。

　中学年で蹴立つことは，低学年のころ，すでに基礎的な読書態度がつきだし

たために，入門期におけるほど個入差が点数化してはあらわせなくなっていた

が，中学年では，いっそうそれが著しいことである。しかし，実際解題として

読書能力の個人差はますます開いてきている。これは，読書の興味など一様に

高くなっており，読響i：時闘も総体的にふえ，自分で読む，黙読するなどの好も

しい読書態度も一・応そろってとれるようになったからで，中学年以後は，量や
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形式よりももっぱら読書内容や読解の深浅などの質の主題が読書力の個人差を

決定する重点になってくる。読書が非常に好きで，1晒こ2時間も読んでいる

男児（2）の読解力が低いものであったり，1臼に4時間半も読むという女児⑯が

読書時間の多いほど，醤語能力がましているとはいえないのであって，これら

は，漫画や少女小説の乱読に多くみられるのである。反対に読書は好きな方と

答えて1時間ぐらいしか読んでいないが読解力をはじめ試聴諸能力が雰常に高
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い男児㈹もいる。しかし，総体的に，読書好きで，よい態度で望ましい本を多

く読書するものが，読書能力が高いのはいうまでもない。

　家山読書の点数が，このような性質をおびてきたので，これに児童に調査し

た読書調査項E｛で，点数化しうるものを加え，それと読書内容及び読書ノ～ト

を考慮に入れた家庭読轡総合点を計嵐し，これと，各書物能力（4年2学期の

各雷語能力テストの結合を5段階に評働したものQ漢字の読字力のみは，4年

2学期にテストをしなかったので4年1学期のものである。）との関係が比較で

きるように整理したのが，351～352ページの家塵読書能力と雷語能カー覧表で

ある。これによって，中学年の後期の児蔽の読書力と一語能力との関係がほぼ

わかるQ

　2．　全体的考察

　1年入門期における読書の全体的な点数と他の需語能力との梱関をみた場

合，実験学校でも，協力学校でも，書字力との相関の方が高く，読字力が次位，語

い力が最も低かった。2年では，読字力の相関が第1位，2位が読解力，3位

は書字力で，語い力は相かわらず，低い方であった。

　　　　　　家庭における読書点数と言語能力との相関〔実験学校〕

年 無2 4年

頃二字力との量器

読字力
；語し・ブコ

読解力

読書速度

膏読技能

文法

作文

言強し方

聞き方

’
ノ
’
ノ
ー
～
ー
ノ
’

1位　 （0ひ67）

2　fJNZ　（O．　57）

3位（0．22）

3位 （0書28）

1位（0．41）

5お乞　（0．27）

2｛立1（0唇34）

6位：（0．17）

3位　（0．28）

　5位（0、44）

＊2位　（O．60）

　6位（0．43）

　4位（0，55）

　6仁虻　（0．43）

　9呑比（0。3圭）

　3位　（0．58）

＊＊i位　（0．74）

　8位　（0．36）

　10泣　（0．17）

　　　　僑4年3学期の読解力　　　＊＊作文Bテスト

　家庭での読書態度や能力が低学年に比べて，いちじるしく活発になってきた

中学年の読書点数と悪語能力の相関は，上表のように，低学年とかなり趣がか

わってきている。低学年の揚合は，文字力や読解力など，基礎的な言語能力と

の相関が多くみられたが，中学年では，これらの基礎をふまえた応用的な雷語
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能力との相関の方が高くゾよっている。もっともこんどの家庭に測’る読書点数

の中には，三つの要素が加わって，　（家庭からの回答のもの，児童自身の圏答

によるもの，読書ノートの三つから，点数をとった，読謁総舎点である）葡よ

り複雑であるから，全く同じ立楊での比較にならないであろうが，しかし，傾

向轟勺には，認めてもよさそうである。

　なお，読書と最：も関係のありそうな藷い力が，いつも，あまり高い相関度を

示さないのは，ふしぎに思われたが，これは，語いテストの問題や方法にもか

なり関係のあることが，語いカの発達に関する調査の方で明らかになった。そ

れは従来の語いテスト問題が、大体教科：懲からとられたものであったこと，そ

の開い方も，深い理解をたずねたものでなかったために，塚庭読書がそれほど

きいてこなかったのであるが，テスト方法を複雑にして，語い理解の深さをた

ずねた場合には，語い力と読書点数との聞に．，他の揚油よりも高い相関がみら

海丸のであった。（語い能力の発達の章，参照）

E　新聞とラジオ・テレビへの接近と興味

　低学年の段階で，新聞やラジオに興味をもつことは，都市，農慮村の区刷な

く，一様に，網当の高い率で（新聞は60％台，ラジオは80％台）接近していた

が，中学年になるとそれがいっそう高くなっているQラジオは低学年のころは

他の家庭読轡と比べると，むしろ，農山村の方に多く聴取されているようであ

ったが，今度の結果では，そういう地域の差が少なくなっている。新聞は，ラ

璽
城

下
＼
学
校

　

郷
c
o
F
H
K
N

新生（おとな）

をみる

4
轟

3

垂4

67．　r）

72．　9

63．　6

59．4

68．　0

82．　4

みる

75．　C5

73．　5

．65．　1

76．　9

7LO
59．　1

よむ

　tt　　ラジオを
み1凹凹＿…き≦．

3年4年　3年4年

i3撃3　20．0

圭2．220．8

正8．6　一一

5．　IF　3il．　1

隻2．940．6

1i．　41　26．　0

－i　13．7

8．9

6．　1

11．6

5．　1

9．7

22．7

82．　5

89．　6

97．7

84．　4

88．　0

9e．　2

93．　3

93．　9

86．　0

94．　9

87．　5

90．　9

　　ノ

きかない

3焦　4焦　l　　l　’　　i

　0

6．　2

2．　3

9．　ft1

4．　0

3．9

　o

　o
4．　7

　0

6．3

　0

テレビを
．見る

3年

60．　0

83．　3

　0
59．　4

24．　0

54．9

4年

84．　4

89．　8

76．7

2．　6

50．0

51．　5

　　ノ

みない

3年

圭7．5

14．　6

86．　4

i｛e．6

56．　0

33．　3

4年

8．　9

4．　1

18．　6

84．　6

40．　6

34．　1
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ジオに比べると非常に接近率が上昇してきていることが鐸1立ち，特に4年では

児る程度の渚の上に，読む態度がついてきたことが発達を示しているQ地域差

も徐々にとれているようである。

　新闘・ラジオと共に，近年新しいマスコミの力を発揮しだしたテレビの接近

率も付帯的に調べたところ，これもかなり児童の言語生活の中に食いこんでき

ていることがわかったQ低学年のころはテレビについての調査をし．なかったか

ら，段階的には比較できないが，中学年の閻でも3年と4年の間に相当の開き

があるから，それからも類推できよう。ただし，テレビの場舎は，その接近率

がただちに欝語発達と関係があるということよりも，むしろ，テレビの普及率

によることの方が大きい、，それは，テレビには，他のものに比べて非常に地域

差が見られるということからも論える。しかし，ともかく，このように新聞，

ラジオ，テレビなどの広い領域から，箆童の露語発達への素地をなすものが絶

えず流れ込んでいること，その影響の大きなことは，無視できない。

　1．新　聞

　低学年のころの新闘の見方は，入門期のころの新聞の絵や写真をながめて，

それについて象人に1読んだり話したりを要請する段階から，ようやく自分で読

もうとする態度がつきはじめ，そのために，新聞を読んでほしがるものの数が減

って，字の質聞をする数が増漏してき，見る南無の範躍がわずかなカミら広げられ

てきたというとこうにあった・J／・｝禅年でも，この傾向が受けつがれ，徐々に進

展されている。新聞を兇たり，さらに読んだりする数がまず増えてきている。

しかし．まだ，それは，成人のように毎日読むという糊慣酌のものではない。

＼響鵬・響き　また酬髪鰯㈲読んだ1）していて・

ザ琳一年・年、欝漏窪二二：齢総懸
実験

c

o
F
｝一I

I〈

N

28．　2

25．　0

9，里

12．　5

i4．　0

33．3

22．　2

16．　3

2ア．9

15．4

15．6

22．　7

56．　4

58．　3

68．　2

53．　1

64．　O

sro．　g

62．2

67．　3

5L2
59．　0

65．　6

50．　0

といったそれに対する反応は，実験学校を

除いては，だんだん多くなっている。

　紙爾ではうまだ，相かわらず写頁や絵や

漫懸を多くみる傾向があるが，低学年に比

べると，中学年では，子供らん，スポーツ
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校
㎝

て
し
し

い
話
ほ

っ
り
て

に
だ
し

聞
ん
り
る

薪
鵠
た
が

＼｝3年 4年

　ダノ

ほしがら
ない

　

郷
C
O
F
H
K
N

66．　7

54．　2

25．0

16．　8

52．　0

64．　7

3年

62．　2

57．　1

34．　9

4LO
25．　0

36．　4

23．　1

41．7

63．　6

75．　0

38．　0

35．　3

巴
ホ益4

31．i

28．　6

44．　2

35．9

62．　5

45．　5

字の質問
をする

3年

48．　6

43．　7

22．　7

34．　4

38．　0

58．　8

4年

1
0
5
7
6
5

｛
i
正
6
n
6
0
『
フ

5
に
ノ
4
．
4
．
4
．
4

回
る

の
す

容
を

内
間

　
い〃

な

　
し

3年 4年 3年 4年

　　ノ

しない

40．　5

47．　9

6L4
59．　4

48．　0

41．2

40．　o1

38．　8

37．　2

28e　2

50．　0

31．8

66．　7

56．　2

38．　6

3L3
46．　0

66．　7

3年

60．　0

59．　2

41．9

51．3

56．3

‘13．　2

25．6

37．　5

47．　9

62．　5

40．　0

27．　4

4年

33．　3

28．　6

39．　5

30．　8

34．　4

34．　1

らんを多く見るようになり，また少しずつではあるが社会颪にも仁心をもつよ

うになっている。ラジオ放送の番組に穏を通すように．なったこともこの期の著

しい特徴といえよう。

　　　　　　　　　　　　　　見る紙面　　　　　　実験・協力学校（家庭調査）

　　．姦商

1病褥，

i校　　＼

熟
・
・
F
・
・
N

3年

65．　0

60．　4

54．5

37．5

48．　0

74．　5

4年

69．　0

67．　3

53．　5

48．　7

62．　5

47．　7

絵

3年

　0
39．　6

36．　4

37．　5

34．　0

弔。2

4年

42．　2

38．　8

37．2

25．　6

4－3．　8

34．　1

広告

3年

　0
14．　6

4．　5

6．3

12．　0

13．　7

4年

r
Q
－
置
7
7
8
【
）

r
フ
6
4
，
7
8
4
．

漫画

3年

72．　5

85．　4

63．　6

50．　0

70．　0

86．　3

4年

71．1

77．　6

76．　7

69．　2

62．　5

68．　2

スポーツ

3年

17．　5

39．　6

13．6

3．　．1

24．　0

2L6

4年

22．2

44．　9

41．9

23．　1

34．　4

25．0

映画

3年

　0

8．　3

　0

3．　1

　0

5．　9

4年

20．　0

2．0

14．　O

　o
6．　3

2．　3

蹴
C
O
F
H
K
N

に
ラ

50．　0

43．　7

20．　5

6．3

40．　0

52．　9

46．　7

36．　7

25．　6

30．8

34．　4

45．　5

ラジオ放
送番組

3年

　0
20．　8

4．　5

12．　5

正8．0

35．　3

4年

48．　9

40．　8

44．　2

12．8

37．5

25．0

社会両

3年 4年

・
更
へ
）
（
∪
！
4
．
8

重
4
．
7
伊
フ
Q
〆
〆
Q

家麩らん

3年 4年

0
0
3
0
4
0

　
　
凸
∠
　

9

演芸らん

3年 雇
二

目4

0
ハ
U
O
O
4
↓
r
フ

　
　
7
　
　
Q
／
4
．

娯楽らん

3年 4年

∩
V
O
門
）
6
0
3

　
2
2
n
4
　

2
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　おとなの新聞に比べると，子供新聞への接近状態は，低学年のころと比べる

と，上昇してはいる。実験学校の調査では，2年では，読むもの13．3％であっ

たのに対し，3年61．5％，4年40％という数を示している。

　　　　　　　　　　　　　　子供新聞　　　　　　　　　　　　（家腿調査）

　　　’

緻
c
o
F
H
K
N

⇒

子供新聞
をよむ

・年1・年

難｛
　　　　へ　　　　　セじア

@ミ

・年｝・年

小学熱
唱　　日

｝囲・年

61．5

29．　2

25．0

6．　3

44．　0

47．　1

40．　0

34．　7

27．9

10．　3

31．3

36．　4

28．　2

60．　4

65．　9

50．　0

48．　0

49．　0

46．　7

44．　9

48．　8

59．　0

56．　3

40．　9

10．　0

6
i

4．　O

　o

4．0

9．8

4．　4

18．　4

9．3

2．6

12，　5

9．　1

毎　　F－1

小学生

謝・年

10．　0

12．　5

H．4

6．　3

8．　0

9．8

　8．　9

14．　3

　9．　3

　　0

21．9

15．9

［一

読売小

・年i・年

27．　5

18．7

6．8

　0
30．　0

9．8

その他

・剣・年

　サンケイ

　22．50

　毎B中
　　2．　10

0
　サンケイ

es　H中

　H．40

01　　　0

01　　　0

　1L8

0
0
0
0
0
0

　3年セこ比べると子供新聞の読者は減ってきている。これは，子供新聞を購入

する者の数も（3年47．　1％，4年3L1％），外部から借りる数も（3年15。0％，

4年2．　2％）　というふうに減っているのに．応じていて，3年のころよりは総：体

的に消極的になっていることがわかる。中学年も後期になると，児童の興味

は，もっと他の種類のよみものに向けられること，ある種のニュース性はおとな

の新聞でもだんだんみたされること，家庭で，もっとまとまった形の雑誌や参

考書（たとえば科学クラブ，学習図鑑など）を購入してやるための経済的な理

由など，種々の理由によるであろうQ子供新聞の特徴である，学校だより（3

年35．O％o，4年17．8％）や，生徒の1’F　p？？i（3年25．0％，4年20．0％），学習に関

係のある記事（3年10．0％，4年8．9％）などの好んでみる紙面の率も，それほ

ど高くない。子供新聞を読んで，刺激されて投書するというようなことも少な

く，3，4年を通じてそれぞれ1名くらいの者であった。実験学校でみられた

子供の新聞への関心の度合の低さは，協力学校でも，大体同じであるが，購入

や経済に関係があるためか，がいして都市の方が無血的であるという地域差が

みとめられたQ
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子供漸聞の紙頂 実験r協力学校

実験学校

　c
　o
　F
　H
　K
　N

ニュース

・年1・年

30．　0

8．3

2．3

　0
6．　0

5．　9

26．7

14．　3

9．　3

5．1

5．3

13．6

学校だより

3年　4年

35．　0

10．　4・

6．　8

　0
10．0

13．　7

17．　8

14．　3

14．　0

2．　6’

15．8

9．　1

スポーツ

3年　4年

重5．0

韮0．4

2．3

3．　1

10．　0

11．8

20．　0

16．　3

11．6

2．6

15．　8

6．　8

漫諏

3年　4年

40．　0

31．2

正3，6

3．　1

36．　0

37．3

35．　6

32．　7

23．3

2．6

23．7

22．　7

天気のよ5
す

3年　4年

5．　O

　o

2．3

　0

4．　0

5．9

4．　4

4．　1

7．　O

　o

　o

　o

物

年4年3

類
稀
世
年

　
　
薦
「

学
佼

実験学校

　c
　o
　F
　H
　K
　N

47．　5

20．　8

18．　2

　0
20．　0

3正．4

24．　4

24．　5

14．　0

2．　6

13．2

25．　0

学習に関係の
あるもの

3弦　　　4蕉
　5　　　　　　　　　　　　融

10．　0

4．2

　0
　0
4．　0

3．　9

8．　9

8．　2

4．　7

2．　6

7．9

4．　5

生徒の作晶

3年目　4年

2r）．　0

16．　7

11．4

3．　1

12．0

2！．6

20．　0

22．　4

14．O

　o
藍5。8

20．　5

その他

3年　4年

　0
64．　6

72．7

96．　9

58．　0

25．5

2．　2

2．0

7．　O

　o
2．　6

6．　8

　2．　ラジオ

　ラジオの聴取は，前学年でも高かったが，巾学年になるといっそう高くなる

ことは，前掲の褒でもわかる。しかも，舗き方も，毎臼聞くものがふえてきて

いる。これを新聞の読紙状態と比べてみると，

〔新聞〕毎日よむ

　実i験　　22．2％

　　C　16．3

　　0　27．9

　　F　15．4

　　1i　15．6

　　1〈　22．7

ときどきよむ

　62．　2％

　67．　3

　5L2
　59．　0

　65．　6

　50．　0

〔ラジオ〕

というふうに，非常に積極的であることがわかるQ
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毎．きく

80．8．0／0

49．　0
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ラジオに．ついての態度

奨
学　年
直

な

燐
c
o
F
H
K
N

質問する

εゑ3

60．　5

54．　2

45．　r）

34．　4

50．　0

64．7

4年

62．　2

42．9

5L2

5L3
46．　9

29．　5

質問しない

・年「年

23．　7

37．5

50．　0

59．　4

32．　0

25．　5

26．　7

42．9

30．　2

38．5

46．　9

50．　0

ラジオできい
たことを話す

・年1・年

52．　5

39．　6

45．　5

28．　1

42．　O

r）　6．　9

55．　6

42．　9

5L2
23．　1

43．　8

29．　5

　　ノ

話さない

3年

25．O

r）　2．　1

5斗．5

65．　6

42．　0

37．　3

4年

3L1
46．　9

37．2

43．　6

50．　O

crjo．　e

　ラジオを聞く態度については，ラジオを聞いて質問する考幡＝，実験学校では

低学年のころと大差ないが，50％を越える半数以上の者が，ラジオで聞いたこ

とを，家人や幼い弟妹たちに話すという，主体的な聞きとり方ができてきたこ

とが注穣される。協力学校でも，大体岡じ傾向を示しているが，都市部に比べ

ると，農山村の方が，やや興殊的に聞いているという態度が見られた。

　好んで聞く番組は，低学年のころと大差はない。また，子供に人気のある番

組は，都市農村の区男ilなく，一様に好まれている。ただ，低学年と比べて，い

わゆるおとなの娯楽番組ものが割下に下位になって，（「三つの歌」と「おとう

さんはお人よし」は特例）予脚韻瓶しの娯楽ものが上位にあること，今まで，下

位にあった，ニュースや子供新聞の種類のニュース性のあるものが聞かれるよ

うになったこと，スポーツの実況放送にもかなり興味を覚えるようになったこ

となどが新しい現象としてあげられよう。しかも低学年のころより子供たちの

好む番組に共通性があるようになったこと，　（低学年の爵は，非常に分散して

いた）が巨i立ってきている。これは，中学年で，新聞紙弼でラジオの放送番組

を見るという率が，かなり高くなってきたことと相通ずるもので，児童が，自

主的にダイヤルを廻して聞くようになったことを物語るのではなかろうか。

　ちえのポスト式の番組，子供の疇悶は，低学年のころと同様相変らず上位に

あるQ低学年で，おとなの娯楽番組をかなり好んで乞いていたために，この段

階で，児鍛の興味関心がおとなのものにうつっていく微候かと患われたが，そ

れはむしろ，家人が好んできく番組のお相伴であって，兇童痙1身の興味や開心
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ラジオの婦んで聞く番組 3年　　実験・協力学校

劇｝実験
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）
　
　
　
　
）

　
を
ノ
　
　
　
ヨ

ツ
（
さ
（

【
　
　
エ

ポ
況
ザ

ス
実
サ
ん

Il

オテナの人
塔　　（22）

三つの歌
　　　（14）

天気予報
　　　（9）1

子供の時
間　　（6）

ニュース
　　　（5）

お父さん
はお人よ
し　　（4）

ちえのポ
スト　（4）

音楽　（3）

K

オテナの人
塔　　（27）

お父さん
はお人よ
し　　（22）

三つの歌
　　　（21）

子供の時
闘　　（8）

歌の玉手
箱　　（7）

ちえのポ
スト　（7）

万才学校
　　　（6）

ポッポち
ゃん　（5）

ハリスク
イズ　（4）

歌謡曲（3）

　　　　晒’S　2人以下の番紐は省略。

は，まだ，子供を対象としたものであることがわかった。この傾向は，3，4年

を通じて大差なく，中学年の実態といえる。

　3．　テレビ

　テレビをみる率は，実験学校や都市の協力学校では，すでに，新聞をみる率
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に接近しているから，その影響は，今後時間を追って大きくなると思われるが

今のところは，都会地にかたよっていることは，前に述べたとおりである。現

在では，自宅でよりは，近所のテレビのある家で見る機会が一番多く，　（実験

学校51．1％），つづいては街頭。飲食店という数は非常に少ない。実験学校で

も，協力学校でも，街頭がへって（3年から4年にかけて），近所の家が多くな

っていること（次位は，自宅）は，テレビの普及度を物語るものであるQ

　　　　　　　　　　　　　　テレビの番組

　

難
c
o
F
H
K
N

実況
・年1・年

50．　0

52．　I

　o
59．　4

20．　0

4L2

37．　8

51．．0

41．9

　0
46．　9

29．　5

歌

・年1・年

15．0

20．　8

　0
9．　4

8．　0

酬

24．　4

32．　7

11．6

　0
9．　4

4．　5

　演　芸

・年三・年
その他

巨年
25．　0

18．　7

　0
3．　1

6．　O

E3．　7

44．　0

40．　8

32．　6

　0
9．　4

6．　8

2．　5

　0

　0

　0

　0

3．9

8．　9

20．　4

正1．6

5．　1

12．　5

t5．9

回る番組は，現在のところ，演芸や実況が多く，続いて歌となっている。

なお，児童に，これら新聞・ラジオに対する興味と，読書への興味とどちら

　　　興味の地較　　4年生　　が，優位であるかたずねたところ，実験校も

峯駅陛歯茎纏苛み

勲
・
・
F
H
K

60．　2

69．　4

60．　5

43．　6

78．　1

75．　O

　　l

43．　8

26．　5

25．　6

43．　6

25．O

18．　2

　o

　o

　o
5．　1

　0
2．　3

協力校もひとしく，本を読むことを第1位に

おしている。（F校は，読書とラジオとは同

じであった。）

　新聞をみることなどは，これらのマスコミ

の比率の上では，まだ低く，おとなの接近状

態とは，相当の開きがあること，意外なほど

本を読むことに，興味をもっていることがわかった。

F　読書ノートに見られる読む能力の発達

　児童のようやく旺盛になりだした読書欲と，ひとりだちで読めるようになっ

てきた読書鮨力とに応じて実験学校では，3年から，児童に図書室に自由に出
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入して，図書利用をすることを許すようになった。そこで，今までの読書調査

のほかに，3年から読書ノートを記入させてみた。使用した読書ノー・・トは，第

1圃の3年の時は，東京都学校図書館協議会編の「どくしょノート（低学年

用）」，第2回めからは，第1回に使用した経験を考慮した，自家製の「どくし

ょノーート」によった。

どくしょノート （研究室製）

　よんだ属

毒描『月H
塵わ臼・

本の名（な） 　本をかいた人
（はっこうじよでもよい）

この本を　よんで　どう　思いましたか。○を　つ
けましょう。

おもしろかった　　つまらなかった　　ためになった

むずかしかった　やさしかった

そのほか　じぶんの　ことばで　かける人は　かい
て　みましょう。

こ
の
本
を
よ
ん
で
　
か
い
て
み
た
い
こ
と
が
あ
っ

た
ら
、
か
い
て
　
お
き
ま
し
ょ
う
。
ど
ん
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は
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し
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ど
こ
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お
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し
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か
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よ
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い
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は
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え
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よ
ろ
し
い
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○○○一、
二
、

三
、

四
、

五
、

　
　
　
こ
の
　
ノ
ー
ト
の

一
さ
つ
　
よ
ん
だ
ら
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
な

よ
ん
だ
臼
、
本
の
名
、
本
を

か
ん
そ
5
も
　
わ
す
れ
ず
に

っ
か
い
か
た
　
（
表
紙
の
う
ら
）

ノ
…
ト
に
　
か
き
ま
し
諏
う
。

か
い
た
人
を
　
わ
す
れ
ず
に
　
か
き
ま
し
ょ
う
。

か
い
て
　
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
本
を
よ
む
ち
ゅ
う
い

よ
む
ま
え
に
は
、
手
を
　
あ
ら
い
ま
し
、
画
う
。

本
は
　
て
い
ね
い
に
　
あ
つ
か
い
ま
し
ょ
う
。

し
せ
い
を
　
た
だ
し
く
し
て
　
よ
み
ま
し
ょ
う
。

し
ず
か
に
　
本
を
　
よ
み
ま
し
ょ
う
。

お
わ
り
ま
で
　
よ
み
と
お
し
ま
し
ょ
う
。

丁
耀
陶
ド
’

　1．　読警ノート回収状況

　3年から児童は，図書室に自由に出入して，喜々として図書を読むようにな

ってきたので，「本を読んだら，ノ～トにつけてみましょう。」と3年1学期
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（3Q．　6）から読書ノートを配布した。しかし，児童の自由なありのままの読：書

状態を知りたいので，記入に対して強制はしないでおいた。その読書ノートを

夏休みが始まる前に同収してみたところ，

　　　男　21人中　9人’　　女　29人中　18八　　　計　50人中　27人

しか乱取しえなかった。

　休み時闘など，少しの時問をも惜しんで，むさぼるように読んでいるわりに

回収率が少なかったのは，読むセこは読んでも，記入する煩をいとうためと，あ

とでわかったが，記入しうるほど深く読めていないためであった。しかし．27

人の中には，その後も続けて記録し，霞発的に2冊めを要求する児童もいたり

して，非常に個人差があったが，ともかく3年では，まだ読書ノートの記録は

上乗とはいえない状態であった。それが4年になると，（31年7～8月）

　　　男　21人中　13人　61．9％　　　女　28人中　18人　64．3％

　　　計　49人中　3ユ人　63．3％

とやや上回り，5年では，（32年7～8月）

　　　男　22人中　20人　90．9％　　　女　28人中　25人　89．3％

　　　計　50人中　45人　90．0％

というふうに圓収率がよくなっている。そしてこの圓収率の向上は，単に数量

上の向上だけでなく，質的にも発達を高しているのである。

　2．　読書ノート記録の状況

　読書ノート記録の状況は次のようである。これによってみると，3年では，

書名だけしか書かなかった者が3人，書名と絵だけ書いた考が9人いるのに対

して，4年になると，そういう段階の記録は皆無になっている。また，3年で

は，絵を主にした，言分鮒の引驚や感想が多く，幼稚な馬入ぶりもかなり見ら

れたが，4年では，それが減って，内容をおおった感想や，時には，批評や意

見をまじえた記録が見受けられるようになって一段と充実した記録になってい

る。

　読書量もだんだん多くなり，種類も，中学年らしく童詣，物語，探検，冒険

理解，社会科面面のよみものというふうに読書範顧がひろがっている。また家

庭での読書調査や児童調査にも見られたが，読書興味や態度に男女差が現われ
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読書ノート（実験学校） （第1鳳翻収分）

’“，tl｝：．‘．．）M？i，iiii］，w，

3　年

ノーートを提廷｝し
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書名だけをかい
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いたもの

女
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（入）
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（21人）

（人）

　13

o

o

　％
61．9

o

o

38．18

19．　04

女
（28人）

　計
（49入）

％

・RI，，geg／1・入・i

o

o

o

o

　39．　3“

25．　07

3V撃戟@63．　3

o

o

19

11

、
0

o

38．　8

22．　4

鋤　提繊したが，河も記入していないもの1入を含む。

（第1回回収分）

㌣～、一×’一ti’‘Lik年

証＼薪男
数　　　’＼、　　　　　　　　　　（21人用

読書ノートに記入
された総蒲数

学緻重人あたり平
均．冊数

3　年 4　年

72冊

3．4

　女
（29人）

51冊

L8

計　｝男i女i計
　　　｝（21人）i（28人）i　　　　　　　　　　　　（49人）（50人）

！23冊

2．　5

6珊

3．2

玉28冊

4．　6

195隔

4．　0

てくることも読書ノートによって裏づけられた。たとえば，男児は，雷険・探

検記類，理科系統のものなどを好んで愛読するが，女児は，大半が，同巧異睡

のいわゆる少女小説を好んでいることである。

　なお，家庭読書の調査結果で，読書の興味や時間数などを問うた読書興味や

態度や能力では，中学年になると差がつきにくい点もあったが，現実では，三

三個人差が出ているし，読解力などのテストの結果でも，かなり個人差があ

る。これをどうして，客観的につかめるかと思っていたが，読書ノートの記録

を見ると，かなり個人差が具体的にうつしだされていることがわかった。ま

た，このことは同時に，読解力の発達のしかたをある程度表わしていると思わ

れて，興味ある問題を提示しているといえる。
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（年間読書状況）
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　3．読書ノートの記入のしかたからみた読みとり能力の発達

　読書したことをノートに記入させると，記入のし方に，能力差，個人差から

くるいろいろの型がでてくる。そして，それを，他の書語能力と比較してみた

三襟，おのずからそこに，発達り段階があることがわかった。

　〔3年〕

（1）書名だけを書いておくもの

　K女（言語能力　中の下）

3G年5那2日　ちゅうじょうひめ

30年6月6日　しらぎくものがたり

　備忘の意味で，成人がする場合と違い，中学年の読書ノートで見られた限り

では読書能力の低い段階，または，投げやりの性質のものであった。

（2）書名とう絵だけを書くもの

　この絵の書き方にも，大体2種類あった。

　（イ）自分の印象に残った場薗と思われる箇所を鞍で表現する。説明がないか

　　ら，どういう場面なのか，読者がそこから何を受け取って，何を訴えよう

　　としたのか，第三者にはよくわからない。低い段階の読み方の者に見受け

　　られた。
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例　A女（雷語能力　下位）

3眸6月29日籔讐　　　　　　　　　　1
　（小さい童子ふうの子が手を合わせているような様子をした絵だけがかいて

　ある。）

　これが少し進んだ段階では書名と絵をかいて，そこにおもしろいとか，かな

しかったとかちょっとした感想が付言己されている。

　　　S女（雷語能力　下位）

30年6屑25目　　シンデレラ姫　　　　　絵　かとうまさお

　（長いひだつきのスカごトの下からくつをはいた2本の足だけがかいてある

　絵。）

　下に，

　「わたくしは　ここがさびしいかた（さびしかった）」

　とかいてあるe

主人公の悲しい身の上に同情したのであろうが，絵と文字を相補っても，

（大体想像はつくが）どういう場面なのか，はっきりしない。

⑭　一編の中心場繭，山にあたる場癒を絵であらわしたもの。第三考にもよ

　くわかる。

例K男（言語能力下位）　　　　　“

30年6肩14日　　あかづきん　　　はまだひろすけ

　（おばあさんにぼけた狼がベッドで寝ている絵がかいてある。）

1

この子は，まだ，ことばにまとめて表現する段階では，低く，前罠の認録で

は

30年6月13鷺　　べんけい　　　たかのまさみ

　「けらいにしたください（してください）」

とだけ書いてある。大の男の弁慶が，小さな少年牛若丸に負けて，「家来にし

てください」と頼んだところに，強い印象を受けて書いたものと思われるが，

こうした，登場人物の片言隻語だけしか，記録できないのである。当時めK男

の国語の読解能力は中の下であった。　　　　　　　　　　　　　　’
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（3）文中の印象に残ったことばを書きだす。成人の場合の主要箇所の引用文に

　あたるわけであるが，これにも，段階がみられた。

　（4）必ずしも，主要場面でない所をぬきがきする。

　　　主題ではない，その本のごく一小部分のところに興味をおぼえて，そこ

　　を指摘する。これは，長い文の読解力テストなどで，そこの主要部分につ

　　いてたずねた場合，低学年の下位の児童などにみられる結果と一致してい

　　る。

　S女（話語能力　中の下）

13晦7月湖　じ。んね襟るく　駒まさみ
1　　’　M　　’　’
　　（羊らしいものが，2弛いる絵）

　　ある日じゃんねがまきばでひつじのばんをしていると，おそろしいおおかみ

　があらわれました。

　　ほかのひつじかいたちはあわててにげだしました。
ト

　ジャン・ダークの伝記風な物語であるから，オルレアンの一少女から複国の

危急を救う行動に，感銘を受け，印象もそこに集中すると考えられるが，叙述

のある部分にひかれるという，読みとりの浅さが見られる。この子の読解力は

下で，平素の学習態度でts　，こうした共通点が見出せる。そして，この子は，

30奪10月29日　　Ptビソソソクルーソー　　　　　小田　忠

　（舟とそれを支えるように両手をのばした人の絵）

　わfeしはゆうきをだしてたちあがりつぎのなみがくるまえに岸へたどりつぎ

ました。

　3年2学期になっても同様の読み方をしている。

　絵と部分的な引用文によって現わされている○

　こういう傾向の読みとり方，記入のし方は3年生の段階の，中位クラスの子

に多い。

　（1）の（Oの絵で読書の印象を衷わそうとした段階に共通性のある低いものであ

る。

　（n）文中の主要部分が引用できる。

　G男（署語能力　上位）
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30年5月25日　　イソップ物語

　（きつねの口の中に，くちばしを入れている鶴の絵が，なかなかうまくかけ

　ている。）

　キツネののどに喘げがささっていました。つるさんがとおったので，　「どう

ぞおねがいです。．とげをとってください。おれいをいたします。」つるさんは

とってやりました。

「あの……おれいわ。」

「おまえさんがわしの口の中でぶじなのがなによりのおれいさ。」

　G男は非常に読書ずきで読解力にもすぐれているが，このような主要部分が

読みとれるものは，3年℃は，読書能力の上位のもの，まれに中位のものに見

かけられるqそレて，この種の引用交が書ける子の半数以上は，簡単な内容の

紹介や感想が書けるようになっている。ハンス・アンデルセンの「美しい話」を

読んだ同児の読書ノート，5月9日セこは，

　ハンス。アンデルセンが子供の時，本をかいたが，みんな読んでくれない，

おかあさんがそれをなぐさφる。

といった要約がされている。

S女（誓藷能力． 繹ﾊ）．．

30年ユ0月23日　　いのうえでん　　　　　きたむらひでお

　（井上でんがはたを織りている絵がかいてある。）

　でんぽ小さい時におねえさんがたのはたおりをみてやりたくなりました。で

んはおとなになってくるめがすりのきものをつくりました。

の　リズムのある表現や気のきいたことばなど，：文章表現のおもしろさなど

　に気づいた引矯。

．K男（言語能力tt上位）

30郷脚恥と恥　　謎ひなてV’いち
　（時計塔のwae’クレヨンできれいにかいてある。）

　大きなとけいがなっている。きんこんかんとなっている。

　たかいたかいとけいとう　じこくをしらせるとけいとう　おうさまみたいに

つつ立って　にぎやかな町みおろしている。
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　・この種の引用ができる子も，（3）の（ロ）と同様，読書能力は高い。なお両者の：閥

には上下の段階の差があるというよりも，性格の差が現われるようである。．こ

の子のノートは，他にもこうした引用箇所が2，3あった。

（4）簡単に内容をまとめてかぐことができる。

　1女（言藷能力　上位）

30年6月15日　　あかずきんさん　　　　　浜濁広介

　あかずきんさんは，おばあさんがびょケきなので，おかあさんにいわれてが

おばあさんのところにおいしいものをもっていきました。とちゅうおおかみに

あウてあかずきんさんはびくともしないでたちどまりました。そしておおかみ

にさきまわりしておばあさんをたべようとしましたが，花（赤の誤り）ずきん

さんのほうがおいしそうだとおもっておばあさんをたべるのをやめてあかずき

んをたべようとすると花ずきんがにげて，おおかみはかりうどにうたれてしん

でしまいました。

　赤ずきんの話を全体として読みとっており，記録のし方も，交法や文字上の

多少の難点を除くと，かなりまとまった要約ができるようになっているG絵の

助けをかりなくても，読解したことが十分に文字で表現されている。

⑤　読後の感想や批評をつけ加えることができる。これには，（／）たんに，「お

　もしろかった。」とか，「かわいそうだった。」とかの短い，評語でかたづけて

　しまうものと，（ロ）どういう点が，どうだったというように，内容の簡単な紹

　介や，自分の感想をつけ加えるものとある。

　A男（言謡能力　上位）

30年6月13Ei　　美しい星空　　　　　 理科教育研究委員会

　（大熊座の星座の絵がかいてある。）そばに，

「いろいろな星のかたちがおもしろい。」と書いてあって，さらに下段に，

　　さそりや大ぐまこぐまなどいろいろほしをつないでかいてあるし，よこに

　　そのなをかいてあるからおもしろい。

G男（言語能力　上位）

30年11月4同～7臼　　工作の友　　　　　源一郎

　（台の上にかたつむりぶいて，それに紐をとおしてある絵）
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ドの禁繍瀦欝雑よ1：鷹灘墜

　このように読んだことに対する感想や批評ばかりでなく，上位の者になると

利用でぎる読みの段階にまで進むことができる。読書ずきのG男など，3年1

か年の間に，読書能力の上に非常な発達があったことが読書記録を通しても認

められるのであるQ

　なお，H男の読書ノートを見ると，今までのべた読書の傾向をひとりで，発

達的に示しているという興味ある例もある。この子は，2年のころは言語能力

は中以下で大してB立たなかったが，非常な読書ずきで，3年の中ごろからは

図書委員になったほどである。3年の初めごろは，もっぱら，自分の通観的な

印象に残ったとおぼしき場薗を絵にかいていた。やがてその絵が，主題を現わ

す絵になり，

　30年6月20日　　イソップ　　　　川端康成

では，きつねとつるがい，かたわらに筒の長いいれものと皿の絵がかいてある

というふうになっている。ノートは継続して記録され，2学期の終りごろに

は，

30年1＝L」弓5　1ヨ　　　　焦琶類魚貝図鑑

　（鶴とだ鳥に似た形の鳥の絵と，うなぎのような形状の魚の絵。）

　スケロプタルムスやツルウナギやマクPtフマリソクスなどへびみたいな魚な

（さかなの意）だ。こんなすごいのみたことない。

　ジボソウオなどりぼんのさきにあたまがあってそのへんからひげがでておば

けみたいだ。

31年1月27日　　ヘレンケラP一

　（ヘレンケラー女史の絵）

　かわいそうな本でたいへんいい本です。

　少しずつではあるが，だんだん自分の感想なども加えるようになっていって

いる。

　〔4年〕

　3年での読書ノートを通してみfc読みの実態は以上のようであ「るが，4年に

　　　　　　　　　　　　　　　　　370



なると，これらの大体の傾向をふまえながら，さらに変化がみられる。

（1）書名と絵だけかくという記入のしかたがなくなる。

　3年の時のように絵だけで，内容や，自分の気持を表現するだけでは満足で

きなくなる。読みとった内容が文字表現化される，それだけ深く読めたものと

も，また，分化して読めたともいえよう。

　絵のほかに，かんたんな内容の紹介や，評語・感想を添えるものが多いQ

　（イ）絵と評語だけ。

　『U女（言語能力　中の下位）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g
31年7月21日半　心の王冠　　　　　松沢のぼる

　（三人の女の子の絵。ひとりはいばり，ひとりは，うつむいた表情をしてい

　る。）

○かわいそうだった

　こういう形式のものは，大体，読書能力の低い者に多く，漫懸や，少女小説

の愛好者に多い。中には，「やさしかった。」「つまらなかった。」などの評語が

みられるが，こうした態度の読みぶりで，多くの冊数を読んでいる者はただ，

すじをおうだけのためか，多く読むわりに，読解力がつかない場合が多いよう

である。能力の低い女児に多ぐみられた。

（2）　感想や評語に、，簡単な理由が書き添えられる。

　S女（学殖能力　中位）

31年8月12臼　　母こい月夜

○かわいそうだった。

　おねえさんやおばあさんにいじわるされるのがかわいそうだ。

S男（需語能力　中の下位）

31年8月2目　　がんばれサンボ　　　　　せおたろう

0おもしろかった

　サンボがアイスクリームなめたらあんまりつめたいのでおっことしたところ

がおもしろかった。

Y女（言語能力　中位）
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1・・年・月…ゆめの伽・，‘小纏　∫
．隠懲ξ享議捌、。ろび。ういんのかん。ふ、胤てい，匝

　　そこのびよういんにおんなじ際こうまれたおんなのこがいました。せきぐちの

　　り子とたけむらはるみです。ふたりともかおがにてy・るのでいれかえてしまい
｝ました。大きくなってからのり子はやさしい子にほるみはいじわるになりまし
1

｝た・はるみとのり子はクラス胴じなのではるみはのり子をいじめてばカ」りい

　　るのがかわいそうです。

　上の3例のような形で，書かれ，4年の読書ノートの半分はこれである。後

者程度に書けるもと）は，かなリガ述ある方。少女小説を愛読する女児にこの種

の読み方が多い。

（3）感想だけでなく，意見や批判をもった読みができる。

　4年になって，上位：クラスの者に晃られる読書態度，能力である。

　G男（言語能力　上位）

31年7月22呂　　ファーブル昆虫認　　　　平野威馬雄

　○ためになった

　ファーブルの昆虫記はたいへんだめにな噛つた。豪くは，イナゴがせみを食べ

るとか（肉食幼虫）ホタルが，つゆだけ食べるのではなくて，かたつむり（肉

食幼虫）をたべるなんというむずかしいことがたくさんわかった。せみはあり

よりきんべんだという信じられないことも書いてあった。8月になったら，ぼ

くも昆虫記を，やろうと思った。

31年8月12日　　美しい心正しい人　　　　　児壼文学者協会編

　○ためになった

　この本の中に，　（きちがいハンス）という話があるが，ハンスはかわいそう

だ。役者になりたいと思って，いなかから，きたのに，みんなハンスをきちが

いだと思ってだれもあいてにしてくれない。シボ一二という人だけは，受（愛）

して，おしえてくれたが，ハンスはのどをわるくして歌がうたえなかpたので

ハンスは，役者をやめて，本をかくことにした。これが，アンデルセンの子ど

も時代だらたが，ぼくはうそだと思った6ほかに光の天使（ヘレン・ケラー）

つぼめの話があった。

0男（書語能力　上位）
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31年9月5臼　希望暑の冒険　　　　フランス　デ＝アメル

　○おもしろかった　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　このものがたりは，すいそばくだんの，何百ばいもあるZばくだんがばくは

つしたことからはじまる。8月4日，：主人こうのエマニュエルの家が，いや，

フランスじゅうが大じしんになった。テーブルは，ひっくりかえりてい電にな

った。それで，希望簿という船に㊧ってあたらしい土也（地）をもとめるρだ

った。

　ぼくは，こんなおそろしいZばくだんやすいそぼくだんなぞつくってもらい

たくない。平飛iり用ならいくらつくってもいいと思5。

　前2例のG男は3年の時にも，かなり高い読書態度が見られたが，4年にな

ると，このようにいっそう発達してきている。読解力も作文能力もこの読書ノ

ー5の結果を裏づけるように高い。あとの0男は途中から転校してきたので，

3年のころの能力はわからないが，4年では，G男同様上位クラスである。こ

ういう読盤ノーhが書ける上位クラスは，4年では，まだ数名しかおらず，こ

のころになると，読書態度や能力の上に，かなり個人差が認められてくるので

ある。しかし総体：的にいって，中学年の読書能力は，かなりまとまったものを

部分的，印象的に理解することから，徐々に全体的，主題的，客観的に理解

し，さらに，自分の感想や意見も加えて読みとれるという段階にまで発達して

きているといえよう。（芦　沢）
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付録1　家庭読書調査の問題

　次に添えた「家庭の読書の調査（昭和31年度）」及び「読書調査（児童用）」は，とも

に，4年生用のものである。30年度（3年胴）の読書調査票も，32年度（4年用）と檬

とんど岡じである。允だ，4年用では，4年生の特殊性を見るために，問題に少し手を

加えたり，質問項目を2，3ふやしたりしただけである。

家庭の読書の調査（昭和31年度）

六名・え 国立国語研究所　國語教育研究室

　この調査は，家庭での帰耕書以外の読書（絵本・雑誌・単行本・参考書など）につい

て，おうちのかたに答えていただくものです。詑入の方法t＃　，「こたえ」の欄のあてはま

るところに○印をつけ，書きこむところ（※）へは，なるべくくわしく書き入れて下さ

い。この中で「本」というのはすべて教科書以外の本です。

とい

1・　お子さんは，他のあそびと

　　くらべて，本を読むのが好

　　きですかe

2．　うちで本を読む網田は毎賢

　　平均どのくらいですか。

3．　1Hのうちで，おもにどう

　　いう隠間に本を読みます

　　か。（あてはまるものを○

　　で顕んで下さい。いくつで

　　もかまいまぜん。）

こたえ
｝

1．　とても熱中してよむ　2．　好きな方である

3．　あまり好きでない　4．きらいである　5．よ

くわからない

学 分　ぐらい

エ・　学校へ行く前　2．　学校から帰るとすぐ　3．

夕ごはん前4．夕食のあと　5。寝る前6．　い

っということなく，ひまがあれば

※その他（　　　　　　　　　　　　　）

4．　どんな読み方をしますか。 絵や写真などだけ見る

一柵（または一つの話）を終りまで読まないで次

次とかえる

一羅（または一つの議）を終りまで読んでから，

次へうつる
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類のものですか。（あてはま

るものを例の方でなく，種

類の方を○で臨んで下さ

い。いくつでもかまいませ

ん。なお，とくに　このむ

ものは◎をつけて下さいG）

6．　お子さんは，外から　本を

　　かりてぎますか。

簸手．
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の
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記
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理
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書類

卵のひみつ　発明ものがたり

g
1

学習大辞典　少年百科　動物図絵

雑誌副劣勢雛 幼年クラブ　おもし

※その他
一

1。　よくかりてくる　2．ときどきかりる　3．か

tりない

7。　おもに　どこから　；本をか

　　りますか。

8．　著ζを　買うときは，　おもに

　　だれが　えらびますか。

9．　お子さんは　本を読むとき

　　ひとりで読みますかっ

ちだ友21

　
（

校
他

側
の

　
ぞL

※

3．　かし本屋

）

1．　お子さん

って両方

2．　うちの入　3．　そのときによ

1．　いつもひとりで読む　2．　いつもだれかに読

んでもらう　3．　その時によって両方　4．　いつ

も友だちと、・っしょに読む

10．お子さんは，本を読んでいい・

て，わからないことがあれ

ば，うちの人にたずねます

か。

たずねる 2．　たずねない

11．お子さんは，読んだ本につ

　　いて，　うちの入に話すこと

　　がありますか。

12．お子さんは　幼い　弟妹た

　　ちに，本を読んであげるこ

　　とがありますかe

1．　ある 2．　ない

1。　ある　　2．　ない　　3。　弟嫌がいない
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13。お子さんは，ひとりで　本

　　を読むときに，声を　1し

　　て　読みますか。

1．　いつも声を出して読む　2。　その時によって

爾方　3．　いつもだまって読む　4．　贋を動かす

が声は繊さない

・4．3鯛、の・旅比べて，本i・．i，。からな畔を聞く．こと、・多くな。た。

　　・読・方・上・・何かかわレわか・・い・とば・翻・を聞・・と・多・・

つたことがありますか。あ

ったら書いて下さい。

1　　つた。

　3．じぶんで読むようになった。

　4．読んだことを話すようになった。

　5．読んだことを利瑚したりして自分の生活のな

　　かにとりいれるようになった0

　6，すらすらと早く読めるようになった。

　7．っx’けて長く読めるようになった。

　8．ある種類のものをとくべつにこのんで読むよ

　　　うになった。

　9．なんでも読むようになった。

10．まんがをこのんで読むようになった。

11．まんがをあまり読まなくなった。

12．外部から本を借りてくることが多くなった。

13．外部からあまり本を借りなくなった。

14．前に比べると，このごろは本が．すぎになった。

15．前は読んだが，このごろは本を読まなくなつ

　　た。

16．一度読んだものを，また読むことをきらって

　　新しいものを読みあさるようになった。

17．前に読んだ本を，いくどもくりかえして読む

　　ようになった。

※その他（あったら下に書ぎこんで下さい。）

（ ）
15．お子さんが，前に比べるとi※原因と思われること

　　あまり本を読まなくなった1

というようなことがありま

すか。（ない入は／）

本を読まなくなった原閤に

ついて，何か思い当たるこ

とがあったら書・いて’下さい

i悠好さんは・駆（2か月
｛　間）どん麟を読んでいま

※雑誌　その雑誌は，下のどれにあたるか，あた

　　　　るところに○印をつげる。
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すか。

借りた本でもよい。くわし

く書いて下さい。

i同じ書名のものでも，いろ

いろ種類がありますから，

なるべく著霧名あるいは出

版：社名もかいて下さい◎

な事，その中で，とくにこ

のんで読んだものには◎印

をつけて下さい。

　なお，名作物語などで，

まんがの形式のものがあり

ますが，そういう本肱，（ま．

んが）と書ぎいれておいて

下さい。

雑誌の名

記入例
小学四年生

ぼくら

出版社の名

小学館

講談社

ぎまってと
っている

ときどき
買う

o

1

かりてく
る

o

1
t 1

1
i

i
1

1
1
1

1 1
1 1 ｛

単　行　本

本の名 子名・塔徽陸明
ひろす盾P葬繊講調
◎・ジ・・隊巌ll醐

◎魁篶■艦・騰
1

著者　出版
名　●社名

1
1
t
1 「
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i17・とぐにお子さんの本と暴

　　っている本（教科書以外の

　　本）は，現在う何冊ぐらい

　　ありますか。

1
i 1

ふつうの本

参考書

絵本

辞典類

雑誌

冊ぐらい

冊ぐらい

照ぐらい

冊ぐらい

賑ぐらい

合計 冊ぐらい

新闘

ll．　お子さんは，おとなの仁心　1．　ある一イ　見る程慶（絵。写真など）2．ない

1蜆・・と・励ます・．i　＼・諭
2 それは，毎冒ですか。

（見ない人は書かなくても

よい。）

1．　毎貝 2．　ときどき

s

3．　お予さんは，おとなの新聞

　　を見て，読んでほしがった

　　り，話してほしがったりし

　　ますか。

i4。　お子さんは，おとなの新聞

　　を見て，字の質問をするこ

　　とが　ありますか。

5 お子さんは，おとなの新聞

を見たり，読んでもらった

りした時に，その内容につ

いて　質問を　することt，9

ありますかり

6 お子さんは｝おもに，おと

なの　叛聞のどこを見ます

か。

m舜ざんは，子供新聞観
iることがあり鱈か・

，8。　どんな．子供凝聞ですか。

1．　はい 2．　いxえ

1．　はい 2．　いNえ

1．　しはい 2．　いxえ

1．　写真　2．　絵　3．　広告　4．　漫画『5．　ス

ポーツ　6．　映画．7．　こどもらん　8．　ラジth

の放送番組　9．　社会面などの記事　10。家嚢ら

ん　11．演芸らん．・娯楽らん

※その他（　　　　　　　　　　　　）

1．　はい 2．　いNえ

1，　小学生朝臼新聞

※その他（

2．　毎ヨ小学生新聞

　　　　　　　）
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9．　その子供二品は，うちで

　　買クているのですかo

i　i．

10．子供新聞では，どんな　と

　　ころを　このんで読みます

　　かo

11。子供新聞に投書などするこ

　　とカミありますカ》e

家で買う 2。　買わない　 3．　借りる

1。　ニュ・・一ス　2。　学校だより　3．　スポーツ

4．　漫画　5．　天気のようす　6．　ものがたり

7．　学習に関係のあるらん　8．　生徒の作品（作

文，　詩，　絵など）

※その他（　　　　　　　　　　　　　）

1．　ある 2．　ない

ラジオ

1 お子さんは，ラジオを

聞きますか。

2．　お子さんは，毎日きまって

　　ラジオを聞きますか。

3。　お子さんは，ラジオを囲い

　　て，質問することがありま

　　すか。

4．　お子さんは，ラジオで囲い

　　たことを，うちの人や，小

　　さい子どもさん　などに

　　話して　きかせることが

　　ありますか。

5。　お子さんが，最：近　このん

　　で聞いている番組はなん

　　ですか。たとえば，「七つの

　　誓L・」「三三つの歌」とし、つ

　　たように，くわしく書いて

　　下さい。

6．　お子さんほ　テレビを見る

　　ことがありますか。

7．　テレビは　おもに　どこで

　　見ますか。

1．　きく 2．　きかない

1．　毎日ぎく 2．　ときどぎ聞く程疫

1．　はい 2．　いxえ

1．　はい 2．　いsえ

×

1．　ある 2．　ない

1
　
4

じぶんのうち　2。　近所のうち　3．　街頭

飲食店　※その他（　　　　　　　　）

8．　テンビを見るとすると，お

　　もにどんなものを見ますか。

L　実況放送

※その他（

2．　うた ・3．　演芸

）
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9．　お子さんは，本を読むこと

　　と，ラジオを聞くことと，

　　薪聞を見ることとでは，ど

　　れが　いちばんすきですか

1．　本を読むこと

3．　新聞を見ること

2．　ラジオを聞くこと

読書調査　〔児童用〕　（昭称31年度）

　　　：おとこ
ねん
　　　おんな

なまえ｝

　みなさんは，学校のべんきょうのほかに，いろいろと本をよんでいるとおもいます。

つぎの19のおたずねに，こたえてください。

　（こたえ方）　あっているものには○をつける。かきこむところには，なるべくくわし

くかく。

1．　あなたは本をよむこと

　　がすきなほうですか。

　1．　とてもすき

　2．　ふつう

　3，　あまりすきではない

4．　学校のべんきxうのほ

　　かに，本をよむのがき

　　らいなのは，なぜです

　　か。

　　（すきな人は　かかな．

　　くてもよい）

　1．　よんでも　おもしろ

　　　くないから

　2．　むずかしい　じが

　　　多いから．

　3．　むずかしい　ことば

　　　が　多くて　いみが

2．　学校のべんきxうのほ

　　力痔こまいにち　なにか

　　ほかの本を　よみます

　　か。

　1，　まいにち　よむ

　2．　ときどき　よむ

　3．　あまり　よまない

5．　あなたは，よむ本を

　　えらぶとき　どうして

　　きめますか。

1

2．

3

4

うちで　すすめるか

ら

先生カミ　よみなさい

と　いうから

ともだちに　すすめ

られたから

本をみて　おもしろ

そうだったので，よ

みたいと　思ったか

3．　あなたは　今まで　本

　　をよんで　どんなこと

　　で，よかったと　思い

　　ますか。

　1。　本をよんでいるあい

　　だおもしろかった

　2．　あたらしいことが

　　いろいろわかった：

　3．　じぶんの知りたいこ

　　とカS　わカ・つた

　4．　学校のべんきxうの

　　ために　なった

38e

6

1

2

3
4

あなたが　じぶんで

本を　えらんだり　か

ったり　するとぎは，

その本の　どういう

ところが　気にいったi

からですか。　　　　1
ひ。うしがぎれi
いだ　　　　｛

えが　たくさん　あ

る

すぐよめそうだ

　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　I
ながくて・よみでカ”i



　　わからないから

4．　よむ本が　ないから

5。　うちが　いそがしく

　　て　本をよむひまが

　　ないから

6．　そのほかに，わけが

　　あったら，かいてく

　　ださい

（ ）

7．　あなたが　本をよむ場

　　所（学校のべんきょう

　　のほかに）は　おもに

　　どこですか。

　1。　学校のとしxかん

　　　（としょしつ）

　2．　教室

　3．　じぶんの家

　4。　ほんや（たちよみ）

　5．　友だちの家

　　　ら

5．　じぶんが　しり丸いと

　思っていたことが　かい

　てある本だから

「8．ざ。しと，い。さつの

　　まとまった　本と，　ど

　　ちらが　すぎですか。

　1．　ざっし

　2．　　まとまった本

10．長い　ものがたり　と

　　みじかい　おはなし

　　とではどちらがす
　　きですか。

　1．　長い　ものがたり

　2．　みじかい　おはなし

　　すきなわけを　かいて

　　ください

　　（　　）

13．このごろ　よんだ　本

　　のなかでどんなのが

　　すきでしたか。

　　その　なまえを　2さ

　　つ　かいて下さい

　　（本のなまえを　わす

　　れたら，どんな　お詣

11．じぶんの　本の　ほか

　　に　かりて　本なよみ

　　ますか。

　1．　よくかりる

　2．　ときどきかりる

　3．　あまり　かりない

14．本でよんだことを　う
　　　　　　とも
　　ちの入や：友だちに話し

　　ますか。

　1．　いつも話してあげる

　2．　ときどき　話してあ

　　　げる

　3．　あまり　話してあげ

　　　　　381

　　ありそうだ

5．　そのほかに　わけが

　　あったら　かいて

　　ください

（ ）

9．　それは　なぜですか

　　すきな　わけを　かい

　　て　ください。

（ ）

12．本をかりるときは，お

　　もに　 どこから　かり

　　ますか。

　1．　学校のとしょかん

　　　（としょしつ）

　2．　学校のがっきゅうぶ

　　　んこ

　3．　友だち

　4．　き’ようだV、

　5．　かし本や

　　　そのほか（　　）

15．本でよんだことを　ノ

　　ートなどに　かいてお

　　くことが　ありますか。

　1．　ある

　　イ，　いつもかく

　　ロ，ときどき

　2．　ない



　　　　　　　　　　i
のだったか，かいてく

ださい。たとえば，い

さましいたんけんのお

話。

16．あなたは，いま，どん

　　な本を　いちばん　よ

　　んでみたいと　おもい

　　ますか。つぎにかいて

　　ください。

ない

1

17．あなたは，なぜ　学校

　　のべんぎkうのほかに

　　本をよむのですか。次

　　に，かいて下さい。

　　　　　　　　　　　　1
19．あなたは，3年生のこ1

　　うとくらべてよむ本の

　　し・るいがかわってi

。ぎ @搬、　i
　2．かわった　　　　i

（1雛釧

18．あなたは，3年生のこ

　うとくらべて本のよみ

　かたが　かわってきま

　したか。

1．　かわらない

2。　かわった

　　たとえば

　　本をよむ時間がな

　　がくなった

　　たくさんよむよう

　　になった

　　熱陣紬よう引
　　なった　など　　／

1

駐）　3年用では，18．19がない。
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付録2　社会性調査の問題

A　テス’ト

　　　　　　　　　　　　　　　　御二親へお癩い、　’．一…

　つぎに，お子さんがお宅でふだんどうやっている粋を調べるいろいろな質問があげて

あります。

　これは，お子さんの年ごろではどんな習慣があるかを広く調査し，こういう習慣と．国

鍋ρ力の関係をしらべるのが，主な目上です・

　御多堀中おそれいりますが，つぎの要領でお答え下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立国語研究所　国語教育研究室

　　〔答え方の要領〕

　どの樋繍子さんe：あてはまるt9ろをρでかごみます。たとZtX　rしねどこ砧

げおろし」では，自分でしている場合は「自分でも手伝っている」を○でかこんで，

r腹分でも手傍ってい翻と了す。家の人がしてやると越嫁の人が、yてL）る」：を

○でかこみます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問題によっては「さあ，どっちだろう」というの．もあり、ます。こ〉いう場合は「まあ

どちらかといえばこっちだ」という方を○でかこんで下さい。

　傭考のらんには，ことばでつ励賊たいことがあったら，なるべく簡単綜尾入し七下

さい。

年
男

　なまえ
女

〔頚問その一〕1

ユ．　ねどこのあげおろし

2．　着物のきがえ

3．　きがえたもののしまつ

4．　指の爪を切ること

　　おふろでからだの主な部5
．

　　分を洗うこと

お子さんにあてはまる方
をかこむ

欝 考
r

自分でも手
伝っている

自分でして
いる

薗分でして
いる

自分で切っ
ている

自分で洗っ
ている

家の人がし
ている

家の入が手
伝っている

家の入がし
ている

家の人が切
ってやる

家の人が手
飯っている 一
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6，　学校の時間割や鉛筆など

7．自分のもちもの・部屋の
　　せいとん

8．　自分の鉛筆をけずること

9．　ノートや鉛筆を買うこと

　　ちょっとした｛霧をしたと10．

　　き

自分でしらべ
たり，そろえ
たりしている

自分でして
いる

lt

自分でYlっ
ている

自分で薬を
つげている

家の入が手
俵っている

家の入がし
ている

’

家の人が蜀：

って与えて
いる

つ
て

が
つ

入
や

の
て
る

家
け
い

〔質閥その二〕

・舅きま・てする勲そ

　　食器をはこんだりかたつ2
．

　　けたりする

3．ち・つとした買物の鞭
　　い

　　お客さんがきた時せワた4
．

　　いの手伝い

5．　飼っている動物のせわ

6．　小さいこどものせわ

　　　その他，家の手伝いで
　　　毎日ぎまってするもの
　　　又はよくするものがあ
7－10　ったら，イ，Pt，ハの
　　　らんに書き入れ，なか
　　　ったら，なしを○でか
　　　こむ。

お子さんにあてはまる方
をかこむ

ぶんたんが
ある

よくする

ない

家の入が全
部する

1

よくする

ノ’

せわずきな
方だ

すきな方だ

いればよく
するだろう

イ

ノ、

’

’’

あまりすき
ではない

あまりすき
ではない

ま
だ

あ
い

も
な

て
し
う

い
り
ろ

なし

備 考

（質問その三）

　　・親せきや知りあいのお客1
．

　　　さんがみ．えた時
」

お子さんにあてはまる方
をかこむ

せきにでる ほとんど出
ない

倉 考

1
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2．家の近くの友達とのあそ
　　び

3． ノノ

　　おともだちやきょうだい4．

　　との関係

5 ’1

6．　きょうだいの関係

7．　家の中のお子さんの状態

l

18．　家の人との関係
i

9 ’’

　　家の人にほしいものをね10．

　　だるとき

よくLてい
る

び
に
る

そ
ら
い

あ
し
て

く
か
つ

よ
の
な

か
し

し
く

か
よ
る

の
を
い

物
り
て

物をよく分
けてやる方
だ

いろいろな
ことを一緒
にする方だ

ものわかり
がいい方だ

よく話す方
だ

ら
方

が
る

い
い

わ
て

か
れ
だ

はっきりい
う方だ

あまりして
いない

い
に
る

つ
方
い

を
く
て

と
行
つ

あ
て
な

物のかしか
りはあまり
しない

あまり分け
てやらない
方だ

あまり一緒
にはしない

わがままな
方だ

だまってい
る方だ

まああまり
かわいがっ
てやれない

はっきりい
わない方だ

　　　　　　　　　　　Bテスト銑譲え

（1）　やまだくんは　ひとりだけもけいひこうきを　もっていないので，みんなからなか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おん
　まはずれにされます。それで，まい日おてつだいをして，10円ずつためています。あ

　と60円で　もけいひこうきがかえます。

　　ある良，ひとりであるいているとき　やまだくんは100円さつをひろいました。

　〔もんだい　1｝　やまだくんは，ひろった100円さっをどうしたらよいでしinう。

　〔もんだい　2｝　もんだい1で　そうするわけは　どうしてですか。

（2）　3年生のえんそくのとき，　こうえんで，おべんとうをたべました。たべたあとには

　かみくずがたくさんちらかっています。あたりにはごみすてばがないのです。

　〔もんだい　1〕　みんなは，ちらかったかみくずを　どうしたらよいでしょう。

　〔もんだい　2〕　もんだい1で　そうするわけは　どうしてですか。

（3＞花子さんのおかあさんは，びょうきでねています。

　　ある羅，花子さんがこうえんに行くと，きれいなチューリップがたくさんさいてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　385



ました。　「まあぎれい。おかあさんに　1本もっていってあげようかしら。；と花子さ

んはおもいました。

〔もんだい　1〕　花子さんは　チュー一一ジヅプを　とってもいいでしょうか。

〔もんだい　2〕　そのわけはどうしてですか。

（4）たろうさんたちが　4人でキャッチボールをして　あそぼ5としています。きんじ

　ょには　キャッチボールをするような　にわやひろばがありません。じてんしゃや入
　　　　　　　　みち
　がとおるひろい道は　あります。

　〔もんだい　1〕　たろ．うさんたちは　どうしたらよいでしょう。．

　〔もんだい　2〕　もんだい1で　そうするわけは　なぜですか。

（5）　しんPtくんは　せいがひくいので「ちびしん，ちびしん。」と，みんなにからかわれ

　ます。ある臼，みんなで用へおよぎに行くことになりました。そうして　しんPtくん

　をふかい．ところへっれて行こう．とみんながいいました。

　　「いけだくん　きみもみんなのいけんには　さんせいだろう。ちびしんがどうする

　かおもしろい一ぞ。」と…だれかがいいました。

　〔もんだい　1］　あなたが　いげだくんだったら　どうしますか。

〔もんだい　2〕　そうするわけは　どうしてですか。

⑥　わざわざ町へ行って　かってぎたキャベツのなえを，さいとうくんは　まいにちk

　いせつに　せわをしています。ところが　となりの家のにわとりが，いつもなえをあ

　らしにやってきます。

　　ある日さいとうくんは，なえをあらしているにわとりを　みつけました。おこって

　石をなげつけると，にわとりはびっこになって　しまいました。

　〔もんだい　1〕　あなたが　さいとうくんだったら，どうしますか。

〔もんだい　2〕　もんだい1で　そうするわけは　なぜですか。

（7）　さかたくんは　よわいものいじめばかりします。さかたくんは，みのるさんよりず

　つとつよいし，らんぼうなので　どうにもしようがありません。きょうも　みのるさ

　んが見ているところで，なにもしないよし子さんを　いじめていました。

　〔もんだい　1〕　みのるさんは　ど5したらよいでしょう。
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　〔もんだい　2〕　もんだい1で　そうするわけは　なぜですか。

（8）　わかいときあそびくらしたひとが　おじいさんになって，とてもこまっていましtq

　このおじいさんはひとりぼっちで，めんどうをみてくれるうちのひとは　いないので

　す。

　〔もんだい　1〕　このおじいさんを　どうしたらよいと　おもいますか。

　〔もんだい　2〕　もんだい1のわけM　どうしてですか。

　　　　　　　　　　　C　テスト

　つぎのもんだいをよんで，．イ，ロ，ハ，二

いこたえを　2っずつえらびなさい。

つけます。

　（れい）　うみでとれるものは

　　　　　イ，おこめ．　　Fr　）かぼちゃ

　　　　　ホ，たぎぎ

（1）　かわでとれるものは　なにとなにか。

　　　　　イ，たこ　　　ロ，いわし　　　ハ，

　　　　　ホ　めだか
　　　　　　’
（2）　やまでとれるものは　なにとなにか。

　　　　　イ，　しお　　　 Pt，　さとう

　　　　　ホ，すみ（もくたん）

（3）　おもに　まちでっくられるものは

　　　　　イ，ようふく　　　Pt　）りんご

　　　　　ホ，せきたん

（4）　あおものいちばには

　　　　　イ，　おさかな：　　　ロ，　やさい

　　　　　ホ，ざいもく

（5）　入のやくにたたないどうぶつは

　　　　　イ，ひつじ　　　pa，ねずみ

　　　　　ホ，からす

（6）　おまわりさんは　どんなことをするか。

　　　　　イ，どろばうをつかまえる

　　　　　二sまいこのせわをする　　　ホ，

（7）　いねは　どんなてんで　やくにたつか。
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r暑なまえ

　　　　　，ホの5つのこたえの中から，もっともよ

　　こたえ．かたは　（れい）　にしてあるように，○を

なにとなにか。

　　　　　　◎，　くじら　　　㊥，かつお

どじょう 二　こんぶ　’

　　　　　　　ハ，きのこ　　　二1わた

　　　　　　なにとなtcか。

　　　　　　　　　ハ，がくようひん　　　二，まゆ

なにとなにがでるか。

　　　　　　　　　ハ，くだもの　　　二，おこめ

　　　　　どれとどれか。

　　　　　　　　ノ、　をこ濠つとり　　　　　　うま
　　　　　　　　　J　一”一一　一一　”　s

口，かじをけす

　せんそうをする

ハ，てがみをくばる



　　　　　イ，わらのなわをつくる　　　P，かみをつくる　　　ハ，ぬのをつくる

　　　　　二，おこめをとる　　　ホ，うどんをつくる

（8）　木はどんなてんで　やくにたつか。

　　　　　イ，セメントをつくる　　　ロ，こうずい（おおみず）にならないようにす

　　　　　る　　　ハ，れんたんをつくる　　　　　二，　レールにする

　　　　　ホ，すみ（もくたん）をつくる

（9）　おひやくしようさんは　どうして　うまやにわとりをかうのか。

　　　　　イ，みてたのしむ　　　ロ，どうぶつをかわいがる　　　ハ，はたけのしご

　　　　　とをてつだわせる　　　二，どろぼうのばんをさせる　　　ホ，にくやたま

　　　　　ごをうって　おかねにする

（ゆ　ほけんじょは　どんなことをするか。

　　　　　イ，よ匠うちゅうしゃをする　　　ロ，こどもをあそばせる　　　ハ，かい

　　　　　ちゅうのけんさをする　　　二，びんぼうなひとにおかねをくれる

　　　　　ホ，おおぜいのひとが　あつまってたのしむ

⑪　あたらしいよいみちをつくるときには　どんなことがたいぜっか。

　　　　　イ，まっすぐである　　　口，まがっている　　　ハ，を累ばがひろい

　　　　　二，けしきがよい　　　ホ，ふとい木が　はしにうえてある

㈱　とおくにある　いなかのうちに　いそいでしらせをするには　どのほうほうと　ど

　のほうほうがよいか。

　　　　　イ，でんぼうをうつ　　　ロ，こづつみをだす　　　ハ，そくたつをだす

　　　　　二，はしっていく　　　ホ，ひこうきでいく

㈱　つぎのどんなときとどんなときに　やくばへとどけるか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あか
　　　　　イ，でんわをひくとき　　　伊，赤ちゃんがうまれたとき　　　ハ，ひつこ

　　　　　しをしたとき　　　二，ものをなくし．たとき　　　ホ，かじになったとき

⑯　たくさんのおこめを　とおくのまちまではこぶには　どんなものがよいか。

　　　　　イ，トラヅク　　　ロ，パス　　　ハ，かもつれっしゃ　　　二，ひこうき

　　　　　ホ，じてんしゃ

⑮　オリソピヅクでは，つぎのどんなことをするか。

　　　　　イ，なかよくはなしあいする　　　ロ，スキーやスケート　　　ハ，すいえ

　　　　　いやはしるきょうそう　　二，おんがくかい　　 ホ，おどりやしばい

　　　　　　　　　　　Dテス・　喫轍

　つぎに　あなたのクラスのなかで　なかのよいともだちや，いちばんしんせつなおと

もだちなどについて，たずねるしつもんがあります。あなたのクラスのおともだちをよ

くかんがえ．て，おもったとおり｝こしょうじきにかいてください。

（1）　あなたとなかのよいおともだちを　5人かきなさい。
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1 2． 3

　　　　　4．　5．
（2）　あなたが　その人のいうことならよろこんでさんせいする入をかぎなさい。　（その

　人のいうことをぎかないと　いじめられるからぎく　というひとは　かいてはいけな

　い）

㈲
㈲
⑤
⑥
㊥
⑧
⑨
⑩
⑪

いちばんしんせつな人を　1人かきなさい。

いちばんが窪んつよい人を　1人かきなさい。

いちばんよくきそくをまもる人を　1人かきなさい。

いちばん像がらかであかるい人を　1人かきなさい。

いろいろなことを，まっさきに立ってやる人を　1人かきなさい。

いろいろなうんどうが　いちばんじょうずな人な　1入かきなさい。

おもしろいおはなしをするのが　いちばんよくでぎる入を　1人かきなさいe

べんきょうが　いちばんよくでぎる人を　1人かきなさい。

いちばんれいぎただしい入を　1入かきない。
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